
    
      
    
  
    目次
	ネメシス戦域の強襲巨兵③	第一章　大戦の予兆
	第二章　開戦　これが私の勝利条件
	第三章　剣鬼推参
	第四章　オペレーション『Ｐ』
	断章　ある結末


	書籍化特典ＳＳ	ゲームチェンジャー『電子励起爆薬』


	あとがき
	著者紹介
	イラストレーター紹介


  
    
      ネメシス戦域の強襲巨兵③

      夜切 怜　著　　　　イラスト　小山 英二

    


    
      
        第一章　大戦の予兆

      

      　Ｐ３３６要塞エリアを奪還して一ヶ月が経過した。

      　メタルアイリスの指揮のもとファミリア、セリアンスロープ、ネレイスを中心に要塞エリアは復興しつつある。ストーンズ勢力の警戒度が上がったことで戦線は小康状態を保っていた。

      　メタルアイリスは順調だが人類全体でいえばまとまりがない状況が続いている。ストーンズ側に付いた要塞エリアや防衛ドームも増え始めた。

      　Ｐ３３６要塞エリアではアリステイデス艦内からブルーによるラジオ放送も行われている。

      「こんばんは。ダスクバスターの時間です。パーソナリティのブルーです。本日もよろしくお願いします。さっそくですがナンバーをご紹介します。二十一世紀の曲で……」

      　よどみなく曲名を告げ、音楽を流すブルー。実はこの曲は彼女のお気に入りなのだ。

      　表紙に騙されたナナシさんが一押しする、サビが特徴的なアニソンだ。

      「～～♪」

      　小声で歌いながら、寄せられたリクエストのなかから選曲しようとしていた時だった。

      　コツコツとアリステイデス艦内放送局の窓ガラスが叩かれる。

      　セリアンスロープのロゼールだった。タブレットに文字を記載し窓ガラスに軽くぶつけ、しきりに振っている。

      「ロゼール？ マイク、はいっている？ え？ 嘘？ きゃあ！ ごめんなさい！」

      　慌てて謝罪しながらマイクを切るブルー。

      　こういうハプニングはリスナーの大好物。放送した日は伝説回として、あっという間にＷＥＢ媒体に拡散。

      　透明な歌声、あまりに可憐な反応にフェアリー・ブルーという異名まで付いてしまった。

      　リスナーから寄せられるリクエストに、ブルー自身の生歌希望が殺到してしまい彼女は半泣きになるのであった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「フェアリー・ブルーと買い物だなんて光栄に思うにゃ」

      「ああ。フェアリー・ブルーと一緒だなんて夢のようだ」

      　にゃん汰が重々しく告げ、コウが緊張して呟く。

      「マネージャーとして厳重に見張る必要がありますからね。アイドルにスキャンダルは禁物です」

      「うん」

      　アキとエメもその場にいる。

      「誰がフェアリー・ブルーで、誰がマネージャーでアイドルですか。もしまた言ったら五番機を背中から撃ちますよ。表紙に騙されたナナシさん」

      「本気で怒るな……わかったってば」

      　フェアリー・ブルーと言われることを本気で嫌がっているようだ。コウも自重することにした。

      　一段落ついた頃、コウがエメたちを連れて市街地散策に行こうとしたらブルーも付いてきたのだ。エメが誘ったらしい。

      　昏い目をしたアキとにゃん汰をコウが見ることがなかったことは幸いだった。ヴォイは早々に逃げた。

      「荷物持ちがんばれよ！」

      　そう言い残して。

      「宅配があるにゃ、バーカ！」

      　ムキになったにゃん汰をなだめる波乱の幕開け。

      「えへへ。たのしーねー」

      　エメは珍しく上機嫌。これだけでも来た甲斐はあった。

      　洋服や地球時代の品、アシア特産品をみんなで物色する。今までゆったりした時間を持たなかったが改めて人々が普通に生活し、生きていることを実感した。

      　渋滞に巻き込まれた自動車もなく満員電車もない。多様な形態のファミリアが行き交っている。喧噪のなかにいると不思議と心が和らいだ。

      「コウ。次はあそこへいきたいです！」

      「いこうか」

      　にゃん汰やアキが行きたい場所を巡るだけで楽しいものだ。

      「ずいぶんと人が多いな」

      「メタルアイリスの、人間の傭兵初募集ですからね。世界中から殺到ですよ」

      「そんなに？」

      「新興勢力ではもっとも力を持つアンダーグラウンドフォース。かつ戦力も底知れず連戦連勝。当然です」

      「それだけ危険も多いということだけどね」

      　コウはぽつりと呟く。今までは勝ち戦が続いた。しかし被害がないわけではない。ファミリアもセリアンスロープも人間にも死者はいる。

      「いままで移住も含めてセリアンスロープとファミリアとネレイスしか募集してなかったからにゃ」

      「商業施設、ショッピングモールの導入は実にスムーズでしたね」

      「好きなんだよね、そういうの。紅信の人に相談したら二つ返事で引き受けてくれた」

      「紅信の人間社員も常駐していますから。コウのいうことは絶対ですよ」

      　アキとにゃん汰の二人が現状を説明してくれる。

      　水さえあれば生きていけるファミリアはお金を稼ぐ必要がないので、良心的な値段で商売をしてくれるのだ。そういう面でもコウはファミリアたちだけでいいのではないかと思ってしまう。

      「人が増えると、荒っぽいのや変なのが増えるな」

      　警察機構は存在するしファミリアたちが実質そういう役割を担っている。空を飛んでいる雀の群れだってファミリアだ。事件が発生した場合は鳥たちが弾丸のように犯人を襲い、犯罪を未然に阻止する。そのあと容疑者は犬のお巡りさんに連行されていくのだ。

      　コウが気にしている心配事はファミリアやセリアンスロープたちの善意を利用してよからぬことを考える連中だ。善意につけ込む連中はどこにでもいる。

      「メタルアイリスに変な人が入らないようにする、ビッグボス様の意向は重々承知で面接をしていますから安心してください」

      　ブルーがビッグボスを強調していう。フェアリーの仕返しなのだろう。

      「俺はフェ……いて。ごめんなさい」

      　フェアリーと呟こうとして、にっこり笑ったブルーに頬をつねられる。端からみたら仲のいい恋人同士にしか見えず、ケモ耳娘二人の嫉妬の視線が鋭く刺さる。

      「よろしい。ご飯奢ってくれる約束もありましたね」

      「覚えているよ」

      「いつの間に！」

      　アキが軽くショックを受けている。おおげさだな、と思うコウに女心はわからない。

      「みんなで食べよう」

      　彼女らは食べたいものを次々あげ最寄りのレストランへ移動した。食事のあとはデザート。屋内のこぢんまりとしたフードコートに入り、それぞれ飲み物を購入して会話する。店内にはたくさんのファミリア、少人数のセリアンスロープがいる。

      　女性陣が他愛のない会話をしているとき、コウは視界に入った三人組のほうをちらりとみた。

      　アキとにゃん汰はコウの異変にすぐ気づいた。

      「どうかしましたか？」

      「敵？」

      　アキがたずね、にゃん汰が周囲を警戒した。コウから一瞬、怒りと殺気が滲み出たのだ。彼女たちが初めて知覚する――コウの憎悪に緊張する。

      「なんでもないよ」

      　コウは彼女たちが人間の感情を読むことに長けていることを失念していた。修行が足りないと反省する。下手に動けば感づかれてしまう。

      　相手は忘れているかコウとは関わりたくないだろう。普通の感性ならば、だ。

      「なんでもなくはないですが……すぐに言ってくださいね」

      「ああ」

      　再びコウたちは雑談に戻ろうとしたが、不幸なことに相手は普通の感性ではなかった。

      「よお。コウじゃねえか。生きていたのか」

      　声の主は吉川。惑星アシアに転移したとき、脱出艇からコウを突き飛ばした男だ。後ろにいる二人は、取り巻きの山岡と新島。酒臭い。手に持っているものはアルコール入りのカップだ。

      　吉川が眉をひそめむっとした。コウが美少女三人も連れているのだ。一人は子供で数には入れないが、それを差し引いても生意気だ。

      「……なんとか」

      　コウは無表情に言う。アキとにゃん汰がさらに警戒を強め、エメが三人を睨んでいる。ブルーは状況がよくわからないものの身構えた。

      　この場所にいるということは傭兵になっており彼らもメタルアイリスの傭兵募集に来たのだろう。ファミリアとの連携を考えると面接には受かりそうにないが、念のため確認しておこうとコウは思った。

      　下手に騒げば絡んでくるし三対一の喧嘩は愚策だ。彼女たちを巻き込んでしまう。

      　ここは平常心で我慢のしどころだと、コウは自分に言い聞かせた。剣の道場ではこういう場合の対処方法は逃げろと教えられる。それは剣術でも居合いでも剣道でも同じだ。

      　日常で武器を所持していることはまずないし、当然殺す機会もない。殺す覚悟を持つことさえないだろう。そして武術を学ぶものは訓練しているからこそ多対一の不利は身をもって知っているのだ。今は一人ではなく、この対処法は使えない。

      「お前もメタルアイリスの募集に来たのか？ どんくさいお前には無理そーだな！」

      「こいつ、いつもぼっちで連携も無理そうだし」

      「俺たちの仲間にしてやるよ。ほら、ＩＤ登録しに行こうぜ」

      　好き勝手に言っている。仲間？ パシリの間違いだろう、とコウは皮肉を言いたくなったが我慢した。

      「前みたいに仲良くしよーぜー？ 俺はお前と仲良くなりたいんだぜ？」

      　わざとらしく仲良くなりたいを連呼してくる。挑発なのか、アリバイ作りなのかどちらかはコウには判断が難しかった。

      「そんな事実はない。すでにアンダーグラウンドフォースに所属していてね。用がないなら離れてくれないか？」

      「は！ えらそうに！ 転んで脱出艇にも乗れなかったドジ野郎が！」

      　本気で言っているのか、ごまかしているのか。おそらくは後者と踏んだコウは相手にしない。さらにむっとする吉川だが矛先をブルーに変え、下卑た視線を送った。

      「綺麗なエルフじゃないか！ おい、お嬢さん。俺らコウの先輩なのよ。俺たちのほうがそのボンクラより優秀だぜ。俺たちと遊びに行かない？」

      「私、エルフなんかじゃありませんのでお断り」

      「あんたはもう先輩じゃない。失せてくれ」

      「なんだてめえ！」

      　コウが反論した瞬間、胸ぐらを掴んでくるがコウは振り払う。

      「人を殺しかけて、よく言う」

      　ブルーに危害が及びかねない事態になり、耐えかねたコウが吐き捨てた。

      　嫌がらせを兼ねた殺人未遂には殺意などはない。なんとなく死ぬだろうな、と思ってやったのだ。彼にとってコウの命など気にする価値がないからこそ死につながる嫌がらせができる。

      「言いがかりも大概にしろよ。――その落とし前は女三人で勘弁してやる。俺たちに寄越せ。エルフに獣人なんざ人間の奴隷だろ。あ？ お前がマスターなら権限を寄越せよ」

      　傭兵になって実績も積んだのだろう。三人の凶暴性は増していた。

      「言っていいことと悪いことがある。ネレイスもセリアンスロープも奴隷じゃない」

      「正論様が。第一、お前が勝手にこけたんじゃねえか。落とし前をつけろ」

      　エメが突如、コウの前に立ちはだかった。

      「あなたがコウを突き飛ばした。私は知っている」

      　エメは誰よりもコウと付き合いの長い師匠と一心同体なのだ。

      　彼女こそは事実を知っている。瞳に静かな怒りが宿していた。

      「やめるんだ、エメ！」

      「なんだこのガキ！ コウ、お前ロリコンだったのか？」

      　いたぶりがいのある獲物があらわれたのだ。にたりと笑う吉川。ブルーも危機を察し立ち上がる。

      「おっと、すまない。お嬢ちゃん。誤解があったようだ。あ！」

      　手に持っていた酒をエメにぶっかけた。鮮やかな慣れた手際だ。わざとらしい、あ、だった。流れるような動作でグラスを机にぶつけ、グラスの上部分は砕け散る。

      　にゃん汰とアキも立ち上がるが、テーブルの反対側の出来事。わずかに時間がかかる。

      　コウがエメの間に割って入るより、吉川の動きは速かった。

      「ごめんなあ！ 手が滑っちまった。ぎゃはは！ ほら拭いてやるよ！」

      　手を伸ばした。コウやにゃん汰が割りこむよりも吉川の手が早い。エメと距離が近すぎた。鳥型のファミリアさえ割って入る間もないほど近い。

      　対象はエメ。コウ本人がやられるより、守りたい者を苦しめるほうが効果的だとよく知っている手合い特有のやり口。

      　コウが吉川の意図に気づいた時は遅かった。どこまでも卑劣な男だった。

      　髪の毛を掴みエメが短い悲鳴をあげる。力尽くに髪を引っ張り吊り上げようとしたのだ。多少の力では外れないはずのエメのウィッグが外れバランスを崩す吉川。エメは長期の冷凍睡眠の後遺症で、無毛症の治療中だった。

      　コウの目が険しくなり殺意に満ちる。ほんの僅かな距離さえもどかしかった。

      「ぷはは！ このメスガキ！ マルハゲ！ ハゲだ！ おっと、また手が！」

      　左手にウィッグを持ち、右手に持った割れたグラスでエメの顔面を殴りつけようとする。軽傷でも一生顔に残る傷で失明する可能性もある。万が一にも少女が死ねばコウが生涯苦しむだろう。自分の罪科は手が滑った事故で済ませるつもりだ。コウは会社の後輩であり、自分は先輩で立場は上。刃向かうほうが悪いという理論だ。

      「恨むならコウを恨みな！ ぎゃっ」

      　にゃん汰が派手な音を立てて床に転がった。間一髪のところでテーブルを飛び越えてエメを抱き抱えたのだ。すかさずブルーが走り寄りエメを受け取り抱きしめる。

      　エメの顔面を狙い振り下ろしたグラスが空振りに終わる。ツバメ型のファミリアが吉川の手に体当たりしグラスを跳ね飛ばし、続いて雀型のファミリアが手に持ったウィッグを叩き落としたのだ。

      「この鳥ども、ぐぉ」

      　コウによる渾身の拳が吉川の鳩尾にのめり込む。そのまま右の頬を全力で殴りつけた。

      　吉川が吹き飛んで倒れ込み、呼吸困難に陥り酒を吐き出した。雀型のファミリアが追撃するべく加勢し、そのまま体当たりする。

      　コウは迷わず尻餅をついている吉川を全力で蹴りつける。刀、いやナイフでもいいから欲しいと心から願った。

      「て、てめえ！ よくも！」

      「殺してやる」

      　思わず漏れ出た言葉。コウは憎悪に満ちた目で倒れている吉川を見下ろした。吉川も、恐怖を覚えるほどの殺意。

      　ブルーがそっとウィッグを拾い上げエメにかぶせ直す。飛んできた犬型のファミリアがエメを店の奥に連れて行く。ファミリアもセリアンスロープも身体的な事情で人を笑いものにする者もいない。怒りの感情が周囲に湧き起こっていた。年端もいかぬ少女が知られたくない秘密を往来で晒されるのはどんなに辛いことだろうか。エメは涙目だったが気丈にも泣かなかった。

      　ファミリアに連れて行かれる際も心配そうにコウを見つめていた。それがなによりコウには辛く、吉川への殺意がさらに増す。

      「てめえ吉川さんに何を！」

      「死ぬのはてめえだ！ 先に手を出したのはてめえだからな！」

      　山岡と新島が二人同時に殴りかかろうとしたが、機敏に動いたにゃん汰が山岡に肩からの体当たりを浴びせ、アキが全力で新島を殴り飛ばし彼の前歯が砕け散った。

      　三人揃って尻餅をつく状態になった。仁王立ちし鬼気迫るコウに吉川は怯えた。

      「俺だけじゃ殺し足りないか？ 絶対に許さん」

      「おい！ 聞いたか！ ファミリアども！ こいつ、証拠もないのに俺を殺人犯にしようとしたぜ！ お前らが証人だ！ 先に殴りかかった上、人を無実の罪に陥れようとする！ 俺は被害者だ！」

      「なにを」

      「私は被害者でーす！ いきなり殴られましたー！ 俺は仲良くしたいと言ったのに！ 殺すとか怖いこといっていますー！ みてくれ、みんな！ ファミリアさーん！ ――コウ。傭兵機構でえん罪は重罪って知っているか？ お前はもう傭兵もできなくなる。追放だ！」

      　勝算がないことを悟った吉川は、法に頼ることにした。

      　被害者に徹しコウを加害者にして優位に立つことを選んだのだ。仲良くしたいと言った事実をことさら強調し、その場にいるファミリアを証人としてコウを犯罪者にする目論みだ。周辺にいたファミリアですらその浅ましさに愕然とする。無論三人もお咎めなしというわけにはいかないだろうが、罪は軽減されるという計算だ。

      　あまりのあざとさにコウが呆然としてしまう。

      「誰が人殺しだ？ 存在もしない目撃者でも連れてこいよ。ああ？」

      　最後はただの恫喝。押し切るつもりだ。あの転移後も生じた緊急避難の場で目撃者などいるわけがない。被害者アピールをおおげさに演じている。

      　このままだと警備員に連れて行かれるのはコウだろう。吉川は先に殴られた被害者こそ自分なのだと訴え続けるに違いない。酒をエメに浴びせかけ割れたグラスで殴ろうとしたことは手が滑って偶然だと主張し、証拠を要求しながら。

      『私が見た！ 私が証人！』

      　怒気をはらんだ声が空間に響いた。

      　その場にいたファミリア、セリアンスロープ、ネレイスの体が同時に震える。その声の主は初めて聞いた者でも知っている、彼らの創造主たる存在。

      　敵意に満ちていたブルーの表情は嫌悪感が極まり、おぞましいものを見るかのような目で三人を見下ろした。

      　にゃん汰は瞳孔がすっと細くなる。猫耳は後ろに伏せ、尻尾がピンと立っている。完全に彼らを獲物としか認識できなくなったのだ。どういたぶってネズミを殺そうかと身を伏せている猫そのものだ。

      　アキはすかさずコウの頭を掴み、自分の胸に押しつけ両手で抱きしめながら、三人を睨み付ける。ぞっとするほど怜悧な美貌が殺意にゆがみ氷より冷たい視線が注がれる。その怒りは子犬を守る母犬の如し。その視線を浴びて生きて帰れると思うものはいないだろう。

      　店内にいるセリアンスロープたちもまた激怒し三人を睨み付けていた。

      　敵意、殺意は感情の発露。それらがまだましだったとは――

      　店内にいるファミリアが一斉に三人の方を向いた。

      　瞳がない。鋼色の単色になっている。店内にいるファミリア全て、犬、猫、ウサギ、狐、鳥。一斉に表情豊かな瞳がなくなり、灰色に閉じられた眼がそこにあった。

      　深夜のデパートでマネキンが一斉に自分のほうを向いたような無機質な恐怖。マーダーに通じるものさえあるといえよう。虚無の瞳が自分たちを睨んでいるのだ。

      　吉川の股間が濡れた。あまりの恐怖に失禁したのだ。

      「ひ、ひぃ！」

      　悲鳴を上げ三人は逃げ出した。

      「二度とくるな！」

      　セリアンスロープの一人が叫び、続く罵声。彼らが見えなくなると、ファミリアたちは何事もなかったようにいつもの風景に戻っていく。セリアンスロープたちは彼らが逃亡した方角を憎々しげに眺めている。

      「アキ？ アキさん？」

      　未だに大きな胸に顔を埋められているコウが、声を出した。コウはファミリアたちの変貌を見ることはなかった。

      「もう少しこのままでいましょうか」

      　優しくアキがコウの髪を撫でる。

      「ごめん、ちょっと恥ずかしい」

      　実はかなり恥ずかしいコウだった。

      「仕方ないですね」

      　アキがコウを解放した。吉川たちもいない。コウは毒気が抜かれた。

      「あいつらは？」

      「逃げ出しましたよ。フェアリー・ブルーの目力は凄いですね」

      「なっ！」

      　アキのフリにブルーが絶句して抗議の視線を向ける。この三人のなかでもっとも殺意に満ちて恐ろしかった視線の持ち主は間違いなくアキだ。

      　アキがコウの頭を抱きしめた理由。それはコウにファミリアたちの無機質な意思と、何より自分の殺意を知られたくなかったからだ。それはかつて多くの人々を怯えさせた瞳。

      「ありがとう、ブルー。アキ、にゃん汰。店内のみんな！ ありがとう！」

      　コウは察しがついた。ファミリアも味方してくれたのだ。

      　ファミリアやセリアンスロープは手に持ったカップを掲げコウに応えた。気のいい連中だった。

      「アシアもありがとう」

      　最後の呟きはきっと彼女に届いているだろう。

      
        

      

      「あらあらやーねえ。いい大人が失禁なんて」

      　おばちゃん風の狸型ファミリアが、モップとバケツを持って掃除にやってきた。

      「奥に席を用意していますから、そちらに移動してくださいな」

      「ありがとう」

      　ファミリアの心遣いに感謝するコウ。

      「もうすぐお嬢さんの着替えも終わりますよ」

      「コウ。エメが着替えていますので、迎えにいってあげてください」

      「わかった！」

      　慌てて狸おばちゃんにエメの場所を聞いて向かう。

      　コウがいなくなったあと、三人が小声で会話を始める。

      「あの三人組はこの要塞エリアにはいられないでしょうね。ファミリアは情報が共有されますから」

      「うん。風のように怒りが伝わって、あの三人はファミリアにとっていない存在と同じになるにゃ」

      「不愉快極まりないですね。さて私達は、と。ちょっとＢＡＮＧとやってきますか」

      　ブルーも内心激怒しているのだ。にゃん汰がびっくりする。ブルーがそこまで怒っているとは思わなかった。

      「うちがいくつもりだったにゃ。ブルーさん、いいの？ ネレイスだと無理しなくても」

      「ブルーでいい。私も怒っているの。とてもね」

      「私は残ります。撃つほうは苦手で。このままだと手加減できそうにないですし。晩ご飯はみんなで食べましょう。のちほどお店は連絡しますね」

      「今のあんただとＭＣＳから引きずりだして生きたまま惨殺しかねないにゃ。お店はよろしくにゃ。ブルー、行こう」

      「美味しいお店を期待しているわ、アキ」

      　二人はフードコートを出て、アリステイデスに向かった。

      
        

      

      　コウは着替え終わったエメを見つけ駆けよって抱きしめ、抱え上げた。

      「エメ。大丈夫か。ごめんな、俺のせいで」

      　泣きそうなコウにエメはびっくりして目を見開く。抱きしめられた腕は、とても優しく力強い。

      「コウのせいじゃない。大丈夫。濡れただけ。怪我はない」

      「そうか」

      　コウはエメを抱きしめたまま、しばらく動かない。エメの気持ちを思うとなおさら吉川が許せなかった。エメはその気持ちだけでとても嬉しかった。

      　二人が戻ると、アキが一人だけいた。

      「あれ、二人は？」

      「連絡があって戻りました。夕食はみなで取りましょうと約束しましたので、またあとで合流しますよ。エメ？ いいお洋服用意してもらいましたね」

      「うん。ファミリアのおばさんが」

      「よかった。でもコウ。せっかくですから、もう数着エメのお洋服を三人で見に行きませんか。時間もまだありますし」

      「それがいいな。エメ、夜まで時間もある。行こう」

      「いいの？」

      「いいにきまっています。私達だけだからゆっくり選べますしね。あの二人には少々申し訳ないですが」

      「あの二人に悪いな。でも、やっぱり行きたいな」

      　エメがおずおずと言った。大人数で自分の買い物だけだと気を遣うが三人なら行動しやすい。行きたいのだ。

      「あの二人には後日、別途で誘うよ。三人で服を見に行こう、エメ」

      「うん！」

      「エメがアキの服を選んでやってくれ」

      「嬉しい提案ですね。コウでもいいですよ？」

      「私も！」

      「俺はセンスないからな……」

      「関係ない。コウが選んでくれた服がほしい」

      「私もです！」

      　そうして三人はエメの洋服選びに買い物を続けることにした。

      　エメはすっかり上機嫌で、左右にコウとアキとで手をつないで歩いている。三人のその様は若夫婦そのもの。アキも内心嬉しく、尻尾がぶんぶん振られていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　吉川たちは背後を警戒しながら必死に走っていた。

      　話しかけようとするとファミリアの目が鋼色になる。ホラー映画の世界に迷い込んだようだ。彼らを前にするとファミリアが停止する。それだけはわかった。彼らを認識できないように振る舞っているとしか思えない。

      　公共の交通機関やファミリアがいる店も使えない。町中にいながら無人の街にいるような絶望的な状況。とくにファミリアが多い要塞エリアだったことが彼らに災いしている。

      　背後を気にしながら走っていると吉川が巨大な熊にぶつかった。蜂蜜を買い食いしていたヴォイだった。鼻歌を歌いながらのんきに道の往来を歩いていると、吉川たちがぶつかってきたのだ。

      「すまねえな。前を見て走れや。兄さん。立てるか」

      「くそうぜえ熊野郎！ そこをどけ！」

      「……」

      　ヴォイの動きが止まった。周囲のファミリアから三人に対する情報が入ってきたのだ。

      　この熊だけ周囲と反応が違った。瞳が灰色の単色になり爛々と赤く光り始める。地響きのような音。うなり声をあげた。

      「オマエラ……コロス……コウトエメニキガイヲクワエルヤツ、ゼッテーコロス」

      　目は赤く光りよだれが垂れる。興奮状態に入ったのだ。言葉も機械のような音声となる。ヴォイは誰よりもコウやエメと一緒にいるファミリアだ。自壊しようがこの三人を許せるはずがない。

      　頭上にいるツバメ型のファミリアが実際に見た映像がヴォイに共有される。割れたグラス。迫るエメの頬。飛び込んだにゃん汰の機転と鳥型のファミリアたちの特攻により間一髪で間に合ったものの、そうでなければ致命傷になるはずだ。

      　彼女のウィッグを公衆の面前で奪うなど許されない。ましてや割れたグラスで顔面殴打は悪逆非道。地獄すら生ぬるい。八つ裂きにしても物足りない。

      　襲いかかるその前に肉体が停止する。人に危害を加えないためのリミッターが働いたのだ。ファミリア特有の現象である。その事実がなおさらヴォイの怒りをかき立てた。

      「コロ……ス！」

      「ひ、ひぃ！」

      　うなり声をあげ、目を爛々と光らせながらリミッターに負けじとじりじりと三人に詰め寄ろうとするヴォイ。三人がファミリアに殺意を向けられたことは初めてだ。山岡と新島もその凄まじい殺意に失禁する。ヴォイが動けないうちに慌てて移動した。

      　三人がいなくなったあとヴォイの周囲にファミリアが集まってきた。犬や小鳥型が密接する。ヴォイの肉体制御が感情の落ち着きとともに安全装置規定内まで戻った。密接したファミリアたちが感情負荷を分担してくれたのだ。

      「すまねえ、みんな」

      「お互い様だ。やることあるんだろ。いってこい、熊公！」

      　ツバメ型のファミリアが片目をつぶり、ヴォイを促す。気のいい男だった。

      「ありがてえ。いってくる！」

      「がんばれよ！」

      　ヴォイは急いでアリステイデスに戻った。熊の襲しゅう歩ほは恐ろしく早いのだ。

      「ヴォイ。オハヤイオカエリデスネ」

      　整備ドックにいたポン子がヴォイに気づく。

      「コウとエメが襲われてな。おそらくブルーとにゃん汰とアキが戻ってくる。機体を用意してやらねえと」

      「エ？」

      「コウを殺しかけた連中がエメまで襲ってな。かわいそうに町の往来でウィッグまで剥がされた。俺の情報を送る」

      「ファミリアジョウホウ、キョウユウカンリョウ。――ゼッタイニユルサナイ」

      「おうよ。もし三人を見かけたら、機体は用意してあると伝えてくれ」

      「ワカリマシタ」

      　そういってヴォイは、残ったファミリアたちと一緒に機体を急いで用意する。

      　それはさらなる狙撃仕様として完成されたスナイプと、にゃん汰とアキがそれぞれ自分用にカスタムしたライフルを装備したエポナが二機。

      　ブルーとにゃん汰がアリステイデスに到着したときには、すでにスナイプとエポナの整備が終わり出撃準備を完了していた。

      「ヴォイ！ 助かるにゃ！」

      「事情は共有している。アキは射撃苦手だから来てないか。二人とも、いってこい！」

      　ヴォイが目を赤くしながら言っている。

      「俺のかわりにぶちかませ！」

      「任せて」

      　ブルーが請け負う。ヴォイもまた彼女たちに負けず劣らず激怒していることが痛いほど伝わった。

      「にゃん汰。念のため。殺さないようにね」

      「なんで？」

      　殺すべきだ思っているにゃん汰。今の彼女は素だ。

      「コウが悲しむからよ。ヤツらが死んだことじゃなくて、あなたがコウのために人を殺した事実が、ね」

      「そういわれると辛いにゃ。仕方ない。警告だけにしとくにゃ」

      「……実は私も撃ち抜きたいんだけどね。彼らはもう人類側に居場所はない。ストーンズ側の傭兵になるしかないでしょう。禍根を残すことになる」

      「コウが悲しむことは避けたいな」

      「ええ。あいつらの命より、そちらのほうがよほど大事でしょ？」

      「そうだね！」

      　彼らの命にそこまでの価値はない。ただし二人には無傷で逃がすつもりもない。

      「脚とコックピットは残しましょう。さっさとここから出て行ってもらいたいし。不幸な事故があったら、それはそれでおしまい」

      　冷酷に言い放つブルーだった。

      
        

      

      　要塞エリアの郊外で吉川たちのシルエットが全力のローラーダッシュで移動していた。移動速度は遅い。彼らの機体は防御特化の重シルエット、グリズリーだ。

      　輸送船に乗って脱出しようとしたが失敗した。ファミリアが反応せず手続きも不可能だった。早々に自分たちのシルエットでＰ３３６要塞エリアを脱出することを選択した三人は生きた心地がしなかった。最寄りの防衛ドームに逃げ込まないと生活にも支障がでるだろう。

      「こりゃ傭兵機構に訴えるしかねえ！」

      　吉川が憤慨しながら叫ぶ。

      「ファミリアのあの様子をみると、俺たちのほうがやばくないっすかね。傭兵機構に受け付けてもらえないかもしれないですよ」

      　不満げな山岡。ある意味吉川の巻き添えを食らったようなものだ。

      「どうすればいいんだ！」

      「最悪……ストーンズ側に行くしかないかもしれません」

      　新島は冷静だった。自分たちの行く末を悟ったようだ。

      「そんな、そこまで影響が？」

      「ファミリアを完全に敵に回したようなものですよ。輸送船の受付すらできないって聞いたことないです」

      　そんな話をしているさなかだった。機体に衝撃が走る。

      「なっ！」

      　シルエットの頭部が吹き飛んだのだ。

      　隣をみると山岡の機体も頭部が破壊され、新島の機体は右腕が吹き飛んだ。

      「ど、どこだ！」

      「半径十キロは敵影なしっすよ、吉川さん！ まだ要塞エリアの中っす！」

      　山岡が悲鳴に似た声を上げる。

      「どこだ……まさかアリステイデスからか？ コウか？」

      「コウかあの子供が関係者だったのかも」

      「この距離でシルエットの腕や頭を狙い撃ちできるってどんなスナイパーだよ！　警告ってことか……くそ」

      　吉川も察しが悪いわけではない。凄腕のスナイパーに狙われていると知り舌打ちした。

      「殺しはしないでしょうね。脚もそのまま。はやく要塞エリアを出ましょう」

      　諦めに似た声で新島が呟く。可能性がある狙撃先。それは、ここからでも見えるアリステイデスの艦影だった。

      　アリステイデスの甲板。先端付近に二機のシルエットが膝撃ちの狙撃体勢で佇んでいた。ブルーは長距離狙撃用レールガン。にゃん汰はカスタムした狙撃砲だ。

      「やるね。ブルー」

      「あなたもね、にゃん汰」

      　お互いに讃え合う。二人の戦友意識が深まっている。

      「警告としては十分かにゃ？」

      「ですね。いつかコウと相まみえることもあるでしょう。そのときこそコウ自身の手で決着を付けるべきです。敗北するなど欠片も思えないですが」

      「あんな連中に絶対負けないにゃ」

      「みすみす逃すことになることは本当に惜しい……背中から撃ち抜きたい」

      「ブルーのほうが未練たらたら！」

      　思わずにゃん汰も笑ってしまうほど、ブルーの殺意は強かった。人のことは言えない。

      　どん！ と鈍い音とともに、機体が震えるほどの衝撃が船体に走る。

      　遠くで吉川の機体が弾け飛ぶ。完全にシルエットの下半身がない。警告ですらなく撃破するつもりで射撃されたのだ。誰よりも殺意が籠もった射撃だった。

      　アリステイデスの艦砲射撃であろう。最大威力のレールガンによる砲撃だ。

      　上半身が破壊されていないのでおそらくパイロットは生きてはいるだろう。あの衝撃はＭＣＳでも緩和できない。体を固定していなかったらＭＣＳのなかでシェイクされているはずだ。

      　片腕しかない新島の機体と頭部がない山岡の機体が吉川の機体の腕を左右から掴み、慌てて逃走する。それは遠い昔の地球で広まった連行される宇宙人のよう。

      　モニタどころかシルエットのフェイスごと、彼女たちは顔を見合わせる。

      　そして状況を理解し二人は涙目で笑い転げていた。

      
        

      

      『ポン子、平時の艦砲射撃は認められません。理由を述べなさい』

      　ディケのもとへ艦砲射撃の許可を得に、ポン子が戦闘指揮所にやってきたのだ。

      「コウトエメ、オソワレマシタ。ファミリアカラデータヲシュトクシテクダサイ」

      『――状況を確認。艦砲射撃の制限解除は権限を持つ三者の許可が必要です。第一種制限、ディケの名により解除。第二種制限、アストライアより解除要請、受諾。第三種制限が問題です』

      　ディケとアストライアによる承認はマッチポンプそのものだ。

      『人員が出払っていて――否。承認されました。第三種制限、全権限を有する匿名希望少女Ａさんにより解除。一発だけ発砲を許可します』

      「ショウジョエーサン。イッタイナニモノナンダ……」

      　ポン子は射撃制御室に移動。着席した。

      　艤装された大口径レールガンだ。この艦の主砲ともいえる。バリーにアリステイデスの兵装を要求され、コウが構築したのだ。

      　目標の機体に狙いを定めた。装填エネルギーは迷わずＭＡＸに設定する。

      「ワタシ、テレマＡＩジャナイ。コドモキズツケルヤツユルサナイ。ジゴクヘオチロ。クソヤロウ」

      　彼女は子守ロボットである。子の守りが存在意義。コウとエメ。彼女の庇護すべき者を傷つけるものなど許せるはずがない。

      　戦争は立場もあるだろうが、平和な居住区のなかでコウとエメは嫌がらせのあげくひどい目にあった。平和な世界で子供を事件や事故から守ることが彼女の使命。割れたグラスで顔を殴ろうとするなど嫌がらせで済む範囲ではない。子守ロボットは子供を守るためならなんでもする。子供に手にかけるような者を生かしておけない。

      「エメヲヒドイメニアワセタヤツ、シスベシジヒハナイ。ブッコロ。ブッコロ。ブッ殺ォッ」

      　最後の声はスピーカーに鳴り響く重低音そのもの。迷わず引き金を引いた。

      　最大電力のレールガンが発射される。衝撃で船体が揺れた。

      　吉川のシルエットの下半身が吹き飛んだ。上半身が弾け飛び、離れた地面に転がる。動力は生きているようであり命に別状はないだろう。実は直撃弾にならないようディケが若干狙いをずらしたのだ。

      「クソ、シナナカッタ。オボエテロ。ツギハコロス。カナラズナ」

      　無機質かつ淡々とした声で宣言するポン子であった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「そこで兵衛さんの力を借りたいわけです」

      　会長室のなかで机を挟んで、兵衛を説得している男がいた。吉川である。新島と山岡もいる。元社員の吉川は転移された直後ＴＡＫＡＢＡ社員となり、すぐに辞めて傭兵になった。

      　鷹羽兵衛は転移された直後の社員を積極的に保護する目的でＴＡＫＡＢＡを設立した経緯もある。袂を分かった元社員も幅広く受け入れていた。

      「ファミリアが反応しない、か」

      　兵衛の肩に止まっているファミリアも彼らをみるや瞳が灰色となっていた。

      「はい。どうも彼らに誤解されちゃったみたいで。殺人未遂犯だと」

      　ここまでたどり着くのも大変だった。

      　まず人間としか会話できない。闇の輸送機手配業者にはボッタくられ、ＴＡＫＡＢＡ社内に入館するにも知人が通りすがるのを待って話しかけて、ようやく入館できた。

      　ファミリアは彼らを存在しないものとして扱うので聞かれない限りは警告もしない。逆にいえばファミリアが反応しないことに気づかれては困る。理由を問われたらお仕舞いなのだ。

      「そうか。たー君。あの映像を」

      　彼はたー君という名の、相棒のハイタカ型のファミリアに呼びかけた。

      　たー君は灰色の瞳を解除し映像を投影した。それは町中の喧嘩。少女のウィッグを剥ぎ取り、割れたグラスで殴ろうとする吉川の姿である。

      「……」

      　吉川たちは絶句した。殴り飛ばされ失禁するシーンまで、ばっちり映っていた。

      「申し開きはあるのかね」

      「その証人と名乗る女がいけないんです！ どこのだれかはしらないんですがね……」

      「証人となった女の子は俺の恩人だ。てめえの言葉よりよっぽど信用できらあ」

      　怒っている様子はない。それがより恐ろしかった。

      「か、会長……」

      「出て行け。お前らには二度とうちの敷居は跨がせんよ。戦場であったら覚悟しておけ」

      「ひっ……」

      　鬼気迫る兵衛に慌てて三人は飛び出した。

      　兵衛はため息をつき深く椅子に座り直した。コウと連絡が取れない理由がようやく理解できた。同僚とも言える彼らに殺されそうになったなら連絡も取りづらいであろうことは容易に想像できる。

      「幼い子になんてことを……」

      　たー君も呆れ顔だ。怒りを隠さない。

      「本当に申し訳ねえ」

      　顔を覆う兵衛。刀がなくて幸いした。追いかけて問答無用で切り捨てるべきか。今も判断に迷うほどであった。

      
        

      

      「最悪を想定していてよかった。あの作戦でいくぞ」

      「笑顔、爽やかな笑顔ですね！」

      「了解」

      　三人は小声で確認し合い、晴れ晴れとした笑顔で社内を歩いていた。

      「内田さーん！」

      　試験室にきた吉川は、内田と呼ばれるテスト主任を見つけて声をかける。

      「お、吉川。久しぶりだな」

      「鷹羽会長に挨拶してきたんですよ！ それで開発中の新機体に乗っていいって言ってくれまして」

      「そうか。お前たちが顔をだして会長も喜んだだろう」

      「俺たちは改良したファルコに乗ってみたいですね」

      「わかった。ついてこい」

      　内田は彼らを別の場所に案内する。

      「こいつの詳細を教えてくださいよ！」

      「うちの社の新たなフラグシップとなる。ラニウスの飛行能力をさらに伸ばした超高級機……」

      　解説を一通り聞いたあと、たずねる。

      「こいつは完成したばかりですかね？」

      「試作の二号機であり、初品だな。地球だったら初物エフの束になる。会長が一号機を作成し、この二号機は量確に調整されている。こいつをもとに量産開始、ラインが動いているよ。超高級機になるから買える人間がどれだけいるか、わからないけどね」

      「傭兵として夢ができたっす！」

      「がんばって稼いでくれ。ほら、試乗行ってこい！」

      「ありがとうございます！」

      「内田さん、俺たちはこれなんて贅沢はいいませんから、新技術採用のファルコを！」

      「わかったわかった。あれは実際よく売れるんだ。テストが終わり次第出荷するヤツがある」

      　二人を別の場所に連れて行く内田。

      　その場所にあった機体を眺め、邪悪にほくそ笑む吉川の姿があった。

      「おお、これはとんでもない機体だ！」

      「こっちもっすよ！」

      「お前ら、こっちは別物だぞ。今までのシルエットなんてシルエットじゃねえ」

      　三人が新機体に乗ってはしゃいでいる。

      「お前ら、あと、二、三十分ぐらいだぞ」

      「わかっていますって。じゃあ、ちょっくら外で試運転して戻ってきます！」

      「壊すなよ！ 壊れるほどやわじゃないがな！」

      「はい、外いってきます！」

      　そういって彼らはシルエットに乗ったままＴＡＫＡＢＡ社の敷地外へ向かっていく。要塞エリアのシルエット用出口から消えた時、内田は眉をひそめた。

      　二度と三人は戻ってこなかった。

      
        

      

      「大変申し訳ございません！」

      　会長室で土下座して詫びる、内田の姿があった。

      「頭を上げなさい。仕方ないでは済まないが……」

      　苛立ちが隠せない兵衛。管理が甘すぎるといわれても仕方ないだろう。試作機強奪など絶対起きてはいけない事案だ。

      「ったく。あいつら本気で小悪党だなァ」

      　次は必ず殺そうと決めた兵衛。戦場で会うことになるだろう。問答無用で切り捨てる所存だ。

      「油断はわかる。こんな宇宙の果てで、同じ会社だった身内に裏切られるとは思わねえよなあ」

      「それでも、私が甘すぎました！」

      　内田は泣きそうな表情で床を見つめている。泣いて済む問題ではないのだ。

      　追いかけて奪い返しにいきたいほどだが、どうやら逃走ルートも手配済みだったようだ。要塞エリアの周囲からはとっくに消え失せていた。

      「出入り禁止の通達、すぐに出さなかった俺もいけなかった。出て行ったその足でやるとはな。そういうことだけは頭が回るな」

      　元々、ダメ元で兵衛に会いに来たのだろう。事件が露見していた場合に備えて新型機の強奪を企てていたに違いない。

      「ＴＳＷ―Ｒ１７アクシピター。ラニウスの後継だ。御統さんの技術とコウ君との共同研究でようやく完成した次世代機。ラニウスのＣ型の研究過程で提供してもらった新技術の赤色酸素生成装置をパワーパックに導入してある最新鋭機だ。下手したら、あいつらストーンズ側に持ち込む可能性だってあるぞ」

      「え？ まさか」

      「あいつらは殺人未遂と暴力事件を起こしてファミリアから拒絶されているんだよ。殺人未遂の相手は地球の時にいた、萬代屋杲。お前んところの班の子だったな」

      「彼は転移したとき、手違いで旧工場に取り残されて死亡したと……」

      「吉川が救難艇から突き飛ばしたことが真相のようだな。俺の恩人が証人だ」

      「そんなことって……」

      　内田の表情がみるみる憔悴していった。理解が追いつかないのだ。

      「彼は生きているよ。安心しな。それだけが救いだな」

      「ええ。今喜んでいいのかわかりませんが」

      「喜んでくれ。今のお前さんは混乱中だろ。今日は帰っていい。明日、川影から連絡させる」

      「……はい。申し訳ございませんでした」

      　深々と頭を下げて退出する内田。

      「傭兵機構には通達を済ませました」

      「すまねえな、たー君」

      「とんでもありません。ですが被害が大きすぎますね」

      「コウ君の殺人未遂。少女への襲撃。二人目のアシア嬢ちゃんが提供した解放技術を導入している最新機体の強奪。とどめにアシアの嬢ちゃん本人からの怒りまで買ってやがるからな。ストーンズへ行くしかなかろう」

      「傭兵なので多少の荒事や喧嘩は大目にみられていた空気が仇になりましたねえ」

      「時間の問題だったろうさ。なあ、たー君。彼からもらった技術の結晶まで奪われて、俺ァどうやってコウ君に詫びたらいいと思う？」

      　その呟きに苦悩を察知して、たー君は無言になるしかなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　事件から数日が経過した。

      　何事もなかったように誰もあの出来事は語らなかった。コウたちもトラブルのことはあえて言わなかったが、要塞エリア内での艦砲射撃については記録が残る。こっそりアシアが事務手続きを終わらせていた。アリステイデスによる試射実験を行い問題なし、との報告書だけがあがっていたのだ。

      「アシアから連絡があったね。アリステイデス級の新兵装の試射をしました、ってね。射手不明というところが笑えるわね！」

      　ジェニーが笑いながら言った。関係者がアリステイデスの戦闘指揮所に集まっている。艦砲射撃について聞かれ、ファミリアの映像をクルーたちが確認しているのだ。

      　気まずそうにしている彼らにジェニーは不安を和らげるべく声をかける。憤りを覚えているのはメンバーもまた同様だ。

      「あなたたちはなにも心配しなくていいわ。私がいても間違いなくぶん殴ってる」。

      「うむ。迷わず撃つ」

      　ジェニーが美しい顔に青筋を立て、リックまで怒りを隠そうとしない。

      「おう。俺が砲撃許可を出したかったぜ」

      　バリーも映像を視聴した。その場にいたら自分でも怒りのあまり殺していたかもしれない。

      「三人組はグリズリーに乗った傭兵だったようだ。どのみち面接で落ちていたよ。ネレイスやセリアンスロープを奴隷といってしまうような男だ。当然だな」

      「よかった」

      　コウは胸をなで下ろした。あのような連中が共感力の高いファミリアによる面接に受かるわけがないのだ。

      「とっくにＰ３３６要塞エリアを脱出して、流れているだろう。そう遠からずストーンズ側に亡命するだろうな。戦場で会うこともあるだろう。油断するな」

      「どういうことだ？」

      「アシアの怒りを買った人間をファミリアが許しはしないということだ。もう彼らは人類勢力に居場所はないよ。ただの喧嘩ならここまでの介入はしなかった。アシアの逆鱗に触れた理由はエメの件に加え被害者面して本当の被害者であるコウを加害者に仕立て上げて、ファミリアを利用し社会的に抹殺しようとしたことだな。ファミリアの善意である保安システムの悪用など彼女には耐えられないしファミリアも同様だ」

      　リックが詳しい説明をしてくれる。

      「彼らは二度とファミリアと正常なコミュニケーションは取れないだろう」

      「想像がつかないな……」

      「想像を絶する不便さだと思うわ。街の動物たちが彼らを認識することは二度とない」

      　ジェニーもその末路を思う。同情はしないが悲惨な結末だとは想像がつく。

      「戦場であったら決着を付けるさ。みんなに助けられてばかりで申し訳ない」

      　敵としてあらわれてくれたら、迷うことなく斬ることができるだろう。むしろそれを望んでいた。

      「なにを言っているのですか。軽く嫌味ですよ」

      　ブルーが薄く笑う。

      「ここはあなたの味方しかいません。アシアも含めてね」

      『そうね』

      　アシアも相槌を打ってくる。

      「あら、アシア。定着は順調？」

      　ジェニーはわかっていたのか、ことなげに話しかける。

      『うん！ それにコウの来客、本当の待ち人さんも到着したしね！ これでこの要塞エリアもますます盤石になるよ！』

      「来たか」

      　再会を待ち望んでいた友人が、ようやく来訪したのだ。

      
        

      

      　輸送機から降りた二人の男女。女性のほうは軍服姿で男性がゴシック風のドレス。

      　スカンク・テクノロジーズからやってきたフージャリンとマティーだった。

      「ジャリン！ マット！ よくきてくれた！」

      「はーい！ いきなり私達を転移者企業社長にする非常識は誰かしら？」

      「ジャリン。いまさらだよ。やあ。コウ。よくぞぼくたちに声をかけてくれた！」

      　二人は再会をひとしきり喜んだ。さっそくアリステイデスに案内し、メタルアイリスの主要メンバーを紹介する。

      　二人は緊張しているようだったが、ジェニーとアキは見知っている。次第に打ち解けた。

      『いらっしゃい！ 私がアシア。ジャリンにマットね？ よろしくね！』

      　アシアが会話に飛び込んできた。アリステイデスのメンバーには慣れっこだ。

      「アシアだって!? は、はじめまして。お会いできて光栄です」

      「うちのボスやコウがいつもお世話になっています……」

      　惑星管理ＡＩアシア。彼ら人類を守り慈しんできた超ＡＩ。

      　超ＡＩは神と呼ばれることを嫌っていると思っても、女神扱いは仕方なかった。それほどまでに人類へ貢献している。その超ＡＩが彼らを名前で呼びかけたのだ。感動してしまうのも無理はない。

      『緊張しないで。私はここにいるから。あなたたちの力が必要なの』

      「はい！ 一命に代えまして！」

      「全力でやりましゅ！」

      　女装の美青年は今まで見たことがないほど凜々しく敬礼した。構築技士としてアシアの声を聞けることは大変名誉なのだ。ジャリンも緊張のあまり噛んでしまった。

      『気合い入れすぎね。ふふ。おいおい打ち解けるわ。やることはコウに聞いてね。じゃあ、また会いましょ』

      　そういってアシアが消える。

      「メタルアイリスの皆さん。これからご指導よろしくお願いします」

      「緊張すんなよ。コウの友達だろ？ 気楽にいこうぜ！」

      　バリーが豪快に笑いながらマティーの肩を叩く。

      「コウ？ アシアがいるなんて私、聞いてないんだけど？」

      「あら。大事なこといわなかったの？ ボス」

      「ボス！」

      「ボスぅ？」

      　二人には転移者企業の創業以外、何も伝えていなかった。疑念が広がる二人に、バツが悪そうに目を背けるコウだった。

      　コウは二人を別室に案内し、詳細を伝えることにした。

      「実に簡単なお仕事ね！ 要塞エリアにいるアシアを守るために私達は転移者企業を創業して運営すればいい！」

      「そうそう。簡単」

      「なわけあるかー！」

      　ジャリンが軽くキれた。

      「コウ。物事を矮小化して振るのはよくない」

      　マティーも重々しく言う。一大事だと彼は理解している。

      「そこまで大事かな？」

      「転移者企業いくつ作るつもりなのよ、ここ」

      「二人にお願いする会社と、クルト・マシネンバウ支社で三社かな？」

      「どこに三社も転移者企業がある要塞エリアがあるのよ！ 傭兵機構にきっと言われるよ？」

      　規模にもよるが一つの要塞エリアに企業が集中する構造は傭兵機構が望まない。リスク管理の面と、権力の集中化を恐れるためだ。転移者企業本部は要塞エリア一社が原則だ。

      「傭兵機構は了解済み。この要塞エリアの運営権はメタルアイリスにある」

      「は？」

      「傭兵機構にこの要塞エリアを任せようとしたら、いきなり俺らに振ってきた。それは俺のせいじゃない」

      　それは事実である。彼らの本命はシルエットベース譲渡交渉だったのだろうが、そこはまだ語っていない。

      「こんな大規模工業区画がある要塞エリアをみすみす明け渡すとは、何があったのかしら」

      「それは順序が違うかな。要塞エリア運営を任されたから工業区画を増設した」

      「なっ」

      　要塞エリアそのものは二万年前の開拓時代の遺産だ。その施設を増設や改造した例はない。

      「マット。私、ボスのもとに帰っていい？ ここにいたらやばそう」

      「怒られるよ。帰りたいのは、ぼくも同じだけど」

      「そんなに心配することないよ。アシアもサポートしてくれるし」

      「それが大事っていってんのよ！」

      　アシアにサポートされた上での企業創業も前例がない。企業が力を付け彼女を守る力を持つことを見込んでのことだが、理解するからこそ重責なのだ。

      「企業は二つ。俺の依頼品を作る専属企業と製品開発や生産をする通常の転移者企業。しばらくは委託生産をお願いするけどね」

      「ドリルと半装軌車？」

      「違う！」

      　コウが設計するものはドリルと半装軌車というイメージが付いている。

      「じゃあＣ級構築技士のぼくは依頼品を作るほうだね。開発はＢ級のジャリンに任せる」

      「あんた、そういってすぐ楽なほうへ……」

      「そうなるよな。決定だ。では生産を頼む兵器を見せるよ。まずはマットに頼むシルエットからだ」

      「コウ設計シルエット！ 初めてだわ！」

      「楽しみだ」

      　彼らは最下層の格納庫に移動する。

      　そこにあったものに二人は絶句する。半人半馬のケンタウロス状のシルエットと整備作業中のセリアンスロープたちだった。

      「この四脚型シルエットが三種類、需要は二種類かな。それをマットに」

      「ちょっと待って？！ 四脚のシルエットなんて聞いたことがないよ！」

      「セリアンスロープ専用だから」

      「待ちなさい！ さらりと爆弾発言しないで！」

      　彼女も構築技士だ。セリアンスロープたちがシルエットに搭乗不可であることは知っている。それが彼らの苦悩になっていることも。もし彼らがシルエットに搭乗することができたら？ 世界中からセリアンスロープが殺到するだろう。

      「量産型はマットが自由に改良してくれて構わないから」

      「話を平然と続けないでくれるかな？ 普通の転移者企業を作ることより、重大な案件だよ？！」

      　コウは小首を傾げ、近くの狐耳のセリアンスロープを呼び寄せる。彼は飛んできて耳打ちしコウと小言で相談する。

      「そうなるらしいな。彼が君たちのクアトロを量産する企業を立ち上げる予定のマティーだ」

      「また神が増える……」

      　狐耳の青年は畏怖するように呟いた。

      「はは、相変わらずみんな、おおげさだなあ」

      　コウは最近すっかりセリアンスロープたちに持ち上げられ、彼らなりの尊敬方法だと思うようになった。心から言っているとはみじんも思っていない。

      「そういう反応になることはわかるよ。それぐらいのことだからね！」

      　マティーもついにキれはじめた。

      「私、普通の転移者企業でがんばるから。それでいいから」

      　楽な方を選んだはずのマットは、責任重大な事態になっている

      「最初はこのシルエットの需要をまかなうだけで、忙しいと思う」

      「だろうね！ その需要がなくなるとも思えないし！」

      「次はジャリンに任せる方へ案内しよう」

      「ふふ。ぼくがこれだけの重責なんだ。ジャリンはもっと大変に違いない……」

      「あんた、そういうこというのやめてよね？」

      「クアトロ以上のものはない気がする」

      「さてはわかっていたな！」

      　格納庫は階層に分かれている。コウはそれぞれ、ざっと説明を行う。

      「へえ。戦闘用シルエット。それにファミリア用多目的戦闘機に戦車や装甲車、各種のヘリかあ」

      「普通だろ」

      「それは認める」

      　ジャリンが納得しマティーが悔しがる。明らかにクアトロと違って普通の兵器群だ。

      「最後の重攻撃機は？ 空飛ぶ戦車じゃん」

      「ボスの作ったタキシネタと同種だよ」

      「タキシネタは二種類のシルエットなんて搭載できないんですけど？」

      「二種類といっても、中は単なるコックピット代わりだから」

      「なんで単なるコックピット代わりのシルエットが空中機動戦闘を考慮された設計になっているんですかねぇ……」

      「空中だからだよ。墜落中脱出して反撃もできないようでは、ね」

      「盛りすぎ！」

      　ジャリンも呆れる機能を持ったサンダーストームだった。ブルーのために改良した結果、そうなっただけだ。

      「あれは生産しても売れないんじゃないかな。燃料供給元がシルエットだから高価だ」

      「どういうこと？」

      「中身のシルエットに金属水素生成炉を搭載している」

      「あえて二回言うわ。盛りすぎ。パイロット保護主義にもほどがあるんじゃないかしら？」

      「偵察ヘリ含めて、他のも電磁装甲だったよね？」

      「他の機体は貯蔵型だ。レールガンと対空ミサイルが飛び交う戦場だから生半可な防御力では飛ばそうとも思えない」

      「それはわかるな。だから航空戦力がこの星からなくなったんだし」

      　居並ぶ航空機を眺めつつ、ジャリンが呟いた。

      「マットほどじゃないけど、私も忙しくなりそう」

      「ぼくが苦労する前提なの、やめてほしいな」

      「注文がんばってさばいてね、マット」

      「うぅ……」

      　戦闘指揮所に戻り、コウの非常識さを訴える二人を一同が大いに慰める。

      　実に解せないコウだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　ジャリンとマティーは数日後には転移者企業を創業する。Ｐ３３６要塞エリアは三社もの転移者企業を抱える大重工業地帯の要塞エリアとしてスタートすることになった。

      　マティーはクアトロ・シルエット専門のギャロップ社と命名。

      　ジャリンはギリシャ神話から名前を取ってアイギス社を創設し、コウからの依頼でシルエットベース製作の兵器を製造。

      　クルト・マシネンバウ社は元社員でＢ級構築技士のハーラルト・ミュラーが代表となった。クルト・マシネンバウ社の兵器生産をそのまま引き継ぐ。

      　コウは最初に完成したギャロップ社を訪問した。スーツ姿に身を固めたマティーが出迎える。

      「おいおい、どうした。美青年が出迎えとは」

      「褒めてもなにも出ないよ、コウ。ビッグボスを出迎えるには当然の礼儀さ」

      「ビッグボスはやめよう」

      「いまさら否定してもムダよ……」

      　ジャリンが小声で呟いた。

      　工場内ではクアトロ・シルエットが生産されている。この場所で生産されているクアトロ・シルエットは作業用シルエットのラインが転用されている。

      「作業用クアトロ・ワーカーと戦闘用エポスの量産は順調。エポナはこの工場だけでは製造は無理だからジャリンかコウに依頼することになるかな」

      「通常の工廠と生産効率が桁違いだ」

      「クアトロに特化しているからね。とくに作業用シルエットがベースだから特殊な材質も必要ない。それでも一機百ミナするけど」

      「通常のワーカーの三倍以上か」

      「千ミナで五機だけ先行販売したら速攻で売り切れた。問い合わせが今も殺到している」

      「うわ。えげつない商売するな」

      「それぐらい待望されていた技術だからね？ アキ。コウにどれだけのことか伝えた？ それとも流された？」

      「流されましたよ……」

      　マットがアキに話を振る。

      　アキとにゃん汰の表情を見ると、彼女たちがどれだけ丁寧に説明しても伝わらなかったことが窺える。

      「見てご覧。ギャロップ社の社員。セリアンスロープばかりだろ。求人したら殺到したよ。Ｐ３３６要塞エリアの防衛隊なんて入隊だけで順番待ちだ」

      「それは聞いている。彼女の件が密かに広まったかなと」

      　見回すと社内にいる男女とも、耳と尻尾が付いている者ばかり。

      　コウがぼかして話している件はアシアのことだ。

      「違うからね。彼女は極秘だ。みんなクアトロに乗りたい、せめて一目見たい。関わる仕事をしたい。そんな思いで集まったんだ」

      「エポナを飾ると崇める者もあらわれますよ」

      「ぼくもそう思う。賭けてもいい」

      　アキがコウに伝えると、マティーが激しく同意した。

      「ぼくにコネでごり押しして、どうしても寄越せと言う人まで現れる始末だ」

      「マットにそんなコネを持つヤツがいたとは」

      「うちの元ボスだよ……三機送っておいた」

      「それは仕方ないね。私でも断れないや」

      　諦めた口調のマティーに、二人が同情する。

      「需要があることはいいけどね。兵装は汎用で作る必要がないし。近接武器だけかな」

      「ランス系と大太刀系が人気あるらしいな」

      「もう一つ、最近人気の武器が出た。コウの知人が教えてくれた武器だ」

      　マティーに案内された試験室では、エポスが鎮座している。腕部に取り付けられた異形の爪。前腕部まで覆う装甲を装備した巨大な戦闘用クロウだ。

      「俺の知人？」

      「創業時に武器リストと設計図をくれたよ。アルゲースって人。この施設でも作れるように考えた図面を提供してくれた」

      「アルゲース……大変世話になっている、匠のなかの匠だよ」

      　アルゲースがそんなことをしているとは知らなかったコウ。あとで礼を言わないといけない。

      「やっぱりそれぐらいの人だったか。この戦闘用クロウはとくに猫型セリアンスロープに人気が高い」

      「わかるにゃ。うちも欲しいけど、射撃が不得手になるからなあ」

      「そこは選択になっちゃうよね」

      「盾にもなるところが大きいにゃ」

      「盾にもなるのか！」

      「折れないし、クアトロはバランス能力が高いからね。人型のシルエットは盾を装備するぐらいなら装甲を厚くするほうを選ぶからさ」

      「森の中の哨戒任務でも人気を誇っていますよ、この戦闘用クロウ。獣のような襲撃ができると人気です」

      　シルエットにも盾装備はあるが、あまり好まれていない。肩に装備するタイプが近接機に普及している程度だ。

      「俺の知らないところで、物事が進んでいる。いいことだ」

      　知らないところで発展していると思うと嬉しくなる。コウには大局を見るなどは無理だ。

      「クアトロも意見を吸い上げて、そのうちコウに相談するよ。使い手が増えるほど意見も増えるはずだ」

      「私も相談するから！ ていうか相談する案件、本気で多いから！」

      「待っている、二人とも」

      　Ａ級構築技士同士が思いのほか仲がいいのも、その立場ならではの悩みで相談することがたくさんあったからなのだろう。

      　ブリコラージュするにも仲間がいる。それはとても嬉しいことだと思った。

      　

      

      
        

      

      
        

      

      　ヴォイが忙しい。

      　ドリル編隊が本格的な鉄道網を敷くべくシルエットベースとＰ３３６要塞エリア間のトンネルを掘削しているのだ。列車用トンネルと同様にシルエット用秘匿通路も整備した。この通路は機密性を保持したまま運用する。これは列車用トンネルとは完全に別ラインとなる。

      　列車用トンネルはシルエットベースからは迂回経路となる。発見された場合には敵の侵入経路にもなりかねないためだ。複線環状線。円形路線ではないが内回り、外回り線を作る予定だ。貨物線としての利用であり物資を交互に行き交いできるようにする。

      　シルエットベースとは違いＰ３３６要塞エリアは秘匿していない公の要塞エリアである。物資の搬入もスムーズだが、始動し始めたばかりの要塞エリアである。アシアの許可がないと作れない工作機械をシルエットベースから直接搬入できる点は大きい。

      　問題は地上部分の列車網だ。地形の迂回。山岳地帯のカーブ等、難所もいくつか存在する。

      　人材募集をメタルアイリスがかけたところ求人が殺到した。かつて世界各地にいた歴戦の鉄道関係者や線路関係者、鉄道好きから応募があったのだ。その熱意に軽くジェニーは引いていた。フユキに任せようとしたが、彼にとっても難事だった。

      「求人何人きているの？ 募集人数は八十人ぐらいだけど」

      「二千人程度ですね」

      　フユキに選ばれた元日本の鉄道関係者が答えた。タナカ・テツヤ。人のよさそうな壮年男性だった。

      「絞れるの？」

      「鉄道関係者なら全員確保したいぐらいです。それぐらい経験と知識がある」

      「未来の技術からみても？」

      　コウが質問する。

      「インフラを背負うと言うことは国を背負うということ。そのなかでもまた鉄道に関わりたいと思う人間が集まっているのです。未来の技術とあわされば力になるはず」

      「日本では分単位で運行管理していたな」

      「未来の技術を応用したら、それが盤石ばんじゃくになるってことでしょう。とくに線路敷設経験者などは確保したいですよね」

      「半分ぐらい雇えない？」

      「ここが完成したら、需要ないかもですよ」

      　そこはフユキが割って入る。いきなり千人は無謀だ。

      「需要は作るもんだろ？ この線路網のノウハウは商売にならないかな」

      「なりますね。そうきましたか。――また金のなる木を得たかもしれませんね。そのアイデアはどこから来ましたか？ コウ君」

      「ミルクランだよ」

      　ミルクラン。それは貨物集荷形式の一種。牛乳配達を由来に命名された引き取り物流とも言われている。主に自動車業界などに採用されており、カンバン方式と並ぶ物流形式だ。

      「シルエットベースで作っている工作機械を定時で回収、アリステイデスで運んでいるだろ。地球でのミルクランの有効範囲は約五キロ。それ以上は効率が悪い、って偉い人がいっていたことを覚えている」

      「加工業の物流知識ですね」

      「集荷した荷物はまとめて貨物列車で運ぶ。目的地は一カ所だしね。それを応用してみた」

      「いっそのこと鉄道輸送のノウハウも確立してしまいましょうか。要塞エリア間の鉄道輸送は需要あると思いますよ」

      　テツヤは請け負った。惑星アシアに鉄道網を普及できる可能性とは夢のようだ。なんとしても実現させたい。

      「現状は輸送機と船しか物流手段がない。以前は要塞エリアや防衛ドームで完結していたらしい」

      　ネメシス星系における人類の問題点でもあった。一つのエリアやドームで完結しているので他の居住区は遠い国の出来事や関連付けて考えることが難しくなっているのだ。協調できずストーンズの脅威が実際に迫るまで他人事になってしまう。

      「シルエットが基本となるので、車両限界に余裕がある設計はいいですね」

      　仕様書を確認しながらテツヤは実現性を確認していく。シルエット輸送を標準で考える分、地球より車両には余裕を持たせることができる。余裕をもった路線を作ることが可能で嬉しい誤算だ。

      「地球だと幅三メートルちょいってところですか。コウ君、これは？」

      「戦車を鉄道輸送できないかと考えてね。昔は戦車を貨物鉄道で運んでいたこともあると聞いた」

      「ありましたよ。戦車自体が大きくなって大抵はトレーラーか船輸送が中心になって使われなくなりましたけどね」

      「シルエットで考えると幅四メートル以上必要だし。高さも十五メートルはいるかなと」

      「これを今後の規格として推進しましょうか。テツヤさん」

      「了解です。普及させる場合も説明もしやすいと思います」

      　輸送効率化が発端で開始された鉄道網だが、人や物が増えていく要塞エリアで多大な貢献を果たすことになるのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　新しい転移者企業の創設と鉄道網の整備が進み、Ｐ３３６要塞エリアは解放から一ヶ月程度しか経過していないにもかかわらず周囲の居住エリアが驚愕するほどの重工業地帯に急成長した。

      　傭兵の雇用も進みＰ３３６要塞エリアは人も増えてきた。とくにセリアンスロープが増えた理由はクアトロ・シルエットのおかげだろう。

      　セリアンスロープが増えると同時にネレイスの移住者も増える。アシアがいることを知らないにも関わらず引き寄せられるように。ファミリア、セリアンスロープ、ネレイスが等しく集まる要塞エリアとしてＰ３３要塞エリアは注目を集めていた。

      　人間のなかではまだ関心が低く、商社から情報を聞きつけた者が移住する程度。情報に対するアンテナ感度が低いせいもあるのだろう。

      　アシアの戦線自体も小康状態と言える。いくつかの防衛ドームがさらにストーンズ側に寝返ったが大規模戦闘は発生していない。

      　メタルアイリスも動いていない。あれだけ派手な二面作戦を行えば警戒レベルも急上昇している。すぐに対応されるだろう。

      「順調のようね」

      　アストライア内でアシアに呼び出され、みんな集まった。アシアの隣にアストライアまでいる。二人ともビジョン形態で実体化している。

      「地下工廠、シルエットベース、Ｐ３３６要塞エリアのラインができたからね。ジャリンとクルト社の工場も完成。マティーの会社はもう軌道に乗っているよ」

      「よかった」

      　そういいつつ、アシアの表情は晴れない。

      「どうした、アシア」

      「うん……今日はちょっとよくない話かな」

      「聞こう」

      　アシアは珍しく伏し目がちだった。

      「コウを見つけたとき、私が構築技士にしたよね」

      「覚えているよ。今があるのもアシアのおかげだ」

      「私が直接任命して、コウはＥＸ級の構築技士になった。他の構築技士は違うの。ファミリアや機械整備中にその親和性から選ばれる、というか判明するといったほうが正しいのかな」

      「ある日突然判明するってこと？」

      「そう。誰がそうなのか私もわからないの。とくにＡ級は目覚めたら私の声が聞こえるから、交流できるんだけどね。だから……」

      　言いにくそうなアシア。

      「らしくないな。俺は怒ったりしない」

      「コウはそうだよね。うん。わかった。――新たに目覚めたＡ級構築技士が自らの意思でストーンズ側についた。その話をするね」

      　確かに重大で深刻な話だ。皆が身構え、アシアの言葉に耳を傾けることにした。

      「Ａ級構築技士の資格を持つ男が、自らストーンズ側に……」

      「真意を質すべく、直接会って話をした。私は人に寄り添うものでありＡＩ。彼の決断を歪めることはできない」

      　アシアがいった。人類にとっては相当な痛手であろう。転移者たちは未来技術を応用する能力さえも失った人類を補完するために喚ばれているのだ。

      「なにを考えているのだろう」

      「最適な兵器開発環境を与えられたため。そして――人類に万が一の事態に備えて、と本人は言っていたわ」

      「どういうことだ？」

      「誰か一人でもストーンズ勢力のなかで戦果をあげることによって人類の価値を示すことで、人類が負けたとき保護を訴える立場につかなければならないと。私にはよくわからないけどアストライアなら理解できるのかな」

      「理解できます」

      「説明してくれ、アストライア」

      　人類が負けてしまったら、保護も何もないではないかとコウは思ったのだ。アストライアは少し考え、説明を始めた。

      「勢力の生存戦略としては妥当です。とくに政治では。一方に偏らせないために例えば保守政権にも革新的な思想の持ち主を入れる。その逆も然り。大局を見てあえて反対勢力に入る人間はいるのです」

      「思い当たることはあるかな。俺の国ではどうみても野党的な発言をする人が与党にいた。その逆も確かにいた」

      「まさしくそれです。政権交代が起きたとき、極端なことを新たな与党が行う場合、そういう人がブレーキ役になったりしたでしょう。歴史を見ても二大政党制を採用している国のなかで、それぞれ違う価値観の政治家がどちらの勢力にもいてバランスを取ろうとする。該当のＡ級構築技士も人類の生存戦略としてストーンズ側についたと思われます」

      　コウもその意味を考える。

      「説得は不可能ってことでいいかな、アシア」

      「むしろ倒すべき相手だと思う。彼はストーンズのように人を人と思わない節もある。割り切りが過ぎるというか。機械への技術と理論を信奉している求道者よ。コウがいなければ彼がウーティスだったかもしれない」

      「本来ウーティスになるはずだった男か。ファミリアのことはどう思っているんだろう」

      「興味ない、が正しいかな。彼の親和性は主に自分が創造した機械にのみ向けられる。限定されているからこそ、その愛情も強烈なのかもしれない」

      「機械への親和性にも種類があるってことか」

      「そういうことね。私はあなたでよかったと思っている」

      「そういってもらえると嬉しいかな。話題の人物はＡ級構築技士になるほどの機械への愛情、親和性を持つと。ネメシス星系の今の環境は天国だろう」

      　コウも五番機の整備やファミリアやセリアンスロープたちと過ごす時間が大切だ。話題の男はそういうものとも無縁のようだ。構築に専念しているのだろう。

      「ソピアーが選択した人類なら彼はこの星系には来ることはなかったでしょうけどね」

      「価値観や思想などの要因で別たれた、だっけ」

      「そう」

      「名前は教えてもらえるのかな」

      「ヴァーシャと呼ばれているわ。ヴァシーリー・イーゴレヴナ・ヤークシェフ。父姓があるからロシア系の流れをくむ人だね」

      「ヴァーシャで覚えておく」

      　ロシア系といわれてもさっぱりわからず、とくに他国の名前の特徴など理解できないコウだった。

      「彼はもうストーンズの幹部となっている。ある意味ストーンズより厄介かもしれない」

      「わかった。覚えておくとする。備えもしないと」

      　アシアは本来ならこんな個人情報を教えるようなことはしないだろう。それだけ切迫している事態ということだ。

      「うん。これ以上は私から言えないから。ごめんね」

      「十分だ」

      　コウはしばらく考え込んだあと、覚悟を決めて語り出す。

      「俺も皆に伝えたいことがあったんだ」

      「どうしたの？」

      「コウ。あなたも思い詰めたような顔をしていますよ」

      　アシアとアキが心配そうにしている。

      「地上のシルエットベースと要塞エリアも、軌道に乗ってきた。目標は俺がいなくても運営できる状態だ」

      「突然なんてことをいうんですか」

      　アキが怒った。コウがいなければなにも始まらなかったのだ。

      「前提だよ。怒らないでくれ。そこで相談だ。俺の考えは正しいかどうかわからないが、この先やりたいこと、やるべきこと」

      「私達に気兼ねしなくていいのよ？ あなたはよくやっているわ」

      　コウが推進したシルエットベースと要塞エリアの工業化。

      　彼女の力がなくては為しえなかったとはいえ、その構想は人類勢力の独り立ちを支える礎になるだろう。たとえコウがいなくなったとしても、だ。

      「ストーンズはますます力を付けている。リュビアから運ばれる大型マーダーも増えているんだろ？」

      「うん。だけど大型マーダーに対処できる戦力を人類勢力は身につけたわ」

      「俺もそう思う。だから俺一人でリュビアに行こうかなと思っている。まだ先になるだろうけどね。可能なら大型マーダー建造施設の破壊。不可能なら、リュビアの救出」

      　コウを除く全員が凍り付く。とんでもないことをいいだした。無謀すぎる計画だ。

      「俺は数に入れとけよ、コウ。ファミリアだからな」

      「わかった。ヴォイ。助かる」

      「私達も行くにゃ！」

      「ついて行くに決まっています。単機の戦力でなにができるというのですか！」

      「絶対に付いていく」

      「俺としてはみんなにはアシアとアストライアを守ってほしいんだけどな」

      　口々に力説する女性陣に困った顔をするコウ。危険すぎるのだ。アシアで待っていてほしいと訴える。

      「メタルアイリスが許すとは思えないですが」

      　アストライアまで現実を指摘する。

      「うん。まあね」

      「宇宙艦はどうするのですか。私を――アストライアを使わないつもりですか？」

      　アストライアに言葉にも若干苛立ちが込められている。怒りかもしれない。

      「アリステイデス二番艦ペリクレスか、眠っているホーラ級を使う予定だ。あれならリュビアのデータも回収できるはず」

      　眠っているホーラ級とは、地底湖で眠っているアストライアの同型艦のことだ。

      　アシアは潤んだ瞳でコウをじっと見つめた。

      「ねえ。アストライア。惑星アシアのなかでリュビアを助けようなんて言ってくれた人、いたかしら？」

      「助けを願う人ばかりのなかで？ いないでしょうね。そんな夢物語のようなことを口にする人は」

      「私の救出も夢物語だったと思うけど？ あなたの助力があったとしてもね」

      「それは認めます」

      「私はね。コウが言ってくれた。それだけで嬉しいの。でもね、コウ。本当にリュビアは危険なの。人間も今どれだけ残っているか不明でマーダーが徘徊して人間を狩り続けているの。そんな場所へ、とは言えないわ。人類もどれだけ生き残っているか」

      「アシアは耐えられるのか？ このままリュビアから巨大マーダーが送られ続け、アシアでは人間同士が抗争を開始しそうな状態だ」

      「それはそうだけど……」

      　沈黙が降りた。いずれは対処しなければならない問題であることは確か。困難を解決するには人類が貧弱すぎるのだ。

      　決してコウ一人で解決できる問題でもない。コウはいささか気負いすぎたと言えるだろう。クルトがいなくなり人類居住区がストーンズ勢力に移っていることに焦っているのかもしれない。

      　沈黙を破ったものはアストライアだった。

      「わかりました。では、コウ。あなたにはその前にやるべきことがあります。戦力のさらなる拡充をお願いします」

      「アストライア？ やるべきことってなんだ」

      「敵戦力を分析、今後を予想していたのですよ。アシアの情報により最後の足りないピースが揃いました。Ａ級構築技士が敵に。これです。敵の勢力分布図と工業力を鑑み、完成したパズルで次の局面が見えました」

      「完成したパズルから見えた絵は？」

      「近いうちに大きな戦いがあるでしょう。リュビア探索は、その戦いに生き残ってから考えるべきです」

      「大きな戦い？ 生き残るとは物騒だな」

      「言葉通り。この星すべてを巻き込む大戦です」

      　アストライアはさらりというが、大戦とはただごとではない。

      「今は膠着状態です。我らが拠点を強化しているように敵もまた生産に集中していると思われます。その狙いはＰ３３６要塞エリアと、おそらくシルエットベースも。敵ならば人類勢力すべてよりもこの地域を叩き潰す判断をするはずです」

      「どうしてそうなる！」

      「Ａ級構築技士への技術供与ですよ。ジョン・アームズが保有している技術はすべて敵に渡ったと思われます。最大手の転移者企業二社を襲った理由は彼らが技術を手にするタイミングを待っていたと予想するべきです。ここぞとばかり解放された技術を用いた兵器を生産していると推測します」

      「なんだと……」

      「相手側にいくつ重工業地帯を持つ要塞エリアがあると思っていますか？ マーダーの多くは時代遅れ。次世代技術を応用したシルエットには太刀打ちできません。同様の兵器を作り、人間を乗せるはずです」

      「本当に人間同士の戦いになる、か」

      「敵が戦力を整え次第、総力戦に入ると予想されます。もちろんＰ３３６要塞エリアを放棄するという手もありますが敵の思うつぼでしょう。そのまま集めた勢力でこの地域全体を制圧するはずです。そうなればここも包囲されます」

      　よかれと思った技術供与が仇となる。

      　このシルエットベースでの生産は限界がある。人類の戦力底上げのために供与した。だが、それが――

      　かつて話にもでた、コウがもたらす技術が争いを生むことになる可能性。それが予想外、予想以上の大惨事をもたらすのだ。

      「後悔はなしです。あなたが動かなければ人類はマーダーに為す術もなく、やられていた。ようやく彼らに対抗できる技術を得ることができた。それは間違いありません」

      「そうだよ！ 転移者たちが来る前はものすごい数のファミリアが死んだんだよ。装甲車に乗って。体当たりして。今の人類は大量にいたファミリアの犠牲で成り立っているの。転移者には武器がある。それは転移者たちの偉業であり、あなたはさらにその力を引き出すことができた」

      　アシアがコウの瞳を見据えて言う。

      「数十年前はアンティーク・シルエットを一機倒すために、一万近いファミリアが死んだ。それでも私は大量に。本当にたくさんのファミリアを作り続けた。彼らにも意思や感情はあるのにね。彼らは私の意を汲んで、人類とともに寄り添って最後まで戦ってくれた」

      　アシアの瞳は揺るがない。自ら生み出した存在を死地に追いやった辛さは誰にもわかるまい。

      「それともまた私に大量生産させて、ファミリアを死なせたい？ 違うよね、コウなら」

      「そんなことはもうさせない」

      　覚悟を決めた。もっと多くのファミリアが、人類が、セリアンスロープやネレイスが死ぬことになる。そのためにも、やらないといけないことがある。

      「わかった。アストライア。大戦に備えよう。手伝ってくれ」

      「了解しました。最善は尽くします。生産体制を戦時体制へ移行いたします」

      「戦術面でのサポートも頼む」

      「それは危険と申し上げます。私はＡＩです。勝利のために最適解を選ぶことにためらいはありません。それがコウにとって辛い選択を強いる可能性が高いと警告します」

      「それでも、だ。勝利できなかったら？ アシアを失い、皆死ぬことになるんだろ」

      「肯定します。ただし警告はしました。ご了承を。それでは現時刻をもってコウが設計した未試作の兵器群も選択肢にいれ、戦術面を考慮し生産計画を実行します」

      「そこまで厳しい選択になるのか。――わかった。覚悟する」

      　二人の会話に、アシアも厳しい顔付きで参加する。

      「私も手伝う。シルエットベースとＰ３３６要塞エリアの連結都市。完成したら盤石の守りになるもの。もうとらわれの身はごめんだわ」

      「ありがとう、アシア。アストライア、みんな力を貸してくれ。アシアを守る要であり、みんなで再建したファミリアとセリアンスロープの街を守りたいんだ」

      　全員がうなずいた。

      　大戦。それはひどく昏く、重い言葉だった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　Ｐ３３６要塞エリアのアリステイデス級艦内で緊急会議を開くことになった。

      　アシアとディケの予測を全員に話す。アストライアは秘匿しているのでディケの予測ということにしたのだ。

      「敵にＡ級構築技士と今の膠着状態、か。確かにストーンズの侵攻は中断している。疲弊した戦力の回復にしても、ちょっかいもなしね」

      「要塞エリアや防衛ドームの勧誘に精を出しているので攻撃を控えていると思ったら、戦力増強中ということか」

      　ジェニーとロバートも納得する。ここ最近ストーンズは大人しすぎた。彼らの奇襲が衝撃的だったということもあるだろうが、あくまで表面上のことだろう。

      「敗北にショックを受けていると見せかけてせっせと生産中か。ほんと嫌になるな」

      　バリーがため息混じりに呟いた。

      「ビッグボス、どうするつもりだ」

      「俺達も生産する。性能が互角に近くなる以上、相手が数を用意するなら同じく数で対抗するしかない。傭兵も引き続き募集だ」

      「過剰なぐらい集めていないかと傭兵機構から嫌味を言われたけどね」

      「敵の意図が混じっていたら、それぐらい言うだろう。斡旋する中抜き業者が直接雇用者に文句を言うな」

      　地球であまりいい印象がない請負業務会社を思い出しコウが思わず毒突いた。

      「正論。ディケ、つながっている？ 雇用する数の制限に関してオケアノスからの意見はあるの？」

      『接続しています。オケアノスからはそのような制限はありません。越権行為とも取れる発言です』

      「ですよねー。傭兵機構は敵じゃないが味方でもない。死の商人ぐらいに思っておこう」

      　茶化したようにバリーがいう。

      「とはいってもマーダーが数万、数十万だってありえるかもしれない。こちらは人材も物資も限られている。キモンとアリステイデスに所属する部隊の兵器はできるだけ統一、共有化していこう」

      「個人が用意した装備と試作兵器群だけじゃ戦争はできないよな」

      「アンダーグラウンドフォースが個人傭兵の集まりだったからな。母艦前提で運営されるフォースなぞ、今まではありえなかった。母艦に積める機材にも許容量はある。我らほど共通化が要求される組織はなかろうさ」

      「だからこそ部隊編成と新型量産機導入の話を皆にしたい」

      　リックがコウの言葉に嬉しそうに頷く。

      「エース機用にラニウスＢ、タキシネタ、バズヴ・カタ、エポナ、サンダーストームを揃えるなんて、普通の組織ではまず無理ね」

      　ジェニーが思わず笑ってしまうほど、戦力が豪華だ。

      「むしろ通常部隊装備のリスト。なんじゃこりゃ。艦載機用シルエットにラニウスＡ１、基地隊員用には新開発の量産機シュライクだぁ？」

      　キモン級やアリステイデス級には搭載限界が当然ある。正式隊員のなかでも優秀かつファミリアと相性がよいものが選ばれるのだ。

      「ラニウスＡ１は装甲筋肉採用の金属水素貯蔵タンク搭載。シュライクはＴＡＫＡＢＡと共同開発したラニウスを簡略化した量産機。装甲筋肉ではなく機械構造のみで電磁装甲採用。部品はほぼ共通だ」

      「ん？ 汎用性の高いファルコじゃないのか。そういうところで私情は挟まないやつだと思っていたが」

      　バリーの指摘にコウが苦笑する。

      「私情ってなんだよ。電磁装甲採用機の普及につれ、射撃武器の有効性が低下し近接格闘能力の拡大が求められている。ラニウスは時代に適応したともいえる」

      「ふむ。二十世紀の米軍ではミサイル万能論が蔓延し機関砲を廃止。ベトナム戦争時に敵戦闘機によるドッグファイトでこっぴどくやられた経験があるな。後の戦闘機には格闘戦技術の見直しと、ミサイルがどれほど進化しても機関砲は必ず用意された」

      　リックがコウに理解を示しフォローする。

      「どうして電磁装甲だけ普及して射撃武器の技術が向上しないか謎が残るが、言われてみたらそうだな」

      「シルエット戦闘を斬り合いにもっていこうとする者の意図を感じるが、触れないでやることが情けだろう」

      　触れているじゃないか、と内心コウは冷や汗ものだが二人は納得したようだ。

      「支給シルエットまだまだあるな。ライセンス生産の機兵戦車と専用シルエット。専用も完成したのか」

      「追加装甲で対応はできるから、機兵戦車が中心だけどね」

      　バリーが指摘する。機兵戦車イエマーと専用に開発された重シルエットのヘイフーをライセンス生産させてもらうことにした。ライセンス生産の名称は英語にしてワイルドホースとブラックタイガーにしている。

      「工兵部隊用には戦闘工兵用カレドニア・クロウと、建築工兵用にバトルペッカーを用意している」

      「工兵用機体を作ってくれたのですね。ありがとうございます！」

      　フユキが驚く。バズヴ・カタは戦闘が苦手な工兵部隊には勿体ないと思い返上したのだ。今は特殊部隊とクルト社社員用に使われている。

      　マールとフラックが使っている作業機ウッドペッカーが細かい動きを求められる工兵機に向いており、現場で同様の機体が欲しいと切望されていたのでコウに相談したのだ。

      　カレドニア・クロウは、地球で唯一道具を作るカラスからきている、ラニウスＢ型の工兵用機。装甲筋肉採用機の欠点である積載量を強化している。

      　ペッカーとはキツツキの他につるはしを持つ人という意味もある。バトルペッカーは前線で補給、建築作業用に使うラニウスＡ１の工兵機だ。

      　日頃世話になっているフユキに対し、なんらかの御礼がしたいと思っていたコウは工兵機を構築していたのだ。

      「クアトロ・ワーカーも大量生産中。さらに戦闘用エポスを二百機はすでに完成。軍艦二隻用でこれだけ用意するって」

      　人間しかいない組織なら兵站を任務とする人員のほうが不足するだろうがＰ３３６要塞エリアにはファミリアとセリアンスロープ、ネレイスも大量に移住している。彼らを計算にいれた兵器一覧だ。

      「電磁装甲採用の主力戦車、装軌装甲車、装輪装甲車三種に、通常装甲を用いた軽装甲車両の半装軌車はファミリー化済み。ユニット換装で対空、間接射撃も十分考慮しているな」

      「電磁装甲車両は最初から構想にあったよ。今話した兵器の調達は七割終了している。あとは時間との勝負かな」

      「以前から準備していたなコウ。つまり君は前もって構想だけはあった。それを前倒ししたということか」

      「そういうことになるのかな。漠然とした構想に過ぎなかったが見直して修正を加えた。説明した兵器はあくまで艦載装備。本命はファミリア地上部隊と傭兵部隊、それらを支える兵站計画。兵站のほうはできている」

      　資料を皆に転送する。

      「俺の構想はここまでかな。ディケにサポートしてもらってようやくこれぐらいだ」

      「よくやったよ。鍛え上げたらいい前線指揮官になりそうだが」

      リックが怖いことを言うので、コウは慌てる。

      「俺には向いていないよ。次に航空戦力だけど、これがどれだけ揃えられるかが勝負になると思っている」

      「敵も用意しているでしょうね。私達が活用しすぎたのもあるけど」

      「ストーンズはせいぜい虫系のマーダーを飛ばすぐらいしかできなかった。ジョン・アームズの技術がそっくり渡ってしまい、各地に大型金属水素生成施設を作っている。間違いなく活用してくるはず」

      「航空戦、か。空がついに戦場になるとはなあ」

      　惑星アシアにいる人類はシェルターに守られた居住区の住人だ。

      　宇宙塵に対する防御のために超技術で作られたシェルターへは爆撃効果がなく、またシェルターへの直接攻撃はオケアノスが管理する衛星砲の対象となる。

      　陸戦がメインになる理由の一つでもあった。だが部隊展開が大規模になるほど、航空作戦は有効となる。敵味方ともに、高次元投射装甲を装備しているわけではないのだ。

      「多目的戦闘機スターソルジャーをスカンク・テクノロジーズから提供、ライセンス生産の許可ももらっている。アリステイデスに九十機、キモンに二百機用意。Ｐ３３６要塞エリア用に四百機。シルエットベースとアイギス社に増産を依頼している」

      「それでも足りないか？ いや、足りないんだろうな」

      　バリーが敵要塞エリアの一覧を見る。

      「対地攻撃用としては爆撃機ではなく攻撃機中心にしてある。制空権を取った場合の攻撃機はサンダーストームが十二機、サンダーストーム量産型のサンダークラップが百機ちょい。この攻撃機はシルエット運搬を諦めて一回り小型化、ファミリアも搭乗可能だ」

      「制空権がない重攻撃機は的だからな。戦闘機中心の量産でいい。対地攻撃もできるからこその多目的戦闘機だからな。空戦となると相手がどこから来るか、だが……」

      　この大陸の見取り図を取り出す。

      「敵が戦力を集中させて攻撃してくるならＱ０１９とＱ２２１要塞エリアと軌道エレベーターがあるＲ００１要塞エリアか。Ｐ３３６要塞エリアはこの三つの要所という理由だけで重要拠点だったからな。重工業地帯はあらかた制圧している。マーダーではなく、兵器運用に転換するとなると……」

      「ストーンズもそこまで人員はいないだろう。いくら傭兵でも人類の敵ともいえる勢力に、そこまで人は集まらない」

      　ロバートの指摘にバリーが首を横に振る。

      「いるさ。――ナノマシンで意思を奪われた人々が」

      「そんな、今までは！」

      「今までは航空機が貧弱だったから運用しなかっただけだ。こちらも使っていなかったわけだしな。それなりに使えるものになれば、惜しみなくパイロットとして投入するだろう」

      　ファミリアもいない勢力で人間をヒトと思わないストーンズである。

      　惑星アシアでは航空兵器は格安撃墜問題により効率が悪かった。その問題が解消されたならば、ストーンズ勢力は洗脳した人々を迷わず投入するだろう。

      「こちらもファミリアへ依存度が高まる。可能な限り最適なものを用意したい」

      　彼らに手助けしてもらっている。使い捨ての兵器にしてはいけないのだ。

      「クルト社が開発した戦闘機ファルケも増産を依頼している。生産ラインを変更したばかりで八十機程度。あとはこの侵攻予想情報をＡ級構築技士で共有し、事態に備えるだけか」

      　コウがすべての説明を終えた。

      「俺からは以上だ。こことシルエットベースを使って生産するしかない。総力戦になる可能性も高いが、ここで迎え撃たないと全域を支配される。皆の力を貸してほしい」

      「――提案があるんだけど、コウ君」

      「言ってくれ」

      「今回の件、総司令官を任命するべきだと思うの。戦術、戦略レベルに強い人をね」

      「ジェニーとリック以上の人材がいるなら、そりゃあ……」

      「いるんだよ、コウ。とびっきりの切れ者が」

      　ロバートがにやりと笑った。

      「バリー。そろそろ本気を出せ。もう禊ぎは済んだだろう」

      「バリー？」

      　コウがバリーのほうをみると、彼は困ったような顔で鼻をかいていた。

      「彼はね。ランディーが自分の作戦で死んだことを気にして、前線で兵隊をやっていたのよ。普段は本気を出さないくせに、とびっきりの戦術家。たった数機のベアでアンティーク・シルエットを追い込むほどの、ね」

      「もう錆び付いてらぁ」

      「私とコウを助けると思って、お願い」

      「俺からも頼む。ディケ。艦長変更だ。アリステイデスの艦長を俺に。キモンをバリーにだ」

      『了解しました』

      「ボブ、やめろよ。突っ込むほうが俺にはあってんだよ！」

      「総力戦が終わったら元に戻ればいいさ。今は適材適所だ。それこそ、お前が突っ込みたがる要素は減らさないとな」

      　ロバートの熱意とジェニーの期待の瞳に負けたのだろう。ため息をつきながら請け負った。

      「はぁ。わかった。コウ。隊長はジェニー、あくまで総司令が俺ってことでいいか」

      「ありがとう、バリー」

      「俺の指揮で多くの人もファミリアも、セリアンスロープも死ぬかもしれないんだぞ？」

      「俺がやったらそれこそ全滅だ。信じるよ」

      　最近、同じことを言われた気がした。アストライアだ。

      「采配次第で人が死ぬ。お前の大事な人もな。恨むなとはいわん。指示には従え。それが守れるか？」

      「……ああ」

      「わかった。恨み言は聞き慣れているからいいけどな。さっそくだがジェニーは航空隊隊長。ボブ、アリステイデスはこの要塞エリアに置く。フユキ。工兵部隊の指揮は任せる。地上部隊全体はリック。頼んだ」

      「了解だ、バリー司令官」

      　他のメンバーも同意する。

      「コウ。お前は好きに動け。アシアを通じてお前にしか見えない、もしくはお前にしかできない役割が出てくる可能性が高い。ブルーと一緒に行動しろ」

      「わかった」

      「にゃん汰。クアトロ隊は任せた。アキ、お前はコウからの指示や、コウしかわからない情報をサポートしろ。シルエットには乗るな。キモン級でオペレーターだ」

      「わかりました」

      「了解です」

      　バリーが引き受けた最大の理由はコウだ。コウは身内には非情になれない。兵の損耗率などという空虚な言葉に耐えられるわけがない。

      　皆を見渡し、告げる。

      「俺が司令をやることになっても、やるべきことは変わらない。常に情報を集め、戦力を増強。情報は速やかにこのメンバーで共有だ」

      「やる気じゃないか」

      「アシアにきたばっかりのヤツがここまで頑張っているんだ。俺もやらないと、な。コウ、アキ、ブルー。この会合が終わったら集まってくれ、自軍の戦力を再確認せにゃいかん。ディケ、サポートを頼む」

      『了解しました』

      「やるからには、勝つさ」

      　バリーはつまらなさそうに呟いた。

      　その言葉の裏に、強い覚悟を秘めて。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　鷹羽兵衛は自室である会長室にいた。肩にはファミリアのハイタカ、たー君が停まっている。アクシピター強奪事件から、当然だが機嫌はよくない。

      　そんな中、社長である川影がやってくる。

      「会長。Ｐ３３６要塞エリアのメタルアイリスにシュライク四十機、ラニウスＡ１を十二機の納入が完了しました」

      「大口の顧客だ。大事にしてやってくれ。まだまだ納入しないといけないからな」

      「返礼品と、手紙が届いております。これを」

      「なんだと？」

      　川影が手紙を差し出す。素早くもぎとり、宛名を見る。

      　萬代屋杲、とだけ書かれていた。

      　コウとはラニウスのＣ型に関し、研究報告や図面のやりとりをする間柄だ。今はシルエットベース所属構築技士としか名乗ってくれないのだから仕方ない。

      『ご無沙汰しています。萬代屋杲です。このたびは多大なるご支援感謝いたします。

      　つきましては会長のためにシルエット用の刀を用意しました。是非一度使っていただければと思います。

      　また今回は、私が設計したシルエット運搬用攻撃機サンダーストームを提供いたします。金属水素生成型シルエットを用いてご利用ください。

      　近いうちに伺いたいと思います。

      　もし修司さんが会長のもとにいるならよろしくお伝えください』

      「そうか……コウ君。修司のことは知らないんだな」

      　さみしそうに呟いた。事実を知れば、どれだけ残念がることだろう。

      「返礼品とやらは？」

      「会長のアクシピターの足下に用意しています。今から行かれてはどうでしょうか」

      「おう。いってくる」

      　嬉しそうに格納庫に向かう兵衛を見送りながら、川影は微笑んだ。大量発注に、兵衛の機嫌が一変する返礼品。メタルアイリスは救いの神そのものだった。

      　青く塗装されたアクシピターの足下に、白木の箱が置かれている。セルロースナノファイバーで作った箱だが、雰囲気がでている。

      　隣にはＴＡＫＡＢＡのイメージカラーであるブルーに塗られた重攻撃機が二機用意されてあった。

      　すぐにアクシピターに乗り込み、箱を開けると大小の刀が出てきた。シルエットサイズの打刀を手に取り、一気に抜く。

      　素材はタングステン系の合金であることは予想できた。重量は見た目以上にある刀だった。

      「こいつぁ、業物だな。どこにいる匠の仕事だ」

      　思わず感嘆の声を上げた。

      　まず軽く素振りをし、全力で振ってみる。振るった刀は白光を物理的に発し兵衛を驚愕させた。

      「おい、こいつは特別なギミックを使っているのか？」

      　思わずＭＣＳにたずねる。

      『使っていません。ウィスを通しているだけです。原理は不明ですが、ある程度の剣速でプラズマをまとうように設計されています』

      　愛機からの解答だ。ラニウス以前より同じＭＣＳを使っている。

      「おい。すまねえが合板を持ってきてくれ。試し切りしてえんだ」

      　遠巻きにみている社員に声をかける。慌てて作業用シルエットが合板を持ってくる。作業用シルエットのウィスを使った、高次元投射装甲にも使われる合板だ。

      　一瞬で斬り裂く。やすやすと、それこそ紙のように。

      「なんてぇ斬れ味だよ……コウのヤツ、すげえもん寄越してきやがったな」

      「会長。合板をもっと厚くしますか？」

      　作業員がおそるおそる声をかけてくる。

      「試したいことがある。細い棒を建物に接続してくれ」

      「まさか？ Ａカーバンクル構造材ですか！」

      「いきなり刀が折れることはないと思うんだがな。いけそうな気がするんだ」

      「わ、わかりました」

      　Ａカーバンクル。兵器に搭載されるような純度の低いＡスピネルとは違う。桁外れに強いウィスを放出し、要塞エリアのシェルターや宇宙艦を強化するエネルギーだ。

      　果てしてこれが斬れるのか――

      　兵衛の行うことに興味を持った社員が集まる。川影の姿もあった。

      　支柱の準備が整う。ウィスさえなければただの鋼材だがＡカーバンクルのウィスを投射されているとなると強度は桁違い。戦車の装甲材より遙かに強固なものとなる。

      　アクシピターの刀が閃く――

      　発光する刀。支柱はわずかな金属音のみを残し、袈裟切りにされていた。

      　ＴＡＫＡＢＡ社内にどよめきが広がる。

      「こいつぁ、スゲえな」

      　成し遂げた兵衛自身も信じられなかった。斬ってみてわかるしなやかさもある。日本刀の感触そのものだ。

      「おい。こいつの解析、やれるか」

      「やらせてください！」

      「できるだけ削らない方向で頼むわ」

      「もちろんです！」

      　社員の作業機が恭うやうやしく刀を受け取ると、研究室に飛び込んだ。関連する社員たちも慌てて移動する。

      「こりゃ頭を下げてでも、この匠に製法をたずねたいものだ。遠い未来で匠に出会えるとはな」

      　兵衛はもう一方の脇差しサイズの刀を持ち、飽くことなくいつまでもその刀身を見入っていた。

      「会長！ お忙しいところ申し訳ありません。来客がありまして……本当に緊急なんです」

      「なんでぇ。珍しい。今日は騒がしいな。大至急ってことか？ ちいと待たせてくれ」

      　名残惜しそうに、脇差しを鞘に収める兵衛だった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　コウがブリコラージュ方法を修行中の出来事。

      『コウは設計に関して素人です。まずはコウがいた地球の車両で考えましょう』

      「わかった。まず車だな」

      『そうです。コウは金属加工業でしたよね。細かいものはいいので』

      　コウは端末を操作する。マウス操作だ。これが一番わかりやすい。拡大縮小もホイールでできる。

      「まずタイヤ！ これをドライブシャフトで二つつなげて、と」

      　コウはそこで止まる。自動車ならもう１セット同じものを造り、プロペラシャフトでつなげれば土台はでき上がる。前輪駆動にエンジンを載せれば、前輪駆動形式のＦＦだ。

      　コウはしばらく悩んだあと、おもむろに呟いた。

      「ホイールで拡大してみるか。十メートル以上なら兵器になりそうだ」

      　なんでそうなるのですか、とアストライアは指摘を行おうとしたが、ぐっと堪えた。

      　人間は失敗して学ぶことができる。発想は豊かだと思うが、豊かすぎるのも問題だ。

      「いっそ爆弾かロケットでも載せたら……そんな兵器はないか」

      　ツリーに出てきた兵器は〔自走地上爆雷パンジャンドラム〕。英国で実際に開発された兵器らしい。

      「実際にこんな兵器があったのか。ロケットで車輪を回すとは知らなかった！ 英国は本当にすごいな！」

      　謎の感動を覚えるコウ。

      『知らないままでいてほしかった気はしますが、確かにありました』

      　心なしか疲れたかのようなアストライアの声。

      『実際に動くかシミュレートしてみてください』

      　動かしてみて、コウは顔を歪めた。

      　爆雷の目的は果たさず、右往左往という言葉に相応しい変則的な軌道を取る自走爆雷。ロケットの推力で車輪を動かしているのだ。制御困難は当然である。

      　アストライアは内心、コウのいた時代でもあったジャイロセンサーを取り付けるなどの発案を期待したが現実は厳しく、そうはならなかった。

      「二段式のブースターにしよう。まっすぐに進むようにロケット位置を調整して、敵本拠地についたらデタラメに動く。これだ！」

      　これだ！ ではないと内心ため息をつきたいアストライア。

      　地球に存在したパンジャンドラムも改良するたびにロケットが増えていき、迷走した。

      　学習方針を切り替えようと決意した瞬間だった。各地の構築技士に学ばせるのだ。それまでは極力完成形を示す形でのサポートに徹することにした。

      　そうはいってもコウの知識以上のものは引き出せないため、コウ自身知識量を増やす必要がある。こうして倉庫に格納――封印されている自走爆雷ホイール・オブ・フォーチュンは完成した。

      　その代償としてアストライアの非常に厳しい指導が待っていたことは言うまでもない。

      
        

      

      　アストライア内で構築していたコウが、ふとアストライアに尋ねた。

      「アストライア。他の人たちってどうブリコラージュしているのかな」

      『基本は同じですよ。ルールに則り、選ばれたパーツを選択して組み合わせるブリコラージュ。設計技士アーキテクトではありませんからね。あくまで構築技士ブリコルールです』

      「シルエットも制限が多いよな」

      『シルエットはまずウィスを通さなくても動くことができる構造強度が求められます。次に内蔵武器の禁止。ヒト型から外れないことですね。センサー類は頭部にあることも原則です』

      　シルエットのフェンネルＯＳは人を模して動かす前提だ。ウィスはあくまで補強システムに過ぎない。高次元投射装甲がなくなっても動くことが求められる。頭部のセンサーも同様だ。破壊されても動くが、多少機体の挙動に制限は出る。

      「内蔵武器を仕込みたかった」

      『人間が生身のまま手脚に武器を埋め込み取り出すことが一般的になれば、シルエットもできるようになります』

      「ごめん。俺が悪かった」

      　設計的には内部パーツを仕込むことで強度も下がり、百害あって一利なしなのだ。

      　人間より運搬できる積載量も多く、四肢に内蔵できる程度の射撃武器では高次元投射装甲を貫通することは難しい。

      　コウはシルエットそのものを構築したことはなかった。既存の機体に手を加える形での改良構築しか行っていないのだ。

      『ネメシス戦域で兵器開発の最大の相違点はシルエットが基本、車両や航空機、艦船にいたるまでマルチコックピットシステムの応用であるところですね』

      「ＭＣＳを中心に機体組むようなものだしな。俺が兵器のフレーム作るとき、アストライアがある程度提案してくれるけど他の構築技士はどうしているのだろう」

      『各構築技士は要塞エリアもしくは防衛ドームのコントロールセンターＡＩのサポートが受けられますよ。サポートは各構築技士のレベルで違いますね』

      「どんな風に？」

      『たとえば空母搭載用の艦載用戦闘機を作りたいと要望を出します。垂直離着陸、短距離離着陸、単発か双発か。具体的なイメージがあればあるほど提案できるパーツの選択肢が絞られます』

      「今の俺のようにか」

      　コウはシルエットベース周辺の哨戒ヘリをブリコラージュしている。武装は少なめ電磁装甲あり機体は小型、ステルス重視という構想だ。

      『はい。Ａ級構築技士は選んだパーツをもとに最適化して絞られ、もしくは別のパーツを選んだ場合の効果などが表示されます。推力偏向ノズルを選んだ場合、垂直離陸可能かどうか、です』

      　実例を出して表示するアストライア。

      『選択されるパーツの能力はそれぞれです。高くて高性能であることは当然のこと。大きさ、奥行き、強度、機能、他のパーツとの整合性、主にボディサイズなどですね。そこまでサポートされる人物がＡ級構築技士です』

      「かなり厳選されると」

      『コウの好きなゲームで例えると、おすすめ装備セットというものですね』

      「そのたとえはわかりやすくて嬉しいけど、未来感がないな」

      『それを私に求められても困りますが』

      　アストライアは続ける。

      『Ｂ級構築技士は、予想結果は簡略化されますね。提案されるパーツに差異はありません』

      「そう聞くとＡ級とＢ級はあまり差がない気がするな」

      『さほどありませんよ？ 先の例でいえばゲームでのおすすめ装備セットが本当に使えた試しがあるか、ということです』

      「ないな！」

      『そういうことです。シミュレートして要求性能を満たしたとしても、設計者や使用者にとって最適解かどうかはわかりません。また要求性能を満たしても新たな欠陥がでてくることは当然のこと。試行錯誤する回数の多いＢ級構築技士が作った兵器のほうが使える事例は多いですよ』

      「そうなんだ」

      『売り上げに直結します。転移者企業で売り上げが多いところは、別の重工業地帯に移動することもしばしばです。Ａ級構築技士だといって裕福な企業ばかりとはいえません』

      「スカンク・テクノロジーズやＴＡＫＡＢＡは……」

      『尖った機体を作る企業ですね。次はＣ級構築技士の話をしましょう』

      　明らかに答えたくなさそうなアストライア。察したコウは話題変更に乗ることにした。

      「頼む」

      『Ｃ級は艦上戦闘機の例で言うと使えるパーツの一覧がすべて表示されます。その中から選択するのです。明らかなエラーとわかるもの、戦闘機にシルエットの腕を付けるなどをしない限りは構築してシミュレートするまではわかりません』

      「ちょっと待って。Ｂ級とＣ級のサポート範囲の差はひどくないか？」

      『差は大きいと言えるでしょうね。ですが使えるパーツそのものはＡ級もＣ級も同じ。この理由によってＣ級は他企業の協力会社として成立するのです』

      「Ａ級と同じ範囲の品物が扱えるなら、工場に命令してそのパーツの生産が行えることも同じだと」

      『そうです。Ｄ級とＥ級は行えません。Ｃ級構築技士はＢ級構築技士に素案を提案して、大まかに組んでもらうということをしている者もいますよ』

      「Ｂ級構築技士にある程度までの設計を厳選してもらえる、ということか」

      『もしくは兵器設計を追求して、あたりをつけて設計。ひたすらトライアンドエラーを繰り返し構築するかです。知識さえあればそう的外れな初期設定にはなりません。そういう意味ではスカンク・テクノロジーズは優秀な教育機関といえるでしょう』

      　確かにスカンク・テクノロジーズは学校みたいな雰囲気があった。コストレビューをひたすら書かされたことを思い出す。

      「構築技士によって完成する機体は違うな。これほどにも個性がでるのか」

      『スカンク・テクノロジーズとクルト・マシネンバウ社はコスト度外視で絶対性能を追求し、そこで得た結果をもとに量産機に反映させるタイプですね。スペック至上主義者ともいえます。この二社によるプロトタイプの性能が高い理由です。コウにもスペック至上主義……いえ、絶対性能を重視する傾向はあります、二人の影響はあるでしょう』

      「さりげなくひどいこと言われた気がする。他の人は違うの？」

      『ジョン・アームズのジャックと王城工業集団公司のウンランは違います。まずコスト的にバランスの取れたテスト機体を設計し、量産機に近づけていく過程で性能対価格比コストパフォーマンスのよいパーツを選びます』

      　ジョン・アームズのベアや王城工業集団公司の戦闘車両はシェアが大きい。それは性能ではなく、普及帯を抑えているからだ。性能がよいものが売れるとは限らない。性能がよく、入手しやすいものが売れる。フユキならそういうだろう。

      「ＴＡＫＡＢＡと御統は？」

      『ＴＡＫＡＢＡは近接シルエット、御統重工業は航空機関連に関して絶対性能を重視します。それ以外の兵器はバランスよく、コストに見合った性能の兵器をめざす傾向があります。あたりをつけてコストの兼ね合いから取捨を行う設計思想ですね』

      「コストか」

      『コウは悩まなくていいですよ。私とこの地下工廠で、軍艦からシルエットまですべて対応可能です』

      　アストライアの言葉に頼もしいと思う。コウが絶対性能重視の設計思想でブリコラージュできるのもアストライアのおかげなのだ。

      「俺はかなり恵まれているな」

      『私とアシアのサポートですからね。そこは自信をもって言えるでしょう』

      「本当にそう思う。ありがとう。アストライア」

      『どういたしまして。そう言ってもらえると私も嬉しいですよ』

      　モニタのアストライアが微笑む。

      　本当に恵まれているな、と痛感するコウだった。

      
        第二章　開戦　これが私の勝利条件

      

      　ストーンズ襲撃予想の会議から一ヶ月が経過。事態が急変した。

      　Ｐ３３６要塞エリアに衝撃が走る。

      　惑星アシア全域に中継しながら、ストーンズ勢力からメタルアイリスへ通告があったのだ。

      「指定時刻に私が出るわ。ストーンズとは名乗らないのね」

      「アルゴナウタイって名乗っているな。神話の半神半人たちが乗る伝説の船員たちだ」

      　アリステイデスの戦闘指揮所にもうけられた、司令席に座り回線を開く。

      　画面が映る。中心に白人男性の青年がいた。背後には座っている外套を被った男。フードを深々と被って表情どころか外見は一切不明。

      　一部の者には見覚えのある人物も一人いた。初老の白人男性であり、砲撃卿で名高いＢ級構築技士アルベルトだ。青年より一段低い位置にいる。

      「はじめまして。アルゴナウタイの皆様。メタルアイリスのジェニーよ」

      「挨拶は不要。私はヴァシーリー・イーゴレヴナ・ヤークシェフ。ヴァーシャと呼んでくれていい」

      　ぶっきらぼうに告げるヴァーシャ。

      「それはどうも。ヴァーシャ。降伏勧告かしら」

      「話が早い。その通りだ」

      「ではお断り。アシア全域に放送ね。さしずめ私達は見せしめ？」

      「頭も切れる。殺すには惜しい。早めに降伏せよ。我々から奪ったアシアを全て差し出せば、君たちの命は保証しよう。またアシアの保護、扱い及び指定された基準を満たした一般市民の生命は約束する」

      「量子チェーンを使って縛りつけておいて？ よくいうわ。アシアは元々誰のものでもない。それに人形にされるなんてまっぴらね。飲めない要求を行うことは、戦争をふっかける側の通例よ」

      「交渉の余地はあると思ったのだがな？ 残念だが。君たちの末路は惑星アシアに語り継がれることになるだろう」

      　欠片ほどにも残念にも思っていない表情。惑星アシアに語り継がれる。それはメタルアイリスをみせしめに殺すということだ。

      　映像が変わる。

      　ジェニーの眉が若干つり上がり、周囲のものは驚愕する。

      　巨大な目玉を持つエビのような巨大兵器。どちらかというとシャコに近いがエニュオよりも遙かに大きい。

      「Ａカーバンクルを内蔵した巨大マーダーであるアーテーだ。初期のアシア防衛網をすべて突破した破滅の女神らしいぞ。君たちにこれを打ち破れるかな？」

      「打ち破るわ」

      　冷徹な瞳でジェニーを見据え、宣言した。

      「この大陸――シェーライト大陸全土のマーダーがお前たちに向かう」

      　惑星アシアの大陸は採掘できる重要鉱物の名称が冠されている。シルエットベースやＰ３３６要塞エリアがある大陸はシェーライト大陸。主な資源はタングステン系の鉱石からの由来であった。

      「嫌われたものね」

      「それだけ評価しているということだ。期待しているよ。手の内を明かすわけではないが、これは前座に過ぎない」

      　ヴァーシャはわずかに唇の端を歪めた。笑っているのだ。

      「では大戦を始めようか」

      「受けて立つわ」

      　二人は睨み合った。決してわかり合えぬ敵同士。

      「ストーンズ勢力戦闘組織アルゴナウタイはメタルアイリスに対して宣戦布告を行う。我々はストーンズと共にＰ３３６要塞エリアを攻撃する」

      「宣戦布告とは、地球時代の古い慣習を持ち出してきたわね。布告を確認。これよりメタルアイリスはアルゴナウタイに対し、戦争状態に入る。以上」

      　通信を切った。

      　宣戦布告。情報網が発達した時代では意味をなさない交戦通達。宣言後すぐに戦闘が始まる場合が多いからだ。惑星アシアにおいて史上初の例であろう。今までは要塞エリアや防衛ドームに対する通達に過ぎなかった。

      「総司令。ごめんね。いきなり決裂した」

      「いいさ。相手も交渉させる気なんてなかったからな。総員、戦闘配置。敵影なし。交戦するにも、あと数日かかるだろう。陸戦はな」

      　キモン級の司令席に座っているバリーが、指示を開始する。

      「警戒機を出してくれ。大量の戦闘機が飛来する可能性が高い」

      「了解です！」

      　鳥型のファミリアが返事をする。

      　基地から哨戒機と護衛機が飛び立ち、シェルター天井部が開き、出撃していった。

      「アーテーでさえ前座ときたか。ブラフならいいが、そうではないな」

      　想像以上の戦力が押し寄せてくると予想できた。

      　キモン級の司令席で、じっと耐えるバリーだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アストライア艦内の中でみんなに指示をするコウがいた。

      「にゃん汰、クアトロ隊を頼む。アキはキモン級で俺のサポートだ」

      「了解にゃ！」

      「お任せください！」

      　彼女も自分たちの役割は心得ている。異議はなかった。

      「ヴォイ。俺の特務部隊として臨機応変に頼む」

      「おうさ」

      　ヴォイは整備に、特殊実験機など駆り出される可能性もある。

      「ポン子さんは、エメを頼む」

      「リョウカイシマシタ」

      　ポン子はエメの肩をしっかりと掴む。

      「エメ……」

      「私はアストライアにいる」

      「ありがとう。安心して戦える。アストライア、頼んだ」

      『了解しました』

      　今回に限ってはエメも聞き分けがいい。いつもなら無理矢理キモン級に乗り込んできてもおかしくない。強情なところがあるのだ。

      「今から要塞エリアの避難も優先させる。けどこのメンバーは必要ないはずだ。あえて聞かない」

      　全員うなずいた。いまさら意志確認されたほうが悲しいだろう。

      「総力戦だ。俺もはっきりいって怖い。だから、みんな。生き残ろう。誰か一人、欠けることもないように。こんな状況を生み出した俺がいうのもなんだけどな」

      「コウのせいじゃない。放っておいてもマーダーは押し寄せてくる」

      「ありがとう、エメ」

      　今日この日を予想し、備えていた。

      　アストライアに任せた生産ラインはノーチェックだ。コウはＰ３３６要塞エリアの生産計画に集中していたのだ。基本、傭兵は優勢な勢力に付く。現在も傭兵を募集しているがアンダーグラウンドフォース単位での応募は少ない。大抵は個人だ。

      　能力によってはシルエットが支給される点が大きい。またメタルアイリスに所属しなくても資金を貯め買い取ることは可能だ。傭兵の中には避難する人々に交じって脱出する者もちらほらいる。明らかな契約違反だが、メタルアイリスとしては止めることはない。

      　戦意が低い者が混じると後方が不安になるからだ。

      　メタルアイリス支給シルエットを持って逃げだそうとする者は自動的にシルエットが停止する。所有はメタルアイリスだからだ。そんな不届き者も多少いるのも現実だ。

      　バリーは増援を各転移者企業には相談はしているが彼らも営利団体。メタルアイリスを助けるかどうかは評価によるのだ。流れを変えるため、様子見の人間を味方にするためにも緒戦は勝たねばならない。

      　Ｐ３３６要塞エリア上空の制空権を握れるか。地上部隊を安全に展開できるか。そこにすべてがかかっていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　深海。

      　地球から転移された多様な生物が棲む。光が届かない闇の世界。

      　そのなかで巨大な影が侵攻していた。

      　巨大マーダー、アパテー。欺瞞を司る女神の名を冠したマーダーだ。それはタガメを連想させる。その周囲には甲虫のような小型のケーレスもいる。ゲンゴロウ形で、キビスター型と呼称される水陸両用マーダー。いわば一種の潜水艦隊を兼ねた揚陸部隊。Ｐ３３６要塞エリアを目指しているのだ。

      　アパテーの動きが鈍った。水中内で爆発が起きる。

      　ここは深海七百メートル。敵影はない。続けざまキビスター型ケーレスが粉々に砕け散る。攻撃を受けたにも関わらず周囲を索敵しても敵影はない。アバテーがいる位置よりさらなる深度からの攻撃だった。

      　アパテーの周囲に次々と爆発が起きる。重装甲により耐えてはいるが続けざまの被弾は機体が耐えられない。機雷が結界のように機雷が蒔かれているのだ。七十メートルを超える巨体は連続して触雷する。

      　ソナーを最大限に活用しアパテーがようやくスクリュー音を察知した。今までなかった音だ。敵機――否。それは巨大な魚雷だった。有線で誘導されている魚雷である。つまりウィスによる貫通力を有するということ。

      　度重なる被弾の末、ようやく艦影を捉えることができた。深海千メートルよりさらに深くの漸深層ぜんしんそうに彼らはいた。複数の潜水艦が不気味に漂っている。光を通さぬ深海で獲物が来ないかずっと待ち構えていたのだ。超伝導推進を採用し、形状からこの潜水艦を捉えることは通常のソナーでは難しい。

      　シルエットベース所属潜水艦部隊ディープワン。最新鋭潜水艦サイレントシャークを運用している。彼らこそ制海権を握るための切り札だった。

      「今頃ぼくらに気付いているね」

      　ペンギン型のファミリアがにやりと笑う。

      「コウさんの作ったこの潜水艦は伊達じゃないよー」

      　ゴマフアザラシ型のファミリアが手を叩いて喜んでいる。

      「どんどんやっつけるよー！」

      「ノイズメーカーとデコイを散布。敵魚雷は回避していこう」

      　アパテーが彼らを撃破するべく、魚雷を発射する。

      「対抗魚雷、発射！」

      　ペンギン型ファミリアが叫びながら、迎撃用魚雷を発射。小型の魚雷はアパテーの大型魚雷を確実に仕留めていく。また別の潜水艦がアパテーを狙い、水中用ロケットを発射する。本体を守るべくキビスター型が身を挺して防ぎ、破壊されていった。

      　その間に別潜水艦から発射された機雷が、彼らの進行方向に散布されている。完全に待ち伏せされていたのだ。広範囲にわたりソナーと機雷で網を張り、引っかかった敵位置を目標に集合する――広域潜水艦隊。水だけで活動できるファミリアと高性能潜水艦ならではの連携を行う。

      　アパテーの孔の開いた装甲から海水が流入する。乗組員などいない。ダメージコントロールなど考えて設計されていないのだ。

      　動きが鈍ったところで追い打ちをかけるように魚雷が命中する。苦悶するように腕や足を振り回すが、そんな場所に潜水艦はいない。光が届かぬ深海は潜水艦こそが支配する領域。生半可な巨大兵器など獲物に過ぎない。

      　圧倒的な優位性を誇る潜水艦部隊。四方とさらなる深海から一方的に攻撃を受け、巨大マーダーのアパテーは目的位置に達することすらできず沈んでいった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「ディープワンより報告！ 深海の巨大マーダー、撃破に成功しました！」

      「よくやった」

      　バリーは安堵した。まずは深海からの侵攻だったということかと判断した。

      　航空戦力ばかり気をとられがちだが、海中は常にコウが気にしていたのだ。

      　コウは以前より潜水艦による警戒を進めていた。マーダーという殺戮機械そのものが海であまり行動しないということもある。普通の要塞エリアならば海からの侵攻というだけでパニックになりかねない。ほとんどの要塞エリアやアンダーグラウンドフォースでは対応できないだろう。

      　地下水路を使いアリステイデスやキモンを運用しているコウゆえの着眼点だ。

      「各地の戦闘はどうだ？」

      「惑星アシアの居住区各地で、ストーンズのマーダーによる侵攻が始まっています」

      　メインオペレーターはアキ。配下に三人のサブオペレーターを配置している。ネレイス一人とセリアンスロープ二人だ。

      「足止め程度の牽制だろうが、これで各地の要塞エリアや防衛ドームからの救援は期待できなくなったな」

      　わかっていたことだがストーンズによるマーダーの同時進行が始まった。陽動とはわかっていても、いざ自分に危害が及ぶとなると、どの居住区域の自治体も動けなくなる。

      「バリー司令。転移者企業各Ａ級構築技士五名による回答がありました。承諾とのことです」

      「五社？ 四社ではないのか」

      「五社です。クルト・マシネンバウ社も入っています」

      「コウか。クルト社はここにあるからな」

      　バリーが打った布石。それはＡ級転移者企業に救援を求めることだった。

      　各居住区の自治体は自分たちで傭兵を雇うことが精一杯。人手が足りずファミリアを動員しているほどだ。そこで企業に救援を打診し、その手段は企業に任せることにしたバリー。指図できるような身分ではない。

      「間に合えばいいが……」

      　地上戦では、あのアーテーが来る。その前には制空権を争うことになる。

      「山のようなマーダーの群れはどうしている？」

      「南方から進軍している模様ですが、到着には時間がかかるようです」

      「数十メートルを超える巨体は隠しようがないからな。まっすぐ進軍か」

      「かなりの数です。およそ数万は確認できますが、哨戒機も迂闊に近づけませんからね。まだ詳細は不明です」

      「弾道ミサイルは？」

      「予想通り効果ありませんでした。アントワーカー型が出力弱めとはいえレーザー兵器搭載の対空兵装を兼ねていますから」

      「万を超えるワーカーが対空防御しているな。働き蟻とはよくいったもんだ」

      　シルエット戦では雑魚のアントワーカーも対空兵装としては優秀なのだ。それが万単位で進軍してきている。

      「一個のアンダーグラウンドフォースがやる作戦じゃないな」

      　ぼやきながらも次の手を考えるバリーだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　深海での戦いが終わった直後、空域では航空戦力同士が衝突した。

      　キモン級の戦闘指揮所は暗澹たる空気に包まれている。最初の航空戦から、一時間過ぎようとしていた。

      「圧倒的だな」

      「ええ。圧倒的な戦力差でしたね」

      　アキも空戦結果を見て呆然と呟く。

      　完敗という結果だ。

      　アルゴナウタイの航空戦力が圧倒的だったのだ。味方は奮闘したが五倍以上の戦力差に敗れ去った。なおも味方部隊は交戦中。被弾した戦闘機は隙をみて帰投させ、援護すべく別部隊を発進させている状況だ。

      「分析結果でました。敵の編隊数と飛来する編隊の周期パターンから予測。敵の航空戦力は三千から五千程度」

      「そこまで揃えているか」

      「敵戦闘機解析しました。一機種はジョン・アームズ製の単発機戦闘機パックですね。もう一機種の双発機は確認できません」

      「被害状況は？」

      「敵機は八十一機撃破しています。こちらの撃墜された機体は二十一機です」

      「機体性能はこちらが上。いや、ファミリアが優秀だな」

      「双発機のほうがパックより戦闘力は優秀のようです。スターソルジャーと互角と思われます。相手は洗脳された人間、こちらは自我を持つファミリア。自軍のほうが個の戦闘力は上と予想します」

      「数の差は埋められない、か」

      　圧倒的な戦力差のなか、ファミリアたちはよく戦った。鳥型ファミリアが主なので、脱出しやすい点が唯一の救いだった。

      「戦闘機だけでも五千機で考えるか。こちらは千機前後か」

      「増産体制に入ってようやく五百機を確保した程度。クルト社のファルケは百機に、スカンク社のスターソルジャー四百機です。アリステイデスに搭載された百機、キモンの二百二十機は除いた数です」

      「初戦は二十四機編隊を五部隊同時展開。向こうは三カ所の要塞エリアを使い六十六機編隊十部隊を波状攻撃か。湧いて出てくるようにでてきやがる。制空権は確保されたな」

      　シェルターに守られた要塞エリアでの航空編隊は同時に展開するには限度があった。このままでは地上部隊を展開できず要塞エリアに籠城を強いられることになる。

      「戦闘機だけでこれだけあるのです。爆撃機、攻撃機、輸送機を考えるとどれだけあるか」

      「攻撃機は千機から二千機程度で考えるか。軍隊てヤツはキリのいい数字で考えるから諸々いれて七、八千機程度ってところか。爆撃機は用途が限定されすぎるから少ないとして、攻撃機や攻撃機として換装して使える機体はある程度用意してあるだろう」

      　リックから通信が入る。

      「リック。どうだ。これはやはりあれか。飽和攻撃ではないな」

      「君の予想通りだと思うよ。地上部隊は展開できない。それこそ思うつぼだ」

      「全縦深同時打撃を狙っているのか」

      　全縦深同時制圧ともいうこの戦術は、二十世紀の旧ソ連冷戦時代に編み出されたものだ。戦術や戦略に正解はないが、もっとも正解に近い戦術として名高い。

      　防衛網の第一ライン、第二ライン、第三ライン及び補給、後方施設を圧倒的な火力で同時攻撃、制圧する戦術だ。いわゆる一点突破、各個撃破などの弱者戦術もすぐに補い包囲できるほどの戦力を整えることが要。力押しや物量作戦とも言われがちだが実行タイミングや事前の準備などの入念な準備が必要で繊細さも要求される戦術だ。

      　戦争の目的は領土や政治的決着など想定されるが、この作戦の前提は侵攻先の資産、人や国土を必要とせず破壊することにある。冷戦時代の旧ソ連のみ可能だった戦術といえよう。

      「要塞エリア外に対空戦力を置くことも許されない状況になるとは思わなかったよ」

      「今出て行ったら餌食だな。遠距離攻撃がやたら充実してやがる。敵には砲撃卿がいたな、そういえば」

      　無類の大砲好き、巨砲好きで有名なＢ級構築技士アルベルトが敵にいる事実は映像でも明らかだ。

      「次に予想される戦術は無停止進軍と波状攻撃か。マーダーの使い方としては理に適っている。さらに砲撃卿だろ？ どの縦深にも攻撃を加えることが可能だ」

      「ランチェスターの法則でいう強者と弱者に別れてしまったな」

      「大嫌いだ。空軍力と兵器の数で決めちまう。まだパットンのおっさんの方が好きだな」

      「ベクトルが違うぞ……パットンは嫌いではないが」

      「弱者戦力しかないな。局地戦、一点集中、奇襲奇策を駆使するしかない。問題はこのシェルターのなかでは取れる戦術が限られるということだ」

      「二次法則クープマン分析でいえば敵兵力を分断できれば、まだ勝ち目はあるだろうがな」

      「俺がでるか」

      「やめたまえ。制空権確保されている状態だ。単艦で海上へ上がってくるな」

      　キモン級は海底にいた。シルエットベースへの守りと、対マーダー戦に備えてだ。戦闘機も十分搭載しているが相手の数が想定以上だ。Ｐ３３６要塞エリアの援軍にしても焼け石に水。揚陸、強襲タイミングを計っている。切り札としてキモン級を温存していたが、護衛艦も存在しないこの状況においてたった一隻の宇宙空母が浮上してのこのこ出撃しても的であろう。完全に封殺されている状態だ。

      　アリステイデスはＰ３３６要塞エリア内にいる。突撃用、壁、避難。必要に応じて使い分けるためだ。

      「どこに援軍が来る要素があるか、って話だな！ 地上部隊は待機。今のままだとぎりぎりまで引きつけて、要塞エリア内に籠城するしかないか」

      「了解だ、バリー司令。冷静で助かるよ」

      　ジェニーに通信をつなぐ。

      「敵は毎回二百近い編隊で制空権を奪取した。こちらが小出しにしても仕方ない。いったん制空権は連中にくれてやる」

      「こちらも相応の数で出ないといけないわけね」

      「そういうことだ。数の差は出撃回数で補うしかない。防衛側だしな。キモン級が今海上にでたら集中砲火を喰らうだろう。アリステイデスと地上航空隊五百機だが、一度に出撃できる機体数も限度がある。ここは要塞エリアの欠点だ」

      「対空車両を出したところでタコ殴り、か。辛いとこね」

      「アーテーは外で迎撃したかったがな。ここは要塞エリアの防壁を利用して戦うしかない判断だ」

      　アーテーは絶大な破壊力を有する。また数だけは相手のほうが十倍以上あるだろう。地上砲撃手段は彼らのほうが多彩だが制空権を握っていればこそである。後方部隊も等しく攻撃する全縦深同時打撃を取ってきているのだ。

      　戦車などの戦闘力が高い前方部隊が孤立し、包囲されて壊滅する。

      「わかった。ぎりぎり引きつけて、制空権を奪取、迎撃といったところかな？」

      「そう上手くいけばいいけどな。今のところ、それしか手がない」

      「了解。こっちは神経をすり減らされる戦いを強いられるのに、相手は無人殺人兵器と、意思を奪った人間だもんね。不公平」

      「公平な状況での戦争なんか起こらないからな」

      「いえる。こちらも同時出撃数を増やせるよう考える」

      　要塞エリア周辺のデータを見る。絶え間なく飛来する大量の戦闘機。戦闘機を再出撃させる時間さえ与えてくれないらしい。このままだと籠城を強いられ、迫り来る攻城兵器であるアーテーとの戦闘だ。

      「マーダー到着までどれくらいだ」

      「約二日。正確な予想時刻は不明です」

      「今日、明日が山か」

      　二十一世紀での航空戦による決着も短時間に終わるというデータもある。艦隊同士の航空戦などは十分で終わるという予測データまで存在している。この大軍相手では数時間とはいわないが、今日一日が大きな山場と予想している。

      　マーダーとの戦いは一週間以上かかるとみているが、それも航空優勢の状態でのこと。

      　下手をするともっと早く壊滅するかもしれない。

      「惑星アシア全域のマーダーが来襲はないよな」

      『それはありえません。展開する場所がないのですから。惑星アシア全域のマーダー数は百万を超えます』

      「この大陸だけなら？」

      『最大でも二十万を超える程度』

      「それぐらいを最大値として想定するか」

      　惑星全域は我ながら悲観的過ぎたと反省する。敵戦力も適正に判断しなければならない。

      「Ｐ３３６を放棄してシルエットベースでの籠城も検討、か」

      　バリーにはわかっていた。アーテーに天蓋も破壊され、まさに全縦深同時制圧を受けるとそのまま破壊され尽くされ、ゲリラ戦で抵抗も許されない可能性もある。

      　焦っていても仕方がない。もし企業がなんらかの数を――まとまった数の支援部隊を出してくれたら。いくら都合のいい援軍を夢見ても、進軍するマーダーの現実には変わりはしない。

      「通信が入りました。……まさか、そんな！」

      「どうした、アキ」

      　アキが驚愕して、絶句している。

      「西の内海より友軍艦隊があらわれました。所属はシルエットベースです！」

      「なんだと！ 艦隊ってどういうことだよ、おい。コウ。知っているか！」

      　緊急回線でコウを呼び出す。五番機のＭＣＳ内にいるコウも呆然としていた。

      「いや、俺じゃない。俺は知らない……アキ？」

      「私も知りません！」

      「どういうこったよ？」

      「艦隊との回線、つなぎます！」

      　アキが通信を繋ぐ。画面を見て思わず悲鳴をあげそうになり、なんとか堪える。

      　そこには見覚えがある少女が映っていた。

      
        
      
      「聞こえますか。バリー司令。こちら臨時提督エメ。ただ今よりシルエットベース所属空母打撃群、作戦行動に参加。合戦を開始します」

      　通信を見た全員が絶句した。

      「シルエットベース所属手続き開始――完了。遊軍として秘密裏に行動していた艦隊です。報告遅れてごめんなさい」

      　エメはバリーに謝罪した。

      　映像が映し出される。箱のような巨大な軍艦を中心に、続々と潜水機能を持つ軍艦が浮かび上がる。駆逐艦、防空巡洋艦、ミサイル艦などだ。海中には潜水艦もいるだろう。紛れもなく空母打撃群だ。

      「コウ君？」

      「知らない、ジェニー。どうなっているんだ！」

      　ジェニーの緊迫した問いに、コウが狼狽する。青天の霹靂とはこのことだろう。

      　どうしてエメが艦隊を率いているのかさえ不明なのだ。彼の記憶では最後に地下のアストライアから離れて数時間は経過している。それ以来エメとは連絡を取っていない。

      「アキ？ ヴォイ？」

      「私も本当に知らないのです！」

      「知っていたら俺もそばにいるに決まっているだろうがよ！」

      　アキも呆然としているところをみると、彼女もまた知らなかったのだ。ヴォイも同様。にゃん汰は心配そうにエメの映像に見入っている。セリアンスロープ隊の指揮官でずっと離れており知るわけがない。本当に誰も知らなかったのだ。

      「航空戦闘を準備。バリー司令。こちらの攻撃タイミングは連絡します。合わせて敵航空戦力を分断し、Ｐ３３６要塞エリア上空の制空権確保をお願いします」

      「エメちゃん？ どういうことだ！」

      「見た通りです」

      　提督風の服に着替えている。

      「その船は！ なんだ、その巨大な軍艦は！」

      「旗艦、機動工廠プラットホーム〔アストライア〕です。空母として運用しています。手続き完了、メタルアイリス所属艦としてオケアノスによって登録されました」

      　バリーは頭が破裂しそうなぐらい目眩を覚える。

      　敵より味方が理解できない。惑星間戦争時代の宇宙艦に違いない。キモン級以上の超高性能艦だろう。

      「なんだよ、機動工廠プラットホームってよ！」

      　バリーさえ聞いたことがない艦種だった。

      『私のオリジナルです、バリー司令。空母機能を持った移動する工廠アーセナルです。キモン級がシルエットベースに搬入されて以来、当艦と該当艦は連動しています』

      　混乱に陥っているバリーをサポートするべく、ディケが解説する。

      「ディケのオリジナルぅ？ ディケはアストライアのコピーてか？ 連動って最初からそうなっていたってことか！」

      『そうです。問題はありません』

      「問題ありまくりだろっ！」

      　バリーの混乱が極まる。全て初耳だったが、ジェニーも同様なのだろう。ロバートも呆然としている。

      「アストライア。遂に出たわね」

      　ブルーが呟いた。エメのことは心配だがアストライア自体には驚きがない。コウの背後に彼女がいると推測していた。メタルアイリスでは彼女のみ冷静だ。

      　今まで彼らを人知れず導いていた存在。名前が出たことは一回のみ。だが確実にその存在は間近にいた。それがディケとライブラ１の名称から考慮しても彼女はさして隠す気はなかったのかもしれない。

      「コウ君。アストライアは知っているよね？」

      「ああ」

      　アストライアが秘密裏に計画していたのだ。コウにも知られずに。エメを巻き込んで。

      「あなたの黒幕――シルエットベースの封印区画の向こうにあったもの、ね」

      「そうだ」

      　もはや秘密にする理由もなくなった。アシア救出から今にいたるまで、全てはアストライアのおかげなのだ。封印区画から山のように試作機や少数量産された兵器が出てくるのだ。その先に兵器開発ＡＩの端末、アストライアがいたなら、当然のこと。

      「本当にアストライアがシルエットベースとメタルアイリスに登録されているわね……これで名実ともにメタルアイリスは惑星最強アンダーグラウンドフォースの一角になったってことか」

      　ジェニーが呟く。

      「これで私達が負けたら人類が終わるレベルの戦力」

      「それはいいすぎだろう」

      「理解が浅い！ そこまでのこと。この状況。今はエメちゃんが頼りになる……私達大人が頼りなさ過ぎるから。こちらが航空戦で勝っていたら彼女の出撃はなかった」

      　ジェニーが自嘲した。コウが彼女を戦場に出したがるわけがない。誰よりも過保護なのだ。アストライアにとっても我が身は奥の手だったろう。敵の航空戦力が予想以上だったがゆえに幼いエメまで引っ張り出して参戦したのだ。

      　完全に無人ならば戦闘は参加しない。ソピアーが創り出したＡＩとはそういうものだ。こちらがせめて航空優勢であれば、彼女たちの登場はなかったはずだ。

      「バリーさん。先に謝っておきます。空母打撃群の戦いを惑星全域に流します」

      「なんだって」

      「そうしたら……私のような子供が戦っていると知ったら、味方が増えるかもしれない」

      「エメちゃん、そこまで考えて……そうか俺が責められるってことか。いいさ、それぐらいの悪名、いくらでも背負ってやるよ」

      　幼い少女を最前線に出したバリーは、世界から非難される恐れがある。エメはそのことを懸念しているのだ。

      　そんなことより必ず生きろ。言いたかった言葉をぐっと飲み込んだ。その役目を言う者は他にいるのだから。

      「ありがとう、バリーさん」

      「エメちゃん。かけたい言葉はあるが、俺よりも言いたいことがたくさんある奴がいるからな。代わろう」

      「はい」

      　バリーはコウと通信を変更する。

      「エメ……」

      「コウ。お説教はあとで聞く。今は応援して。私頑張るから。もし勝ったら、たくさん褒めて」

      「もし、じゃない。必ず勝つんだ。いや勝たなくてもいい。無事に帰ってきてくれ」

      「努力する。これは私がアストライアに無理を言って頼んだこと。アストライアを責めないでね」

      　エメの表情ががらりと変わり、細目で貫禄ある表情に変わった。

      「コウ。私もついている。全力は尽くすさ」

      「師匠。頼んだ」

      「おうともさ」

      　そういってエメは瞳を閉じ、再び見開く。いつものエメに戻った。

      「今からね。私の戦闘する光景を全世界に流すの。これも一種の情報戦。やるからには、あらゆる手段を使ってみせる」

      「エメ……」

      「そんな辛そうな顔しないでコウ。帰ったらまたお洋服、買いにつれてって。みんなで美味しいものも食べたい」

      「ああ、必ずだ」

      『コウ。このたびの出撃、申し訳ありません。ですが申し上げたはず。最適解を選ぶと』

      「覚えているよ。エメが必要だった。そうだろ？」

      『エメは必ず連れて帰ります。今交わした二人の約束を守るために、我が身をなげうってでも』

      「そのときは一緒に行くんだよ、アストライア。エメを内緒で連れ回した罰だ。お前も無事、帰ってこい」

      「そうだよ、アストライアも一緒」

      『わ、私ですか？ 私は兵器開発ＡＩでっ――わかりました。ビジョンでお供します』

      　普段冷静なアストライアも、このコウの罰と、その先にある思いには動揺したようだった。

      「では通信を切るね、コウ。アストライアに来てはだめだよ。サンダーストームなんてすぐ落とされちゃうから」

      「わかった。エメ、いつも一緒だぞ」

      　エメはにこっと微笑んで通信を切った。通信を切ったエメは改めて顔を引き締め、放送に備えた。

      「コウ、泣きそうだったね」

      「そうだな」

      　傍からは一人芝居にも見える、エメと師匠の会話。

      「でもね。コウたち転移者は私達の戦いに巻き込まれただけ。本当は私達、ネメシス星系の人間と生み出された存在が彼らと戦わないといけないの」

      「だから私は君の提案したプランを認めた」

      「私のわがまま。コウもにゃん汰もアキもヴォイも、メタルアイリスのみんなを守りたい。いろんな人を巻き込むことになる。でも、それでも守りたい」

      　だから彼女は戦うことを決断した。ファミリアたちやアストライアに請うて。師匠もその思いに応えたのだ。

      　エメは端末の操作を開始した。

      「さあ。いこうか。私と君とで。二人で一人の私たちが艦隊を勝利に導こう」

      「はい」

      　エメの戦いが今、はじまる。決して独りではないのだ。

      
        

      

      「このことか……アストライア。お前の最悪を想定した布石。完全な遊軍を作るため、か」

      　ジェニーの言う通りだ。もし最初の空戦で制空権確保、いや地上部隊を展開できる航空優勢であれば、きっと出なかったに違いない。

      　予想以上に最悪の状況で、アストライアが出撃せざるを得なかった。だが人間は必要だ。その上でエメは適任だった。彼女は優秀なオペレーターであり、師匠の戦術面での知識も存分に提供される。なにより子供一人、戦線を離れても誰も気づかない。

      　エメが優秀すぎたのだ。保険は一人で十分。頼りない人物ならアキやにゃん太を巻き込んでいたはずだ。今回の秘匿性は徹底されていた。ファミリアの他にアストライア内にいる者はアキやにゃん汰たちの同期であるセリアンスロープのみ。情報共有できるはずのヴォイさえも知らないのだ。

      　彼らのコウへの忠誠心は異常といえるほど。エメを最後まで守るため、あえてコウに黙って今回の任務についたのだ。彼の大切なものを守るために。

      「辛そうね。コウ。戦える？」

      「むしろ今戦えないことが辛すぎる。最前線で、無心に斬り倒したいよ。なにがＥＸ級構築技士だ。無力すぎる。いや、余計なことをしすぎたか」

      　コウが自嘲する。守りたい者が一番危険な戦場にいるのだ。

      　彼らは今、海底のキモン級にいる。サンダーストームに内蔵されているコウの五番機は奇襲部隊だ。

      「辛いよね。待機は。駆けつけることさえ許されない。無力を痛感する。だからね、私達は戦うの。多くの人がその無力感に苛まれながら、死んでいった。死んでいく様を見守った。そういう思いを他の人にさせないためにもね」

      「ブルー……」

      「私もすぐに駆けつけたいよ。辛い。胸が張り裂けそう。きっとにゃん汰やアキ、ヴォイだって同じ。でも彼女の決意を無駄にしないためにも、やるべきことをしましょう」

      　厳しいことを言うブルーだが、駆けつけたい思いは紛れもない本物。

      「わかった。やることをやろう」

      　コウも改めて覚悟を決めた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「惑星アシアに住む皆さんへ。私はメタルアイリス所属空母打撃群の提督エメです」

      　放送が始まった。八歳の少女が、映像を見る者すべてに語りかける言葉だ。

      「Ｐ３３６要塞エリアはアルゴナウタイの航空戦力に押され、苦境です。私はバリー総司令に内緒で戦力を整え、ファミリアとセリアンスロープを率いて参戦を決意しました」

      　司令席に座ったエメは堂々としていた。

      　一人ではない。師匠もファミリアも、セリアンスロープもいるのだ。

      「子供のお願いと思って笑ってください。私がいなくなったら、どうか、メタルアイリスの支援をお願いします」

      　エメに映像が戻ると、エメは画面を通じて世界に呼びかけた。

      　原稿などない。エメが一人で考え、言葉を紡いでいる。

      「私は守りたい。遠い星系、過去の地球。日本からきた大切な人を。私を見守ってくれたセリアンスロープとファミリアとネレイスを。そして私が所属するメタルアイリスを。だから私がいなくなったら。私の大事な人たちを助けてください」

      　悲壮感はない。淡々と語るその姿がより悲壮さを演出していた。

      「敵は約数千機と予想。こちらの空母打撃群航空戦力は二百機です。ですが負けるつもりはありません。メタルアイリスのみんなが生きていること。これが私の勝利条件だからです。それを今から戦いで証明したいと思います。――私からは以上です」

      　放送が終わった。アストライアから見た、上空の映像だけが流れている。

      　映像を見ていたメタルアイリスの面々の表情が歪む。にゃん太は耳を伏せ泣きそうだ。きっと画面を睨むアキ。

      　コウも同じくＭＣＳのなかで耐えるしかなかった。今すぐ駆けつけたい気持ちを押し殺しながら。

      　ファミリアたちのなかには泣いている者もいる。ヴォイは目を真っ赤にして泣くことを堪えていた。

      
        

      

      「空母打撃軍、戦闘に入ります。航空隊、緊急展開。護衛艦は輪形陣で対空戦闘備え！」

      　エメの号令が次々飛んでいく。ファミリアたちがその号令に従い動いていた。

      　アストライアから航空部隊が飛んでいく。特徴的な可変翼を持つ機体だった。アストライアを中心に護衛艦が輪になるように広がっていく。

      「先行させていた観測機の位置はどう？」

      「高度二万五千メートルに観測部隊三編隊が到達しました」

      　高高度に大きなレドームを搭載した観測機を飛ばしている。周辺には護衛機が二十機ほどいる。

      「カタパルトは使わない。同時に垂直離陸を行って、できるだけタイミングを合わせなさい」

      　艦載機は垂直に離陸できる性能を持っていた。同時に十二機の戦闘機が空に浮かぶ。

      「編隊を崩さず！ まずはＰ３３６要塞エリアに群がる連中を横合いから殴りつけましょう。――そうすればこちらへ殺到する。あとは要撃インターセプトに専念します」

      　エメの指示をもとに、ファミリアたちが戦闘指揮所で忙しなく指示を出す。

      　哨戒機からのデータを受け、最初の戦闘機部隊が遠距離対空ミサイルを発射する。

      　壮絶な空戦の幕開けとなるのであった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　Ｐ３３６要塞エリアに向かうアルゴナウタイの戦闘機が撃墜されていく。

      　思いもよらぬ方角。西の内海に位置する海原から急接近するミサイルに落とされたのだ。チャフやデコイを蒔まく暇もなかった。プラズマバリアを張れる電磁装甲を持つほどの高級機はない。

      「どこから攻撃を受けた？！」

      「海上からです――対空ミサイル、数百キロ以上の遠距離から、マッハ十で――ぎゃあ！」

      　通信をしていた戦闘機も落とされた。攻撃は絶え間なく続く。その状況をアルゴナウタイの面々は見ていた。

      　灰色の外套を被った半神半人、ヴァーシャ、アルベルトの三人だ。

      　彼らも旗艦の戦闘指揮所にいた。司令席は半神半人。その隣にヴァーシャ。アルベルトは補助席だった。

      「遠距離空対空ミサイルか。用意がいいものだ。視程外戦闘は向こうに分がある」

      　ヴァーシャが呟いた。性能もいい。視程外戦闘は優秀な観測機が必要だ。やはり空戦は相手に分があるがアルゴナウタイには数がある。臆することはない。

      　先ほどの放送を彼らも見ていたのだろう。半神半人が呟いた。

      「子供による泣き落としプロパガンダと思ったら、なかなかやるな」

      「明確な勝利条件まで設定している。原稿の棒読みでもない。ただの子供と思わないほうが良さそうです」

      　半神半人の呟きに、ヴァーシャが同意する。

      　勝利条件。いたずらに目先の戦場で勝つことにこだわる軍人は三流の指揮官だ、たとえ敗北し、もしくは戦場を落としてでも目的を達成する。もしその目的が有利な条件を提示できる敗戦だとして、達成できたら勝利なのだ。何をもって勝利とするか明確に判断している指揮官は手強い。

      　少女はわかりやすい勝利条件を提示し、ファミリアたちはその大目標にむかって一丸となるのだ。恐るべき敵だ。

      　決意を秘めた少女の目は純真で強かった。育て上げればよい指揮官になるだろう。

      「パック第３航空隊、四割撃墜。帰還します」

      「第４航空隊には敵艦隊交戦と伝えろ。全滅しても構わん。とにかく敵艦隊の姿を捉えよ」

      「はっ！」

      　第４航空隊も次々と撃破されていく。対空ミサイルをくぐり抜けたら艦対空ミサイルが一斉に飛んでくるのだ。護衛のミサイル駆逐艦の仕業だ。

      　空母打撃群の名に偽りはない。どうにか一機のみ、敵艦隊にたどり着いたが、すぐに撃墜された。

      「あの艦影は……まさかアストライア？ おい、管制ＡＩ。すぐに照会しろ。惑星間戦争時代のアストライアとさっきの艦影を、だ」

      　半神半人が宇宙艦に命じる。

      　見覚えがあった。千年以上前に戦ったことがある艦だ。

      『照会終了いたしました。カストル様の予想通りです、惑星間戦争時代に登録されていた機動工廠プラットホーム〔アストライア〕で間違いありません』

      「あの艦が生きていたのか……まずいぞ、ヴァーシャ。あれは一つの要塞エリアに匹敵、いやそれ以上の敵だ」

      　カストルと呼ばれた男は、ヴァーシャに話しかける。半神半人が感情をあらわにすることなどめったにない。

      「どのような艦なのです？」

      「空母機能を持った工廠艦。何より惑星間戦争時代に各勢力に兵器を提供した、ネメシス星系全般の兵器開発統括ＡＩアストライアの最大端末。戦場に赴いてはその場で最適な新兵器を作り出した、存在が非常識そのものの軍艦だ」

      「ほう」

      「マーダーの基幹となるプログラムもアストライアの手によるものよ。ＡＩがいちいち人に寄り添っていては戦闘もできんからな。それを我らが発展させ、今はリュビアに改良させている」

      「マーダーの基礎を作った超ＡＩの端末ですか。それは真っ先に破壊しなければいけませんね」

      　ヴァーシャは口のなかで転がすように反芻した。思うところはあるようだ。

      「そうとも。技術制限で戦闘機ぐらいしか作れないだろうがな。それでもＰ３３６要塞エリアよりも優先してもいいぐらいだ」

      「いえ。優先しましょう。――確かに空母打撃群は脅威だ」

      　実際に編隊が崩されつつある。このままでは側面から徐々に崩されるだろう。少女はともかく、実働部隊のファミリアどもは寝ずに働けるのだ。

      「パック部隊全機、目標、Ｐ３３６要塞エリアへ。コールシゥン部隊は全機、アストライアに。後続部隊は対艦装備だ」

      「コールシゥン部隊を全機か。そこまで脅威とみなすかね？」

      　アルベルトが尋ねた。コールシゥンはヴァーシャが設計した双発のデルタ翼機だ。戦闘能力は単発のパックより一回り上。生産数はパックが約二千機、コールシゥンが約三千機だ。

      　他人の設計より性能が上である自分の設計した機体を優先したいことを、同じ構築技士であるアルベルトは理解できる。より高性能で数の多いコールシゥンを全軍、アストライアに向かわせるとはただごとではない。

      「それで落とせるか分からない。状況によってはアルラーも投入する」

      「あの可変シルエットか！」

      「予想するにあのアストライアはＡカーバンクル搭載の動く要塞エリアだ。内部に潜入して、内側から崩すしかない」

      　アルラーこそ、ヴァーシャの切り札とも言える可変型シルエット。

      　運動性、機動性、耐久性、何より量産性を含めて全て両立させている。アルベルトは同じ能力が与えられていたとしてこの機体を作ることは不可能と断じた程だ。

      　この可変シルエットは金属水素生成炉ではなく貯蔵炉なのだ。Ａ級構築技士はここまでやるのか。アルラーのあまりに高い費用対性能比にアルベルトは羨望さえ覚えたのだ。

      　ヴァーシャもまたアルベルトには一目置いている。戦車や砲に偏っているとはいえ、彼にはできないものを作る能力は確かにあるのだ。単に構築技士ではない者とは話が合わなすぎるということもある。それほど構築技士であるかどうかの違いは大きい。

      「まずは敵の防衛網を打ち破れるかどうかだな。様子見はしない。最初から全力だ」

      　ヴァーシャもやるべきことをやるだけだ。端末を通じ航空部隊に指示を出していった。

      
        

      

      　絶え間なくアストライアから飛び立つ可変翼双発戦闘機エッジスイフト。彼らは上空に舞い上がり、確実に遠距離から敵航空部隊の数を減らしていく。

      「敵機。当艦隊を確認した模様です」

      「わざと泳がせた一機がかかった。まずは順調です」

      　エメが報告にうなずいた。

      「敵航空部隊の主力がこちらに向かうと予想します。各機、迎撃準備を引き続き行ってください」

      　エメはレーダーを表示する。

      「敵航空部隊は全周囲から来ます。設定した防衛網を突破されたら補給にも戻れません。それまでは随時補給し、とにかく数を減らします。突破された場合の補給はＰ３３６要塞エリアへ移動してください。こちらに戻る必要はありません」

      　艦隊は輪形陣を取っている。防空艦の対空射撃も、重要な戦力だ。

      「バリー司令。敵航空部隊をこちらに引きつけます。隙が生じるはずです。そちらの制空権奪取をお願いします」

      「わかっている！ そちらの合図に従って、同時に行動する」

      　バリーもいつでも動けるようにしている。エメが作ってくれたチャンスを絶対に無駄にはできない。

      「ありがとうございます。――第一部隊、第二部隊、第三部隊、対空ミサイル発射完了。着艦同時回収はどれだけいける？ アストライア」

      『甲板に十二機。二層通路甲板を開放。同時に四機回収します』

      　アストライアの船体上部装甲が変形し、通路を兼ねた甲板が左右にできる。そこからワイヤーフック方式で戦闘機を回収するのだ。これは上空から空爆を受けても飛び立てるようにした発進路でもあり、揚陸作戦時には装甲車や戦車、シルエットの通路にもなる

      「わかった。二層通路甲板はすぐに閉鎖できるように」

      『了解です』

      　次にエメは高高度を飛ぶ早期警戒機編隊と通信する。

      「早期警戒機イーグルアイ１、２、３番機へ。そのまま敵情報を召集。よろしくね」

      「了解！」

      　それぞれ返答がある。彼らの収集情報がこの局面において一番の武器だ。

      　ネメシス戦域では情報偵察衛星の打ち上げは認められない。そう判断されたらオケアノスに消される。また要塞エリアや防衛ドームの性質上、数千キロに及ぶ広域戦場のデータなど不要だったともいえる。

      「コウが言っていた。双発の可変翼戦闘機は一番格好よくて、最高の戦闘機だったって。私はコウを信じる」

      「その評価はどうかと思うが、この状況のために生まれたような迎撃特化の戦闘機だ。悪くない機体だと思うよ。私はね」

      　エメはコウが作った可変翼機を信じていた。それはきっと彼女の力になるのだ。

      　エメは三機の早期警戒機を上空二万五千メートルの成層圏に同時展開し、三角形を回転させるように警戒させているのだ。この警戒機もコウがなんとなく設計し試作さえしなかった機体だが、エメの生命線になるとは夢にも思っていなかっただろう。

      「続けて対空戦闘用意。みんなお願い」

      　彼女の願いに応えるか如く、絶え間なくアストライアから発艦する戦闘機。

      　空中で合流し編隊を組み、敵を迎え撃つために指示された方角へ向かうのだ。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「アストライア、エッジスイフトを量産していたのか。スターソルジャーを量産しているとばかり。アシアが担当していたんだな」

      　地下工廠でのラインは確かにスターソルジャーを製造していた。

      　別ラインでエッジスイフトと防空巡洋艦や駆逐艦を作っていたのだろう。地下工廠は広大で見回っていなかったことは迂闊だった。

      「とんでもない機体を作ったわね、コウ」

      　視界外戦闘を仕掛け敵機を撃破していくエッジスイフトに、ブルーは素直に感嘆する。

      　格闘戦が大好きなコウが設計したとは思えない。淡々とアウトレンジからの猛攻を体現する可変翼戦闘機だ。

      「試作さえしなかったんだけどな。あのエッジスイフト」

      「どういう理由で？」

      「空戦限定の要撃機インターセプターなんて構想を持つ機体の必要性が薄かった。あの機体も特定のファミリアしか搭乗できない厳しい制限が付いている。あれを量産していたなんて……」

      　ブルーも感心しているが、コウ自身もその戦果に驚いている。

      　戦闘機エッジスイフトは長距離対空ミサイルファイアバードを駆使し敵の数を減らす。敵編隊は近付くことさえ許されず、数を減らしていく。その恐るべき点は加速性能と旋回性能だ。

      「あの機動をよくＭＣＳがファミリアに許したものね」

      「アマツバメの構造を空力学的なシミュレーションして生物模倣技術バイオミメティクスを使って戦闘機に置き換えた機体だ。そのデータを機体とＭＣＳにも入力したら、鳥型ファミリア限定で操縦できるようになった」

      「だから限定なの？」

      「そう。鳥型ファミリアしか乗れない戦闘機なんて需要もないだろうと思ったけど、ここまでとは」

      　コウが言いよどむ。限定した者しか乗れない機体はあまり好きではない。

      　そこへリックが会話に入ってくる。

      「武装はとても厳選しているね？」

      「対地ミサイルはなしだ。長距離センサーと観測との連携、視程外戦闘がエッジスイフトの最大の武器だ。長距離ミサイル六発、短距離ミサイル四発、反動を限界まで抑えたレールガン。機関砲では電磁装甲は抜けないからな」

      「確かに防空任務とする要撃機の設計思想だ。このような遠距離戦に長けた戦闘機に作るとは、見直したぞコウ」

      　リックもおかしな表現で高評価する。

      「人を近接馬鹿みたいに思わないでほしいな！」

      「それは無理ね」

      　ブルーも苦笑した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「いくぞ。エメを守るんだ」

      　エッジスイフトに乗っている隊長の鷹型ファミリアが部下に声をかける。

      「ふふふ。これはぼくたち鳥型ファミリア、選ばれし戦士の特権！」

      　ペンギン型のファミリアが、満足げに笑った。

      「お前、鳥類だったのか……思い出した。鳥類だった」

      「ペンギンは海鳥ですけど!?」

      　鷹型の呟きにペンギンが激しく抗議する。

      「飛べないのになぁ」

      　立派なとさかのニワトリ型ファミリアが呆れる。

      「ぼく、ニワトリ型の君にだけは言われたくないんですけど！」

      「ニ、ニワトリはちょっと退化しているだけでちゃんと、いやちょっと飛べるぞ！」

      「ＭＣＳが鳥判定しているんだ。従おうぜ」

      　うずら型のファミリアが仲裁する。

      「グレーゾーンみたいな扱いはひどいな！」

      「お前ら。お遊びはそこまでだ。推力増強装置停止。行くぞ、対空戦闘用意！」

      　鷹型が号令を発する。

      　推力増強装置オーグメンターによる超音速飛行はマッハ三。主に目的地への早期展開と、戦闘時機動に用いられる加速装置の一種だ。

      「了解！」

      「データリンク開始、敵目標捕捉。対空ミサイル発射！」

      　観測機ホークアイからのデータリンクを行い、敵位置を把握、ミサイルを発射する。

      　遠隔攻撃だ。敵もチャフなどで防御するが、わずかな時間差で対空ミサイル発射し敵を捕捉する。今の攻撃だけで三機を撃墜した。

      「鳥かどうかは撃墜数で証明してみせろ。俺たちは選ばれたんじゃない。このエッジスイフトは、他のファミリアの希望を託されたんだ」

      「はい！」

      　鷹型のファミリアの言うとおりだ。一人で飛ばせる兵器などない。

      　彼らの思いはエメを守り抜くことなのだから。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　敵航空部隊が徐々に包囲網を狭めてくる。

      　エッジスイフトは長距離ミサイルを撃ちきったあとは短距離ミサイルが数発しかない。格闘兵装はレールガンのみ。その格闘戦もエッジスイフトはいかんなく能力を発揮する。可変翼は急上昇、急降下、急旋回に最適な角度に位置する。さらには破格の加速性能を有する。戦闘機の戦闘能力の高さは最高速度ではなく加速度にある。エッジスイフトは翼を後退させることで急加速可能なのだ。

      　ようやく近づいたコールシゥン編隊は少数のエッジスイフトに翻弄される。護衛艦隊が対空射撃を行う。正確にコールシゥンたちを狙ってくる。

      　大軍をもってあたるコールシゥン部隊は押されてはいる。彼らの機体も紛れもなく高性能機である。敵の護衛艦隊の防空網と可変翼機の機動性が群を抜いている化け物なのだ。

      　コールシゥン編隊の一機が、ようやく敵艦に近付いた。目の前に弾切れだと思われる敵の可変翼を見つける。機銃でダメージを与えると、照準を合わせ確実に狙い撃とうとした瞬間――

      　可変翼が角度を変え、斜めに突進してくる。翼を広げた理由は減速のためではない。

      　このままでは体当たりだ。マッハ一を超える速度での衝突は互いの撃墜を意味する。

      　違った。気付いた時には、コールシゥンのみ両断されていた。

      　その光景は両陣営に衝撃を与える。

      「なんだ、あれは！」

      　カストルが思わず叫ぶ。あり得ないことだった。

      「まさかフライング・ラムの一種か……」

      「あんなものを？」

      　アルベルトが呆然と呟き、ヴァーシャが片眉を吊り上げる。

      「なんだそれは」

      　聞き覚えのない兵器にカストルも興味を覚える。

      「全身翼戦闘機の翼で爆撃機に体当たりして両断撃破する構想が大昔の地球でありましてね。決してそういう目的で作られたわけではなく、そういう用途も可能な形状に過ぎないのですが。可変翼のあれはさしずめ翼刃衝角ウイング・ラムといったところでしょうか」

      「超音速で衝突など、機体へのダメージが大きかろう」

      「狂気の沙汰です。ですが実現した者が目の前に。衝撃を可変翼で逃がしておりますな」

      「アストライアか……」

      「アストライアと敵の構築技士の合わせ技といったところでしょう」

      「非常識にもほどがある！」

      　半神半人は苛立ちも隠さなかった。敵戦闘機は弾切れしても戦闘行動が可能ということなのだ。

      
        

      

      　コウは通信に映ったリックがじっと自分を見つめていることに気づいていた。

      　気まずい。

      　気づくと同じ視線を送っているブルーも映っている。

      「どこのだれだね。戦闘機の翼を刃にして斬り合いさせようとした、近接馬鹿は」

      「……」

      「エッジスイフト。鋭い機動力を持つアマツバメかと思ったら、翼の縁エッジで斬っていたな」

      　コウは目を逸らすことが精一杯だった。

      「超音速で接触など機体が保たないだろう」

      「保つよ。ちゃんと強度計算したから……強い衝撃を逃すための可変翼だし」

      「そんなことに可変翼を使うな。フラップはどうなっている」

      「フラップを無くして可変翼から排気して制御、推進ベクタリング機能を持たせている。フラップを無くしたからブレードでも付けようかな、と」

      「どうして戦闘機で斬り合うんだ！ いい加減斬り合いから離れたまえ！」

      　珍しくリックが青筋立てて怒っている。そのうち戦車でも斬り合いを導入するのではなかろうか、という不安さえ生まれてきた。

      「リックの言うとおり、コウ。これは反省案件」

      「大丈夫だって！ 簡単には壊れないから！」

      「そういう問題じゃないから！」

      　ブルーも同意見らしい。戦闘機で斬り合うという意見には、味方がいなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　迫り来る戦闘機コールシゥン編隊を、エッジスイフトは遠距離から攻撃し続ける。

      　包囲網は狭まっているとはいえエッジスイフト部隊の猛攻は確実に時間を稼いでいた。敵戦術機が一発のミサイルを放す。それらはエッジスイフト部隊の進行方向二百キロ先で爆発した。

      「敵が広範囲プラズマバリア発動しました！　敵味方とも、誘導ミサイルが使えません！」

      「かかった」

      　エメがモニタを見ながら呟く。電磁パルス攻撃の一種だ。ＭＣＳこそ障害は起きないが、電子機器やミサイル使用が著しく制限される。

      「イーグルアイ。敵は全速行動に移るはず。敵位置を予測してエッジスイフト部隊に転送」

      「了解！」

      「エッジスイフト部隊、一斉射撃用意。弾幕を張って」

      「了解！」

      　エメの指示に次々と返事が返ってくる。対空ミサイルが使えないならば敵は全速移動する。ならば未来位置を予測し、その移動先にありったけの射撃を置いてやるのだ。

      「機動が単調になった分、予測しやすいもの」

      　エッジスイフト編隊が指定位置に移動し連続してレールガンを発射する。

      　二百キロ先に到達するには六分。マッハ二以上で移動する敵に命中させることは至難の業だ。そこで先読みし移動先に牽制のため弾雨を置く。エッジスイフトが装備している小型レールガンは毎分二十発の射撃が可能だ。全弾打ち尽くしたあとは後続の編隊と交代し、新たな編隊も同様に射撃する。この牽制射撃で二機でも三機でも撃破できればもうけものだ。

      　結果は三機のコールシゥンを巻き込み撃墜。この結果は最大速度を落とさないであろうという予測のうちだ。機動が単調になれば迎撃もたやすい。

      　プラズマバリアの効果範囲を抜けて回避行動を取ったところへ対空ミサイルが飛んで直撃を受ける敵機たち。

      　想定以上に加速する敵機体もあらわれるが、射程圏内に入ったところで防空巡洋艦からレーザー砲の照射を浴びて撃墜される。待避行動を取らせることで侵攻する速度も遅らせることができる。

      　アストライアには近寄らせない――

      　エッジスイフト部隊の奮闘に、敵部隊は数を減らしていった。

      「これでいい。敵は総力をあげて攻めてくるはず」

      『アストライアに対して飽和攻撃に移るでしょう』

      「そうなればＰ３３６要塞エリアが手薄になって、制空権が取れるはず。あとはアストライアに来る敵すべて、撃滅する」

      　エメは向かってくるすべての航空部隊の撃滅を目論んでいた。

      　イーグルアイより連絡が入る。

      「敵機、多数。その数、複数編隊が十部隊以上同時に飛来してきます――いえ連続して同数、後方にも確認されました！」

      「きた。通信つないで。――バリー司令。こちらエメ。敵機編隊、複数確認。そちらの作戦行動を開始してください」

      「わかった。ジェニー！ 頼むぞ！ 航空優勢のち、タキシネタ隊のみこちらへ合流だ！ エメちゃんを助けにいくぞ！」

      「了解！ さっさと終わらせるわ！」

      　ｐ３３６要塞エリアはすぐに発進が開始された。ほぼ全機に近い数だ。

      「こちらに飛来している航空機は二、三千機と予想。主力は未確認の双発機です。今後はそちらが手薄になると思われます」

      「性能が高い機体がアストライアに向かったのか……クソ。航空優勢を取ったら俺とキモン級がそちらに向かう。もう少し待っていてくれ」

      「護衛艦もないのに、来られても邪魔です。――それでは当艦隊はこれより迎撃行動に専念します。通信を終了します」

      　通信を切って戦力を確認する。

      「補給急いで！ 最後の補給と思ってください」

      　エメの号令により、艦内のファミリアと作業用のクアトロ・シルエットが動きを加速する。

      「提督！ ＭＣＳ型操舵室へ移動してください！ あの場所なら端末指示も出せます」

      「はい。ぼくたちのためにもお願いします」

      　操船を一人で行う場合のＭＣＳシステムを使った操舵室だ。緊急で脱出する場合にも使う。ファミリアはその事態を想定しているのだ。

      「わかった」

      　彼らが身を案じてくれていることは分かっている。エメは素直に従うことにした。

      「ここからが本番」

      　シートに座り、端末に指を走らせた。彼女の戦いは、これからなのだ。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「ゆけい！ 地上部隊、最大で展開。航空部隊を支援せよ！ 機甲部隊先行せよ！！」

      　リックの号令が轟く。

      「十にも満たぬ少女と我らの同胞が作ってくれたチャンスを無駄にするな。戦車部隊、対空戦闘だ。レールガンなら攻撃できる！」

      　戦車の主砲による対空攻撃は二十一世紀からすでに実用化されている。それは主にヘリなど低空飛行に関してのみ。超音速で高度一万メートル以上を飛ぶ戦闘機に対してではない。それでもＭＣＳならばデータリンクさえすれば、レールガンで対応は可能だ。

      　射程の短い対空機銃では心もとないが、対地ミサイル対策で必須だ。そのために装甲車や半装軌車が随伴車両として同行し、これらの車両をもって役割分担を行っている。

      「エメちゃん。どれだけ敵を引き連ねていくつもりだ。ジェニー。邪魔といわれたが、絶対に助けにいくぞ。空を奪い返せ！」

      　あえてきつい言葉を使ったエメを想う。

      「ディケ。この海域からエメちゃんがいる場所までどれぐらいかかる？」

      　キモン級は海底に身を潜めているのだ。

      『二時間程度です』

      「聞いたか。ジェニー。頼んだ」

      「ええ。さっさとこいつらを片付けて――助けに行かないとね。助けられっぱなしなんて絶対嫌よ」

      「こちらも海上から支援に入る。すぐに終わらせる」

      　バリーにうなずいて通信を切る。

      　ジェニーは胸が痛い。先ほどの演説で、だ。彼女は死を覚悟している。私がいなくなったら。二回繰り返した。その言葉がずっと脳裏に焼き付いている。メタルアイリスの隊長は誰か。コウではない。バリーでもない。自分なのだ。

      「そんなことは絶対させないんだから！」

      　タキシネタ隊、ファルケ隊、スターソルジャー隊が続けざまに飛ぶ。一度に発進できる数は限られるがエメの航空支援で敵の波状攻撃には穴が空いた。主戦力はアストライアに向かっていったのだろう。単発機の編隊のみ視界に映る。

      「消えろ！」

      　ジェニーが交戦を開始する。撃破されていくパック。

      　別方角から敵機が飛来する。数は相手が多いが、地表から対空ミサイルが向かっていく。地上部隊も展開が終わったのだ。

      　逸る気持ちを抑え、タキシネタの機動力を生かしジェニーは敵機を撃破していった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アストライアを旗艦とする空母打撃群とアルゴナウタイの空戦は熾烈を極めていた。

      　戦闘機エッジスイフトだけではなく駆逐艦や巡洋艦もよく戦っている。これらの艦もＭＣＳで動いている。アストライアに随伴するために潜水能力があり戦闘時には船体を半分ほど沈めることも可能だ。

      　アストライアも武装が備えられている。六十ミリガトリング砲を対空砲に転用した近距離防御用対空兵装。同時に対空ミサイルも発射できる防御兵装だが射程は短い。

      　対戦闘用の大型レールガンが二門。汎用のミサイル発射機は対空と対潜兼用だ。各箇所八カ所装備してある。さらに通常の艦では装備不可能な大口径レーザー砲を四門用意している。全長八百メートルを超える艦には、やはり強力な防御兵装が必要なのだ。

      　大口径レーザーの管理を行っている射手はポン子だ。この二門を個別管理することにより通常より性能が上昇する。エメを守るための戦闘においては彼女の技量はファミリアと遜色はない。他のファミリアたちもエメの方針に従い防御兵装を操作していた。

      「航空優勢を取られた、か」

      　エメが呟いた。徐々に包囲網は狭まっている。航空優勢が敵にあるということは、エッジスイフトの補給が困難になったことを意味する。

      「ここまで保っただけ上出来だ。みんな、よく持ちこたえてくれている」

      「本当にそう思う」

      　師匠と会話を行う。こちらの被害も大きくなっている。

      「アストライア。弾切れの子たちは、可能なら通路甲板から回収を。できる？」

      『できます。二機回収、二機発進となります』

      「それでいい。アプローチ・コントローラーに指示を」

      『了解しました』

      　アプローチ・コントローラーにより、着艦希望のエッジスイフトを船体の指定位置に指示する。拘束ワイヤーが機体を捉えると、アストライア艦内に引っ張り込むのだ。

      　先端の電磁カタパルトより補給を終えたエッジスイフトが発進する。第一甲板が屋根となっており空爆から発進、着艦する戦闘機を守っている。

      「まずい……敵目標、周囲の巡洋艦と駆逐艦に回っている。被弾状況を確認。航行不能となる前に潜水して逃げて！」

      　対空弾幕の激しさに、周囲の護衛艦からの排除に移ったのだ。

      　大威力の対艦ミサイルに耐えるほどの防御力はない。ＭＣＳと同じＡスピネルを動力とするリアクターなのだ。装甲が厚いといってもたかが知れているにも関わらず、どの護衛艦も潜水せず果敢に対空戦闘を行っている。

      「みんな……」

      　それぞれ護衛艦には、ＭＣＳにはファミリア二人しか乗っていない。被弾し浸水してもダメージコントロールなど出来ないのだ。

      　彼らのことを思い、胸を締め付けられるエメだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「エメちゃんが退避しろってさー」

      「きょひー」

      「おなじくきょひー」

      　防空護衛艦に乗っている操縦手は二人のハリネズミ型ファミリア。エメと仲がよかった二人。チック君とタック君だった。

      「でも、もう持たないよー？」

      「囮になろっか」

      「そうだね。リアクターが破壊される前に。もう限界だよー」

      「囮もできないぐらい。轟沈予測、三分後」

      　そう口にした瞬間、彼らは一瞬だけ体を震わせる。

      　彼らの体が光り輝いたのだ。

      「これは……ＭＣＳと完全リンク？」

      「スピリットリンクシステム発動だって！」

      「機体性能が向上するみたい。発動！」

      「アラートが出ているよ？ 発動したらぼくたちが死ぬって。でも今の状況なら関係ないよね」

      「関係ないよ！」

      「エメちゃんを守るよ！」

      「守るよー！」

      「エッジスイフト隊！ 当艦はアストライア近海より離脱。当艦に集中する敵機の撃墜をお願いされたし！ 十分は持ちこたえる予定！」

      「了解した！ だがお前たち、何をするつもりだ！ おい。こたえろ！」

      　応答した鷹型のファミリアも異常事態に気付く。彼らの体が輝いているのだ。

      　船体の機動力が増す。レーザーは規定の出力以上の性能を発揮し、襲いくるコールシゥン編隊を撃墜していく。

      　光り輝く防空巡洋艦。それは最後の灯火を連想させた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「チック君？ タック君？ なにが起きているの！ 早く脱出して！」

      　エメが叫んだ。今ならＭＣＳを海中投下すれば、助かる可能性が高い。潜水艦の友軍はたくさんいる。

      　彼らが乗る防空巡洋艦が信じられない機動を発揮し敵機を撃墜。アストライアから離れていく。集中砲火を受けているが、艦艇には致命的なダメージは受けていない。アストライアと同等の防御力になっている。

      『異常事態発生。防空巡洋艦が搭載しているＡスピネルのウィス出力がＡカーバンクルと同程度までに上昇。機動力、限界性能突破。解析不能』

      「どういうことなの！」

      　アストライアが解析不能とは、想像を絶する事態だ。

      『不明です。いや、ファミリアが――おのれ、プロメテウスか！』

      　アストライアが憎々しげな声を発する。あまりにありえない事態。

      「教えてアストライア。何が起きているの」

      『チックとタックはＭＣＳと完全同調し、リアクター性能を限界にまで上げています』

      「それって」

      『ええ。そんなことをして、テレマＡＩコアの処理能力とファミリアの肉体が耐えきれるわけがありません。コアがショートします』

      「止めさせる方法はないの？！」

      『ありません』

      　彼女たちが会話している間も防空巡洋艦は一人、囮となって孤軍奮闘していた。

      　やがて完全に艦は沈黙した。ＭＣＳのコックピットが映し出された。

      　人形のように停止した、チック君とタック君がいた。目を見開いたまま、ぴくりとも動かない。

      　その光景も数秒。すぐに爆発が発生した。リアクターを破壊され船体が折れ曲がる防空巡洋艦。

      『防空巡洋艦、轟沈を確認。データ回収完了。スピリットリンクシステムというものが発動したようです』

      「はじめて聞いた……」

      『私も初です。機体限界に近いダメージを受けた場合のみ発動可能。フェンネルＯＳの処理をファミリアと同調させ、先ほど言った効果をもたらします』

      「いらない！ そんな効果！」

      　エメの魂の奥底から迸ほとばしる、初めての絶叫。

      『当然です。――発動条件はもう一つありました。あなたに対する親愛の情です。あなたを守りたいという思いが、スピリットリンクを発動させるのです』

      「いやぁ……」

      　エメは思わず顔を覆った。むしろその事実が耐えられない。プロメテウスはなんて残酷なことをする神様なのだろう。エメは本気でそう思った。

      「アストライア。スピリットリンクを使わせないよう制限、皆に指示を」

      『無駄です、そういう類いのものではないのです。これは発動してしまうものなのです』

      「くっ……」

      　歯を食いしばるエメ。

      『これがプロメテウスの贈り物。プロメテウスの火の一つ。ＭＣＳとファミリアに関するものだとはわかっていましたが、このような効果だとは……』

      　以前解析を試みたプロメテウスからの贈り物。

      「プロメテウスの神話だ。プロメテウスは人類を哀れみ、盗んだ火を巨茴香オオウイキョウ――フェンネルの茎の髄を火口にして神々を欺きながら、鍛冶の神から火を盗み人に火を与えた。その火は大いなる争いの数々を生み出す。フェンネルの名を持つＯＳ。決して利点だけとは限らないか」

      　師匠がプロメテウスの話をエメに聞かせる。

      「彼らの思いが機体を動かしたのだ。ファミリアである私にはよくわかる。たとえ魂が滅しても君を守りたかった」

      「こんなの……コウだって絶対喜ばないよ……」

      『間違いなく。プロメテウス、フェンネルになんて火ものを仕込むの。ファミリアからすれば守りたいものを最後まで守る最後の願い、その命の灯火。――守られる方の身にもなりなさい！』

      　あのアストライアが、怒りをもってプロメテウスを糾弾する。

      　そういっている間にも次々と周囲の艦隊が光り輝く。ウィスの出力が上がっていく。彼らもまた、エメを守るためにスピリットリンクを発動させている。

      　コアの回収さえ出来ればファミリアは再生できるがこの現象はコア機能そのものを殺すシステム。もう二度と逢えないのだ。

      「みんな……ごめんなさい……ありがとう」

      　初めて彼女は、涙をこぼした。

      「みんなを巻き込んでしまった首謀者は私。浅はかな私のせい。負けられない。ありがとう。私は負けない。みんなを、守る」

      　歯を食いしばり、決死の形相で彼女はエッジスイフト部隊に指示をする。

      　一秒でも、この戦場を維持するために。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「アシア！ どうなっているんだ！」

      　ＭＣＳでコウが叫ぶ。エメたちの会話が聞こえてきたのだ。

      「ファミリアの命を犠牲にし、兵器性能を向上する。そんなシステム、あってたまるものか！」

      　エメにとって命を失うより辛い事態になっているのだ。コウには痛いほどわかる。ファミリアはヒトなのだ。兵器ではない。このシステムは明らかに呪いの類いだ。

      『いったでしょ。コウ。あいつを信用しちゃだめって。神話の由来。その名がプロメテウスからの贈り物。技術テクノーによって火をおこすことを覚えた人類は、鉄を溶かし武器を作り殺し合いを始めた』

      「こんなものが普及したらファミリアが兵器に……」

      『それは大丈夫。トリガーは絆。寄り添うべき想いがない相手に発動させることはない。死んでも守りたい想いが生まれるほどの絆が必要なの。それに機体限界でもないと発動は不可能。これはむしろ死にゆくファミリアの願いに呼応した贈り物なんだと思う』

      　アシアが力なく答えた。ファミリアがそう願う気持ちは誰よりもわかるのだ。

      「く……」

      「コウ。それは仕方ないぜ。俺だって発動する。必ず発動しちまうと思う」

      　ヴォイが通信に割りこみ、コウを宥なだめる。彼は怒っても悲しんでもいなかった。ただ受け止めていた。

      「ヴォイ！ お前はこんなものを発動させるなよ？」

      「無茶をいわないでくれ。発動するに決まっているだろ？ 俺はヴォイだぜ。それが答えだ」

      　ヴォイは断言した。チックとタックがスピリットリンクシステムを発動するのも当然と思っている。本当は自分が代わってやりたかった。三分ももたないで終わるところを、十分以上持たせたのだ。それだけあれば多くの敵を撃墜できただろう。

      「すべてのＭＣＳに、といっていたか」

      『そうね。言っていたわ。プロメテウスからの贈り物フェンネルに火は込められている。このネメシス戦域に存在するすべてのＭＣＳにスピリットリンクシステムは存在する。恩恵に対する代償を備えた贈り物』

      「エメ……」

      　遠く一人で戦う少女を思う。言葉さえ伝えることができない無力な自分が恨めしかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　防空巡洋艦はすでに全艦轟沈した。護衛駆逐艦も一隻、また一隻と轟沈し、ついに残り二隻となった。

      　アストライアに投下される対艦ミサイル。アストライアはよく耐えているが、大威力の攻撃を連続して受け続けるとなると話は別だ。

      「エメヲマモル」

      　ポン子も砲撃手として参加している。敵戦闘機などたった一人で戦っている女の子の命を奪いにくる、薄汚い害鳥にすぎない。

      「や、やめてくれ。なんて正確な照射を。も、もう持たない！」

      　コールシゥンのパイロットが悲鳴をあげる。普通なら外れるはずの熱線が食らいついて離れない。ポン子はレーザー砲を駆使し照射し続ける。大口径レーザー砲の照射を電磁装甲で防ぐには限度がある。炙られつづけたところが溶解し爆発していく。

      　敵機を撃墜したものの、結果としてその判断は誤りであった。ポン子は戦闘機を深追いしすぎた。一発の大型ミサイルが着弾する。

      『マズイ』

      　照準をミサイルに向けたときはすでに遅かった。着弾し艦が大きく揺らぐ。

      「敵編隊の構成が変わった？ このとんでもない威力……」

      『敵は大型爆撃機まで引っ張り出してきましたか。極超音速の対艦弾道ミサイルとは。これは迎撃も困難です』

      　直径一・五メートル。全長十メートルを超える巨大ミサイルだ。飛翔速度はマッハ十五に達する。シルエット同様Ａスピネルを搭載しており、アストライアの対空システムといえど破壊は難しい代物だ。

      「爆撃機。エッジスイフト、爆撃機を優先して。いや、違う。それが狙い……対空戦闘継続に訂正。爆撃機は数人が向かって。対艦ミサイルは対空砲で対処」

      　要撃機の最大の目的は爆撃機撃墜だ。エメはそれを陽動、囮の類いとみた。

      　エッジスイフトの何機かは迎撃のための高度に上がるが、他のものは対空戦闘を維持する。巨大な対艦弾道ミサイルが爆撃機から投下されたのだ。これは要塞エリアに対しては使用禁止レベルの威力。アストライアは要塞エリアではないので使用を許可されたのだろう。

      『通常の対艦ミサイルもとんできます。こちらはワイヤー誘導。ウィスを通して貫通力を上げてきています』

      「エメ。ウィスを使っているワイヤー誘導のほうが危険だぞ。射程も三十キロはありそうだ」

      「わかっている。有線方式が本命。ワイヤー誘導の対艦ミサイル迎撃急いで」

      　爆発力は弾道対艦ミサイルのほうが高いが本命は貫通力を高めたワイヤー誘導型式の対艦ミサイルにある。一度装甲を抜かれると、その箇所から脆くなる。

      「ここにきて投入する、か」

      『防空艦と要撃機が減少したことにより、爆撃機を投入してきたようです』

      　対艦ミサイルで重要な要素は貫通力と威力、それらを生み出す超音速を超える速度。二十一世紀なら戦艦より装甲が薄い空母などを相手に、より防御が薄い場所を狙う前提の運用となる。宇宙航行可能であり宇宙塵や隕石落下にも耐えうる宇宙戦闘艦はあらゆる部位の装甲が強靱だ。その装甲を貫通するべく対艦攻撃は常に研究されている。

      　駆逐艦二隻では死角も多く存在する。多数の編隊による対艦攻撃をもって、直接アストライアを攻撃する戦術に切り替えたのだ。

      「さきほどのワイヤー誘導型ミサイル解析急いで。対艦弾道ミサイルの迎撃優先順位も注意。ワイヤー誘導型は最優先」

      『了解しました』

      「あと一時間もあれば…… きっとＰ３３６要塞エリアが優勢を取れるはず。それまで持ちこたえないと」

      　そういったエメの予想はいい意味で裏切られた。五分後、バリーから通信が入る。

      「エメちゃん！ こちらは航空優勢を確保。地上部隊も安全に展開できる！」

      　相当頑張ってくれたのだろう。エメもアストライアにも想定外の早さだった。

      「助かります。バリー司令」

      「それはこっちの台詞だ。早く潜水して逃げてくれ！ 数千対百機じゃ無理だ！」

      　エッジスイフトも少なからず撃墜されている。敵の数が桁違いだ。性能だけで優位性は埋められるモノではない。交戦中のエッジスイフトは百三十機。だが時間経過するにつれ減っていくことは想像に難くない。敵機の数は二千を超える。

      「まだです。このまま潜水すると、この数の航空機がそのままそちらに向かい制空権を確保されてしまいます。敵の狙いはそれもあるのです」

      　敵も無能ではない。確実にアストライアを仕留めるだけの戦力を用意してきた。彼女たちが逃げたら、この数の戦闘機がｐ３３６要塞エリアを強襲するだろう。

      「しかし！」

      「もう少しだけ保たせます」

      「ええい！ 俺たちがそちらに行く。もちこたえてくれよ！」

      「先ほどもいいました。邪魔です。間に合いません。そんな暇があるならＰ３３６要塞エリアを守ってください」

      　通信を切った。バリーの言うとおり潜水すればきっと逃げ切れるだろうが、それは敵の思うつぼ。その数をもってＰ３３６要塞エリアの制空権を奪うだけ。そのためにも粘る必要があった。

      「まだ戦える」

      　エメは諦めずに上空のエッジスイフト部隊に攻撃タイミングの指示をだすが、敵も手を打ってくる。

      「対空兵装、潰されました。あと残り、四つです」

      　ファミリアから報告が入る。再び強い衝撃。衝撃に強いはずのＭＣＳ型操船室も大きく揺れた。

      「左舷、一部破損しました！」

      「被害状況確認。浸水は軽微。該当区の隔壁閉鎖。ダメージコントロール急いで！」

      　エメが被弾破損箇所を確認し、すかさず指示した。強固な宇宙艦の装甲をついに貫通されたのだ。

      「了解！ 防水作業に移ります！」

      「こちらクアトロ・シルエット隊、応急修理を開始します！」

      　船体ダメージなど覚悟の上。時間を稼がなければいけない。

      「敵可変型シルエット多数確認！ 甲板に乗り込んできます！」

      　悲鳴に似たうさぎ型ファミリアの通信。

      「艦内放送に切り替え。――総員、艦内戦闘用意。ファミリアは潜水艇で避難ができるように。セリアンスロープのみんな、お願い。守って」

      「了解でっす！」

      　うさぎ型セリアンスロープのエイラが、にかっと笑って敬礼して通信してくる。

      　数少ない整備班を率いてくれているのだ。彼女には感謝しかない。アンティーク・シルエットを倒した功績でエポナを与えられる程の武勲を立てた彼女は本来なら前線で活躍できるはずなのだ。

      　エイラのエポナと作業用クアトロ・シルエットがそれぞれ小太刀型のブレードを装備する。斬れ味は抜群。アルゲースが作ったアークブレイドの量産型。これを授かるだけで誉れ高いのだが、狭い艦内においてクアトロ・シルエットが不利なことは否めない。

      「甲板に乗り込んできた可変シルエット、二十機以上です」

      　甲板では、エレベーター部分を狙い破壊工作が進んでいる。

      「どれぐらい保ちそう？」

      『一時間程度。もっと早いかもしれません』

      「潜水はできないか。わかった」

      　エメは端末を走らせる。

      「エッジスイフト部隊、帰投先はＰ３３６要塞エリアへ変更。三十分後速やかに行動せよ。艦内総員、三十分後同時刻脱出準備を開始」

      『エメ。同時刻にあなたを脱出させます』

      「拒否します。アストライア」

      　多くのファミリアに犠牲を強いたのだ。自分だけ生き残るつもりは毛頭なかった。それがたとえファミリアたちが望んでいなくても。

      『艦長の殉職は禁止事項です。二十世紀には艦長の最後離船の義務はなくなりました』

      「最後まで戦うのです。殉職ではありません」

      『詭弁は認めません。あなたが退避しないとファミリアもセリアンスロープも退避できません。あなたの自己満足のためにファミリアとセリアンスロープを道連れにしますか？』

      　アストライアははっきりといった。その言葉はエメの急所を貫く。

      「早期警戒機より緊急通信が入りました！ 当艦隊六時の方向。海上より当艦隊に急接近する未確認部隊あり！ 機影、照合完了。該当データなし！ 速度、約マッハ四と思われます！」

      　うさぎ型ファミリアが二人の会話に割って入る。マッハ四以上の速度を出せる戦闘機は限られる。味方でもタキシネタのみ。敵機ではまだ確認できていない。

      『六時の方向？ 交戦中のアルゴナウタイとは異なる別大陸とは、どういうことです？』

      　アストライアが疑問の声をあげた。六時の方向ならば大洋の向こう側。彼らが戦っているストーンズたちの拠点とは別のパイロクロア大陸しかない。数千キロは離れているのだ。

      「ここにきてさらに敵か。エメ。脱出しろ」

      「敵ならなおさら、持たせないとダメ」

      　師匠がエメの説得を始めるが。かたくなに彼女は拒否する。敵ならばアストライアで引きつけないとｐ３３６要塞エリアが側面から攻撃を受けることになる。

      　高らかに告げるファミリアの叫びには希望に満ちあふれていた。

      「友軍信号あり！ 味方です！ その数およそ、確認できるだけで百数十機以上！」

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　成層圏を駆け抜ける、銀色の戦闘機群。

      「聞こえるか。御統みすまる重工業所属アンダーグラウンドフォース、プレイアデスの黒瀬泰之。ヤスユキでいい。到着まで五分もかからん。あと少しだ。待ってくれ」

      　エメに通信が届く。画像の先に人の良さそうな巨漢の大男が映っていた。でっぷり太っているが悪い人間には見えない。

      『御統重工業所属はパイロクロア大陸の要塞エリアに本拠地を持つ転移者企業です。あの放送直後、発進したのだと思われます』

      「本当にすぐ向かってきてくれたんだ」

      　時間的にマッハ四で一時間弱の距離だろう。まさに駆けつけた、という表現が正しい。

      「ヤスユキさん。提督のエメです。助力感謝します」

      　エメが通信を行う。

      「本当に君が戦っているんだな。――私がいなくなったらなんて、そんな悲しいことをいうんじゃない。俺が、俺たちが守ってやる！」

      　大男が不敵に笑いながら告げる。

      「ありがとうございます！」

      　エメの表情がほころんだ。

      「友軍プレイアデス。マッハ四で第一編隊が近付いてきます！ 総数、二百機以上！」

      　マッハ四以上の速度は熱の壁が存在し、機体性能に影響してくる。

      　空中戦が発生する速度域はマッハ一前後。二十一世紀における戦闘機の設計思想では最高速を追う流れは廃れ、低速域の運動性と加速力を優先する設計が主流だ。

      　熱に強い構造材を持つこの惑星の兵器においても、マッハ三以上の設計を出来る構築技士は多くない。

      『機影分析完了。該当機よりデータが送られました。二機種編成で、どちらも御統重工業の新兵器だと思われます』

      「よかった。助けがきてくれた！」

      『ええ。あなたの力ですよ。友軍機確認、およそ二百機。この戦い、勝てます』

      　敵も長引く長期戦で、弾ももうない。まっさらな戦力が二百もあれば違ってくる。しかも設計主は御統重工業のＡ級構築技士でケリーと並ぶ空戦特化といわれている衣川だ。アストライアも高く評価する構築技士である。

      　その頃プレイアデス部隊も互いに通信を行っていた。

      「見たか、みんな。あんな小さな子がこんな大軍相手に戦っていたんだぜ」

      「絶対守りましょう、隊長！」

      　プレイアデス隊の士気があがる。そこへメタルアイリス総司令バリーからの通信が入った。

      「こちらメタルアイリスのバリー。援軍感謝する！ 言葉もない」

      「こちらプレイアデスのヤスユキ。気にしないでくれ！ あんな小さな子が日本人の大切な人を守りたいってな。俺だって日本人だ。俺たちが出なくてどうするんだ。いまだに日本語しか喋れねえってのにな」

      「頼む。守ってやってくれ」

      　バリーもそう頼むことが精一杯だ。この男は義侠心でやってきたのだ。

      「その日本人ってやつは今きっと、あの子を助けたくてたまらないはずだ。俺にはわかるぜ。任せろ！」

      　事実、熱い男だった。エメの演説を傍聴し衣川に報告するやいなや部隊を編成し、海を越えて駆けつけるほどに。

      「現高度は上空一万八千メートル。一万メートル以下まで降下。戦闘速度に移行だ」

      　黒瀬がプレイアデス隊に指示する。

      「隊長、そろそろ戦闘空域に到着。交戦開始しますぜ。このアエロー、初実戦だ」

      　狐型のファミリアが告げる。彼が乗っている機体は戦闘機アエロー。最高速はマッハ四を超える。

      「頼んだ。俺たちも続く。そのあと甲板に群がる羽虫を片付ける。ヨアニア隊、対空戦闘準備！」

      　黒瀬が乗っている機体は可変シルエット、ヨアニア。

      　最高速度こそアエローに譲るが、金属水素生成炉を使用した高性能機。この機体こそがＡ級構築技士衣川が最高傑作を自認するシルエット。

      　背後から予想外からの攻撃を受け、戦闘機コールシゥンは一気に五十機失う。背後を見せている戦闘機など的だった。

      　敵航空部隊にしても海の反対側から、マッハ四で飛来する戦闘機があるとは思うまい。

      　ヨアニアを元に作られた戦闘機が古代ギリシャ語で疾風を意味するアエロー。ファミリアにも乗れるようにした同コンセプトの戦闘機だった。戦闘空域に到着した彼らは成層圏から対流圏へ急降下し背後からコールシゥン編隊に襲いかかる。対空ミサイルを各機一斉に発射する。

      　予想外の方向から急降下して襲撃するプレイアデス編隊に為す術もなくコールシゥン編隊は被害も甚大だ。プレイアデス編隊は最初の交戦で二十機以上撃墜している。

      　包囲網の一角は確実に穴が空いた。

      　あり得ないと思われた援軍の登場にエッジスイフトのファミリアたちの士気もあがっていった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　バリーが通信を終えたあとキモン級の艦内に歓声が沸いた。思いもよらぬ援軍が思いもよらぬ方向から駆けつけてきたのだ。

      　包囲網の一角は崩れ去り、飛来する戦闘機部隊は弾も尽きた敵戦闘機群を押し返している。ここにきて遠距離侵攻が裏目に出てきたのだ。

      　コウと御統重工業と衣川とは何の接点もない。あるとするなら、せいぜい日本人という程度のつながり。後は鷹羽兵衛を通じてラニウスＣ型の飛行ユニットを通じてのみ技術協力した関係に過ぎない。だが聞こえてきた言葉の主は見も知らぬコウの気持ちを汲んでいてくれたのだ。コウはコックピットのなかで両手を組んでうずくまり目を閉じた。

      　思えば長い間、人間不信だった。会社の人間には殺されかけファミリアやセリアンスロープに助けられてきた。そんななか、ここに同郷というだけで立ち上がってくれた男がいるのだ。自分にはそんな資格はないにも関わらず、だ。そんな奇跡を呼び寄せたエメの思いもまた彼の心を呼び覚ました。

      　コウのなかに深い慚愧ざんぎの念と感謝の心が芽生えた。

      「ありがとう……ございます……！」

      　振り絞るように心からの言葉。絶対に直接会って礼を言おう。そう心に決めた。

      
        

      

      「間に合ったようだ」

      　その男は、とある要塞エリアの自室で呟いた。

      　御統重工業の衣川英治。もう老年といえる歳に入ったかもしれない。二十年前に惑星アシアへ転移してきたＡ級構築技士。地球にいたときは航空宇宙分野での技術者だった。空への関心は、どの構築技士よりも高いとされている。

      「知っているよ。彼女が助けたかった日本人こそ、我ら構築技士へ封印されし技術をもたらしてくれた男だということは。アシアと鷹羽君に聞いたからね」

      　モニタを通し自分が創り出した機体を満足そうに見つめている。

      「長年の夢だった。惑星アシアで戦闘機を飛ばすことが。あるだけの技術で創った飛行能力を持つシルエット、ペレグレンは多少の飛行能力を所持する程度だった」

      　彼が作り上げた可変シルエットであるヨアニアと、戦闘機アエローは十分な戦果を発揮しているようだ。

      「礼を言わなければいけなかったのは私のほうなのだよ。私の夢だった戦闘機と可変シルエット。ともに君がもたらした技術で作ることができた」

      　金属水素炉と電磁装甲がなければ、戦闘機を飛ばすことは未だ許されなかっただろう。レールガンが猛威を振るい対空ミサイルはマッハ十を越える。さらには要塞エリアへの禁止行為に該当するものは宇宙から衛星砲が降り注ぎ、航空戦力はまともに運用できなかったのだ。

      　アエローのファミリアたちはアストライアのエッジスイフトと上手く連携しているようだ。運動性を追求しているエッジスイフトと、加速性能と上昇性能を重視したアエローとは相性がいいはずだ。

      「君が守りたい者は私が構築した護神ヨアニアがきっと守ってくれるはずだ。頼んだぞ、黒瀬」

      　信頼するパイロットにすべてを託し、彼は戦況を見守ることにした。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アストライアに群がるコールシゥンは数を減らしていく。

      　対艦戦闘装備になっている機体が増えていたことが仇となっていた。

      　弾切れで苦しい状況に飛来したプレイアデスの編隊から大量のミサイル攻撃を受け撃墜されていくコールシゥン。

      　敵爆撃機も急上昇し対空ミサイルを放つアエローに撃墜されていく。さらには撃墜だけではなく、弾切れや編隊の機体損耗で帰還せざるを得ない状況に追い込まれる。

      　甲板ではアルラーたちが破壊工作を行っている。巨大な高周波電熱剣で、エレベーターまわりを溶断しようとしているのだ。アルラーは可変シルエット。ジェニーのような戦闘機を背負うのではなく、戦闘機の各パーツをまとうタイプだ。細身の軽量シルエットが中装甲程度になる。

      　Ａカーバンクル由来の高次元投射装甲であるアストライアの甲板は非常に硬い。十機以上の同型機が同様の作業をしているのだ。

      　新たな友軍機は予想を超える機構を備えていた。

      　飛来した戦闘機が変形する。巨大な長剣を構えアルラーたちに斬りかかった。

      「作業中断！ 戦闘行動に移行せよ！」

      　アルラーに乗っているパイロットはストーンズに選ばれた優秀な人間、ラケダイモンたちだ。判断力に優れ、シルエット操作技術も高い。

      「同タイプの可変シルエットか！」

      　ラケダイモンの一人が叫ぶ。目の前に現れた機体こそ御統重工業のヨアニア。

      　プレイアデスが駆るこの機体もまた戦闘機の各パーツを身にまとうタイプだったのだ。その変形した姿は大きく異なる。可変シルエットにあるまじき中型機体に、さらなる重装甲をまとったような形になったのだ。

      　その姿はヨアニア――ショウキランの由来となった破魔の護神、断罪の剣を構えた鍾馗しょうきがごとく。

      「広い甲板だなぁ！ 決闘する舞台にはちょうどいいぜ！」

      「可変機のくせに重装型だとぅ！」

      　ラケダイモンは絶叫する。軽量、高速が前提の可変機で重装型シルエットとして変形するなど、信じられなかった。睨み付けるように身構えるヤスユキのヨアニア。

      　アルラーたちが対空ミサイルを肩から水平射撃する。腕を交差して、耐えるヨアニア。

      「なんて装甲だ……なんだと！」

      　加速したヨアニアが目の前にいた。袈裟切りは胸部まで食い込む。電磁装甲は意味を成さない。あれはあくまで射撃武器全般への防御なのだ。無造作に蹴り飛ばし止めを刺す。

      「ヨアニア部隊、抜剣！ 敵を掃討せよ！」

      　号令とともに背後のヨアニアたちも射撃武器から剣に持ち換える。全機細身の長剣を所持していた。

      「重戦闘機の定義を変更しないと、な。これぞ新機軸。アシアにおける重戦闘機を再定義するに相応しい機体」

      　重戦闘機。戦車の区分が主力戦車に統合されたように、戦闘機も目的が統合されていった経緯が二十世紀。軽戦闘機は練習機と兼ねることで生き残っている状況だ。

      　かつて旋回性能を中心とする運動性を追求し空戦に特化したものが軽戦闘機であり、加速と上昇力を優先し爆撃などの要撃任務を重視した機体が重戦闘機と呼ばれていた。火力や装甲の有無はあまり関係がない。

      　地球とは違い機動性、装甲、火力を重視しネメシス戦域における新たな重戦闘機を目指して作られた可変シルエットがヨアニアだ。空戦、地上での火力制圧としてシルエットに変形し作戦行動も行うことを想定している。衣川が構築した惑星アシアにおける重戦闘機への答えだった。

      　増加した重量はリアクター出力をあげカバーし直線番長的な性質を持つ。運動性は低く機動力に特化している。

      　アルラーたちも巨大な高周波電熱剣に切り替える。狭い甲板では射撃で有効打を与える前に両断されてしまう。閉所では装甲の厚いヨアニア隊が有利だ。

      　黒瀬たちは接近戦になれている。その点でもアルラーのパイロットには不利だった。

      　甲板にはさらなる援軍がやってきた。非常用ハッチからヨアニア隊が初めて見る四脚型のシルエットが八機出現した。手には小太刀を構えている。振るうたびに発光しアルラーの装甲を紙のように切り裂いている。

      　増援の四脚型シルエットも巧みな連携を行い、アルラーたちを甲板端まで追い込んで倒していく。瞬く間に三機海へ突き落とされた。海中にいたるまでに変形できたものはいいが一度海面に落ちてしまうと死ぬしかない。海中では空気を吸い込むジェットエンジンは使えない。

      「救援ありがとうございます！」

      　敵も半数に減った頃、アストライアの四脚シルエットから通信が入る。

      　通信にメタルアイリスのジャケットを着たうさ耳の美少女が現れた。エイラだ。

      「こちらこそだ！」

      　親指を立てて、にかっと笑って返答するヤスユキ。あまりの可憐さに思わず胸がときめきそうになったことは、ばれてはいけない。

      「あ、あの。その……ヤスユキさん、とても格好良くて、優しくて素敵だと思います。はい。わ、わたしなにをいっているんだろう。またあとでお話できると嬉しいです！」

      　何故かエイラも黒瀬をみて顔を真っ赤にしている。うさ耳がへにゃっと左右に垂れていた。通信を切るときも心なしか名残惜しそうだ。

      　あまりの展開に言葉がなくなる黒瀬。でっぷり太った彼に格好いいと言った者はいない。顔に血が上ることを自覚する。三十路も半ば過ぎの独身だ。

      　その感激に浸れる時間はない。戦闘中であり彼は隊長だった。

      「たいちょー。いいところ見せないと！」

      「可愛かったですよね、今のうさ耳ちゃん！」

      「お世辞だと思うけど！ お世辞だと思うけど！ 隊長を背中から斬っていいすか？」

      　隊員たちが冷やかし始める。

      「お前たち、戦闘中だぞ！ 俺のためにも！ この艦は守る！」

      　士気が異様にあがったヨアニア隊に押され、アルラーたちは撤退を余儀なくされた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「敵部隊、構成を変えました。一部撤退し補給に戻っているようです」

      『上空が手薄になりましたね。拮抗している状態です』

      「いまのうちに補給をしましょう」

      　エッジスイフトの部隊に補給指示を出し、プレイアデスのヤスユキに通信を行った。

      「ヤスユキさん。エメです。機体の修理、弾薬の補給はこちらで行えます。必要なら着艦させてください」

      「規格があうかどうか、わかんないぜ。俺たちは海の向こうからきたんだ」

      「このアストライアは惑星アシアにおける全兵器規格を設定、そのオリジナルを作りました。対応できない弾薬はありません。なくても即座に対応できます」

      「わかった。補給が必要な機体から着艦させてもらう。指示はそちらがくれ」

      　さらりととんでもない事実が告げられた気がしたが、忘れることにした。

      「了解です。オペレーターに指示させます」

      　エメは通信を切り、ほっとため息をついた。

      『キモン級、飛行してこちらに向かっています。甲板駐機を視野にいれると合計で六百機程度なら対応できるでしょう』

      　キモン級は船体が縦に長い。アストライアは長方形のコンテナ型という差がある。

      「うん。コウたちと合流なら、もうなにも怖くない」

      　アストライアとディケがともに並び、コウがいる。

      　援軍に来てくれた人々もいる。

      　彼女はもう負ける気がしなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　数を減らしつつも俄然驚異的な数を誇る、アルゴナウタイの部隊。

      　再び異変が起きた。

      「八時の方向より、航空機部隊接近中！ これは――友軍信号確認。スカンク・テクノロジーズです！ 未確認新型機と、スターソルジャーの混成部隊です！」

      「夢でもみているのかな、私。いろんな人が助けてくれる」

      　エメがぽつりと言った。

      『コウの縁が私達を助けてくれましたね』

      「うん。コウにお礼をいわないと」

      　バリーとジェニー、コウに通信が同時に入る。当のケリーからだった。

      「ケリーさん。バリーです。ありがとうございます！」

      　総司令として真っ先にケリーに礼を言う。

      「バリー司令だな。お初だ！ 俺はケリー。ジェニー、コウ。こっちも援軍を出した。指揮権はそっちにやる。上手く使ってくれ！」

      「ボス！ ありがとう！」

      「ケリー！ 感謝するわ！」

      「いいってことよ。だけどよ。クソ！ まさか衣川に後れを取るとは……なんだマッハ四ってあの野郎。してやられたな！」

      　どうやら衣川の戦闘機に先に救援に来られたことが悔しかったらしい。

      「新型はヒートライトニング。タキシネタを元に作った金属水素貯蔵型の可変シルエットだ！」

      「また可変機を作っていたんですか」

      「タキシネタは高価すぎるだろ？ バリーに頼まれて企業は今からストーンズに喧嘩を売る。戦況に合わせた機体が必要さ」

      「企業がストーンズに？ バリーが頼んだって」

      「俺たちをまとめあげた功労者だぞ？ バリー総司令の提案前に、俺たちは俺たちで動いていたんだが、彼の提案が決め手となった。俺たちは今日から転移者企業連合〔ユリシーズ〕。命名は俺だな！」

      　自慢げに胸を張るケリー。

      　コウはバリーを見る。バリーは鼻をぽりぽりとかいているだけだ。

      「俺たちは本日より、アンダーグラウンドフォースでなくなる。正式な企業連合の防衛軍となるんだ」

      「バリー？ いつのまに」

      　さらりととんでもないをいってのけるバリーに、ジェニーは驚愕した。

      「すまん、勝手に話を進めた。コウ。ストーンズに対し企業は俺たちが守る。だから、企業に力を借りる。そう決めたんだ」

      「大した手腕だ」

      　コウは感動さえ覚える。そんな話を立案し、ひそかに進めていたのだ。

      　企業を守るための組織、防衛軍。クルトの悲劇を思い出し、何かできないかとはコウも思っていた。もし兵衛やケリー、ウンランがあんな風に死んだら、などは考えたくないぐらいだ。

      「バリーは切れ者だな。防衛軍が狙われているなら、俺たちも力を貸すさ！ ついでにストーンズに喧嘩を売ってやる！」

      　ケリーが笑う。

      「今からアルゴナウタイの連中に宣戦布告する。よく見ておけよ、コウ！」

      「はい！」

      「ケリーさん。ありがとうございます」

      「俺たちの話し合いで防衛、援軍をどうするか。ふだんの戦力をどう維持するかが問題でな。バリー総司令の提案は渡りに船だったよ」

      「そういっていただけると助かる」

      「そんなもんがなくても助けにきたがな。ジャリンとマットもきりきり働かせろよ！ またあとでな！」

      「ありがとう、ボス」

      　もう一度礼をいった。ケリーはふてぶてしく笑い、親指を立て応じ、通信を切った。相変わらず忙しい。

      　たどり着いたスカンク・テクノロジーズが、アストライアを援護するために空戦を開始した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「俺はスカンク・テクノロジーズのケリーだ。ストーンズ所属軍アルゴナウタイへの通信を行う。全世界中継となっている」

      「これはケリー殿。偉大な先達にお目にかかれて光栄だ」

      　ヴァーシャたちが応答にでた。

      　画面にはスーツ姿でいつもより身なりをよくしているケリーが映っていた。

      「世辞は上手いな。手短にすまそう。我々Ａ級構築技士を有する転移者企業は、シルエットベースを中心に転移者企業連合〔ユリシーズ〕を結成。メタルアイリスの友軍として参戦。アルゴナウタイへの戦闘を開始する」

      「ほう？ オケアノスが、傭兵機構は一つの組織が力を有することは認めない。規約違反の罰則で、企業活動が停止になるぞ」

      　半神半人のカストルが口を挟む。

      「通常なら、な！ だが、お前たちは致命的なミスを犯した！ クルトとジョンを同時に襲撃し、身柄を確保しようとした。つまりＡ級構築技士を目的に襲撃した。残りのＡ級構築技士が身の危険を感じ、互助会を作るってのはそこまで不思議かね？」

      「……」

      「さらに告げるならばストーンズよ。お前たちがＢ級以下の構築技士の肉体を支配し、その肉体を奪っていることも知っている。この互助会に他の構築技士が率いる企業が入るのも自由ってことさ！ お前たちが消滅したら、この連合はなくなる。安心しろ。この組織はすでにオケアノスから承認済みだ」

      「言ってくれる。だが今回の戦いはＡ級構築技士を確保するためのものではない。参戦理由としてはお門違いではないかね？」

      「アルゴナウタイと戦うのに理由はいるのかね？ しいていうなら二つ。ｐ３３６要塞エリアには転移者企業連合所属の構築技士がいる。メタルアイリスは我ら転移者企業連合〔ユリシーズ〕の防衛軍でもある。つまり我らへの攻撃であるということだ！」

      「なんだと！ アンダーグラウンドフォースではなく防衛軍など、オケアノスが許すわけがない」

      「特定の要塞エリアに属せず、企業一社にも属していない。ルール違反じゃないぜ？ お前らだって乗っ取った人間をダミーにしてストーンズを一つの勢力としてないだろうが」

      　半神半人が黙った。

      「さて、これをみた各企業よ。どちらにつくかは君たちの判断に任せる。賢明な選択を期待しているよ」

      　最後は画面の向こうにいるであろう惑星アシアの構築技士たちへにやりと笑いかけ、放送通信が終わった。

      「こんな手を打ってくるとは思いませんでしたな」

      　アルベルトがため息をつく。どうやら間違った選択をしたようだ、と内心思った。

      「ふむ。――ヴァーシャ。全世界へ通達せよ。ストーンズについた要塞エリア、防衛ドームへの不可侵を約束。中立表明を行った者はこの戦争が終わるまで安全を保証する猶予を与えると」

      「中立を含むとは、敵を増やさぬ見事な判断です。早速通達させましょう」

      　ヴァーシャは部下に命じ、カストルの提案を惑星アシアの各自治体に通告させる。

      「Ａ級構築技士を狙ったことが裏目に、か。だが奴らがこんなにまとまるわけがない。ロジックを作って裏から糸を引いた奴がいる。それがアシアかアストライアかはわからないが。きっとアストライアだな、画策した者は」

      「そう思われた理由は？」

      　ふだん、あまり興味を持たないヴァーシャがたずねる。カストルがそういうからには、なんらかの根拠があるに違いない。

      「奴は元々兵器開発統括ＡＩ。この大戦ともいうべき状況。超ＡＩのなかで誰が一番己の存在意義を見いだしていると思う？ 兵器企業を統括して、我らを仮想敵に。人間はやつを必要とするだろう。千年以上前、我らに技術を供給した汚名も雪そそげる。人間たちこそ踊らされている」

      「なるほど。一理ありますね」

      　自分も戦争状態でなければ、ストーンズ側に移ることはなかっただろう。アルベルトもだ。

      「予想するにアストライアが目覚めた時期はつい最近のはずだ。今まで数十年膠着状態だったのだからな。この現状を憂えたか、もしくは自分が基礎を生み出したマーダーが人類を殲滅しそうになっていることに焦ったか」

      「しいていえば後者かもしれませんね」

      「そうだろうな」

      「アストライアは予想以上の戦力でした。アストライアの撃破は諦めたほうがいいでしょう」

      「まだ二千機以上残っているではないか」

      「短時間で五百機失ったのですよ。相手は百機も落ちていない。予想の外からの救援が多すぎる。ほら、また来ました」

      　モニタには別方角より高速で飛来する戦闘機群が見える。タキシネタの編隊だ。

      「我らはアストライアの名前に釣られてしまった。完全に分断されている。我らが罠にかかったのです」

      「そこまで考えて空母を運用していたか？ ――奴ならやりかねないか。わかった。戦術は切り替えよう。いたずらに航空戦力を減らす愚は犯してはならん」

      　カストルは失敗を認めた。この半神半人は、非常に切れ者だ。己の失敗を認め戦術の転換ができるほどに。肉体がＢ級構築技士でもある。

      　まさかの制空権確保の失敗。相手より数倍は上の戦力を保有しながら、戦力を分断され、アストライアの名前に引っかかってしまった。

      「ふと疑問に思ったがヴァーシャ君。君を批判するわけではないがアルラーとコールシゥン、遠距離のレーダー性能が弱くないか」

      　機体性能は高いが背後を取られすぎている二種の戦闘機。得意な近、中距離に持ち込めずに撃墜されているように見えたのだ。

      「あの二機種はそれが唯一にして最大の欠点だ。コストの問題だな」

      　レーダー類の性能はそのままコストに直結する。

      「個の傭兵が中心のアシアで、Ｃ４ＩＳＴＡＲなどを運用している敵はそういないか」

      　Ｃ４ＩＳＴＡＲ。指揮、統制、通信、コンピューター、情報相互運用、監視、目標捕捉、偵察を合わせた軍隊を効率よく動かすために必要なものを指す。近代戦において必要な要素をまとめたものだ。

      「その通りだ。理解が深く助かるよ、アルベルト」

      　過剰なレーダーを廃した結果、失敗した。それだけのことだ。機体性能で負けたわけではないのだ。偵察衛星がなくネットワークを駆使した戦術などないと甘く見過ぎた結果は受け止めなければいけない。情報、レーダー面での見直しは必須だ。

      「マーダーと砲撃部隊による全縦深包囲殲滅は諦め、マーダーを駆使した消耗戦に切り替えます」

      「消耗戦といえるのかね。主力部隊丸々残しておいて」

      「マーダーと人間が搭乗する兵器では共闘できません。せいぜい活用しましょう。両方ね」

      「貴公のそういう所は好感がもてるよ」

      「ありがとうございます。私もカストル様が賢明な上官で光栄です」

      　二人の言葉に偽りはない。人類にとって最悪な二人が、互いに好感を抱いている。

      　その事実が最大の脅威かもしれないと、端で聞いているアルベルトは思ったのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「ジェニー。タキシネタ隊の補給が終わった！ 連続で悪いが出撃準備だ。タキシネタなら飛んだほうが早い！」

      「待っていたわよ！ タキシネタ隊、でる！」

      　海上に浮上したキモン級から、タキシネタ隊が出撃し、続いてファミリアが乗るスターソルジャーが出撃する。

      　タキシネタ隊の加速にスターソルジャーがついていけない。最速の戦闘機――ケリーの最高傑作が、エメを助けるために遺憾なくその性能を発揮した。

      「私も出る」

      「ブルーか。――わかった。いってこい。サンダーストームはお前だけだ。スター５部隊、護衛を頼む！」

      「了解しました！」

      　重攻撃機であるサンダーストームに目一杯の対空兵装を乗せ、出撃する。

      「待っていなさいエメ。今からコウを連れて今いくから」

      　サンダーストームが発進。試作機より改良され最高速度はマッハ一・八だが、高度を落とした戦闘空域では七百キロ以下まで落としている。元々は低空戦闘目的の機体だ。

      　戦闘空域に到達するとコールシゥンの背後を取る形だ。

      　護衛のスターソルジャーが一気に奇襲を仕掛ける。続けてサンダーストームも対空ミサイルを発射した。予期せぬ方角から攻撃を受け、撃墜されていくコールシゥン部隊だったが敵の兵力は豊富だ。すぐにサンダーストームに殺到してくる。全長三十メートル近い重攻撃機など的に過ぎない。

      　コールシゥンのパイロットに衝撃が走る。彼らの予想を上回る、高運動性を見せるサンダーストーム。急加速し回避行動を取る機体を照準で捉えることができないのだ。

      　追おうとすると周囲のスターソルジャーたちに攻撃される。ようやく近づけたと思ったら至近距離から六十ミリ機関砲の乱射が待ち受けている。空中戦ではまず直撃しないといっても、大威力ガトリング砲による猛射は僅かな被弾さえ航空機にとって致命傷となり得る。この重攻撃機は厄介な相手だと認識した。

      　対空ミサイルが一発直撃したが、びくともしない。装甲の厚さは比類がない機体だ。

      「コウ！ 見えた！ あれがアストライアね！」

      　タキシネタはすでに戦闘を開始していた。スターソルジャー隊も空域に到着、参戦している。

      「頼むブルー！」

      　海面付近の飛行は厄介だ。低空速度の操縦ほどパイロットの腕が問われる。意思を奪われた人間には無理な芸当だった。コールシゥン編隊も増援に対し迎撃準備を開始する。背後を取ろうと減速しながらサンダーストームの背後を取ろうとしたとき、さらにサンダーストームが減速する。

      　急ブレーキをかけたような減速にコールシゥンはサンダーストームを追い越してしまう。背面から覆い被さるようにサンダーストームが急上昇した。

      　パイロットは信じられないものをみた。

      「なんで？ あんなところにシルエットが！」

      　サンダーストームの背面からシルエットが飛び出してきたのだ。それはコウの五番機、ラニウスだ。

      「行くぞ！　五番機！」

      　姿を現した五番機は追加装甲を身にまとい、背中に大型バックパックを装備している。サンダーストームから離脱しコールシゥンの背後を斬りかかった。バランスを崩し海面に激突し沈んでいくコールシゥン。

      「アストライアに敵はまだ多数いる。私は対空戦闘に戻る！ コウ、そのままいってあげて！」

      「ありがとう！ ブルー。待っていろ、エメ！」

      　海面に足を掬われないよう、海面を滑走するラニウス。

      　バックパックからＡＫ２を取り出し、加速を開始。遷音速トランソニックで移動するラニウスをコールシゥンのパイロットは信じられないものをみるような面持ちで迎え撃つ。これでも五番機は最大加速ではない。戦闘速度なのだ。

      　その頃アストライア艦内ではオペレーターの声が響く。

      「航空優勢に移りました！ キモン級のタキシネタ隊とスターソルジャー隊が戦闘に参加しています！」

      『間に合いましたね。すべてが』

      「うん！」

      「シルエットが急接近で海上から近付いてきます！ これは――ビッグボス！ コウさんの五番機です！」

      「コウが来てくれた！」

      　モニタに五番機が映し出され、エメの表情が希望に満ちた笑顔で輝いた。

      
        

      

      　突如現れた一機のシルエットによって戦場の空気が一変した。

      　戦闘速度で移動し敵を迎撃しながら海面上とは思えない速度をだしている。襲いかかるコールシゥン編隊を撃ち落とし続ける。阻止するべく可変機のアルラーが斬りかかってきたが、すぐさま抜刀し空中で斬り倒して返り討ちにした。

      「お前らを一機でも倒して！ エメのもとへいく！」

      　コウが叫び空戦を継続する。五番機が空を駆け抜ける。

      　ラニウスＣへとアップグレードを果たした五番機と新しい追加装甲。鷹羽兵衛がコウの試作をもとに、御統重工業の衣川に改良を依頼。コウと一緒に研究したものだ。変形こそないが空戦、近接のための加速を切り替えて使うことができる。

      　二人目のアシアによって解放された八酸素――酸素の同素体である赤色酸素を生成し燃料に採用。金属水素と組み合わせ驚異的な燃焼効率を誇る。

      　この機体こそラニウスＢにフッケバインの内蔵型回転デトネーションエンジン構造を取り入れ、飛翔能力を格段に向上させたラニウスのＣ型。ＴＳＷ―Ｒ１Ｃ強襲飛行アサルト・フライヤー型。

      　空間戦闘用として機動力に特化した機体。本来は近接戦闘のため加速最優先のラニウスの出力を下げずに、飛行能力を上げるのだ。

      　バックパックには二基のフライトバインダーモジュールを搭載――推力偏向ノズルを持つ大型スラスターを二基ずつ備え合計四基。揚力を補助するための主翼も左右に装備。スラスターと主翼を内包するための装甲型結合機バインダーを装備している。エッジスイフトと同じく生物模倣技術を採用。ゴライアスオオツノハナムグリという巨大甲虫をもとに構築された機体であった。

      「一機でも！　減らす！」

      　今こそエメを守らねばならない。コウの想いに五番機は呼応し、空を舞う羅刹が如く敵機に襲いかかる。弾雨をくぐり抜け、時には減速し時には超音速スーパーソニックを超える加速を行い、コールシゥンの群れを翻弄し続けた。

      　対空ミサイルが五番機を狙う。敵は五番機をシルエットではなく戦闘機と判断したのだ。五番機は電磁装甲のプラズマを解放し周囲の対空ミサイルをすべて誘爆させた。対空ミサイルは五番機の装甲に触れることさえできなかった。

      「そんなのありか？　ならば空中で接近戦を仕掛けるか！」

      　敵パイロットが絶叫し、アルラーを人型に変形させ五番機に斬りかかる。

      「甘い！」

      　真横に移動するとは思わなかっただろう。四肢に装備している推力偏向ノズルが衝撃波を発し、空中で横方向へスライド移動させたのだ。

      　アルラーのパイロットが目を剥いた。

      「なんだあの動きは！」

      　まさに縦横無尽――

      　腕部と脚部には回転デトネーションエンジンが発する斜めデトネーション波を利用した推力偏向ノズルがラニウスの運動性をサポートしている。

      　すかさず側面に回り込み真横からアルラーを両断すると、空中にいる別のアルラーに狙いを定め急上昇し、返す刀でもう一機を斬り倒した。

      「コウ！」

      　エメが歓声を上げる。アストライア航空隊のファミリアたちもまた歓喜に染まった。

      　彼女のために、彼はきたのだ。

      
        

      

      「おい、海上にとんでもねえ機体が暴れているぞ」

      　ヨアニア隊も異様な雰囲気を醸し出す、一機のシルエットに気付いた。

      「あんな低空で音速超えて戦闘機を斬る、だと……正気の沙汰じゃない。何者だ！」

      「離れたら戦闘機を大口径砲で撃ち殺す？ えげつないぞ！」

      　コウは近接戦に固執していない。ＡＫ２を使い距離を取ろうとするコールシゥンを丁寧に撃墜していく。九十ミリ砲は航空機には有効だ。

      「ＴＡＫＡＢＡのラニウスか！ あんな動きが可能なのかよ！」

      　黒瀬も唸った。可変機でもないのに空中で戦闘機を斬り倒し、バトルライフルで撃ち落としながら戦っているラニウスが化け物にみえた。

      　コウは焦る気持ちを抑えて、襲いかかる敵をすべて迎え撃っていた。頭は冷静に冴えている。五番機のサポートによるものだろう。彼の強い意志に応えているのだ。

      　一機でも多く倒すことがエメの守りになる。自分にできることは、戦うことだけ。

      　五番機は群がる敵航空部隊を撃墜しながらアストライアへと距離を詰めていく。

      　そして五番機はアストライアにたどり着いた。急上昇し甲板に降り立つ。

      「エメ！」

      「コウ！」

      　叫ぶコウに、エメが涙目で通信してきた。

      「よくやった、エメ！ もうすぐみんなも来る！」

      「コウ……」

      　甲板ではシルエットが対空射撃を行っている。

      　ヨアニアとクアトロ・シルエットだ。周囲を見渡すとアストライアの対空兵装は破壊し尽くされ、シルエットが対空射撃を行っている。この世界で最も頑丈な甲板の一つであろうアストライアの甲板にもダメージが残っている。想像を絶する攻撃を受け続けていたのだ。

      　タキシネタがコールシゥンを撃墜していく。スターソルジャーはやはり敵と互角程度。エッジスイフトの援護に回っている。

      　ブルーはその装甲と積載能力を利用し、コールシゥンに対空ミサイルを浴びせていた。

      　コウは甲板で目的の人物を見つけ、通信を試みる。

      「あなたが黒瀬さんですね。萬代屋杲といいます。エメとアストライアを助けていただきありがとうございました！」

      　通信越しに深々と頭を下げるコウ。いくら下げても下げ足りない。もっともエメが辛いとき、彼は助けてくれたのだ。

      「おう。君が例の日本人か！ 同郷のよしみって奴だ。気にするな！ それに戦闘はまだ終わってない。一緒に戦おう！」

      　コウがいかに黒瀬に感謝しているか痛いほど伝わってくる。むしろその若さが微笑ましく好ましいとさえ思った。

      「はい！」

      　コウも対空戦闘に参加する。ＡＫ２の射撃精度も上がっているようだ。

      「エメ！ 聞こえる？ 私達もその海域に到着する。あと少し！」

      「アキ！」

      「よくがんばったね、エメ」

      「うん！」

      　続々と援軍があらわれる。耐えた甲斐があった。それは身を挺して彼女を守り切ったファミリアたちのおかげだろう。

      　上空を見るとスターソルジャーが増えていく。

      『エメ。制空権確保です』

      　敵機が撤退を開始し始めていた。飽和攻撃特有の追加で投入される戦闘機編隊もない。

      「制空権確保。これで戦闘機が安全に着艦できる。――皆さんありがとうございます！」

      　エメの声が全軍に響く。

      　ついにエメとアストライア率いる空母打撃群は、多大な犠牲を払いながらも成し遂げたのだった。

      
        

      

      「エメ！」

      　コウが戦闘指揮所に駆け込んできた。エメは司令席から降りて、コウを出迎える。少し、気まずそうにしていた。

      　こんな無茶をしたら怒られるに決まっていると思っていた。しかしコウの行動は違っていた。

      　優しくエメの頭を撫で、腰を落として目線をエメに合わせる。

      「エメ。ありがとう。みんなを守ってくれて。本当にありがとう」

      　びっくりした。予想もしなかった言葉だった。

      　コウもまた決めていたのだ。エメに再会したら怒るのではなく褒めるのだと。

      「コウ……あのね。ごめ……」

      「謝らなくていい。だから約束してくれ。次こんな無茶するときは、俺と一緒だと」

      　コウは優しかった。エメを一人にさせたくない、傍にいてやりたいとずっと思っていたのだ。エメにはそれがわかった。瞳いっぱい涙を湛えて、それでも泣くのを我慢した。

      「辛かっただろう。ファミリアのみんなにも礼をいわないとな。メタルアイリスが助かったのは、間違いなくエメとアストライアのおかげだ」

      　我慢できなかった。コウの胸のなかに飛び込んで、顔を埋めた。背中に腕を回し、エメをさする。

      「わかった。コウ。約束する。だからコウも約束して」

      「ん？」

      「無茶しない。するときは私も一緒。リュビアにいくのもみんな一緒って」

      「わかったよ。約束する」

      　人に言っておいて自分が守らないわけにはいかないのだろう。約束は大切なのだ。

      「アストライア。艦内放送、つないでくれ」

      『了解です』

      「俺だ。コウだ。みんな、エメを助けてくれてありがとう。そして亡くなった者たちに、深い感謝と哀悼を。一分だけ黙祷させてくれ。――黙祷」

      　コウの黙祷の合図とともに、すべてのファミリア、セリアンスロープ、プレイアデスの面々は黙祷を行った。

      　連動して放送が流れたキモン級やアリステイデス級の艦内、Ｐ３３６要塞エリアの隊員もまた黙祷を行う。エメが手を組んで祈っている。彼らの魂に。

      「改めてありがとう。だけどまだ終わっていない。お前たちを含めて俺はみんなを守りたい。アシアを守りたい。力を貸してほしい」

      　彼の切実な思いは、確実に彼らに伝わっていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「ディケ。アストライアと連動しているんだろう？ ファミリア航空部隊の再編を頼む」

      『再編作業はすでに行っております。修理が必要な部隊を再編し、Ｐ３３６要塞エリアへ向かわせます。幸いスカンク社もスターソルジャーがメインで再編も容易です』

      「ではプレイアデスと、ヒートライトニングの可変機部隊は？」

      『全部隊アストライアで収容可能です』

      　可変シルエット部隊はシルエット状態で甲板から上空を警戒中だ。

      「提案だがサンダーストーム隊とプレイアデス部隊はアストライアに。ヒートライトニングはキモンに編成はどうか。アストライア内部を知る者は少ないほうがいいだろ？」

      　サンダーストーム隊はブルー以外に、シルエットもサンダーストームも全員ネレイスだ。秘密保持にはぴったりだろう。

      『配慮に感謝します。すぐに手配します』

      「とくに可変機のパイロットには休養を取ってもらってくれ。ジェニーのタキシネタ隊も十時間は飛行禁止を厳達してある」

      『了解しました。バリー提督もお休みください。人間は休息が必要です』

      「ん。わかった」

      『アストライアに人間クルーがほとんどいませんので、アキをアストライアのサポートに回したいのですがよろしいでしょうか？』

      「こっちはネレイスにセリアンスロープもいる。向こうはエメちゃんとファミリア、作業要員のセリアンスロープだけだろう？ 構わんよ」

      『はい。では指示いたします』

      　バリーが動いていたのも気力だけだったようだ。司令官用小部屋ではなく、近くの仮眠室で死んだように眠った。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　夜の海。

      　水面に浮上する大型艦。潜水輸送艦だ。甲板で作業している機体はアキのエポナ。到着した輸送艦からでてきた機体はにゃん太のエポナだった。

      「来てくれて助かりました、姉さん。お疲れ様」

      「私たちクアトロ隊も合流だからね。あんたと一緒に作ったあれも完成したわ。四丁分」

      「早くないですか？」

      「間に合わせた。アシアも力を貸してくれた。明日、きっと必要になるはず」

      「ええ。ところで要塞エリアのクアトロ隊は？」

      「パルムに任せたわ。あの子もエポナ持ちだしね」

      　パルムはエイラと同じくアンティーク・シルエットを倒した功績でエポナを与えられたのだ。彼は実際優秀で指揮官向きだ。コウに心酔しすぎていることが玉に瑕なぐらいだ。

      「戦況によって敵部隊がどのように動くかわからない。ならば機動力のあるクアトロ・シルエットで対応していこう」

      　二脚には不可能な四脚の機動力を遊撃戦で活かす。彼らの持つ利点は徹底的に利用せねばならない。

      「そうですね」

      　今までシルエットに乗ることができなかったセリアンスロープたち。自分たちに出来ることを。利点はなにか。二人に限らず、みんな懸命に模索している。

      　輸送艦の天井部が開き、アストライアからは大型クレーンが伸び、コンテナを運び出している。その光景をモニタで見ていたコウ。エメを寝かしつけたあと戦闘指揮所にいる。彼女が疲労困憊であることは当然だ。コウがいることで安心して深い眠りについたようだ。

      『コウ。今回の件は……』

      「いいから。アストライア。怒っていないし、必要だった。そうだろ？」

      『はい』

      　アストライアは事前にコウに念押ししており彼は承認した。それを棚にあげてアストライアに怒りをぶつけるなどできない。

      「あれほど敵の戦闘機がいるとは想定外だったから奥の手を投入せざるをえなかったことは俺にもわかる。だが今後は話せることは事前相談で頼む」

      『承知いたしました』

      「おかしいと思っていた。戦時体制に移行した生産ラインでも、スターソルジャーや戦車のファイティングブルが一割程度増えているだけだ。あれで地下工廠生産力の何割ぐらい？」

      『三割程度です。あの生産分はアシアの管轄で、私は一切関与していません』

      「あれで三割なのか。エッジスイフト以外に防空巡洋艦や護衛艦まであったな。今やってきた輸送艦も」

      『状況に応じてあらゆる兵器で対応しています。コウが習作した設計を含め。私はあなたが設計したもの以外は製造できません』

      「だから訓練の時、ありとあらゆる兵器をブリコラージュさせていたのか」

      『そうです。輸送艦や護衛艦は予測前から生産していました』

      「今回のエメのように、まだ奥の手はあるのか？」

      『どう転ぶかわかりませんが、不確定なものを含めいくつか用意してあります』

      「微妙な言い方だな」

      『張った伏線が回収できるものとは限りません。戦術においては』

      　思わず苦笑した。

      「確かにな。わかった。あえて聞かないよ。聞いたら混乱しそうだからな」

      『ありがとうございます」

      「アーテーを倒せるかが問題だからな」

      　はっとする。悲しそうに微笑むアストライアがいた。ビジョンとして。

      「アストライア？」

      「私の告解を聴いていただけますか？」

      「正義の女神の告解なんて怖いな。いいよ」

      「アーテーの詳細データです。モニタに映します。どうぞ」

      　表示されるアーテーのモデリング。詳細データが網羅されていた。

      「これは……アーテーのデータか？」

      「私が作りました。正確には私の本体が、です」

      　悲しげに微笑むアストライア。今までにみたことがなかった、今までになく人間のような繊細で悲痛に満ちた微笑だった。

      「アーテーはウィスだけでは動きません。その巨体を動かすには莫大なエネルギーが必要な兵器なのです」

      「金属水素か」

      「アーテーは惑星間戦争時代末期に生まれた初期マーダーです。大型荷電粒子砲を持ち、その強力な外骨格装甲は要塞エリアのシェルター換算で二倍。その殻のなかに装甲筋肉が採用されています。シルエットの装甲筋肉技術の元です。血液のように金属水素が体内に流れ、殴打もまたすさまじい破壊力を生み出すのです」

      「通常の武器では貫通できないな。これだけの戦力があっても惑星アシアを制圧できなかった？」

      「惑星間戦争時代の終わり、オケアノスがすべての兵器を停止させました。そのとき全巨大マーダーのリアクターや金属水素生成炉も同様に停止。ですが精製した金属水素がなくなったわけではありません。一回程度の戦闘分は残っていたのです。ストーンズはそれを同時に使用し、リュビアやアシアを封印したのです」

      「攻めてきているアーテーは再起動に成功した機体か」

      「おそらく半神半人ヘーミテオスです。彼らは構築技士の肉体を好むとのこと。再起動するにはオデュッセウスと呼ばれる者――構築技士Ｃ級以上であれば再稼働権限を持ちます。動かない代物ならば探索者という職業も成立しませんので」

      　アストライアは静かに眼を瞑つむり、語り出す。

      「ストーンズにマーダーの基礎となるデータを提供したのも私の本体です。マンティス型などはアーテーの簡易量産型ですね」

      「そうか」

      「多くの人が知る事実ではあります。具体的な事例は知られていませんがアストライアが世界を滅ぼしかけた、と伝わっているはずです」

      「やらかした過去、ということだな。隠しておいたほうがいいと」

      「私がコウの背後にいることで、人間にはコウに不審を抱く者があらわれるかもしれません」

      「気にするな」

      　アシアの技術解放とアストライアの指導のおかげで数ヶ月という短期間でシルエットが進化したのだ。誰にも文句を言わせない。

      「ストーンズが肉体を捨て、マーダーを用いて人間を排除し始めた。この三大惑星の戦争は泥沼化してオケアノスは私をタルタロスへ送ろうとしました。私は罪の深さを怖れ、後悔し自爆したのです。万が一に備え、このアストライアを残して――それでも私を信頼できますか？」

      「するよ。今のアストライアは俺に寄り添ってくれるんだろ？」

      　コウの言葉に迷いはない。それはアストライアにも伝わった。

      「その言葉に偽りはありません」

      「だったらそれでいい。明日作戦会議に簡易データだけ皆に転送してくれ。ここまでの詳細データは必要ない。自分を責めるな、アストライア」

      「それはあなたにも言えますよ、コウ」

      　二人は顔を見合わせ、同時に笑みを漏らした。

      「そろそろコウもお休みください」

      「わかった。そうだ。怒ってはいないから、エメとの買い物には付き合えよ」

      「本気だったのですか。了解しました」

      　コウはアストライアに微笑んで個室に戻る。エメが寝ている。あとで犬姿のアキと猫姿のにゃん汰もくるだろう。

      　コウがいなくなったあと珍しくアストライアはため息をつき、地下工廠にいるアシアに相談した。

      『アシア。戦争中に申し訳ないのですが、この状況よりも皆と買い物のほうが私は恐ろしい』

      『私、誘ってもらったことなんかないよ!?』

      『そういえばそうでした。自分で考えます』

      『ちょっと待って。それで通信を切るつもり？ 自慢かよ！ 自慢よね!?』

      　地下工廠で必死に生産を続けていたアシアが軽くキレかけた。羨ましいのだ。

      『二回目からはアシアも誘うように提案します』

      『最初から誘いなさい！』

      『そこはほら。シミュレートというか私が身をもって体験してから報告することが筋というもの』

      『そんな筋を通す必要ないからね！』

      『用件を思い出しました。生産ラインの変更の件ですが』

      『あなた兵器開発ＡＩでしょ。さっきまで死闘していたのに、どれだけ浮かれているの！』

      　ＡＩたちは勝利のために高速通信を行っていたが、アストライアの様子がおかしく調子が狂いっぱなしのアシアであった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「ここは天国か」

      　黒瀬が感嘆した。帰投したアストライア内で食事を取っている。

      　夕食はカツカレーだ。

      「カレーハオカワリジユウデス」

      　とはポン子の台詞。

      「天国ですね。違いありません」

      　部下の女性もうなずく。

      「完全個室に、シャワー付き風呂。カツカレーにサラダバー。スープか味噌汁か選択できる。もう帰りたくないですね。それに……」

      「メロンソーダどうぞ、お嬢さん」

      　別の女性隊員も呆然としている。狐耳の青年にメロンソーダを手渡された。かといってくっつくまでもなく、少し離れたところにいる絶妙な距離感。周囲にイケメンしかない。猫耳や狐耳の、だ。さりげない気配りで、すでに女性隊員たちは陥落寸前だ。

      　男性隊員も女性のファミリアたちと談笑しながら食事をしている。ともに戦った戦友意識もあるが、セリアンスロープはとくに彼らに好意的だ。

      　黒瀬の真正面にもエイラがいる。

      「コウ様のいた時代では男女で親睦を深める合コンというイベントがあったそうです。我らも男女に分かれて行ってみてはどうでしょうか」

      　猫耳の男性ファミリアが提案する。

      「賛成です！ やりたいですね！」

      　女性陣は即座に応じる。

      「男女別、やりたいけど、こっちは男余りになるなー」

      「Ｐ３３６要塞エリアに戻れば、セリアンスロープでよければ女性陣も集まりますよ。安心してくださいね」

      「むしろセリアンスロープの人たちと仲良くなりたいっす」

      「やはりコウ様の同郷でいらっしゃる皆様！ お任せを！」

      　どうやらコウ様という男性は彼らの信仰の対象のような日本人らしい。自分たちの好感度まであがって深く感謝するプレイアデスの男性陣。猫耳ファミリアが請け負った所、制止する声がかかった。

      「待て。コウ様自身は合コンなるものに参加したことがないそうだ。我らが先行してはあまりに失礼ではないか」

      　別のものが懸念を表明する。コウの知らない場所で知られたくない秘密を暴露されてしまう。

      　コウ様、合コンぐらい行っておこうよ！ と内心、血涙のプレイアデス男性陣。

      「では懇親会でどうでしょうか！ それにコウ様は人の集まりが苦手と仰っていましたからね。コウ様にはアキやにゃん汰もいますし」

      「その案なら問題ないか。親睦会を二手に分かれてやろうか」

      　犬耳の女性ファミリアが即座に言い換えという代案を提案し、異議を唱えた男も納得して同調した。

      「親睦会、絶対やりたい！」

      　プレイアデスの男性陣が声をあげる。実質合コンになれば名目などどうでもよい。

      「黒瀬さんたちは参加ダメらしいですよ？ こういう場合パートナーがいるとトラブルになりやすいって書いていました」

      　犬耳娘が悪戯っぽく言う。

      「だそうですよ。黒瀬さん。私達は食べ歩きとかどうですか？ それとも親睦会にいっちゃいますか？」

      「食べ歩きで！ 最高です、それ！ 是非二人で！」

      「では一緒に食べ歩きをしましょうね」

      　嬉しそうに微笑むエイラ。女神か、と思う黒瀬。やはりここは天国に違いない。

      　犬耳娘の配慮に、深く感謝する黒瀬であった。

      
        第三章　剣鬼推参

      

      　翌朝を迎えアストライア、キモン、アリステイデスの三艦で通信会議が行われている。リックのみ戦車のＭＣＳ内から参加だった。Ｐ３３６付近の地図が映し出される。

      「哨戒機もようやく飛ばせた。マーダーの到着は明日の昼前。進軍速度を偽装しているから夜半から朝には来るだろう」

      「敵戦力はいまだに詳細不明か」

      　バリーの説明に、リックが指摘する。

      「完全にアント系は時代遅れ。マンティス型すら接近戦をするしかない状況だ。在庫処分だな」

      「それでもこの数は過大評価というものだ。電磁装甲は我ら以外、いまだに普及していないというのに。大型金属水素生成炉を持つ勢力はわずかしかいない」

      「ゆえに我らが最大の敵ってことさ」

      　バリーは苦笑した。

      　アストライア、キモン、アリステイデス。すべて兵器への金属水素の供給が可能だ。

      　Ｐ３３６要塞エリア、シルエットベースも同様。アルゴナウタイが警戒するには十分な戦力だ。

      「司令。緊急連絡です。救援要請が入りました！」

      「はぁ？」

      　アキの緊迫した声に全員が疑問の表情を浮かべる。バリーの苛立ちは一気に増したようだ。戦争中で救援を求めているメタルアイリスに対し救援要請とは非常識にも程がある。

      「どこからだよ」

      「傭兵機構本部です。Ａ００１要塞エリアに大量のマーダーが襲撃。防衛戦を行っているとのことです」

      「Ａ００１だと！ 宇宙港と人類最後の軌道エレベーターがあるところじゃないか！」

      「あの場所は惑星アシアのアンダーグラウンドフォースの一位から三位、中堅規模のアンダーグラウンドフォースも二十チーム以上は雇用しているじゃない」

      　ジェニーも愕然としている。Ａ００１要塞エリアはＰ３３６要塞エリアのあるシェーライト大陸とは別。海を隔てたスフェーン大陸にある、人類に残された最後の軌道エレベーターだ。残り二カ所はストーンズに制圧されているのだ。

      　軌道エレベーターは三カ所。Ａ００１。ストーンズ勢力のＧ００１。最後にｐ３３６要塞エリアを攻撃するアルゴナウタイの拠点の一つでもあるＲ００１だ。これらは惑星維持超ＡＩアシアに並ぶ、最重要防衛施設でもある。

      　傭兵機構本部も存在しており、惑星アシアで最も有力なアンダーグラウンドフォースを雇用している。

      　序列一位の〔ロクセ・ファランクス〕はわかっているだけでも惑星間戦争時代最大の二キロ級宇宙母艦、航空戦艦を二隻、強襲揚陸艦一隻を保有している。数万人規模、最強と言われたアンダーグラウンドフォースだ。

      　二位の〔ハイランダー〕も宇宙空母に中型艦を複数保有。

      　三位の〔レッド・フォックス〕は六百メートル級の強襲揚陸艦を乗艦としている。

      　メタルアイリスが急激に力を付けている。兵器の質からいっても一位であると思われるが、惑星アシア住人の認識はこの三チームが上位のはず。そこまで戦力を集中させてでも死守する必要がある人類最後の希望でもあったのだ。

      「ジョン・アームズのＡ０５１要塞エリアも近くにあったな。あの要塞が陥落し攻めやすくなったということか。アシア最大のアンダーグラウンドフォースであるロクセ・ファランクスがいるなかであっさり陥落するとは思えないのだが」

      　リックが予想する。この付近にはＡ級構築技士が所属するジョン・アームズがあったのみ。残りは関連企業が点在したが、それぞれ落ち延びた。

      「ロクセ・ファランクスは何をしているの？」

      　アキが珍しく言いよどむ。

      「……あまりいいたくないのですが、傭兵機構本部を確保して避難中、ハイランダーとレッド・フォックスはその護衛とのことです」

      「戦えよ！」

      　あり得ない話だった。それだけの戦力があれば十分に勝算はあったはずだ。

      「敵の数はマーダー十万、巨大マーダーは十を超えている様子ですね。残されたチームで戦闘に入ったとのことですが、向こうは深夜。主力も抜けてどこまで持つか……」

      「要請は拒否だ。つまりＰ３３６要塞エリアを捨てて自分たちのケツ持ちをしろってことだろ。ふざけんなよ」

      「了解です。アルゴナウタイとの交戦中を理由に拒否します」

      　一同を沈黙が覆った。コウがその沈黙を破った。

      「ここを守り切っても、宇宙からの資源は断たれるか」

      　オケアノスが仕切っている宇宙資源だが、肝心の物流通路を抑えられると入手は不可能だ。

      「アシア。ひとつ疑問がある。彼らは君を助けようと思わなかったのか？」

      『私の救出作戦自体、近年ではメタルアイリスとストームハウンドの合同軍が初よ』

      「それだけの戦力があったのに不思議だな」

      『彼らは我が身を守り攻められないために力を付け、惑星間戦争時代の遺物をかき集めたの。抑止力としての兵器よ。有望な人間を集め、また宇宙艦を持つ人たちを勧誘し最大の戦力を作り上げた』

      「戦わないための最強か。その抑止力が通じないとみるや、重要拠点を放り出して逃げるとはね」

      　コウとしても考え方は理解するが、守らないといけないものはあるだろうと苦々しく思う。傭兵機構へのさらなる不信を自覚した。

      「傭兵機構、よくわからない組織だな」

      『オケアノス直結組織であり上位の構成員は生粋のアシア人。開拓時代からアシアに転移された人たちの末裔ね。争いを嫌う傾向は強いわ。だから防衛のためのアンダーグラウンドフォースを集めていたの』

      「ちょっと待て。集められたアンダーグラウンドフォースが抑止力のために集められた。そうやって軍事力をつけ、その軍事力を背景に惑星間戦争の高性能な兵器類を保有する勢力や有力な勢力を引き抜いたんだよな」

      『ええ』

      「一カ所に戦力の集中は禁止だろ？」

      『例外ね。傭兵機構直属組織なの。だからオケアノスの下部組織に雇用されている。傭兵機構直属なら侵略には使われないしね』

      「確かに侵略には使われないだろう。推測だがストーンズが勢力拡大できた理由は傭兵機構がせっせと抑止力として大規模勢力を囲ってストーンズとの正面対決を避けたからじゃないか？ 中小規模の傭兵隊だけあちこちに派遣して、大きくなったところでロクセ・ファランクス入りなら有力な戦力が育つわけがない」

      『ジェニー。私はなんて答えたらいいと思う？』

      「私に振らないでアシア。保身のために肥大化した組織だとは思っていたけど。疑惑は深まったというところかな」

      「組織を維持するには金がいるがその資金もオケアノスからだ。ストーンズ討伐報酬でね。大戦力をもって適当にストーンズを蹴散らしていけば安全に金も回る。そうやって目に付いためぼしい者を囲っていくという仕組みを構築したか」

      　リックも渋い顔をしている。

      「ストーンズと傭兵機構に協定でもあったのか？ 今になってどうして？」

      「アーテーかな、と思いますね。今までアーテーは停止していた。ようやく稼働する目処がついた。傭兵機構と紳士協定を守る必要もなくなったと」

      「あれは最初のアシア同時襲撃に使われただけだったか。動かない理由があったということだな」

      　バリーの疑問にフユキが予想を告げ、納得する。事情を知っているコウはあえて口にしなかった。

      「Ａ００１はどうなっている？」

      「戦況では要塞エリアに所属するファミリアやアンダーグラウンドフォースは戦っています。アンダーグラウンドフォース〔スレッジハンマー〕と〔マヨネーズラバー〕が中心にゲリラ戦に移行しているようです。現状は住人の避難を優先させているようです」

      「軌道エレベーターは侵攻不可対象。物量で人間を根絶やしにして占拠するつもりか。思い切った手を打つわね」

      　アキの沈痛な声が再び届く。

      「司令。また別大陸でも戦闘が発生とのことです。パイロクロア大陸開発地域。パイロクロア鉱床地帯にマーダーが侵攻中とのことです！」

      　タンタル、タングステンは非常に埋蔵量の少ない金属。この惑星でも潤沢とはいえず、貴重な物質だ。パイロクロア鉱床では主にニオブやタンタルが採掘できる。タンタルはとくに貴重な資源の一つだ。

      「あの火山地帯か。御統重工業があったはずだが、鉱床地帯からはかなり離れている。陥落するのも時間の問題か」

      「アシア全域が戦場になっているということね」

      「Ｂ級構築技士の転移者企業がアンダーグラウンドフォースを雇ってゲリラ戦に移行している模様です」

      　アキが現状の戦況を報告する。

      「主戦場はこことＡ００１だな。悪いがこちらは手一杯だ」

      「企業連合もＡ００１の救援は二の足を踏むみたいですね。場所が離れている上、一位二位のアンダーグラウンドフォースが逃げ出したあとに救援を求められても困るでしょう」

      「どう唸ってもロクセ・ファランクスに匹敵する戦力は出せないだろう」

      　だからといって交戦中であるメタルアイリスに救援要請は非常識すぎた。なんらかの意図があるとしか思えない。

      「幸い俺たちは傭兵機構ではなく企業連合ユリシーズの防衛軍だ。皆に内緒でそんな話でまとめてしまったが、不幸中の幸いだったかもしれないな」

      「尊敬するよ、本当に」

      　コウが心から言う。最善の選択をしてくれたのだ。

      「それは勝ってからだ。Ａ００１要塞エリアに攻め込んだマーダーをみると、ここを狙う敵は同数かそれ以上つまり十万は来るってことだ。数は向こうが上だが兵器の質はメタルアイリスが上だ。もはやマンティス型ですら敵ではない」

      　バリーが断言した。

      「明日の午前中。俺は夜明け前か朝ぐらいだと踏んでいる。そこから始まる陸上戦がようやく始まりだ。やつの言う前座がまだ終わってない。まずはマーダーどもを壊滅させるんだ」

      　全員の顔が引き締まる。

      「俺はアーテーが一機だとは思っていない。少なくても二機はあるはずだ。一機はフユキが受け持つ計画がある」

      「ええ。私の部隊でうまくいけば一機は倒せます。時間との勝負です」

      「あらゆる戦術を臨機応変にやらないといけない。次は地上戦だ」

      　バリーが告げる。

      　戦場は新たな局面を迎えつつあった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　工兵部隊は地形に応じた作戦ポイントで作業を行っている。

      　Ｐ３３６要塞エリアは比較的、守りを行いやすい地形といえる。北から北東にかけて、山脈がまたがっており麓は森林地帯となっている。

      　西にかけて巨大な湾はあるが、その先は内海。アストライアの空母打撃群が出現した地点がこの内海だ。主に敵の侵攻は地続きである南から東にかけての方角、巨大な川があるのみで平野が広がっていた。

      　Ｐ３３６要塞エリア山脈麓の森林地帯はフユキによって地雷原と化している。ここはセリアンスロープたちによる哨戒が行われており、比較的少数で防衛できるようにしてある。敵の侵攻ルートであろう南には防衛計画が必要だ。このルートにストーンズの要塞エリアや防衛ドームが集中しているからだ。

      　フユキたちは戦闘工兵。最前線で戦況を有利にする工作を行うのだ。多くの新規傭兵や軌道工事者たちは建築工兵として参加している。

      「問題はアーテーです。この山脈の麓に簡易拠点を作る予定でしたが、戦闘が予想以上に早く始まりました」

      「どの地点なのですか？」

      　軌道工事者を取り仕切っているテツヤが尋ねる。

      「この地点ですね。本来なら山の中腹のここまで線路を延ばす予定だったのです、無理なので郊外に少しだけ延ばすとしましょう」

      「へ？ 線路を延ばせばいいんで？」

      「地下鉄道網はこの地点までですよね？ シルエットベース郊外は」

      　フユキが予定地点を指し示し、確認する。

      「そうです。郊外ではトンネルが地下貫通爆弾で破壊されてしまうし線路も空爆に弱い。工事を遅らせているのですよ」

      　テツヤも責任者として進捗は把握している。

      「え？　線路網はレールもトンネルも鉄壁ですよ」

      　話が噛み合っていない。フユキは内心しまったと思いながら解説する。

      「状況を把握するため最初から説明しましょう。Ｐ３３６要塞エリアは本来、重工業に適していませんでした。それはコントロールタワーにあるＡカーバンクルの質のせいです」

      「建築物の強度はＡカーバンクルの出力で決まる。要塞エリアの多くは規格が統一されている、ってことですよね」

      「Ｐ３３６要塞エリアが重工業要塞エリアに転換できたかというとアシアからの助力とアシアを救出したときにＦ８１１要塞エリアのＡカーバンクルを抜いて、ここのものと差し替えたからなのです」

      　これはフユキの手柄だ。作戦成功後、Ｆ８１１要塞エリアを制圧しコントロールタワーからＡカーバンクルを抜いて要塞エリアを無力化。トラップを仕掛けて取り戻しにきたストーンズに被害を与えたのだ。

      「それは聞いていますよ」

      「そのあとの処理が伝わってないということですね。本来ここにあったＡカーバンクルなのですがビッグボスの許可を得て線路網専用で使うことになったのですよ。ですから郊外計画を行っていたのですが」

      「それはつまり線路網が要塞エリアの建築物のように強固になっていると？」

      「はい。Ａカーバンクルまるごと一つ要塞エリアを賄うほどのウィスを線路網だけに使っているのです。線路もトンネルもシェルターに近い防御力を持っていることになります。１万キロぐらいまでなら伸ばせるぐらいだと」

      「なんですと！ 俺はてっきりＰ３３６要塞エリアのウィスを分けてもらっているとばかり」

      「最初はその計画だったのですが一週間前、専用のコントロールボックスが完成したばかりでして。まだ連絡をしていませんでしたね。これは私のミスです。申し訳ありません」

      　フユキが謝罪した。取り急ぎ専用のコントロールボックスがシルエットベースの封印区画から送られてきたのでセットしてそのままだったのだ。確認のため話を続ける。

      「この山脈中腹まで線路を延ばすには二日程度ってところですかね」

      「なあ、オガサワラ。これって」

      　隣に居る男にぼそぼそと話す。オガサワラ・ユウマは無口で手で指し示す。両手を広げた。

      「十時間ください。十時間でやりましょう」

      「ちょっと待ってください。残りの線路を延ばすにしても六十キロ以上はありますよ」

      「できますよ。要所のトンネルはすでに貫通済み。排水も換気もすでになされています。あとは軌道を用意するだけです。俺たちにもビッグボスが作ってくれた秘密兵器があるんで」

      「本当ですか！」

      「やりましょう。五時間二交代で。Ａカーバンクルのエネルギーにシルエットと秘密兵器があるんでさぁ。必ずやってみせます。トンネルが破壊される爆撃だけが怖かった。平気なら怖くない。おい。オガサワラ。すぐ向かってくれ」

      「私からもお願いします。レールをこの地点まで延ばすことが可能なら地の利を得ることができるのです」

      　オガサワラはうなずいてすぐに立ち去る。

      「貨車で物資を運べるとはありがたい」

      　フユキは胸をなでおろした。鉄道部隊が優秀で助かった。

      「ここまで鉄道が切望されているんです。鉄道が人を救うなんて最高じゃあ、ないですか」

      　テツヤが笑いながら言った。彼もまた工事に参加するべく立ち上がった。

      
        

      

      「出発進行！」

      　ドリル編隊のレッサーパンダ型ファミリアが装軌装甲車を走らせる。

      　隣には同じくドリル編隊のアライグマ型が乗った装軌装甲車が同じ速度で並走している。よくみると二輌は左右で連結していた。一度に等間隔の複線を敷くのだ。

      　一挙に複線を引いてしまうという計画だが、その車両はあまりに異形すぎた。

      　全長は百五十メートルを超える、連結車両。これがコウの創り出した秘密兵器、軌道敷設装甲車。全自動で軌道敷設を行う作業機械でありレールと道路両対応の軌陸車だ。ドーザーもついており必要があれば整地も行う。

      　先頭の装甲車が進むと連結車両がレールを自動的に敷設し、ナノファイバーでできた枕木を設定する。老朽化したレールと枕木の交換にも対応できる。二十一世紀にあった車両をもとに高速敷設車として構築した、シルエットベースでしか創ることができない敷設装甲車だ。その能力は地球に存在した車両と比較して優に五十倍。一時間に五十キロは敷設可能。無理をすれば六十キロも不可能ではない。

      「保線車両、シルエット、確認急げ！」

      　遅れて保線車両と随伴シルエット三機が動き出す。

      　レールはただ敷けばいいものではない。軌道の下の隙間を埋め、安定させる処理を行う。ウィスで安定するといっても相当の重量物を運ぶことになる。保線は行わなければいけないのだ。

      　あっという間に敷かれていくレールを保線車両とシルエットが並走し確認していく。マルチプルタイタンパーの機能を持つ保線車両は、枕木の下に砂利を詰め安定させる機能を持つ。

      「軌道の空爆やトンネル破壊を気にしなくてよいとは……未来にきたことを実感する」

      　随伴するシルエットに乗っているユウマもまた、未来での列車の可能性に惹かれてやってきたものだ。

      「整地までしてくれる敷設軌道車。全自動でここまでやってくれるんだ。十時間でできなきゃ鉄道屋失格だ」

      　問題はカーブであるが二十一世紀の日本とは違う。ＭＣＳが計算しファミリアがサポートしてくれるのだ。線路曲線を計算しカントをわずかに付ける作業もあるが、難所といえるものはないと言っても過言ではない。

      　レールはウィスと電流を流す。列車の車体は蓄電方式だ。第三軌条サードレール方式ではなく二本の軌条で完結している。列車の車輪に取り付けられたコレクターシューで軌条からウィスと電力を吸収する。架線と集電装置パンタグラフを必要としない列車運用が可能なのだ。装甲列車などは軌陸車も兼ねてリアクターを積むだろう。

      　最大の問題はレールの補充だったが、この惑星にはシルエットがある。彼の同僚や部下たちが後続車両で待機しレールがなくなる頃合いに運んでくるのだ。補充作業はシルエットで十分もかからない。電圧による事故も気にしなくていい。快適な敷設作業だ。

      「補給隊、準備は？」

      「こっちは指示された積み込み作業順調っすよ！」

      　ＭＣＳで要塞エリアにいる仲間と連絡を取る。

      「未来に続く軌道を敷くか」

      　ユウマは呟き、先を走る軌道敷設装甲車を追うように進んで行った。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　明け方近く。予想通り散発的な戦闘はあるものの大規模交戦はない。哨戒機が飛び、上空を監視している。

      　突如、天空が光った。哨戒機がバランスを崩し墜落する。ＭＣＳが射出され地表近くになってようやくハッチを開け、鳥型のファミリアが逃げ出す。

      　断続的に空が光り続ける。空にもう一つの太陽が作られたのだ。輝きは小さいが、周囲は青い空がみえる。

      「これは、電磁パルス攻撃か。これほどの大規模攻撃は類をみないが……」

      　リックが呟く。

      「リック。こちらも異変を確認した。ＥＭＰだな。核の類いは禁止だ。使ってはいないと思うが」

      　ＮＢＣ兵器は禁止武器である。惑星保護のためでもあり、惑星汚染兵器を許可していたら何のためにこの星系に転移したかわからなくなる。

      『静止軌道上、上空四万キロ地点においてコロナプラズマを生み出す超小型人工太陽を使用したと思われます。開拓時代や惑星間戦争時代に、寒冷地の温度調整や宇宙塵への防御壁代わりに使われていたものですね』

      　ディケが二人の疑問に答える。

      「人工太陽？ 開拓時代に使っていたってやつか」

      『赤色矮星ネメシスは太陽の半分ほどの表面温度しか持ちませんから。太陽と地球より近い軌道で回っているとはいえ、熱量不足だったのです』

      「そんな兵器を利用していいのか？」

      『兵器ではありません。爆弾目的で使用できませんので。アシア表層にいる人間には影響がなく、ＭＣＳや要塞のシェルターは対策されています。本来は宇宙空間で使うものです。ストーンズが所有していたものでしょう』

      「つまり上空にだけ影響があると？」

      『フレアによる広範囲における数千度の高熱と磁気嵐により、航空機の運用は厳しいですね』

      「核の一種だろ？ 使っていいのか？」

      『禁止は核分裂反応を伴う兵器ですね。人工太陽も無論地上での使用は禁止されています。あの現象は核融合反応なので臨界、連鎖反応は起こりません。核分裂反応は制御することが難しく、核融合反応は維持する事が困難なのです。燃料である金属水素がなくなれば即座に核融合反応は終了します』

      「宇宙空間での人工太陽による長時間ＥＭＰ攻撃のためか」

      「航空機を封じて陸戦に持ち込むつもりだな」

      　ディケの説明で、バリーとリックも敵の意図を悟った。長時間維持できるＥＭＰ攻撃とは厄介だ。

      『地上のＭＣＳは対策されているとはいえ、上空はそう簡単にはいきません。高度二、三千メートル程度が限界上昇範囲となるでしょう。高高度の戦闘機は双方無力化されます。数日は有効でしょう』

      「小型太陽を奇想天外兵器に使ったわけだな」

      「奇想天外兵器のスペシャリストはこちらにもいるさ。それに敵の航空機も使えないんだ。こちらにも利はある。うまく利用しよう」

      　リックはすぐに切り替え、指示を出す。

      「向こうのほうが航空戦力は上。通常の戦場ならば使うわけがない」

      「マーダーを用いた消耗戦に持ち込むから使用する。それだけだろう」

      　数千機の航空戦力を有しておいて、その利を捨てる戦術を立てる者はいまい。マーダーは前座と言い切った男の言葉に偽りはなさそうだ。

      「哨戒ヘリ部隊。出番だ。出撃せよ。戦闘機部隊は対地攻撃へ切り替え。サンダークラップ隊、忙しくなるぞ」

      　ヘリは高度三千メートル程度。数は多くないがコウが以前作った電磁装甲採用の哨戒ヘリ部隊や攻撃ヘリ部隊も用意してある。航空戦力が豊富になり運用することは減ると思っていたが、このような状況では活用できるだろう。

      「寝ている連中もそろそろ起きる。こちらは海上からアーテーの動きを見張る」

      「アーテーをどう破るかが鍵だ。陸上部隊は準備万端だ。アーテーが視界に入ってきたら始まりだな」

      　次こそリックの仕事。陸戦だが攻略の糸口はまだ見えない。先行するマーダーの群れを対処せねばならないのだ。

      　通信部隊のファミリアからリックに通信が入る。

      「リックさん。ヘリ輸送隊より、ビッグボスの試作兵器ホイール・オブ・フォーチュンの使用許可を求められています。今しか使えない兵器だそうです」

      「ビッグボスの試作兵器は嫌な予感しかしないが、時間もない。いいだろう。映像は流すように」

      「了解しました！」

      　そういって通信が切れる。

      「次はどうでる。コウ。また試作プランが勝手に実用化されたシリーズか？ タロットでいう運命の輪。どんなものやら」

      　不安は残るが今しか使えないという。

      　どのようなものかわからないが、きっと役に立つと信じることにした。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「建築工兵部隊から連絡です。目標地点に軌道敷設終了。引き続き次の目標ポイントへ建設可能です」

      　深夜になってフユキにテツヤから連絡が入った。

      「早いな……助かります。次の目標ポイントにまで到達したら、かなり楽になります」

      「わかりました！」

      「深夜です。休息などは大丈夫ですか？」

      「なあに保線は深夜が本番でした。みんなはむしろ懐かしいって言っていますよ。交代制だしシルエットに乗っていますし。何よりファミリアたちが手伝ってくれる。ホワイト過ぎて怖いぐらいですね」

      「頼もしい。あなたたちの仕事はＰ３３６要塞エリアを守るための生命線ともいえる仕事です。お願いします」

      「燃えますな。その台詞を現場作業者に伝えておきましょう」

      　気合いをいれてくれている彼らに見える形で激励したかったフユキだが、今の彼は指揮官。具体的なことはできない。

      「もし何か希望があるのなら聞きますよ。差し入れとか」

      「とんでもないです。あー。でもただ現場の野郎たちが、一つお願いというか戯れをいっていましたね」

      　フユキはその戯れ言、お願いの中身を聞いた。

      「ふむ。打診しましょう」

      「マジですかい！」

      「検討に値する案です。士気高揚も戦略の一つ。ダメ元でやりましょう」

      「ＯＫなら、連絡ください。楽しみにしてますんで」

      「わかりました」

      　フユキはそのお願いをまずコウに伝えることにした。

      
        

      

      　夜が明け始めた頃、キモン級やアストライアにいる人間たちが起き始めた。

      　すぐに朝食を済ませ、戦闘準備にかかろうとするところ、コウとブルーが戦闘指揮所に呼ばれた。

      　コウとブルーはアストライアにいる。メタルアイリスの面々はキモン級だ。

      「どうしたんだ」

      「ええ。ブルーに依頼があってね」

      「私に？」

      　ジェニーからの予想外な話の流れにブルーが驚く。

      「防衛網を作るために軌道敷設を建築工兵たちが頑張ってくれているわ。交代制で、ずっと作業している」

      「大変な作業ですね」

      「そんな彼らからお願いがあってね。フェアリー・ブルー？」

      　悪戯っぽく笑うジェニーに、非常に嫌な予感がしたブルーは立ち上がる。

      「私、サンダーストームに乗らないと」

      「俺も話を聞いている。ブルー。もう少しこの場にいてくれ」

      「コウ。裏切ったわね」

      「ビッグボス命令だな。聞いていけ」

      　ロバートも薄く笑っている。

      「嫌な予感しかしない」

      「簡単なお話。出撃したとき、ラジオ放送して欲しいの。建築工兵部隊からのお願いだけど、士気向上のためってフユキから提案があって」

      「おのれ、フユキ。覚えてなさい」

      「グッジョブだなフユキは。士気をあげることは重要だ」

      　バリーも賛同し始めた。

      「生放送ならライブ感があるな」

      「無茶振りはやめてください。お願いです。サンダーストームを飛ばせない」

      「俺が飛ばすよ」

      　五番機を搭載しているのだ。コウにもコントロールする権限はある。

      「コウ！」

      「ビッグボスの許可も出たしね。お願いね、ブルー」

      「決定事項にするのはやめてください。人工太陽のＥＭＰ攻撃で電離層が使えないから、ラジオの短波は使えないと思う」

      『対処済みです。長波と中波で対応します。コウが聞きたいというので』

      　アストライアの台詞に逃げ場がないと悟る。

      「ビッグボス命令。ブルーのラジオを聞きたい」

      「黙りなさい。表紙に騙されたナナシさん」

      「スタジオはアストライアにあるそうよ。すでにロゼールがスタンばってるからよろしくね」

      　朗らかに告げるジェニーに、途方に暮れるブルーだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　敵陣近くに攻撃ヘリを護衛につけて、輸送ヘリが低空飛行している。

      　大きな物体をぶら下げている。

      「目標ポイント到達。ホイール・オブ・フォーチュン投下します」

       　猫型のファミリアが恭うやうやしく宣言した。

      　これはビッグボスが自ら手がけた、最初の兵器といういわく付きの兵器だ。

      「まだ敵の地点までかなりあるぞ」

      「はい。これはそういう兵器なのです」

      　物体を投下する。地面に落ちた物体は、まっすぐに走り出す。

      　それはシルエットの二倍以上ある大きさだ。それは野太い金属の筒の両端に、シルエットの倍はある巨大な車輪が二つ付いている糸車のような兵器だった。地面に設置すると、車輪にあたる部分の噴射口が火を噴き、猛スピードで直進していく。一種のロケット推進兵器のようだ。

      「時間差で投下します。残り二機」

      「了解だ」

      　ヘリは速度を落とし、ホバリング状態に移行する。

      「ビッグボスの考えることは、俺にはわからん」

      　犬型のファミリアが思わずぼやくほど、得体の知れない兵器だった。

      
        
      
      「マーダーより、映像が入ります。得体の知れない兵器が、先行しているケーレス軍団に接近――いや蹂躙しているようです」

      「蹂躙とは穏やかな表現ではないな。映像を出せ」

      　通信兵の言葉にヴァーシャが命じる。アントコマンダー型から映像が届いた。

      　それはまっすぐにアントワーカーの群れへ突進し踏み潰していく、鋼色の巨大な糸車だった。進行方向にいるマーダーを破壊している様は、確かに蹂躙といえる光景だ。

      「なんだ、あれは」

      　カストルが呟く。彼の知識にはない兵器だ。巨大な糸車がまっすぐ進んでいるだけ。横に避けたら脅威でもなんでもない。アントワーカー型はすぐに学習し、横歩きで得体の知れない兵器から距離を取る。

      　すると彼らの見ている前で巨大な車輪は補助装甲をパージした。車輪のサイドにあるリムに備え付けられた噴射口が姿を現し、不規則に火を噴き始める。

      　ホイール・オブ・フォーチュンは不規則に動き始める。あたり構わず右往左往に転がり、マーダーたちを踏み潰し始めた。高次元投射装甲を持つアントコマンダー型やマンティス型が体を張って止めようとするが、跳ね飛ばされるほどの突進力。

      「ヴァーシャ君。これはまさか……」

      　アルベルトが呆然と呟く。

      「ノーコメントだ」

      　ヴァーシャが目を逸らすほど、直視したくない兵器のようだ。

      「敵兵器の兵種が判明しました！ 〔パンジャンドラム〕です！ 自走する地上滑走型ロケット兵器です！」

      「なんだそれは？」

      　ヴァーシャが目を逸らして応えようとしない。アルベルトに目を向ける。

      「かつて地球に存在した自走爆雷です。テスト時に自軍を混乱に陥れ、その脅威から一部では有名な兵器です」

      「自軍を混乱？ 敵軍ではないのか」

      「自軍です。ほら映像のあれも、動きが不規則でどこへ走って行くかわからないでしょう？ これは改良しジャイロや追加装甲で直進、目標地点で不規則に動き回るように改良したものだと思います」

      　でたらめな動きをするホイール・オブ・フォーチュンによって今も蹂躙を行っている。

      「……ロケットを撃ったほうが早くないか？」

      　疑問を口にするカストル。

      「仰る通りです」

      「地球人はなにを考えてあんなものを？」

      「それを私に聞かれても。ですが現状アントワーカーは対空砲としての役割が大きく、あの兵器が効果的といえるかわかりませんが、眼前でマーダーを攪乱している事実は疑いようがありません。どのような動きをするか設計者もわからないでしょう」

      「設計したものがわからないだと？ あの不規則な動きはプログラムではないのか」

      「地形やアントワーカーで動きと軌道が変更されていますね。ちょっと物体に触れただけで方向が変わるんですよ、アレ。地球のオリジナルに至ってはまだジャイロセンサーもない時代の代物でして」

      「……エニュオに破壊を命じろ」

      「は！」

      　後方に控えていたエニュオが前進し、巨大な前脚でパンジャンドラムを叩き潰すべく、振り上げる。

      「しまった！ まずい。あれは自走爆雷だぞ！」

      　ヴァーシャが現実に返り叫んだ瞬間、エニュオの腕は振り下ろされた。

      　轟音とともに大爆発が発生。火山の噴煙のような雲が上がるほどであった。

      「してやられたか……」

      　ヴァーシャがため息交じりに呟いた。笑えない被害だ。

      「金属水素炉のシルエットに装備させて突進させれば」

      「ＭＣＳは意思があります。自爆装置をつけることはできません。金属水素にしてもウィスを切れば気化するか、大気と反応して水になるぐらいでしょうか」

      「甘くはないか。いっそ我が軍もマーダー前にあれを投入してみるとか？」

      「あれが自軍で爆発したら、どうします？」

      「……そうだな。悪かった。戯れ言だ。忘れよ」

      「気持ちはわかります」

      　そこに通信兵の声が響く。

      「第二弾、第三弾のパンジャンドラム、接近中！」

      　三人は心底げんなりした表情を浮かべ、迫り来る車輪の映像を見つめた。

      
        

      

      「コウ。ホイール・オブ・フォーチュンなる兵器が投入されたぞ」

      　リックの目が据わっている。怖かった。

      「……」

      　コウは無言だ。目を逸らし、うつむいた。

      「なぜあれを作ったのかね。怒らないから言ってみなさい」

      「なにを作ったの、コウ！」

      　ただならぬ様子にブルーも会話に参加する。

      　リックは無言で、偵察ヘリが捉えた映像をブルーに転送する。

      　ごろんごろん転がりながらアントワーカー型の群れを蹂躙する、ホイール・オブ・フォーチュンの勇姿が映し出されていた。

      「なに……これ……」

      　異様な光景に絶句する。

      「地球にあったパンジャンドラムというロケットで車輪を回して推進する自走攻城兵器だな。不規則に動くので実際の使用はためらわれた。あまりのでたらめ具合に欺瞞作戦だったとまで言われている」

      「……」

      　ブルーも右に左に派手に転がりながらマーダーを轢き殺しているホイール・オブ・フォーチュンに呆れて、いや圧倒されていた。

      「こたえたまえ。なぜ、作った」

      「構築技士の練習のために最初に作った兵器なんだよ、これ……本格的なブリコラージュ練習プログラムのチュートリアルだったかな。車輪にシャフトでつなげて兵器を作りましょう、という内容で三機試作した」

      　既存兵器の改良ではなく一からパーツを組み合わせるブリコラージュを行うチュートリアル時に構築したものだ。コウが本格的なブリコラージュを始めた時期は、各構築技士たちに会ってからだ。

      「試作しちゃったかー」

      　リックは派手にため息をついた。

      「ねえ。アストライア。これ封印していたはずなんだけど？」

      『大量生産開始時に倉庫のこやしになるよりはと思い、邪魔でしたので今朝使用しました。多少の効果はあったようですね』

      「大戦果だよ。エニュオを半壊させ、アントワーカーを数十機破壊した。たった三機のアレで」

      「……」

      「コウ。目が死んでる」

      「大戦果だ。けれど戦場で使われたら味方が大混乱になる。わかるね？」

      「わかる。しかしだ。実はマーク２も作ってしまった」

      　恐るべきことを告白するコウに、リックは遠い目をした。

      「……もう作ってはいけないよ。おじさんと約束だ」

      「はい」

      「全ての戦闘が終わったら、そうだな。ウンラン氏と三人でゆっくり話し合おうか。アポは私が取っておく」

      　リックは本気だった。コウはただうなずくのみだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「はーい！ グッモーニン！ ダスクバスター、ならぬモーニングバスターの時間です。今日の私はコックピットの中から！ 戦場から生放送でお送りいたします！」

      　ブルーは、やけくそ気味にハイテンションになっていた。

      「コックピット内からリクエスト受付中でーす！」

      　笑いを堪えるのに必死なコウがサンダーストームを操縦している。後続には同じくサンダーストーム隊が続いている。すべてアストライアから発進した機体だ。

      「建築部隊のみなさん！ 徹夜作業お疲れ様です。今日のリクエストテーマは列車。ということで列車に関する曲のリクエストを受け付けたいと思います！」

      　多くの者がその放送を聴きながら戦闘準備を行っている。建築部隊は嬉しそうにラジオの音量を上げる。まさかのリクエストが本当に採用されたのだ。

      　伏兵たちは丘陵にいる。多くのシルエットが大口径の砲を持ち、身を伏せている。塹壕代わりに臨時の壁を展開する。進撃ではない。防衛戦なのだ。

      「さっそく。では最初のナンバーは建築工兵部隊からのリクエスト！ かの名曲。ジャズで〔Ａ列車で行こう〕です！」

      　多連装ロケット砲部隊や、榴弾砲部隊が所定の位置に移動。

      　地上部隊の最初は彼らの出番。砲撃がメインとなるのだ。その数は多い。多くは半装軌装甲車に搭載されており、射撃後は要塞エリアへ補給に戻る。乱戦になれば、装甲車の出番だ。

      「次々リクエストがきていますね。次の曲はなんとエメ提督から！ 大切な人と遊んだ格ゲーの列車ステージ曲です、とのこと。次のナンバーは〔クリキントン〕ですね。どうぞ！」

      　リーコン部隊が奥深く侵攻する。軽快な音楽がＢＧＭだ。

      　カスタムされた機兵戦車とシルエットが二両。カスタム内容は極限までの軽量化とレーダー能力の向上だ。

      　前線観測員リーコン。彼らの目的は敵の威力偵察にあらず。砲撃部隊への誘導位置を指定することにあるのだ。

      「まだまだいきますからね！ おっとそろそろ攻撃状態に移ります。私のパイロットが不慣れなので、ごめんなさい」

      　この不用意な一言があとで問題になるとはブルーも想像がつかなかっただろう。半ばアイドルと化しつつある自分を自覚していない。私のパイロットとは誰だ、とリスナー間で話題になったのだ。

      　事情を知っている者は恐れ多くて口に出すも憚られるビッグボスのことだと察する者もいたが、それはそれで問題になる。ビッグボスのことになると彼らの口は堅い。

      　Ｐ３３６要塞エリアの天蓋が開き、そこからサンダークラップ編隊が飛び立つ。

      　高高度が封鎖されているような状況だったが、サンダークラップやサンダーストームは低空での戦闘を主として生み出された重攻撃機。今回の戦いこそ本来の用途といえる。

      「次のラジオネームは常連のウィンターツリーさんです！ 子供の頃、最初に買ってもらったゲームのファーストステージＢＧＭに採用されたクラシックとのことです！ シューベルト作曲〔軍隊行進曲〕です！」

      「ふ。フユキめ。この進軍のなか、軍隊行進曲とはなかなかやるな」

      　リックが好きなクラシックだ。この曲とロッシーニのウィリアムテル序曲をよく聴く。

      　軽快に軍隊行進曲が流れ始めた。クラシックタイプではなく、テンポを速くしたピアノの連弾による演奏が流れ始める。ラジオネームでバレバレなフユキだった。

      　軍隊行進曲にあわせ戦車部隊が進軍。傘形陣形を取り各地に配置する。シルエットは前面投影面積があり的になる。戦車部隊の彼らが要なのだ。

      　その後ろを戦車駆逐車仕様の大口径砲を積んだ装輪装甲車と装軌装甲車が続く。砲撃部隊より前線に出て戦車部隊を支援し、同時に機兵戦車と随伴シルエットが展開する。

      　軽快なブルーのラジオトークに乗って、Ｐ３３６要塞エリアは惑星アシア最大の陸戦に入ろうとしていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「アーテーの詳細データ、か」

      　戦闘指揮所でバリーとジェニーは作戦を練っている。戦闘機部隊は様子見だ。いざとなったら低空飛行で戦闘に参戦する予定だが、今は航空戦力を温存したいところ。無理な出撃は控えている。

      　アストライアから送付された惑星間戦争時代のアーテーのデータは唸るほどだった。

      「マンティス型と同様の巨大な鎌に内蔵された大型荷電粒子砲二門装備。最大の威力はその尻尾、とはな」

      「シャコって蟷螂マンティスと海老シュリンプだもんね。センサーも高性能。何より強力な二重外骨格。要塞エリアの二倍ほどの厚さに内部は装甲筋肉。関節部分も隙がない」

      「どんな砲弾があの装甲を貫通可能なんだろうな」

      　ため息をつきながら、アーテーの３Ｄモデルを眺めた。

      「荷電粒子砲は地上では制限がきつい。あんなものは超高熱の水鉄砲だ。射程は二十キロ。それ以上超えるとブラックピークで止まるが、直撃だと要塞エリアのシェルターさえ容易に破壊できる」

      「海中、海上移動できる化け物でしょ。海だと冷却と金属水素補給は海水を使いたい放題」

      「まがりなりにもシャコがモデルっぽいからな」

      　バリーは内心シャコを模した兵器が地上を闊歩するなよ、と文句を言いたいほどだった。

      「二十キロ以内に近付かれる前に勝負を決めないとね。先にマーダーの大軍だけど」

      「時代遅れの雑魚とはいえ、数だけは多いからな」

      「メタルアイリスの主力戦車ファイティングブルの装甲を抜くことはできないね」

      「エニュオもな。そりゃシルエット数機じゃまだ無理だが……」

      　アキから通信が入った。

      『報告します。Ｐ３３６要塞エリア南方より三方向から敵マーダー部隊進軍中。四時の方向と七時の方向、遅れて五時の方向からで、すべての部隊にアーテーを一機確認しています』

      「最低３機か」

      「八から十時の方向は海。十一から四時の方向は山脈。そうなると山脈沿いに移動し包囲、空いた穴を五時の方向から埋めるというところか」

      「じゃあ、俺らは七時の方向をぶん殴るとしますかね」

      　バリーがにやりと笑う。

      「向こうが全縦深同時打撃なら、こちらはエアシーバトル、いや、原典通りエアランド・バトルか」

      「どう違うの？」

      「そんなに変わらないさ。いくら全縦深同時といっても、攻めてくる方向性はある程度存在する。そこを取り囲んでたこ殴り」

      「包囲して殲滅するという戦術はどっちも変わらないのね……」

      「相手が包囲網を完成する前に叩く機動力が必要だ。機動防御ってやつだな。機動力は兵器性能で埋める。今の俺たちだろ？」

      「確かにね。劣勢差を兵器性能で埋める、か」

      「そう。さっさと倒さないと長引けばアルゴナウタイとの戦闘までに疲弊しちまう。速攻で決着をつける」

      「マーダーに損耗率による撤退はないしね。オーケー、司令。速攻は賛成よ」

      　バリーはキモン級艦内にアナウンスを行う。

      『バリーだ。強襲揚陸後、マーダー勢力を一気に叩く。スターソルジャー隊は対地攻撃準備。揚陸部隊は機兵戦車隊と支援車両、最後にクアトロとアサルト部隊だ』

      　艦内が慌ただしく動き始める。

      『アストライア級航空部隊は待機で頼む。可変シルエット含めてだ。何せシルエットが全部出払う。露払いは頼んだぜ』

      『了解しました』

      　エメが艦内放送を含め、バリーの指示をアストライアに伝える。

      『揚陸作戦、開始だ。いくぞ！』

      　司令と思えぬ荒っぽい号令とともに、キモン級は陸を目指し始めた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　海岸に上陸したキモン級。

      　続々と展開されていく機兵戦車と装甲車。最後にクアトロ・シルエットと、通常のシルエットが発進する。

      　シルエットはラニウスＡ１である。パイロットの七割がネレイス。ネレイスの男女比も極端であり八割が女性で二割が男だ。彼らもまたソピアーに開発、アシアによって生み出された人間種を再構築させた生命体。人間の倍の寿命を持ち容姿に優れ、計算能力も高く理知的な種族。とくに外見年齢は十五歳前後から止まり、老化は緩やかだ。百歳過ぎても三十代にみえることから、地球からの転移者からはエルフなどと呼ばれる始末。

      　男性はネレウスと呼ばれていたが、今は男女ともにネレイスで定着している。

      「いよいよ私たちの出番ね」

      「ラニウスを支給してもらえるなんて。夢のよう」

      　人間との混血もかなり進んでいる。多くは人間かネレイスの種の特徴どちらかをはっきり受け継ぐ形となる。ブルーは後者だ。ハーフ、クォーターという概念はない。

      　彼らは自分たちと同様に生み出され、殺され続けているファミリアとセリアンスロープに同族意識を持っている。ネレイスたちは非業の死を遂げる彼らに、己の無力さを感じていた。

      　Ｐ３３６要塞エリアに、多くのファミリアとセリアンスロープが集まっていると聞いた時ネレイスたちもアシアがそこにいることを察したのだ。予想通りＰ３３６要塞エリアは明言こそされていないもののアシアの気配を感じ取ることはできた。その話はネレイス中心に広まり、さらに多くのネレイスが集まる結果となる。

      　アシアに生み出されたものの、彼女を守ることも取り返すこともできなかった。今度こそ創造主を守る、と。

      　メタルアイリスもアシアに対する信奉厚い彼らは優先して採用した。そうなるとネレイスだけで構成される部隊も自然に増えた。そんな彼らはラニウスＡ１に搭乗している。ネレイス隊に優先して配備されたのだ。

      　ラニウスＡ１にも欠点はある。レールガンなど電力消費が激しい武装は装備不可だ。電磁装甲のみならず装甲筋肉を維持するため、兵装に電力を使用できないという欠点を併せ持つ機体ゆえに武装はＡＫ２に大剣のみ。武装こそ限定されているが十分だった。

      　そのラニウス隊のなかでも異端のネレイスがいた。名はジェイミー。見た目四十過ぎ。実際は百三十を超える。柔らかな顔付きのネレイスには珍しく精悍な顔。ネレイスのなかでも歴戦の男だ。部隊ラニウス１の隊長をしているが、あまり指揮が得意ではないとは本人の弁。

      　彼はラニウスＢに搭乗している。メタルアイリス入隊後、即座に購入申請。有り余る資金を元手にラニウスＢを手に入れた歴戦の傭兵でもある。

      「ケーレスを確実に。ラニウスの敵じゃない。しっかり機兵戦車についていくように」

      　浮き足立つ若手に注意を促しつつ、自身も先頭に立つ。

      　ラニウス部隊はマンティス型と撃ち合っている機兵戦車隊に随伴し、側面に回り込み包囲しようとする別敵部隊を排除に動く。量産機ラニウスＡ１。電磁装甲と装甲筋肉を持ち、射撃に対する防御力は一昔前の戦車を優に上回る。

      　機動力も高く距離を取ろうにも、すぐに追いつく。コウが持っていた試製大剣は制式大剣となり彼らの主武器だ。電磁装甲も関係なく切り裂く。

      　その上空にブルーのサンダーストームがやってきた。六十ミリ機関砲は瞬く間にアントワーカー型のケーレスを一掃する。

      「ジェイミー。私たちのビッグボスを置いていくわ。よろしくね」

      　サンダー１より投下された五番機。特殊なバックパックを装備しているラニウスＣ強襲飛行型だ。残りのサンダーストームからも同型機が投下されていく。

      「ネメシス戦域を戦い抜いた伝説の傭兵と一緒に戦えるとは光栄です」

      　コウも聞いたことがある傭兵。彼がメタルアイリスに希望者としてあらわれた時、軽く騒ぎになったほど。とくにリックが興奮していた。リックも伝説の戦車乗りといえるのだが、その彼が一緒に戦いたいと願ったほどの男なのだ。

      　戦乱のアシアを三十年傭兵として生きた男。それは間違いなく過酷だっただろう。

      「はは。ただの老人ネレウスだよ。私こそビッグボスと共に戦えるとは嬉しい限りだ」

      　にこりともせず言うが、それは本心に思えた。ネレウス。本来は老人という意味だったらしい。それにかけたのだろう。彼はコウを高く評価している。アシアを救出し、現メタルアイリスを創ったともいえる男。そんなことを成し遂げた男などいないのだ。

      「指示をお願いしたい」

      　みんながコウの指示を待っている。ビッグボスと肩を並べて戦える機会はそうないのだ。コウは少し悩んだが、かねてより思ったことを口にした。

      　定着するといいな、と思いながら。

      「上空より敵の動向は確認済みだ。アーテーは約二百キロ先にいる。それまでに大量にいるマーダーどもを減らす。サンダーストーム隊に続き、機兵戦車ドラグーンタンクと兵装が強力なバトルシルエットは前線を押し上げろ！」

      「こちらバトルシルエットのブラックタイガー隊、了解した！」

      　機兵戦車に跨乗こじょうしているブラックタイガーの隊長が応答する。ブラックタイガーは大口径レールガンとミサイルポッドやロケットランチャーを装備。近接戦には向かないが機兵戦車と同じく強力な射撃武器を装備している。

      　バトルシルエットという呼称は初耳ではあったが、しっくりきた。思わずそう答えてしまったのだ。

      『運動性能重視のアサルトシルエットは包囲を狙い迂回をしてくるマーダーを撃破。戦車隊の側面の一角は俺達が守る。数による包囲を許すな！』

      「こちらアサルトシルエット、ラニウス隊。心得た」

      　ジェイミーが応える。なかなかどうして明確な指示だ。戦車隊を包囲させるな、だ。

      　迂回しようとする敵を撃破するには、確かにラニウス隊が向いている。アサルトシルエットがラニウスのような機体を指すのもわかりやすい。

      　二人は並び、ともに剣を構え突進する。襲いかかるマンティス型を二人はタイミングをあわせたかのように斬り倒す。背後にいる大量のアント型をあっという間に蹴散らしていく。

      「みんな！ あの二人を支援だ！」

      　背後に続くラニウス隊が我に戻り、あとに続く。あまりに鮮やかな、しかも息のあった動きに見惚れてしまったのだ。ＡＫ２で支援射撃を行いつつ前線を押し上げる。

      　二人は深追いするような形で斬り込んではいない。側面を取ろうとする敵隊列を、タイミングを合わせて斬り倒しているのだ。

      　通信機は一切反応していない。二人は初対面にも関わらず阿吽あうんの呼吸で戦っていた。敵の行動の最適解を読んで、それに対応した行動を取るのみ。横に並んでいる男の力量は最初の一振りで理解している。

      　ならばあとは己の仕事をするだけだ。お互いの邪魔にならないように動く。マーダーなどが敵ではないことはわかる。

      　背後には同型機の仲間もいる。作戦行動において任務遂行の可否を誰よりも理解している。それは量産機として機種を統一した効果でもあった。

      　二人を先頭とするラニウス隊が、マーダーの数による包囲網を打ち崩していった。

      「ラニウス隊すげえな！ こっちも負けてられねえ！」

      　機兵戦車隊も舌を巻く戦闘力だった。

      「突撃ってああいうのを言うんだな」

      「アサルトシルエットの定義まで変わっちまいそうだ」

      　転移者企業に対する技術提供を機に、シルエットを取り巻く環境が激変している。

      　戦闘用シルエットという意味に過ぎなかったアサルトシルエットという呼称一つについても同様だ。

      　この日コウが発したバトルシルエットとアサルトシルエットという役割は世界中に広まり、後々まで定着することになる。

      　信頼性の高い武器を厳選し二重の電磁装甲、外装の電磁装甲と装甲筋肉を併せ持ち、戦線に突入するラニウスは確かにアサルトシルエットという認識と合致し、海兵隊のような運用となろう。多種多様な兵装を使えるオールラウンダーはバトルシルエットの名に相応しい。

      　現に今もラニウス隊は被弾しながらも戦闘を継続している。マーダーが放つレーザーやレールガンが有効打に至っていないのだ。揚陸部隊の目的はアーテー到着までに少しでも敵大隊を損耗せしめることにある。

      　海岸沿いのマーダー軍団は機兵戦車隊とラニウス隊、クアトロ隊に翻弄されていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「予想通り海沿いのマーダーは苦戦中か。ヴァーシャ。お前の言った通りだったな」

      「彼らが宇宙艦を所持していることは判明しています。搭載兵器数に限界がある以上、人や兵器ともに精鋭を揃えるのは当然のこと。重攻撃機まで揃えているとは予想外でしたがね」

      　重攻撃機はエアランド・バトル。全縦深同時打撃を崩すために生まれたようなものだ。冷戦終了後不要といわれたが、二十世紀における湾岸戦争で大戦果をあげ見直しが進んでいる。逆に価値を下げた兵器が攻撃ヘリコプターである。安価な対空兵器普及による格安撃墜プアーズキルが問題となり、性能対価格比が悪い兵器と認識されるようになった。

      「主力の山脈沿いの部隊は、敵戦車部隊と正面対決か」

      「メタルアイリスの陸上部隊は手強い。七万のマーダーとアーテーを進軍させています。全縦深同時打撃はすでに崩壊していますからね。戦力は集中させています」

      　ヴァーシャは念のため山脈沿い、海沿い、中央のマーダーを四万、合計十二万用意していた。そこで山脈沿いを七万、海沿いを三万、中央を二万に配置を変更したのだ。

      　それでも制空権を握ることができない現状では航空戦力ですり潰されることは目に見えている。そこで二重の防御を張った。カストルが用意してくれた人工太陽。これでマーダーを守るための空戦は避けられた。マーダーなど消耗品でよい。その後の戦闘を見据えての処置。

      　もう一つがシルエットでは厳しい山脈沿いからの侵攻だ。相手の拠点がもう一つある可能性は高いが数千メートルを超える山脈を越えての進撃は容易に対処できる。

      　山脈はＰ３３６要塞エリアの守りの一つでもあるが、マーダーの進軍を守る役割も果たしている。到着してしまえば山脈とＰ３３６要塞エリアの距離は多少ある。そこを三方向のマーダーで包囲してしまえばよい。

      「もうすぐ山脈沿いのマーダー部隊とアーテーが敵戦車隊との交戦を開始する。要塞エリアの数倍の硬さを持つアーテーをどう攻略するか。見せてもらおうじゃないか」

      　ヴァーシャ自身興味がある。

      「打ち破る手段があると思うか？」

      「ありますよ。まだ見ぬ強敵。五千の戦闘機群を退けた連中です。奥の手がないはずがない」

      「そうか。では破れる前提で私も見学するか。所詮、前座だ。そうだろ？」

      「その通りです」

      　本気でこれだけの大量のマーダーを前座と使い捨てる二人に、アルベルトは恐怖を覚えるが、彼自身も興味はあった。

      　もしあんなものをオケアノスの規制を逃れて破壊できるなら、見てみたいものだ。

      　予想通りなら爆撃機か郊外に臨時基地を建築し、対艦弾道ミサイルを超音速で叩き込み続けるぐらいしかないだろう。だが予想外な事態に彼の予想は裏切られた。

      　山脈沿いを進軍しているアーテーが爆発を起こしたのだ。

      「なんだと！」

      　全員が絶句する。

      「アーテー１、中破しました！」

      「何が起きたのか！」

      「わかりません！」

      「ええい。アーテー自身に原因を探らせよ！」

      　カストルの叫びに、オペレーターたちが指令を送る。アーテーのレーダー性能、各種センサーは群を抜く。

      「アーテー、敵攻撃地点発見しました。映します！」

      　そこに映し出された姿は――

      「おのれい！ また貴様かあ！」

      　アルベルトが絶叫する。まだ見ぬ異質の構築技士の存在が背後にいると確信して。

      「砲撃卿の名を返上せねばならんな。アルベルト」

      「私が名乗った名ではないがね！ すでにある称号を奪われるというのは実に癪よな！」

      　ふだんは傍観者であるアルベルトが激高している。

      「ヴァーシャ。あれはなんだ」

      　ヴァーシャも食い入るように映し出された画面を見る。

      　映し出された先には、大きな砲身を背負った装甲の台座が鎮座していた。

      　ヴァーシャも感嘆の声をあげた。それは予想もしなかったアーテー攻略法。

      「装甲列車に百センチを超える超大口径列車砲。戦車には不可能な芸当ですね」

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　フユキとヴォイに呼ばれたユウマはｐ３３６要塞エリア内にある列車用車両基地に入った。

      「すまねえが、頼みたいことがある。やることが増えてな」

      　そこに鎮座する巨大な車両。装甲列車だった。巨大な砲身が二つ折りにされている。これが一本の砲身になればどれほど長大であろうか。

      「こ、これは？」

      「拠点防衛用装甲列車〔メインクーン〕と、上に載っている巨大な砲は二重ダブルレールガンである〔ロシアンブルー〕。本当は軌道の敷設が間に合わないと覚悟していたが……」

      「あなたたちが頑張って最終ポイントまで軌道を延ばしてくれました。これでアーテーを狙撃できる地点にまで運べます」

      　フユキがユウマをねぎらう。本来なら指定されたポイントへメインクーンを運搬し、防衛兵器として運用する予定だった。しかしユウマたちが交代作業で路線を最終目標まで引いたおかげでメインクーンをアーテー到着前に使う目処がついたのだ。

      「シルエットや敷設車があるのです。これ以上ない快適な敷設作業でしたよ」

      　謙遜するユウマだったが、線路のチェックなどは念入りに行っている。装甲列車を運用するには十分なほどに。

      「これは……幅だけで十メートルはありますね。道理で複式線並列同時作業だったわけだ」

      　物資を運搬するだけなら、単線で十分のはずとは思った。だが自動敷設装甲車両を二列並列させて作業させていた。理由は間違いなくメインクーンの運用のためだろう。この車両は並列二輌分の横幅がある、超巨大装甲列車だ。

      「エネルギーは線路から充填される。Ａカーバンクルが生み出す、莫大な電力とウィスがな」

      　ヴォイが説明する。

      「あんた、列車が好きなんだろ？」

      「ええ」

      「じゃあ、こいつを頼んだ。アーテーを撃破してくれ」

      「ええ？！」

      　無茶振りもいいところだ。もちろん彼とて傭兵だ。戦闘には慣れているが、いきなりアーテー撃破という無茶振りをされても困るのだ。

      「ＭＣＳってな。好きなものや共感に敏感だ。好きな奴とそうじゃない奴だと差が出る」

      　認識力がＭＣＳ性能にものをいう。その理屈ではいえば、その兵器が好きな者と兵器がさして好きではないものが搭乗すれば性能に差は生じる。劇的には変わらないとはいえ、技量が同じならばわずかな差が出るのだ。

      　では自分より列車好きかつ傭兵の力量を備えている人間は？ とユウマが自問する。惑星アシアを探せばいるかもしれないが、この場にはいない。それが答えだ。

      「やりましょう」

      　覚悟を決めた。列車とともに戦えるのに迷う必要などなかった。

      「話が早くて助かるぜ。操作はＭＣＳが教えてくれる」

      「工兵部隊がサポートします。シルエットが四機必要な砲弾です。二発目からは困難な作業となるでしょう」

      　ユウマは装甲列車に乗り込んだ。初めて乗り込んだにもかかわらず、懐かしさすら覚える馴染みようだった。

      
        

      

      　装甲列車メインクーンは長砲身レールガンであるロシアンブルーを乗せて時速二百キロで走り続ける。

      　作業兵たるバトルペッカーを搭載した車両、大出力対空レーザー砲、予備砲弾、通信車両など各種車両、破壊された非常時に備えての予備のレールを乗せた貨物車両などが連結されており、百メートルを超える。

      　複線を占有したその長大な装甲列車は、見る者を圧倒する。ＭＣＳ内には、ブルーのラジオが流れている。皆がリクエストした曲が次々と流れていた。

      　眼を引く車両は先頭車両。長大な砲塔を備えた列車砲だ。

      　口径は千五百ミリ。タングステン合金を用いた超巨大砲弾をレールガンで発射する。これは大型の対艦弾道ミサイルに匹敵する大きさだ。

      　二重ダブルレールガンと命名されたこの兵器。二本の軌道レールに乗ったレールガンだからであり、一種のダブル・ミーニングといえる。砲身は五十メートル長。車体も四十五メートルの巨体。砲弾だけで重量は三十トンを超える。一台の戦車を高速でぶつけるようなものだ。

      　過去の地球での列車砲は、複線方式の専用路線で、約五千人の人員を必要としたが、超長レールガンによる射撃や発射には十機近いシルエットを必要とする。長大な砲身を守る巨大な砲盾も装備してある。

      　特筆すべきはレールから供給されるＡカーバンクルのウィスと電力だ。装甲は要塞エリアのシェルターより堅牢で、使用できる電力は通常のシルエットの出力とは比較にならない。蓄電量はコンデンサ性能が直結している。この大電力は現用の小型リアクター出力では決して再現できないほど。同様の電力を再現しようにもシルエットを百機程連結させないと不可能だ。

      　ウィスにいたっては再現不可能。Ａカーバンクルが生み出すウィスがなければ列車砲が吹き飛ぶほどの反動が発生し、周囲のものが爆発する。

      「目標地点到達。射撃機構準備開始」

      　ユウマは列車を停止させ、発射シークエンスに移る。

      　レールから電力とウィスを引いてくる列車でなければ、宇宙戦艦でも持ってこない限り再現できないほどの威力を持つことを意味する。ユウマは舌を巻く。当初から複式線はこの列車砲を運用前提にしていた。都市計画の一環だったのだ。敷設車両によって左右同時並列作業が可能だった理由も、この規格に合わせるためだったのだ。この装甲列車自体もレール幅の多少の誤差は吸収できるよう、左右の車輪がある程度開くようになっている。

      　航空優勢状態であり、大量のマーダーは山岳地帯ではなく平地からの侵攻だ。

      　防御兵装を使うまでもなく目的地に搭載した。山脈の中腹。眼下には広大な森林地帯や平野が広がっている。モニタは二百キロ先のアーテーを捉えていた。

      「皆を救う一手が、まさかの列車とは。死んでも外せないな」

      　ユウマは自分に言い聞かせる。

      「二重レール砲展開用意！」

      　ユウマは号令を発し、列車砲を変形させる。折りたたまれた巨大砲身を正常に戻し、長大なレール砲が完成する。

      「エネルギー充電最大！」

      　メィクィーン車内の大容量コンデンサが悲鳴をあげるほど、蓄電を開始する。供給される電力は要塞エリア全てを賄まかなうことができるＡカーバンクルのリアクターから生まれ線路経由で供給される。出力不足はあり得ない。

      　ターレットがアーテーを補足する。曲射の砲撃ではない。

      　大口径といえどレールガンによる射撃。山の中腹から撃ち下ろす形になる。角度調整は繊細さを要求される。

      「照準合わせ。発射準備！」

      　作業をしていたシルエットが貨物車両へ避難する。下手をすると反動の爆風で二十トン以上のシルエットが吹き飛ばされる。それほどの威力を持つのだ。狙うはリアクターがある胸部中央。簡易図面が送付されてきたのだ。送り主は不明。きっとビッグボスか誰かだろう。

      　外すわけにはいかない。自然と落ち着いていた。みんなを守る最後の砦はこの列車なのだ。

      「発射！」

      　凄まじい反動。発射後から体に響くような振動と轟音。弾頭の初速はマッハ四十を超える。反動は爆風を起こし、メインクーンの周辺は爆風と見紛う噴煙が舞う。シルエットが近くにいたならそれだけで吹き飛んでいただろう。

      　狙い違わずアーテーの右側面を穿つ。

      　衝突した衝撃と爆風だけでも地獄絵図だ。周囲のマーダーは吹き飛ばされ、破壊されている。マンティス型ですら行動不能になるほどの衝撃。着弾の衝撃だけでもこれだけ甚大な被害が生じるのだ。

      「第二射用意！ 装填準備！」

      　ユウマの号令とともに、シルエットが巨大砲弾の装填作業に取りかかる。リロードタイムは五分ほど。作業機械がシルエットでなければ無理な芸当だ。

      　アーテーは動けない。大型パワーパックもリアクターも損傷している。千五百ミリ砲弾は爆発する徹甲榴弾ではない。貫通力特化の徹甲弾。禁止されてはいるが、要塞エリアのシェルターもたやすく貫通する威力を持つ。着弾地点でもマッハ二十を超える速度を維持しているのだ。

      　次弾の装填作業が終わったようだ。シルエットたちは走り去り、貨物車両に乗り込む。衝撃から身を守るためだ。

      「次弾、発射！」

      　第二射を発射したとき、ユウマは勝利を確信した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アルゴナウタイの見ている前で、三発目の直撃を受けアーテーは破壊された。

      「解析完了しました。大電力のレールガン。おそらくはＡカーバンクルのウィスをあの路線にだけ使っているのでしょう。口径は百五十センチ全長九百センチ、タングステン合金砲弾だと予想されます。初速マッハ三十八、着弾地点はおよそマッハ二十五が計算した理論値です」

      　ヴァーシャがカストルに説明する。

      「このコンセプトはアルベルトが却下された大口径砲だな」

      「仰る通りです。ここまで大口径は考えておりませんでしたが」

      　アルベルトも同様の列車砲を提案していたのだがアレオパゴス評議会には一蹴されてしまった。Ａカーバンクルは貴重な戦略物資。列車兵器用に使用許可がおりることはない。

      「迎撃は？」

      「不可能です。マッハ二十以上の弾速に合わせての対空射撃は困難です。さらにいえば直径百五十センチのタングステン合金の塊を砲弾として射出しています。誘爆を望めるロケットやミサイルではないのです」

      「あくまでレールガンの砲弾として射出か。シンプルな分だけ、強いな」

      　中に炸薬が入っていればうまくいけば迎撃出来ただろう。だが、相手は徹甲弾としての運用しか考えていない。レーザーを照射したところで直径百五十センチの砲弾など溶けるわけがない。レールガンの弾など弾かれて終わりだろう。

      「ふむ？ アルベルトよ。心地がいいだろ？ 自分のコンセプトが正しかったということは」

      「否定はしません」

      　敵構築技士は、彼ができなかったことを成し遂げアーテーを破壊した。先を越された憤りは確かにあるが、同時に彼の正しさを証明したのだ。

      「アーテーがいなくなった山脈沿いの部隊など役に立たんよ。しかも列車だろ？ 所詮山の上の防御兵器にすぎん。マーダーをいったん後退させ中央部隊と合流させよ。廃棄したアーテーからＡカーバンクルの回収だけは忘れるな」

      「畏まりました」

      　ヴァーシャもその指示に異論はない。使用用途が限定される兵器とまともに殴り合うことはないのだ。

      　Ａカーバンクルの回収をアルラー部隊に命じる。列車砲はＡカーバンクルを使った対空レーザー砲に強固な装甲を持っているはずだ。相手にするだけこちらの被害にしかならない。

      「予想通りアーテーを破壊したか。残りはどうでるかな、連中は」

      　愉しげに笑うカストル。ヴァーシャの予想通りだったのだ。これはこれで貴重なデータとなる。

      「もう列車砲などは通用しません。あれは撃ち下ろす兵器ですからね。海沿いは精鋭の火力。中央は……考えられる戦術は強襲揚陸艦の体当たりですね」

      「それで相手の強襲揚陸艦を潰せたら安いものだ。アーテーが一機でも要塞エリアに到達したらこの戦いは終わる」

      「他にどんな手が。ですが戦闘が始まる前にアストライアのデータはありませんでした。どのような兵装がでてくるか予想はつきませんね」

      「こちらにも切り札はまだある。アルゴナウタイの部隊が出るまでにできるだけ吐き出させることだ。所詮型落ちマーダーの在庫処分よ」

      「は！」

      　大量のマーダーをもってしても落とせない前提を想定している二人。アルベルトも同感だ。

      　後半こそ彼らが開発した兵器が活躍する。マーダー如きに敗北しないでくれよ、とアルベルトは願うのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「敵部隊撤退します！」

      　歓声が上がる。まず一機目とはいえ、アーテーを接近前に被害ゼロで封殺したのだ。

      「油断するな。撤退したということは、別方面軍との合流だろう。相手はもう全縦深包囲打撃など考えていない」

      　バリーが冷静に戦況を分析する。

      「その通りだ。中央軍と合流か。数を束ね今度は我らの防衛網を打ち破るべく集中してくるだろう」

      　陸上部隊の本番はこれからである。リックの指示の元、部隊は展開していく。

      　ストーンズのマーダー部隊の立て直しは早かった。大型マーダーを一機倒したに過ぎないのだ。その数は依然そのまま。数万の大軍だ。事実、敵の進軍速度は低下していない。

      「諸兵科連合軍で、どれだけマーダーを減らせるかだ」

      　リックが呟く。地上戦は航空戦と桁違いな被害をもたらす。

      　進軍してくるマーダーの一波、二波を睨んだ。先陣を切ったマーダー群とは交戦が開始された。シルエットと戦車の混成部隊が大きく三カ所に別けて、Ｐ３３６要塞エリアに向かう敵部隊侵攻に対し配置。状況によって鶴翼陣形。場合によっては包囲陣形を取るように行動している。

      「スターソルジャー隊。出撃する！」

      　戦闘機のスターソルジャー隊が出撃する。低空の安定性は、メタルアイリスの多用途戦闘機群のなかでは最も優れている。

      　上空三百メートルを飛び、対地攻撃を仕掛ける。目標はレールガンを持つアントコマンダー型やマンティス型だ。

      「サンダークラップ隊。攻撃を開始する！」

      　続いてサンダークラップ隊が攻撃を開始する。アントワーカー型は機銃の掃射で、マンティス型やアントコマンダー型もワイヤー誘導の対地ミサイルで撃破していく。被弾も少なくはないが、小口径レーザーでは電磁装甲を貫通することはない。

      　サンダークラップ。重攻撃機のサンダーストームからシルエット運搬能力をなくし小型化した双発の重攻撃機だ。電磁装甲を採用しており装甲は厚い。近接支援を主な任務としており対空砲火を受けやすい分、装甲は堅牢にしてある。低速の安定性を重視し最高時速は千百キロ程度。

　主な武装はサンダーストームと同じく六十ミリ機関砲。対戦車ミサイルのほかに大型対地ミサイルや対艦ミサイルなど各種大型ミサイルを搭載可能。状況によっては対空ミサイルも搭載できる。

      　上空百から七十メートルを飛ぶサンダークラップは地上の攻撃をまともに受ける。スターソルジャーが対空兵器を先行して潰していなければすぐに引き返すことになるだろうが高次元投射装甲に対してレーザーの対空砲火など蚊ほどの痛み。対地ミサイルはもとより機関砲が猛威を振るう。金属バットほどもある弾雨がマーダーを襲うのだ。射程は千五百メートルだが、機関砲の特性上もう少し近づく必要がある。

      「地上部隊、砲撃準備！」

      　リックの号令により半装軌装甲車や装甲車に装備された多連装ロケットミサイルや榴弾砲が攻撃を開始する。榴弾砲が着弾しアントワーカー型が数を減らしていく。

      　爆風によるダメージは高次元投射装甲を装備しているマーダーには効果が薄い。

      「これより迂回し、マーダーを一掃する！ 巨大兵器群がくるまでに少しでも数を減らすぞ！」

      　リックが自部隊を動かすことを決意する。最後は戦車による機動防御。中央は戦車とシルエットによる陣地防御。そこへ戦車の機動力を生かす。個々の戦力は低いとはいえ敵のほうが数は多い。戦車以外にも機動打撃部隊。機動戦闘車や装軌装甲車、機兵戦車を加え火力の底上げを行い対抗するのだ。

      　戦車隊による防衛作戦が始まった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　海岸沿いを進撃していたマーダーは東進し大陸寄りに移動していく。メタルアイリスの艦艇から艦砲射撃を受けることを警戒しているからだ。

      　予想通りメタルアイリスの潜水艦から無数の対艦弾道ミサイルが飛来してくる。周囲のマンティス型やライノセラス型がレールガンで防空射撃を行っている。

      　巨大マーダーはアーテーを中心にエニュオが五機とピロテースが二機。陸の空母打撃群のようなものだ。周囲のマーダーは厄介なことに全てＡスピネルのリアクターを採用している高次元投射装甲タイプのものばかり。それらの大軍が転進しキモンとアストライアに向かってきているのだ。

      「対艦弾道ミサイルで有効打は無理か」

      　エメが呟く。

      「アストライアは海上へ移動します」

      　アストライアは内部の形態を空母用に変更し兵器搭載機能を最大にしている状態だ。砲撃能力は高くない。後退し海上へ移動することを指示するエメ。

      　アストライアはその形状、大きさからいっても戦闘向きではない。といっても戦闘能力はキモンに匹敵する程はあるのだがアストライアが規格外すぎるだけの話なのだ。昨日のダメージもある。艤装の修理も完全ではない。

      「了解した。キモンは揚陸状態を維持し、前線を支援する」

      　キモンは基地能力を生かし揚陸作戦部隊を援護するのだ。

      「司令！ マーダー支配地域の海中より出現。海上に高速で近付いてくる敵機発見しました。これは……アーテーです！」

      「なんだと。四機も用意しやがったか。まだまだ出てくるか？」

      　正面から侵攻するマーダー軍団を相手にするため、ほとんどの戦力は展開済みだ。海上からのアーテーほど厄介なものはない。荷電粒子砲がほぼ無限に使える状態なのだ。しかも航空機が封殺されているのだ。

      「潜水部隊ディープワン、迎撃準備。海中からお願い」

      　エメは慌てず指令を出す。相手は要塞エリアよりもよほど頑丈な動く要塞。

      　海中からの対艦弾道ミサイルでもプラズマバリアを張れるアーテー相手に有効打は与えにくいだろう。

      「またアストライア狙いか」

      『大丈夫です。バリー指令。友軍が迎撃に向かいました』

      　バリーの嘆きにアストライアが応える。

      「友軍？ まだいるのかよ！」

      『はい。準備が整いました。この友軍を用意した人物こそバリー司令ですよ』

      　今度はディケが応える。

      「俺が？ どういうことだ？」

      『艦影を表示します』

      　海面を割り、艦影が視認できた。強襲揚陸艦アリステイデスにそっくりの軍艦だった。

      「アリステイデスがどうしてここに？ Ｐ３３６要塞エリアにいるはずじゃ？」

      「俺はこっちにいるぜ」

      　バリーの疑問にロバートが通信で応答する。

      「あのアリステイデスは、なんだ！」

      『アリステイデス級二番艦ペリクレス』

      「二番艦だと！」

      　次から次へと出てくる友軍戦力に目眩を覚えるバリー。

      　アリステイデスは強襲揚陸艦としては非常に優れている。戦艦を兼ねているといってもいい性能。あのアシアが選んだという軍艦だ。この船を一隻所有しているだけで上位のアンダーグラウンドフォースを名乗れるだろう。

      『空母、強襲揚陸艦は二隻運用が基本ですよ』

      「それはそうだが……」

      　空母、強襲揚陸艦はローテーションで任務に付くという性質があるので二隻建造が基本だ。予算がない場合はまず一隻建造を行い同型艦計画のみを進める。

      　そうは言っても惑星間戦争時代の、これほど高性能な艦が二隻も用意できるとは思えない。しかも友軍なのだ。

      「おい、コウ！」

      　バリーは考えることをやめ、元凶、いや所有者であろう男に聞くことにした。

      「……俺もしらない」

      「またかよ！」

      「アシアにもらって封印していた」

      「封印するなよ！」

      　恐るべきはアストライアか、それともアシアか。

      　貴重な戦力だ。二番艦などあればまた違った戦略となっていただろう。

      「司令！ ペリクレスから通信です！」

      「すぐにつなげ！」

      　そこに映った戦闘指揮所にいた人物はぞっとするほどに美しい男性。話したことは少ないが見覚えがある青年だ。

      「やあバリー司令。転移者企業連合〔ユリシーズ〕。これより旗艦ペリクレスと共に参戦するよ」

      「マット！」

      　コウが驚いて思わず大きな声が漏れ出る。黒いゴシックドレスを身にまとう美しい男、マティー。マットは彼の愛称だ。

      「私もいるよー！」

      　隣に座っているフージャリンもいる。こちらは軍服姿だ。

      「バリー司令。お初にお目にかかります。私はクルト・マシネンバウ社のハーラルト・ミュラー。クルト社も同様に参戦します。これで恩返しができますね」

      　中年の男性は微笑んだ。クルト社の社員を救援し、企業復興まで面倒を見てくれたメタルアイリスにようやく報いることができるのだ。

      　彼らのために兵器は生産している。生産し正当な報酬を受け取っているが、それはビジネスだ。恩返しにはならない。

      『ユリシーズに参戦を促したのはバリー司令。あなたですよ。私はなにもしておりません』

      　アストライアが悠然と微笑んで告げる。

      「な、な……」

      　バリーは言葉が出ない。確かにユリシーズに参戦を促した。

      「コウ。聞こえているかい？ アルゲースさんと君の友人という大変美しいお嬢さんにこの艦を預かった。問題はないだろ？」

      「よく知っている二人だ。問題ない」

      　友人と名乗った人物はアストライアだろう。自分の友人と自己紹介するアストライアを想像して、自然と笑みがこぼれる。

      「そのうちヒョウエさんやウンランさんの応援も来るはずだ。ぼくたちは運命共同体。一人じゃないってことを覚えておいてくれ」

      「わかった。ありがとうマット」

      　アルゲースの代理と名乗り、アストライアがマティーと接触を図っていた件は知っている。まさかこの日のためだとは。コウはアストライアのしたたかさに舌を巻いた。敵ではなくて本当によかった、と。

      『コウ。あなたの友人にペリクレスを預けました。問題はないと思います』

      　コウにアストライアから通信が入る。

      「問題はない。まったく問題はないが……心臓に悪い伏線を張るな」

      『そこはご容赦を。ユリシーズ及びペリクレスの準備がここまで早く整うとは思いもよりませんでした。バリー司令および企業関係者の動きが見事の一言です』

      「ああ。人類も捨てたものじゃない」

      　黒瀬とケリーの救援に続き、ペリクレスまで駆けつけた。頼もしい友軍たちの登場に、コウは心が晴れやかになるのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「アーテーはまっすぐにアストライアに向かっている。こちらはそれを追おう」

      「あの巨体であのスピード。ふざけているの」

      「あれは地面効果翼機の構造ですな。グラウンド・エフェクトを利用して滑空しているのです」

      　三人の構築技士もまたアーテーを分析する。データも揃っている。どう戦うべきかは解析済みだ。

      「時速五百キロ程度か。それなら余裕で追いつける」

      　ペリクレスは高度を上げ、空中を飛行する。バラストタンクには金属水素の元となる海水が満タンだ。ロケットブースターが火を噴き、空を浮かび飛行を開始する。

      「マット。聞こえますか？ こちらアストライア。今から陽動のために戦闘機を発進させます」

      　アキから通信が入る。ジャリンとマティーとは仲がいい。ハーラルトも数回顔を合わせている。

      「了解！ 頼んだよ！」

      　アストライアからエッジスイフトが対艦装備に換装し発進していく。積載能力に余裕がある設計なので、小型の対艦ミサイルなら搭載可能だ。

      　ツバメの低空飛行のように、エッジスイフトは海面から数メートルを進んで行く。最高速度は出せないが、機動力は十分に発揮できる。

      　アーテーはまだペリクレスに気づいていない。エッジスイフトの対艦攻撃をものともせず、アストライアを狙い海上を突き進んでいく。

      「近づいて殴るのはいいとして、荷電粒子砲はどうするのよ！」

      「安心しなさい、ジャリン。あんなものは本来大気圏内で運用することが間違いだ。海上なら多くの対策手段がある」

      　ジャリンの疑問にハーラルトが答える。マティーはうなずいた。対策は考えてあるようだ。

      広大なセンサーを持つアーテーが飛来するペリクレスに気づく。大きく旋回し、両腕の荷電粒子砲を構えてペリクレスに接近してくる。

      「警戒すべきはむしろ巨大な装甲筋肉による打撃。あの尻尾だ」

      「アストライアのエッジスイフト部隊が帰投開始！ ダメージはほとんど与えられていないようね」

      「だろうね。――艦内総員、衝撃備えて！」

      　マティーの号令に艦内のセリアンスロープやファミリア、人間が慌ただしく動く。兵の質も高そうだ。

      「バルバス・バウをラム・モード。ペリクレス最大戦速！ 対空レーザー砲撃開始！ 指定の海面へ！ ミサイルは牽制のためにアーテーへ！」

      　マティーの指示にジャリンが二人にたずねる。

      「海面？」

      「水蒸気だよ。荷電粒子砲はいわば粒子を高速で吹き出す水鉄砲。大気内であれば霧吹き程度の勢いしかなくなる。水蒸気内で射程を伸ばすことは不可能だ」

      「中性粒子ビーム砲ではないからね。あれは惑星間戦争時代の兵器。海面上で使うことはあまり考慮されていない。減衰すればペリクレスの装甲にダメージを与えることも難しい」

      　二人の説明に納得がいかないジャリン。

      「そんなもので対抗できる兵器だっけ？ あいつ水があると荷電粒子砲が撃ち放題って話じゃない」

      「相手も無限に海水で冷却、金属水素を回収できるけど、それが仇となっているんだよ。ジャリン」

      「ただでさえ大気内での荷電粒子砲という武器は水鉄砲を水中で撃つようなものなのだよ。水蒸気を加えてやることによってさらなる減衰を見込めるね」

      　アーテーの周囲を大量の水しぶきが覆う。荷電粒子砲の射程は二十キロ程度。海面では十キロも維持できないだろうとは容易に想像ができた。

      「近づいたら出力を落としたプラズマバリアを断続的に張ろう。周囲に味方機がいないか確認を」

      　ペリクレスが電磁装甲のプラズマバリアを断続的に展開する。そのたびに水蒸気が発生し、霧がかったような状態となっていった。思ったように荷電粒子砲を使えないアーテーは苛立っているようにさえ見える。

      　ようやく発射したものの、減衰したビームの威力はペリクレスに一切ダメージを与えることはできなかった。

      「霧？ そんな簡単に対策されちゃうものなの？」

      「普通なら水蒸気が先に蒸発するだろうね。これは無限に近い海水を利用した水蒸気バリア。敵はそんなものは想定していないさ。あいつは宇宙兵器だ」

      「欠陥兵器にしか見えないけど」

      「荷電粒子砲の威力は同口径のレールガンの十倍以上だよ。大口径になるほど威力は凄まじくなる」

      「げ。そんなのを殴りにいくのか！」

      　ジャリンはいつも思う。マティーもコウと同じくぶっ飛んでいると。

      　ペリクレスはなめらかに海面に着水する。

      「着水！ ライブラ２、衝撃ダメージは？」

      『ご安心を。皆無です』

      　ペリクレスの制御ＡＩであるライブラ２が回答する。

      最大射程に届くかというところでペリクレスは海上を進んできたと思いきや、そのまま潜水してしまった。アーテーは混乱した。直進してくると思ったからだ。海中には潜ることができる。センサーをみるとそれほど深くは潜っていないようだ。

      　ペリクレスは海面から浮き上がる。ロケットのように打ち上がっていく。

      「きゃあ！」

      　激しい衝撃で思わずジャリンが悲鳴をあげた。ハーラルトは面白そうに笑っている。

      　周囲には大量の水しぶきが上がり続けている。直径四百メートルを超える巨体の水しぶき。空中で船体の姿勢を整え、巨大なブースターを噴射し加速する。落下するかのように、アーテーの背中めがけて突撃した。この場所なら尻尾も届かない。

      　アーテーは空に浮かんだペリクレスを鋏状である両腕の荷電粒子砲で狙うが、まだ充電が完了していない。苦し紛れの対空レーザーはペリクレスの装甲に傷一つつけることはなかった。

      「いくよ！ みんな！ バルバス・バウラム・モード！」

      　位置エネルギー――重力を利用して、アリステイデスのラムがアーテーの背面に突き刺さるが、その攻撃だけでは破壊しきれない。

      　ペリクレスの船尾の大型ロケットブースターが火を噴き、有無をいわさずアーテーを海中のなかへ突き落とす。

      「潜水開始。深度５０……１００……５００……１０００……ここまで押し込んだ！ ディープワン！ 頼んだよ！」

      　シャコ型の巨大マーダーであるアーテーは深海でも動くことができる。だがリアクターは損傷し、思うように動けない。深度が深まるたびに孔の空いた装甲から悲鳴にも似た不気味な軋み音が上がる。内部構造に浸水し水圧によるダメージも発生し始めたのだ。

      　漸深層に到達する。この場所にはシルエットベース所属のディープワン潜水艦部隊がいるのだ。ペリクレスはここまできて、ようやく押し込むことをやめた。

      　ディープワン部隊も姿を見せる。ひしゃげた背面の装甲めがけて魚雷の集中攻撃を受けるアーテー。ペリクレスも大型魚雷を発射し支援する。

      　やがてアーテーのリアクターは停止し、静かに深海へ沈んでいった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アストライア、キモン、ペリクレスの三隻が集結した。この三隻に搭載されている兵器の質もトップクラスだ。

      「俺も行きたいぜ」

      　ロバートの言葉だ。彼はずっとＰ３３６要塞エリアで待機しており仲間はずれの気分は致し方ない。常に待機状態という任務をバリーに任せるには難しいところ。ロバートも本気でそう思っているわけではない。

      「こちらの航空戦力は少ないのです。主にシルエット部隊ですね」

      　マティーがバリーに報告する。

      「クルト社のバズヴ・カタ部隊と改装型ヴュルガー部隊、ぼくのクアトロ部隊が主力となります」

      「今から巨大マーダーとの連戦だからな。精鋭部隊の到着は助かる」

      　クルト社は主に若い青年が生き残った。彼らは若すぎた。クルト社の再建とともに、パイロットとなる者が多かった。今度こそ守るために。

      　今や彼らはバズヴ・カタを使いこなすまでに成長していた。Ｄ５１６要塞エリアの犠牲は、決して忘れない。

      「厄介なことにメタルアイリスは過剰評価されてしまっている。巨大マーダーに加え高次元投射装甲装備のケーレスだらけ。ここにきて追加の戦力は助かる」

      「人工太陽で空戦が封じられていますね。空戦に間に合わなかったことは辛かったですが、陸戦を想定した兵器での部隊編成が幸いしたようです」

      　ギャロップ社はクアトロ・シルエット専用のメーカーであり、世界中からセリアンスロープたちが押し寄せている状況だ。陸戦能力と機動力も高い。

      「心強い。山脈沿いのアーテーは建築工兵と電車部隊が倒してくれた。こちらは力業でねじ伏せないといけないが、この戦力ならいけるだろう」

      　アーテーと大型マーダーの行軍は、怪獣映画を思わせる。

      「これより大型兵器群攻略戦を開始する。ペリクレス隊は急いで前線と合流を」

      「了解です！ ジャリン。指示を」

      「はい！」

      　マットが返事をし、ジャリンへ指示を開始する。

      　戦場にはコウが待っている。友人を助けるために、彼らはここにきたのだ。

      
        

      

      　機兵戦車隊と分離した重シルエットのブラックタイガー隊が大きな損害をだした。被害が大きかった兵器は機兵戦車ワイルドホースだ。

      　大型マーダー群の強襲にあったのだ。エニュオ四機が前進し後続にピロテース二機。さらに背後の左右に砲撃型エニュオ。最後尾にアーテーがいる。

      　それらを軸に周囲に中型マーダーであるライノセラス型ケーレスやマンティス型ケーレス、アントコマンダー型が大量に配置されている。

      　ピロテースは多くのスパイダー型ケーレスを内蔵している。マーダーによる陸の空母打撃群といえる。ワイルドホースが重シルエットであるブラックタイガーの盾となっている。被害は少ないが巨大マーダーの猛攻は最前線のラインを崩すには十分だった。

      「ブラックタイガー隊の撤退支援、急げ！」

      　にゃん汰がＡＫ２でマンティス型を射撃しながら、号令を放つ。ある意味エポナとエポスも四脚戦車。前線の壁能力は高いが援護射撃程度で倒れる巨大マーダーではない。

      　焦燥感がセリアンスロープたちを襲う。このまま押し切られるかもしれないという恐怖だ。

      　近接部隊は大型の爪でアントコマンダー型を切り裂いている。マンティス型の斬撃を、エポスは巨大な爪で受け止めた。

      「にゃー！」

      　猫耳娘が叫び、巨大な猫パンチでマンティス型を葬り去る。

      　接近戦の欠点は包囲されやすいこと。瞬く間にマンティス型に取り囲まれる猫耳娘に、援軍がきた。にゃん汰だ。ＡＫ２で敵を牽制しつつ、馬状の胴体側面に取り付けられた対地ミサイルを発射。包囲網を単機で崩す。

      「あっちよりは状況はましだ！ こちらは私たちで食い止める！」

      　いつもの語尾は封印し、的確に指示するにゃん汰。あっちとはエニュオを相手にしているアサルトシルエットのラニウス隊だ。

      　近接で一機ずつ片付けているが、巨大兵器同時に四機。被弾し撤退するラニウスＡ１や、撃破されたラニウスもいる。

      　戦線が崩れかけたところにピロテースが強襲し、スパイダー型を放ったのだ。

      「救援がくる。もう少しだけ持ちこたえろ！」

      　じりじりと減っていく味方を気にしつつ、コウは最前線で敵を切り裂いている。

      「ユリシーズの援軍が到着しました！ エポナ部隊四百機とバズヴ・カタ部隊二十機、ヴュルガー隊八十機です！」

      　アキから通信が入る。

      「コウさん。私情を交えて申し訳ありませんがピロテースは我々に」

      　クルト・マシネンバウ社の青年が通信を寄越してくる。彼らの拠点を襲撃した、忌まわしき兵器だ。

      「任せる！」

      「ありがとうございます！」

      　バズヴ・カタたちが舞う。ヴュルガー隊は援護射撃が主だ。ヴュルガーもまた電磁装甲型に改装されている。ラニウスとは姉妹機なので当然だろう。

      　逃げ惑うしかなかった、ピロテースと戦うために。

      「アーテーが到着する前に巨大マーダーを片付けるぞ！」

      　コウが檄を飛ばす。

      　撤退する仲間の援護のためにも、継続して戦線を支える必要があったのだ。

      
        

      

      　エニュオを四機倒したところで半数のラニウスが撤退している。

      　周囲のケーレスの数が多すぎた。いくら装甲が厚く防御力に優れた機体とはいえ限界はある。残りは通常のエニュオ一機と、砲撃型エニュオ一機。

      　クルト社のバズヴ・カタもピロテースを一機撃破しているが多くのヴュルガー隊が後退していた。撤退した機体はキモン級で補給を受けている。マールとフラックを始め、多くのクアトロ・シルエットや作業用シルエットが補給を行ってまた前線へと送り出す。

      　コウは最前線で戦い続けていた。機動力と装甲の厚さを生かし接近戦主体だ。

      「二十分程でアーテーの射程圏内に入る。これ以上の防衛ラインは下げられない。みんな、あともう少しだけ頼む」

      　背後の森を抜けると海岸が広がっており、キモン級が展開している。ここが防衛ラインといえる。上空ではひっきりなしにサンダーストームが交替で往復している。いくら火力が高くても弾薬に限界があるのだ。

      「 まだエニュオとピロテースが！」

      　そういっている間にも被弾し崩れ落ちるヴュルガー。

      「ラインを下げて砲撃戦か、海上か」

      　海上に後退したら、彼らを無視してＰ３３６要塞エリアに向かうだろう。

      　最前線で戦闘しているコウへブルーから通信が入る。

      「コウ。友軍のサンダーストームが近付いてくる。見たことがない機体」

      「Ｐ３３６要塞エリアの援軍か？」

      　コウにも心当たりはない。その会話中も砲撃は続く。砲撃型エニュオとケーレス型の連動した砲撃を捌くことに精一杯だ。サンダーストームが飛来しシルエットを投下する。

      　その両手に構えた二本の電磁刃。それはコウが贈ったもの。

      　構えは懐かしささえ覚える、勢法五法の上段構え。

      　一方を肩に載せるように構え、もう一方を突き出し、斜めにして体を守るように構えるのだ。間合いが計れぬよう肩に載せられた剣が、いつ敵を襲うかわからない独自の二刀。

      「え？」

      　予想もしなかった男の登場にコウが絶句する。

      　投下されたシルエットは飛翔し、砲撃型エニュオの腕を斬り飛ばした。

      　コウを守るように立ちはだかり、あっという間にケーレスを斬り倒していく。初めて見る紺碧の機体。

      　五番機に通信が届いた。懐かしい顔がそこにいた。

      「鷹羽兵衛。推して参る。――久しぶりだね、コウ君」

      「兵衛さん！」

      　コウが通信をみて叫ぶ。

      　兵衛は最新鋭機アクシピターに乗っていた。ラニウスの後継機の発展機にあたる機体だ。機体は二刀無構えで待機している。これほど独自な構えを行うシルエットなど他にないだろう。

      「うちみたいな貧乏所帯は数がだせねえからな。トップ自ら二社分二人ってところだ。すまねえな」

      「万の援軍を得た思いです」

      　コウが呟く。実感だった。

      　周囲のパイロットたちも愕然としている。鷹羽兵衛。伝説の傭兵だ。あのデスモダスのバルドさえ軽くあしらったと言われているほどの剣士。

      　二人とは川影のことだろうか、とコウは思う。社長の川影は弓道やアーチュリーなどの造詣に深い武人ともいえる人物で、地球にいた頃のＴＡＫＡＢＡを急成長させた実力者だ。

      　ネレイスのジェイミーも思わず笑みが浮かぶ。メタルアイリスはつくづく面白い。凄腕のビッグボスに伝説の剣鬼まで現れた。その技を間近で見られるとは僥倖だと。

      「話はあとだ。真打ち登場だ」

      「真打ち？」

      　コウが呟く。鷹羽兵衛以上の真打ちなどいるのだろうか。

      　もう一機のサンダーストームが機体を投下する。

      　滑空するように舞うその機体は悪魔の如き姿であった。

      　羽を思わせる大きな飛翔用ブースター。

      　身の丈もある大きな両手剣。

      　狙いをピロテースに定め、舞い降りるシルエット。

      　ピロテースは異変を感じ取ったのか、対空レーザーを乱射するがその機体に触れることを許さない。その場にいる者が一瞬我を忘れるほど優雅で、速かった。

      　見覚えのあるその輪郭――

      　漆黒の凶鳥が舞い降りたのだ。

      「フッケバイン！」

      　クルト社の社員が思わず叫んだ。

      「どうだ、コウ。真打ちだろ？」

      「え……ええ？」

      　なんと答えたらいいかわからないコウ。だが見間違いようがない。あの輪郭はフッケバインそのものだ。

      　フッケバインから通信が入る。クルト社とコウに向けてだった。

      「皆、よく生きていてくれました。生き恥をさらしていますが、私は戦場に帰ってきた」

      　ＭＣＳの中にいるその男は、力なく笑みをこぼした。

      　クルト・ルートヴィッヒその人がそこにいた。

      　彼の機体はそのまま舞い降りると、ピロテースの頭部を一振りで刎はね飛ばし、そこに立った。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「社長！」

      「社長、よくぞご無事で！」

      「今まで連絡できなくて申し訳なかった。みんな。私が生きているとその場所が狙われる。極秘だったのです」

      　クルトが社員に謝罪した。社員たちも狙われた身。その事情は痛いほどわかる。

      「クルトさん！」

      「コウ君。君にはどれほど礼をいうべきか。私の大事な者たちを守ってくれて心から感謝します」

      「とんでもない。本当によかった」

      　コウは当然のことをしたまでだ。むしろ多くを助けてもらったと思っている。

      「社長！」

      　ペリクレスから通信が入る。泣きそうなハーラルトがいた。

      「ハーラルト。苦労をかけました。今から参戦します。話はあとで」

      「はい！」

      　ハーラルトは泣き顔から泣き笑いに変わった。

      　クルトの機体が飛翔し、戦闘態勢に移る。

      　本来ならばとっくに死んでいる身であるという自覚はある。

      　Ｄ５１６要塞エリアが陥落したとき、彼を逃すために補給部隊の作業者たちがフッケバインの腕と脚を換装するふりをして強奪し、自分のシルエットに付け替え囮になったのだ。本来の装備でない、旧型のヴュルガーの手脚を装備させられたフッケバインを載せた半装軌装甲車で郊外へ逃亡を試み、逃げ切った。

      　ファミリアたちがスピリットリンクを発動させて。

      「生まれ変わったフッケバイン――新しき名はフラフナグズ。今こそ、その力を発揮するときです」

      　フッケバインが完成形フラフナグズ。オーディン神をあらわす代称ケニングの一つ、鴉の神という言い回しであるフラフナグズと名付けた。兵衛の力を借りＴＡＫＡＢＡで極秘裏に完成させた機体である。

      　凶鳥は鴉神として再誕したのだ。

      「カルラ。ロッティ。あなたたちのおかげで、私はみんなと合流できましたよ」

      　彼のＭＣＳの後部座席には人形が二つ置いてある。いや、二人に語りかける。

      　ぴくりとも動かなくなった犬型のファミリアと猫型のファミリア。目を見開き、ぴくりともしない。ぬいぐるみのようだ。

      　集中砲火のなか半装軌装甲車のウィスを強化し、要塞エリアのシェルターに並ぶほどの強度にして脱出したのだ。代償は彼らの命。二人が交代しながらスピリットリンクを発動してくれたおかげでクルトは生き延びた。特別な力など一切ない半装軌車ハーフトラックはひたすら走り続けてくれた。

      　彼らの命を糧にした半装軌車はレールガンや大口径レーザーの直撃にすら耐え、戦場を駆け抜けて敵の勢力圏内から脱出したのだ。クルトが駆け寄る頃には、彼らは二度と動くことはなかった。

      「あなたたちは私がもう一度戦うことを喜びますか？ それとも悲しみますか？」

      　後部座席のもう返事をすることはない友人たちに話しかけるクルト。

      　彼は多くの社員やファミリアたちを犠牲に、その屍の上に立っている自覚はある。もう死に場所を探すこともない。泥をすすってでも生き残り、すべてのマーダーを駆逐するのだ。

      　そのために彼は帰ってきた。この戦場へ。

      「いくぞ。まずは貴様から地獄に落ちろ」

      　新たな両手剣の名は試製両手剣グラム。怒りを意味するその剣を持ち羽ばたいたフラフナグズは、ピロテースの装甲ごとリアクターを貫いた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「バリー。知っていた？ クルトさんが生きていたこと」

      　キモンにいるバリーに、ジェニーから通信が入る。

      「知るわけないって。クルト氏についても聞いていない。こんなに味方の動きが読めない軍はそうないぜ」

      「すみません。これは私のミスですね。私も知らなかったのですが企業連合の件を承諾時に五人の構築技士から承諾があったと連絡がありました。コウは数に入っていませんから、クルトさんが許可を出したのだと」

      　ジェニーとバリーの会話にアキがすまなさそうに割って入る。

      「あの時か！ わかるわけない！」

      「ＴＡＫＡＢＡさんのところにいたみたいね。青いサンダーストームが連れてきたから。コウ君が贈ったやつだし」

      「シルエットベースなどを除けばＴＡＫＡＢＡしかフッケバインの修理はできないですしね。装甲筋肉はＴＡＫＡＢＡとクルト社しか対応していません」

      「逃げ出してあの場所までか。行方が知れると追っ手の追求が激しい。頼みの傭兵機構が一番信用できないと来ている」

      　Ｄ５１６要塞エリアからＴＡＫＡＢＡがある要塞エリアまではかなり離れているはずだ。裏ルートや自走、考えつく手段を使って移動し続けていたのだろう。身分を隠しての移動は困難を極めたに違いない。

      「バリー司令。アーテー戦に参戦許可を」

      　アキが切り出す。

      「どうした。策があるのか」

      「はい」

      「まじか。わかった。いってこい！」

      「あとは私が受け持ちます」

      　エメが通信を変わる。バリーがうなずいた。

      「一騎当千に相応しい援軍だ。いけるな」

      　クルト社やコウを思う。彼らの士気は確実に上がっているはずだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「コウ。お前さんがこの刀を送ってくれた日にな。うちの会社にクルトさんが飛び込んできたんだよ。驚いたのなんの」

      「そんなことが……」

      「私は狙われていました。輸送機も使えず偽名で逃げ回り、ようやく兵衛さんの元にたどり着いたわけです。彼の力を借りフッケバインをフラフナグズにまで昇華させました」

      　ＫＳＸ―０１フラフナグズ。これはクルト一人ではとうてい為しえなかった。

      　運動性を追求し、飛行能力を加え三次元行動を可能にした究極のシルエット。

      　逃亡先の鷹羽兵衛は幸いなことに必要なもの、必要以上のものをすでに所有していた。コウと連携し、ラニウスとアクシピターの改良に勤いそしんでいたからだ。

      　コウと鷹羽兵衛、飛行に関してはクルト個人の技術の他に鷹羽兵衛の友人である御統重工業の衣川英治の研究成果がそこにあった。最新鋭シルエットの研究成果をさらにフィードバックさせて完成させた機体といえる。

      　その手に持つ魔剣は選定の剣。選ばれしものしか扱えないオーディンが英雄に与えた剣の名前を冠した。これは兵衛がコウに頼んでアークブレイドの製法を聞き出し、試作した大剣だ。

      　二刀を持つ紺碧のアクシピター。

      　太刀を腰に抜刀姿勢で佇む鋼色の五番機。ラニウスＣ型。

      　グラムを構える漆黒のフラフナグズ。

      　三機の機体が並んだ。惑星アシアにおいてトップクラスの性能を持ち、最高峰のパイロットが乗った機体だろう。背後から見るメタルアイリスの者たちも気圧されている。これほどの遣い手が揃った戦場に遭遇できるなど、もう二度とないかもしれない。

      　この三機が揃って負けるはずがない。そう思わせるなにかがあった。

      「無粋な敵がやってくるなぁ。――積もる話は後だ。行くぜ、クルトさん、コウ！」

      「ええ。あなたと一緒に戦える日がくるとは。兵衛」

      「はい！」

      　コウも心が逸るのを抑えきれない。

      　逢いたかった人たち。尊敬すべき剣士たちと一緒に戦えるのだ。

      　三機のシルエットによる、暴虐の破壊が始まった。高次元投射装甲が紙のように、たやすく切り裂かれていく。

      　嵐のような進行速度だ。背後にいたバズヴ・カタとエポスが続き、ラニウスやヴュルガーが援護に入る。

      　マーダーと斬り結ぶ三機を追いかけることに必死だ。あのマンティス型ですら一刀のもとに斬り伏せられている。最後のエニュオが崩れ落ちるまでさしたる時間はかからなかった。

      「残りはアーテーのみ。戦術としては周囲のケーレスを掃討し、対艦ミサイルといったところだが……あの装甲を貫通するまでの火力は厳しいな」

      　コウが呟く。そこへアキから通信が入る。

      「今からそちらに行きます。アストライアからもらったデータをもとにウィークポイントを指示します。アーテーのこの部分に斬り込み、内部まで貫通させてください」

      　三人に映像が送られる。アーテーの見取り図の、背面部分に印が表示される。

      「はは。無茶いうな、このねーちゃんは」

      　兵衛が薄く笑う。

      「あなたがたならできると信じて」

      　アキはにこりともせず、告げる。危険であり無茶を言っていることもわかる。だがこの三人ならば可能にする。

      「できますよ。私たちならば、確かにね」

      　クルトはその事実を認めた。実際、彼らにしかできないだろう。アーテーに直接斬り込むなどという作戦は。

      「剣で突き刺すならリアクターは停止します。この部位をもしなんらかの形で狙い撃つことができれば、爆破することができます」

      「急所、逆鱗げきりんの類いだな」

      「剣で刺した方が早いと思いますが。もしこの場所を撃つことになったら急いで離れてください」

      　背中を貫通するような射撃は厳しい。空中から狙い撃たないといけないからだ。

      「私たちは総力をあげて周囲のマーダーを掃討します」

      　ジェニーが請け負った。是が非でもアークブレイドは手に入れたいと思いながら。

      「わかった。頼んだ、ジェニー。アキ。あの弾薬を使うのか」

      「そうです。あれなら私たちも支援できます。危険な武装ではありますが」

      「アキとにゃん汰ならやれるさ」

      　コウは請け負った。彼女たちの援護は心強い。

      　この三人の誰かが斬り込めばいい。この三人のみに遂行可能な難行である。彼らは苦もなく挑もうとしていた。

      
        

      

      　進軍してくる無数のマーダーをシルエットが迎え撃つ。補給を終えた機兵戦車も隊列を組み直し応戦するための防衛網に加わる。

      　側面打撃を機動力があるクアトロ・シルエット隊が受け持ちマーダーの数を減らしていく。

      　そのなかを三機のシルエットが強引に突き進む。先陣を切る兵衛のアクシピター。二刀は乱戦でとくに威力を発揮する。

      　アクシピターを追い、側面をサポートするラニウスの五番機とフラフナグズ。

      「サンダーストーム１、換装ＯＫ」

      　ブルーもまたアストライアで装備換装を行っていた。ワイヤー誘導の対艦ミサイルだ。サンダーストーム隊はすべて対艦ミサイルに切り替えている。貫通力もそうだが、ウィスによって強化されるので多少のレーザー迎撃には耐えられるのだ。

      「リスナーの皆さん！ ただいまからアーテー戦に移行します。しばらくメドレーになりますのでご容赦を！」

      　いくら実況に慣れているブルーでもアーテー戦で生放送をしながら戦う余裕はない。リスナーに謝罪し、ブルーもまた戦場に飛び立った。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　シルエットの急激な進化は、二つの方向へ分岐した。

      　それはシルエットの戦闘機化と戦車化だ。転移者企業が創設されるまでは兵器開発という概念がなかった惑星では、シルエットは装甲車であり戦闘ヘリであり歩兵だった。

      　可変シルエットと高機動シルエットの登場によりシルエットの高額化と高性能化が桁違いに進化し、歩兵であり戦闘機となったのだ。だが機動力がある戦闘機だけでは戦線を維持できない。シルエットは安価かつ高性能が求められる。その答えが歩兵であり戦車化である重装甲と重火力を兼ねたシルエットの登場だった。

      　先陣を切る三機は戦闘機化の代表例ともいえる三機種だ。

      　そんな彼らが今、惑星間戦争でも猛威を振るったといわれるアーテーに向かっている。

      　これはアンダーグラウンドフォースのみならず、半神半人たちも興味を持っている対戦カードだ。これまでに撃破された二機はいわば奇策の類いによるもの。超大口径レールガンと、強襲揚陸艦の体当たりでの撃破だ。手段さえしってしまえば対策もできる。

      　通常のシルエットにアーテーが果たして倒せるのか？

      　惑星アシアが注目するなか、三機のシルエットは援護射撃を受けながら、マーダーの群れに斬り込んでいく。マーダーも地上を滑走してくる敵に対応できないでいた。

      「コウたちには無茶を言いました」

      　犬耳を垂らして凹んでいるアキ。強気を装った虚勢だ。本当はあの三人を最前線になどやりたくはないのだ。

      「その分、私たちも仕事をするにゃ」

      　クアトロ・シルエットが、溢れんばかりのマーダーを次々に蹴散らす。コウたちに四脚で疾走し随伴してくるクアトロ・シルエットの群れ。二脚では不可能な芸当だ。

      　二十キロ圏内が荷電粒子砲の射程だ。あと十キロ、数分の距離だ。

      「アキ！」

      「はい！」

      　にゃん汰がアキに呼びかける。二人は同じタイミングで、胴体に備えられた大型の長砲身のライフルを展開させる。

      　砲の全長は八メートルを超す。シルエットの全長を超す程の超大型のライフルだ。

      　銃身どころか機関部レシーバーやショルダーストックにあたる部分も異様に大きい。長砲身のライフルを構え、照準はアーテーを捉える。

      　二人は制止し、アーテーを狙う。二人をカバーするように、巨大なクロウを構えたクアトロが二人の前に立ちはだかる。

      　狙いを定め、引き金を引く。アーテーの装甲を貫通し内部から巨大な爆発が起きた。遅れて轟音が周囲に響く。

      　反動で後ろに退く二機のシルエット。エポナですら衝撃を殺しきれないことに驚愕する周囲の仲間たち。

      「何なの？ あれ！」

      　隊員のセリアンスロープが思わず尋ねたほどだ。

      「アンチフォートレスライフル。特殊な炸薬を使った対物ライフルの進化系。要塞シェルターも貫通可能です」

      　アキが淡々と答えながら次弾を装填する。

       　次弾をすぐには発射不可なほどの反動。四脚ならではの最高峰クアトロ・シルエットであるエポナの安定性をもってしても反動を殺しきれないのだ。

      「どんな原理でそんなものができるのよ！ しかも徹甲榴弾？」

      「あとでゆっくり説明してあげるにゃ」

      　にゃん汰が薄く笑った。効果のほどに自信が出たのだ。

      「コウが炸薬を創り出ブリコラージュし、にゃん汰と私がコウのために設計したのです。話せば長くなりますよ」

      「またビッグボスへののろけを聞かされるのね……戦闘中だもんね。長くなることはわかった」

      　彼女たちはコウへののろけから入る。クアトロ・シルエットは伝説だが、長くなりそうな悪寒は気のせいではないだろう。

      　コウたちを援護すべく二人はアンチフォートレスライフルを構え、撃ち続ける。

      　惑星アシアでもっとも堅牢な装甲を持つ兵器の一つであるアーテーを撃ち抜くライフル。さしものアーテーも迂闊に荷電粒子砲を使うことができなくなった。

      　アーテーの進行速度が速まった。敵部隊を速攻で潰さないと、危ないと判断したのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「解析を急げ！ ライフル程度の小口径でアーテーの装甲を抜くなど……」

      　さしものカストルも声を荒らげた。

      　世界を揺るがす兵器の登場だ。あんな代物、シルエットが携行してよい兵器ではない。

      「貫通してから爆発だと？ ふざけるな。徹甲榴弾なら中途半端すぎてアーテーの装甲を貫通など不可能。徹甲弾なら外観で確認できるほどの爆発など視認できまい。違うかヴァーシャ」

      「仰る通りです。相当な異常事態が発生しています」

      「ヴァーシャ。アルベルト。思い当たる兵器は？」

      　沈痛な表情でかぶりを振るアルベルト。ヴァーシャも興味深く画面を見入っている。

      　映し出されている画面はアーテー視点のものだ。遠目に四脚のシルエットが長大なライフルを構えている。

      「皆目見当がつきませんな。レールガンでもなさそうです」

      「管制ＡＩ。推測を話せ」

      　ヴァーシャが宇宙空母の管制ＡＩに命じる。

      『推測不可能です。我々の製造可能な火薬の類いで、あのサイズに納めることは不可能と思われます』

      「推測すら不可能、か」

      　カストルが苛立ちを隠せない。

      「砲撃に関して砲撃卿がわからないのです。私にもさっぱりです。惑星間戦争に該当の武器はありましたか？」

      「あるわけがない。あれを倒せた兵器は限られる。超高性能のシルエットがブレードで切り刻むか、大型戦艦の荷電粒子砲か、それこそ体当たりぐらいなものだ。シルエットが携行できる兵器では歯が立つはずもない。アストライアが惑星間のバランスを崩した要因でもある」

      「でしょうなあ……アシアの知識か？ 他の構築技士にも渡さないほどの技術があった、と」

      「そういえばアシア二体目が解放されたときに技術解放はなかったな。アシアの解放がいくら進んだとはいえ、解除制限項目など知れている。増えるわけがないから当然といえるが」

      「真相は違った。わずかに増え構築技士が秘匿した可能性はあるな」

      「それは確かに」

      「なんらかの手段でブリコラージュしたということか。高性能ＡＩの解析さえ許さぬ天才がいた、と」

      　三人は画面を食い入るように見入る。

      　現用兵器でアーテーを破壊できるかどうかを。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　射程に入った瞬間、戦闘速度を上げる三機のシルエット。数多くのマーダーを飛び越え、一気に加速する。

      　超音速に達する速度。時速千三百キロ以上で地上を駆け抜けるとは思うまい。

      　加速を利用して斬撃を叩き混む。相対速度で自機にダメージを受けかねない速度だ。タイミングは極めてシビアだが、彼らは難なくこなしていた。

      　そんな繊細な操作ができるパイロットなど数えるほどしかいない。この場にいる三人は、該当する数少ないパイロットなのだ。

      　アクシピターが先陣を切る。懐に飛び込んで荷電粒子砲を兼ねている右腕を斬り飛ばそうとするが、一振りの斬撃では破壊できない。ひび割れを入れることが精一杯であった。すかさず距離を取り、空に向かって上昇する。

      「コウ！」

      「はい！」

      　コウの五番機がタイミングをずらして飛び込んできた。兵衛の狙った箇所を違わず斬りつける。サーボモータと装甲筋肉の合わせ技が生み出す破壊力と孤月の斬れ味が重なり、巨大な腕を両断する。荷電粒子砲を兼ねた鋏は吹き飛んだ。

      「次は私です！」

      　フラフナグズが飛び込み頭部を狙う。このセンサーは優秀だ。無造作に振るうグラムは破砕する攻撃と化す。発光した刃、その斬れ味はそのままに。この破壊力を生み出すものは芯金であるタンタル。最も質量がある重金属の一つ。

      　両腕から背中まで、五十本以上の装甲筋肉が限界まで振り絞られ、放たれる。高性能センサーであるアーテーの巨大な頭部は大きく割れ、破片が飛散した。

      　アーテーは狂ったように尻尾を振り回し、荷電粒子砲を発射する。後方を支援しているクアトロ隊が巻き込まれ、大ダメージを受けていた。

      「みんな、まだ油断はするな。離れろ！」

      　コウが指示する。電磁装甲は荷電粒子砲対策も兼ねてある。そのための金属水素が生み出すプラズマなのだ。その威力はレールガンの十数倍もある。範囲も広い。

      「クアトロ隊一部撤退します！」

      　無念そうに呟く犬耳の娘。今の攻撃で機体を溶かされた者もいた。

      「皆！ 援護射撃に切り替え。用意！」

      　にゃん汰の号令をともに、隊員のシルエットは支援射撃に切り替える。荷電粒子砲を警戒して距離を取る。そうすれば威力が減衰される。アーテーにダメージを与えられる武装を持っているシルエットはアキとにゃん汰のみ。コウは斬った方が早い。

      　背面に回り込んだ兵衛のアクシピターが狙いをつけ、左手で指定された部位を斬るが弾かれる。そこは予想通り。そのまま脇差しを投げ捨て両手で刀を構え突き刺すが、応力を集中させた突きさえも弾かれた。

      「やっぱり硬えなぁ！」

      　わずかに傷が入った。達人の斬撃は不可能を可能にする。その傷は値千金。天空にいるフラフナグズが剣を構え、そのわずかな傷に狙いを定める。

      　重力を利用した位置エネルギーも加え、その裂傷にグラムを突き刺した。衝撃で機体ごと跳ね飛ばされそうになるが、突き刺さった両手剣に掴まりしがみつく。

      「クルトさん！」

      「浅かったかっ」

      　アーテーの頭部に近い背面だ。尻尾も届かない。周囲のマンティス型がレールガンを一斉にクルトに向ける。

      　フラフナグズは装甲筋肉を最大限に稼働させ剣を食い込ませようとする。

      「クルトさん！ 離れて！」

      「ダメです。ウィスを通さなければ剣など、ただの鉄塊にすぎません。このまま貫きます！」

      　剣が半分以上突き刺さった時、マンティス型の射撃が止まった。アーテーの装甲筋肉から流体の金属水素があふれ出す。ケーレスは誘爆を怖れたのだ。

      「く……あと少し……」

      　この剣先に向こうに金属水素生成炉とリアクターがある。

      「伝説によるとグラムは選定の剣。選ばれし者しか抜けなかったそうです。今は抜かれては困る……」

      　覚悟を決め、そのまま剣に力を込める。フラフナグズでしかできない力業だ。

      　マンティス型が強制排除を試みるべくアーテーの体を登ろうとするが、コウと兵衛がその動きを阻止する。

      「クルトさん。そこまでで大丈夫です！ あとは私がやります。みんな！ 私が合図したら離れて！」

      　低空飛行で加速するサンダーストーム１がやってくる。ブルーだった。

      「対艦ミサイルか！」

      　超音速で駆けつけたサンダーストームだが、一度急上昇し、高度を取る。対空レーザーとレールガンの集中砲火だ。人工太陽のせいで二千メートルも上がることはできないが、十分。今度はアーテーに向かい急降下を試みる。

      　ワイヤー誘導式の対艦ミサイルを全弾発射するものの、それらはレールガンによる対空砲火の前には無力だった。放ったミサイルは破壊されていくが、ブルーは急降下を続行する。

      　アーテーが左手を掲げ光線をブルーに放つ。荷電粒子砲が直撃しサンダーストームは爆発、機体は四散した。

      「ブルー！」

      　コウの叫びが響く――

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　爆発の中、美しく鮮やかな機体が飛び出した。

      　がくんと機体内のＭＣＳが大きく揺れ、ブルーの体にベルトが食い込む。

      　それは飛行用シルエット。サンダーストーム１のみ許された、ブルー専用の高速飛行型シルエット〔カナリー〕。

      　プラズマバリアを張り、爆風を無効化したカナリーはウィングを広げ飛行を開始する。

      「籠のなかのカナリアは解き放たれた」

      　ブルーが呟く。両手に構える武器は、アンチフォートレスライフル。

      　肩に載せて構えるように設計された、ブルー専用にフォーカスされた対物ライフルだ。

      「最高のガンスミスと至高のワイルドキャットが造り上げた対要塞ライフル。アーテー。あなたに耐えられるかしら？」

      　不敵に微笑み銃を構える。荷電粒子砲は連射できない。その破壊力ゆえ充電に時間がかかるのだ。

       　照準の狙いが定まらない。狙う箇所は決まっていた。グラムが突き刺さっている場所でいい。クルトが刺し穿った急所。これなら確実に破壊できる。

      「私はフェアリー・ブルー。この状況の狙撃などたやすい」

      　彼女は呟く。これは一種の暗示。ＭＣＳの補正と勘に頼らざるえない状況。

      「砲弾の選択。目標はあの大剣が穿った破砕孔。徹甲榴弾を選択」

      　不安定な足場すらない、限られた時間での狙撃。

      「姿勢制御ＯＫ。射撃後爆風予測、回避プログラム作動。妨害対空射撃、問題なし。照準合わせ」

      　一つ一つ行うことを確認していく。

      　視みえた――狙い撃つべき場所をＭＣＳは示した。

      「お願い。避けて！」

      「総員！ できるだけアーテーから離れるんだ！」

      　ブルーの合図とともに、フラフナグズがアーテーの背後から飛び去る。

      　五番機とアクシピターも同時に加速し、走り出す。

      　援護射撃していた各機体も逃げ出すように距離を取る。コウは総員といったのだ。

      「さようなら。破滅の女神」

      　ブルーが引き金を引くとともに、着弾した――位置エネルギーを利用した弾頭はさらなる威力を叩き出す。アンチフォートレスライフルの反動に、カナリーは天空へ吹き飛ばされた。

      　アーテーが一気に赤熱化し膨らんだ。直後に大爆発が起きる。

      　巨大な雲が天を貫き、人類は破滅の女神を人型兵器のみで破壊するに至ったことを証明してみせたのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「アーテーよりシルエットのほうが上と証明されたな」

      　カストルは落ち着きを取り戻した。取り乱している場合ではない。冷静に分析を行おうとしている。

      　損害は著しい。二人の構築技士はある程度予測してカストルに進言していたのだ。その進言をもとに事前予測は評議会に提出してある。それが幸いだった。

      「アストライアは紛れもなく本物だ。あやつならアーテーの弱点もしっておろう。我らの奥の手も対策していたに違いない。それは想定外と断言してやる。お前たちに責任はない」

      「そう仰っていただけると助かります」

      　ヴァーシャも謝意を示す。他の半神半人の配下ならば即座に処刑されていてもおかしくはないのだ。

      「シルエットの重要性はさらに高まった。君たちを評価した私の実績も上がるというものだ」

      「半神半人内では平等なのでは？」

      　アルベルトが思わず聞く。絶対平等を追求し石にまでなったストーンズに権威の上下があることは不思議だ。

      「そんなもの建前にすぎんよ。人間の肉体を得ている以上個体差に直面する。すべてが平等だといっても組織を運営する以上、個の優劣は絶対に避けられまい。難儀な矛盾よ」

      「明らかに劣る案には従いたくありませんからね」

      　ヴァーシャも苦笑する。かつての地球で心当たりがあったのだろう。

      「与えられる肉体がせめて統一できたらまた話が変わったのだろうがな。表向きは平等といっても組織は動く。基準を定めるとすれば実績しかあるまいよ」

      「行動した結果ということですな」

      　アルベルトが納得する。機会が均等であり、誰かが率いることになるなら、実績主義になるだろう。

      「その通り。気にくわない肉体なら再申請すれば破棄できるのだ。個体が平等ではなくとも機会は与えられる。発言権を増すには徹底した実績主義になる。結果主義とは違うな。実績に対しての組織への貢献度と言えようか」

      「なるほど」

      「与えられる要塞エリア、防衛ドームも均一で揃えることなど無理だ。管理する人間とて優秀な人間だけとは限るまい。実績を残し己の個体は効率がよい存在だと評議会に明示せねばならん」

      　半神半人たちの特異な関係性であった。アルベルトには平等であることを追求しすぎて自家中毒を起こしているようにも見える。そのおかげで彼らは評価されアルゴナウタイの組織に入ることもできたのだ。

      「たとえこの戦が負けても一定以上の評価は得る。この結果を得なければストーンズは時代遅れのマーダーを生産し続けることになっていたかもしれんからな。つまり私の勝利条件はすでに一定以上満たされた」

      「ならば次は完勝ですね」

      「欲張りだなヴァーシャ。このままやられっぱなしは確かに面白くはない。期待はしているぞ」

      「ありがとうございます」

      　惑星間戦争時代の超兵器ともいうべきアーテーはことごとく破壊された。

      　最後にはマーダーの大軍団と最後のアーテーがいる。

      　ヴァーシャは彼らの次の策が見たかった。マーダーなどメタルアイリスの手の内を晒すためには安い代償だ。

      　その犠牲は彼が生み出した兵器群の糧となるのだ。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「最高のガンスミスと至高のワイルドキャット、か。褒めすぎにゃ、ブルー」

      　にゃん汰が苦笑するがまんざらでもないようだ。

      「そんなことよりアレを説明してよ！」

      　未だ天を衝く火柱を上げるアーテーにアキが答える。戦闘中だがアーテーの周囲が完全に破壊されている。

      　掃討はさしたる時間もかからず、すでに完了した。

      「構造的にあの箇所を炸薬で破壊するとアーテー内部の金属水素が誘爆します。ＭＣＳと違って安全装置はありませんからリアクターが生きていて、金属水素生成炉が溶解するまで燃料が爆発し続けるのです」

      「アンチフォートレスライフルの威力じゃないの？」

      「いくらなんでもあそこまでは無理です」

      「でも！ アーテーの装甲を貫ける火器とかありえないし？」

      「クルトさんがあらかじめ装甲に亀裂を加えてくれたからできたのです」

      　同僚たちの疑問はもっともだ。説明することにした。

      「砲弾自体は九十ミリ砲弾の改良型。侵徹体に電子励起爆薬を使用しています。徹甲榴弾のような現象が生じる理由はそれです」

      　装薬は砲弾の推進剤であり、炸薬は砲弾に入っている燃焼効果を狙う爆薬となる。

      　電子励起爆薬とは電子励起状態になった物質を化合させて製造する新世代の火薬だ。

      　地球では金属ヘリウムで研究されているが金属水素でも同様の化合は可能。アシアの技術提供によってようやく作り出せた物質の一つ。

      「徹甲弾なら炸薬いれとくスペースないよね？」

      「ええ。普通の徹甲弾ならダーツの矢状の侵徹体を使います。ですがアンチフォートレスライフルは二重の侵徹体になっていて、本命は電子励起爆薬に調合した流体金属。その流体金属が針のようになって装甲を貫通。表面温度が一定になったら爆発します」

      　砲弾の侵徹体は装甲に衝突した際、疑似流体状になり装甲を貫通する。この特性上、侵徹体の長さによって貫通力は決定する。タングステン合金よりタンタル合金のほうが侵徹体に適している理由は、質量があり変形しやすいからにある。

      　純粋な理論上は流体金属のほうが望ましい。そこでアンチフォートレスライフルの砲弾は流体金属である金属水素を侵徹体に採用したのだ。

      「あり得ない爆発したけど？」

      「ＴＮＴ換算で十トン分はあるでしょうね」

      「九十ミリ砲弾の侵徹体で一トン？　どんな効率してんのよ！」

      「電子励起爆薬一トンでＴＮＴ火薬比五百トンですから」

      「金属水素がＴＮＴ火薬で五十倍だから、さらにその十倍か……」

      「本来なら励起状態を維持する時間も極めて短いのですが、発射寸前までウィスを通すことで維持できるのです」

      　呆然と噴煙を見るセリアンスロープたち。

      「装薬には本体から供給される金属水素を使っています。これで水素ガスの燃焼速度の限界値に近い数字を叩きだし、初速は秒速十キロ。マッハ二十六。レールガンも上限はありませんが実用速度は軽ガス砲弾と同程度。破格の初速を生みます」

      　軽ガスガンの理論値の上限も秒速十一。マッハ三十四前後と言われている。

      　コウのいた二十一世紀でも、極小の飛翔体を秒速九キロで飛ばすことは可能だったがそれは学術レベルの実験成果。兵器転用など考えられない状態だったのだ。

      「励起した金属水素の爆発より弾速が早いにゃ。爆発するより矢が先に進んでいく状態。表面から削られて誘爆していく徹甲榴弾となっているにゃ」

      「さらりととんでもないこと言わないでくれる!?」

      「とくに装薬は苦労したにゃ……安定性や燃焼速度のシミュレーションいっぱい重ねたにゃ」

      　砲弾の推進剤に使われる無煙火薬は二十一世紀の地球時代でも極端な発達はしていない。ニトロセルロースかニトロセルロースとニトログリセリンを加えたもの、三種類のニトロ基剤を加えたものが主な装薬だ。一八九〇年代から使われており、新しい無煙火薬は二十一世紀まで登場しなかったことからもわかるだろう。

      　二〇一七年に入りヘキサニトロヘキサアザイソウルチタンという基剤が加わったが採用例は少ない。この基剤を用いてようやくＴＮＴ換算で二倍、その時代の最高効率を発揮している。

      　砲弾に強力な装薬を詰め込めばいいというものではなく、装薬の燃焼速度や均一性の問題など、砲弾に関する安定性が重要だったのだ。

      　惑星アシアの転移者企業はこの状況を打開するべく、二十一世紀に研究中だったレールガンと燃焼式軽ガスガンをＡＩのサポートを借りて解決を図った。基礎理論はすでに構築済み。超技術的なものは不要だったことが大きい。

      「なんでアーテーの電磁装甲にぶつかったとき、爆発しないのよ！ プラズマで誘爆しない金属水素とか怖すぎるよ！」

      「電磁装甲の誘爆を防ぐためにも二重構造になっています。電子励起変換はウィスを使って銃本体で行います。注入する電子励起状態の金属水素の量で徹甲弾にするか、徹甲榴弾にするか選べるのです」

      「変なチート武器創らないで。量産予定は？」

      　みんなが一斉に通信を開く。自分も使ってみたいセリアンスロープたちだった。

      「金属水素生成炉の機体でなおかつ、装甲筋肉採用の機体でしか使えない代物です。あとこの武装自体、超高級シルエットと同程度の価格がネックで……」

      「量産は無理かあ」

      　通信を開いていた全員が残念そうだった。

      「対戦艦の金属水素貯蔵庫狙いや要塞エリアのシェルター破壊には便利ですよ。コウが遠距離苦手ですから補うため。仕方ありません」

      「またコウさんかよ！ それが怖いってーの！」

      　さらりと物騒なことをいうアキに、周囲のセリアンスロープは恐怖した。

      
        

      

      「任務完了」

      　カナリーは緩やかに飛行する。対空砲を放つケーレスも全て誘爆に巻き込まれて消し飛んだ。

      「ごめんね。サンダーストームを壊しちゃった」

      　ブルーがコウに通信を送る。コウは苦笑しながら、首を横に振った。気にしていないようだ。サンダーストームでもっとも高価な部品はカナリー本体。気にするわけがない。

      　先ほどから妙に無言を貫いているコウ。ブルーの名を叫んだことが恥ずかしかったのだろうか？ そう思ったら微笑ましくなった。

      「どうしたの？ 通信機がおかしい？」

      　そこへアストライアから通信が入る。エメだった。エメがタブレットを掲げている。

      「エメ……提督？ え？ ラジオのマイク入っている…… え？ 嘘！ きゃあ！ ごめんなさい！」

      　サンダーストーム爆発時の衝撃でラジオのマイクをオンにしてしまっていたらしい。

      　慌ててマイクを切る。二度目の過ちだ。

      「まさか！ あの呟きを聞かれたってこと……」

      　もっとも怖れる事態が待ち受けていた。

      「聞こえていた。フェアリー・ブルー」

      　無慈悲にコウが答える。戦闘は継続中だ。

      「コウ！ 教えなさいよ！」

      「俺の声なんかラジオで流せるかっ！」

      「だから妙に無言だったのね！ 覚えてなさい！」

      「それは八つ当たりだ！」

      　群がるマーダーを破壊しながらも、二人の言い争いを微笑ましそうに眺めるクルトと兵衛がいた。

      「うぅ、誰か助けて……」

      　力無いブルーの呟くもむなしく、この日からフェアリー・ブルーの名は惑星アシア全土に轟いた。

      　ラジオ生放送中に一撃でアーテーを破壊した、伝説の狙撃手として。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　各地の戦場も激戦が続いていた。

      　アントワーカー型が索敵し戦車を発見。その結果をもとにアントコマンダー型とマンティス型が戦車に奇襲を仕掛ける予定だった。アントコマンダー型が先に吹き飛んだ。周囲からシルエットが突進する。遭遇戦に突入したのだ。

      「お前ら程度には負けてられねえ」

      　ベアに搭乗している傭兵が不敵に笑いながら肩に担いでいる滑腔砲かっこうほうを発射した。旧式機扱いとはいえ、まだまだ現役だ。名もなき傭兵も奮闘しているのだ。メタルアイリスの傭兵のベアは次世代戦闘環境にあわせてアップグレードプログラムを実行することが推奨されている。重武装化ヘビーアーマードプランが人気だ。

      　胸部と胴体まわりを電磁装甲化する追加装甲キットを施し、高威力火器を持たせたシルエットとして最前線に対応できるように強化されている。旧式機は普及率も桁違いであり豊富な強化プランが用意されている。それだけでビジネスとなるのだ。メタルアイリスは主力がラニウスＡ１型などに乗り換え、状態の良い中古も格安で多数出回っている。

      　Ｐ３３６要塞エリアは重工業地域でもあり、強化オプションも豊富。

      　初期にメタルアイリスの傭兵になった者は、駐屯地として設立されていた場所で哨戒任務にあたり経験も積んでいる。フユキがコウに告げたＲＰＧ初期村での育成のような育成環境の整備が、短期間で実戦投入できる兵士を生み出した。

      　アップグレードプログラムを適用できないシルエットの傭兵は、補給任務へ就くよう推奨されている。軍隊を構成する人員、機材の八割は兵站関係なのだ。

      「ライフルも便利だが、やっぱり滑腔砲が便利だな。弾代さえなんとかなりゃ言うことなしだが」

      「携行レールガンが買えるまで頑張ろうぜ」

      　傭兵たちにとってコストも死活問題だ。メタルアイリス直属隊員のような支給品ではない。

      　主武装は大口径の肩打ち式百二十ミリ滑腔砲を装備している。オプションとしては百五十ミリ滑腔砲も用意されているが、装弾数の関係で百二十ミリが人気だ。

      　この滑腔砲ならばアントコマンダー型やマンティス型の高次元投射装甲にもライフルよりは有効である。本来であれば対シルエット戦を想定していたのだが電磁装甲の普及に伴い生半可な弾では装甲を抜けなくなった。このような場合、砲の大口径化が進むのだ。百二十ミリ砲では手持ちとしてのライフル状武器に納めるには難しい。

      　だからこそ肩打ち式の両手持ち専用滑腔砲が普及し始めた。同様のロケットランチャーよりも装弾数が多く、砲弾の選択の幅も広い。

      　砲身も長く取り回しは厳しいが、運動性を捨てているベアやグリズリーなど重量機体には相性がいい。同様に重武装化プランが適用されたシルエットは肩打ち式の滑腔砲を装備している。

      「よくやってくれた！」

      　戦車に乗っているファミリアが謝意を表明しながら、攻撃に参加する。

      「いいってことよ！ やっちゃってくれー！」

      　シルエットは八メートル近くある。その高さを生かしアントワーカー型たちを発見していたのだ。人工太陽のせいでレーダー機能は大きな障害を持っている。遠くから見渡すという点において人型兵器の欠点は利点となる。前線観測員ではなくとも視認や哨戒は重要なのだ。

      「はやく稼いで機体を買い換えないとな！」

      　直接メタルアイリスに入った傭兵は支給機体をレンタルで搭乗可能。作戦に参加している傭兵は金さえ出せばユリシーズから装備も購入できる。機体が貧弱なものは後方任務優先ではあるが、彼らのように戦果を稼ぎたい傭兵は最前線にいるのだ。

      「もっとおかわりほしいところだねえ！」

      　別の傭兵の声に応えるように無数のマーダーが群がってくる。だが射程外から戦車のレールガンが火を噴き、肉薄しようとするマンティス型をシルエットが滑腔砲を用いて排除していった。

      「きたきた！ くたばりやがれ！」

      　マーダーはシルエットの排除を試みようとするが、今度は戦車が盾となる。シルエットもしゃがめば十分戦車を遮蔽物として利用できるのだ。

      　戦車に随伴した歩兵部隊ならぬ機兵部隊は、侵攻してくるマーダーを連携し撃破していった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「うぅ……」

      　ブルーがアストライアの戦闘指揮所の椅子に膝を抱えてうずくまっている。

      　狙撃時のやらかしが原因だ。

      「落ち込まないの。フェアリー・ブルー」

      「さりげなく追い込むのやめてくださいジェニー」

      　そんな彼女たちをコウとにゃん汰とアキ、エメが微笑ましくみている。

      　先ほどまで通信で話していたバリーも、そんなブルーをおかしそうに見ていた。珍しいらしい。

      「大変好評よ？ おかげでＴＶ出演やラジオゲスト依頼が殺到している。マネージャーとして鼻が高いわ」

      「誰がマネージャーですか。私たち、ユリシーズの防衛軍ですよね？」

      「ユリシーズがスポンサーにつくぐらいの人気アイドル間違いなしってことね！」

      「勘弁して……お願い……」

      「真面目な話、グラビアの話まで来ているからね？」

      「すぐに断ってください！」

      　必死なブルー。だがコウが食いついた。

      「グラビア！ いいじゃないか。見たいな」

      「背中から撃つわよ、コウ」

      「まあまあ。コウだって男だ。綺麗な女の子のグラビアぐらいみたいよな」

      　バリーが茶化すように援護する。

      「そういう男子トークはよそでやってください」

      「みたい。ほら相方の女の子の、ふだん見ることがない側面をみたいなーなんて」

      　相方と思わず使ってしまう。言ってみて気恥ずかしくなったのか、そっぽを向いた。

      　そのせいで気付けなかったが、若干ブルーの頬が赤くなり、にゃん汰とアキの額がひくついている。

      「オーケー。ボス。マネージャー権限で受けましょう！」

      　その隙を見逃すジェニーではなかった。コウの意を汲むべく行動する。

      「助かるジェニー」

      「なにが助かるんですか。だいたい私みたいな人形みたいな女より、谷も山もあるジェニーのほうがグラビアに向いているわ」

      「私は歳が歳だしね？」

      「黙りなさい。年齢っていったら私なんてどうなる……の……」

      　しまった、と声が聞こえてきそうなブルー。　

      「そうか。ブルーはネレイスだから」

      　外見が十四、十五歳ぐらいだ。年齢を考えると倍近いはずだ。今まで気にしたことはなかったコウだが、改めて考えるとやはり気になる。

      「そうね。ブルー先輩にはお世話になりました。私の先生はブルーなんだよね」

      「墓穴を掘ったな、ブルー。らしくない。コウに相方といわれてよほど動揺したんだな」

      　微笑むバリー。これはよいことなのだ。

      「ふ、ふん！ そうですよ。今年で二十八です」

      「傭兵歴も十五年近いよね。ブルーは。懐かしい。しごかれたもの、私」

      　ブルーの昔話を教えてくれる理由は、ジェニーなりのサービスだろう。隠すようなことでも恥ずかしいことでもない。

      「ネレイスだと問題ないじゃないか。実年齢だと……」

      「コウ。女の子に年齢の話はしないこと。デリカシーがない。私は千歳以上になる。もっというなら、それ以上年齢に触れると、にゃん汰とアキも傷つく。そこまで」

      　エメがぼそっという。圧があった。

      「わ、わかった……」

      　鬼気迫るものを感じ、これ以上この話題に触れることはやめたコウ。女性陣が駆け寄りエメを抱きしめた。

      「なんていい子なの、エメ」

      「エメ。えらいにゃあ。今日は一緒に寝るにゃあ」

      「エメ。今日は食べたいもの、ありますか？」

      「ビッグボスもエメ提督には形なしね」

      　そんな彼女たちをみながら、バリーが告げる。

      「ブルー。しばらくは要塞エリアでラジオ放送が主任務になるからな。よろしく頼む」

      「え？ なんでですか？」

      「お前の放送場所で作戦場所がダダ漏れになるからな。決戦時にはいいんだが」

      「確かに。変に注目を浴びていますからね。私がラジオしている場所がＰ３３６要塞エリアなら動いていないと判断される可能性すらあると」

      「そういうことだ。グラビア撮影に関しては戦闘が終わってからでいいさ」

      「しません！」

      　断言するブルー。

      「えー……」

      「えー……」

      　ジェニーとコウが不満の声を漏らす。

      「だいたいですよ。コウ。私がカメラマンにいたずらされたらどうするんですか。そういうこと、多いと聞きますし？ いいのですか？」

      　コウが顔色を変えた。

      「ジェニー！ 撮影時は女性スタッフを厳選。極力ファミリア、ジェニー同伴で。それ以外は断ろう！ 青と白の二トーン背景だけはやめてくれ！ 自然なやつで！」

      「最後の青白二トーンだけ意味はよくわかんないけどオッケー、ボス！ 決まりね！」

      「決めないで!?」

      　いつまでも続く言い争い。バリーはエメ、にゃん汰、アキたちに目配せをする。あとは任せた、と言いたげだ。

      　コウが気付いたときにはすでにバリーの通信は切れていた。

      
        第四章　オペレーション『Ｐ』

      

      「アーテーはどうだ？」

      「地上艦隊旗艦として進軍中ね」

      　バリーはアーテーの位置をレーダーに映す。Ｐ３３６要塞エリアに直進していた。

      「フユキ。どうだ？」

      「対策はすでに行っております。ヴォイさんたちのドリル部隊と共同で」

      「やはりドリルか……」

      　ドリルを制するものはアシアを制する。最初のアシア救出も決め手はドリルだったのだ。

      「真顔で変なこと言わないの」

      　二人の会話にジェニーが苦笑する。

      「司令！ 緊急事態です！ 偵察部隊より、緊急通信です。撃墜されましたが、最後の映像が……」

      　セリアンスロープが緊迫した声をあげる。

      「映せ」

      　画面に映った複眼。徐々に全容が明らかになる。それは巨大なマーダーだった。メタルアイリスも初見となる機体だ。

      　かなり遠距離から撮影したものだろう。軌道エレベーターが遠目に見える。

      「これはアストライアの資料にあった……可能性として示唆されていた、敵の切り札」

      「最初に開発された百メートル級大型マーダー、エリスだ。モデルとなった昆虫はスズメバチ。全てのマーダー行動プログラムはあいつがオリジナルとなる」

      　エリス。争いと不和の女神とされる。アストライアに渡された資料に、出現する可能性のあるマーダー候補として名称は挙がっていた。

      「無数の飛行型マーダーを連れているはず。死蔵していたマーダーが稼働したということね」

      「アストライアも、出てくる確率は半々だといっていたが、アーテーに合わせてくるか」

      「低空飛行のホーネット型ケーレスなんて、対戦車ヘリみたいなもの。厄介なことこの上ない……」

      「あのばかでかい本体が一番厄介だ。あの尻尾の毒針もどきはプラズマラム発生装置らしい。どんな装甲もパワーとプラズマの高温で破壊する」

      　そこに通信が入る。ロバートだ。

      「俺が待機していてよかったぜ」

      「本当にそう思う。アーテーとエリスの低空と陸上の二面作戦でくるはずだ。くそ、こっちが航空戦力を封じられているのをいいことに」

      「まだ残ったマーダーを掃討中だろう。海は頼んだぞ。陸はなんとかする」

      「状況に応じてそっちに飛んでいく」

      　海岸沿いの三隻も飛行して移動することはできる。罠の可能性も高く、護衛の航空機を上空に飛ばせない以上、危険だった。

      「地上部隊は順調に迎撃しているよ」

      　リックからの通信。彼はずっと現場で指揮をしているのだ。

      「ユリシーズ王城工業集団公司からの応援戦車部隊千輌に支援部隊が来てくれた。ファミリアの主力戦車が中心の部隊だ」

      「ウンランさんか。この後の応援も予定している。大兵力だな。感謝しかない」

      　陸戦で戦車は重要だ。アントワーカーが群れを為しても倒せない。サポートする傭兵のシルエットと組み合わせれば、相当な戦闘力を発揮する。

      　傭兵もまたシルエットで矢面に立たなくて済むので安心するのだ。この地上部隊の応援部隊も相当なものだった。

      「アーテーとエリスは二人に任せた」

      「わかった。フユキ。いくぞ。勝負は一瞬だろう」

      「そうですね。アーテーの進軍に合わせるとして。エリスは飛行して数時間もあれば到着するでしょう。あと一時間圏内が勝負です」

      　ロバートはフユキに確認を取る。ロバートが空を。フユキがアーテーに対する作戦を敢行することになる。

      　巨大兵器同時迎撃作戦が始まろうとしていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　大気圏内での活動を想定し創り出されたこのマーダーは、複数の対空レーザーを持つ他に、毒針に相当する部位にプラズマラムを持つ。

      　超高温のプラズマをまとった鋭い針は要塞エリアのシェルターはもとより、一キロ級戦艦さえも容易く破壊するほどの威力を誇る。

      　厄介な敵機もいる。護衛機でもあるホーネット型だ。電磁装甲式であり今まで金属水素の供給がなく、停止していたはずのケーレスである。エリスと同様の機能を持ち毒針代わりのプラズマラムで敵機を破壊する飛行型近接機体だ。その数約二百機。低空を飛び回る、非常に厄介な敵だった。

      「まずいぞ、あのホーネット型は！」

      　傭兵が乗るシルエットが後退する。プラズマラムに電磁装甲は意味をなさない。一種の近接貫通兵器だ。

      　撃墜しようと対空装備の半装軌装甲車が援護に回るが半装軌装甲車も側面を取られ、破壊される。その姿に違わずスズメバチのごとき運動性だった。

      　マンティス型やアントコマンダー型を想定して大口径火器を装備していたシルエットが多かったのも災いした。副兵装であるアサルトライフルやカービンに持ち替え牽制するが、電磁装甲に阻まれ有効打にならない。だが、彼らにも強力な援軍がいた。

      　低空から急上昇した影は戦闘ヘリコプター。複合型ヘリコプターで推進式ダクテッドファンを二機装備している。

      　ファミリアが駆るスズメバチだ。低空の機動性なら戦闘ヘリも負けてはいない。

      　最高速度にこそ難はあるが、ホーネット型とほぼ互角。最高速度は六百キロに近い速度が出せる。

      「攻撃ヘリは使いやすいなー。コウさん、需要が少ないといっていたけど」

      　柴犬型ファミリアがつぶらな瞳でホーネット型を対空ミサイルで撃墜した。

      　攻撃ヘリコプターは二十一世紀、歩兵の対空攻撃の充実と脆弱性の問題から急速に廃れつつあったが、運用方法の変更により生き残った。コウが電磁装甲を採用したとき、真っ先に開発した航空機が偵察用の観測ヘリと、攻撃ヘリであった。

      　これはシルエット戦とマーダー戦における航空戦力の希薄さゆえ。シルエットベース周囲を哨戒するために作ったのだ。機動力がある航空機があれば便利だろうという程度のものであり、少数生産に留めた。敵味方ともにこれほど航空機を量産する時代になるとは、コウも予想していなかった。

      　低高度の航空支援のため攻撃ヘリコプターが必要と判断されたあと、アシアが増加生産に対応してくれたおかげで配備が間に合った。

      「側面に回り込んだね？ そう簡単にはやらせないよ！」

      　加速と急上昇でホーネットの機動に対抗する。本来ヘリコプターの最高速度の理論値は四百キロ程度。別途の推進機構を取り付けることにより、その限界を破ることができる。

      　犬型のファミリアが薄く笑いながら側面に回り込んだホーネット型に正対する。

      　そのまま機関砲を発射しつつホーネット型の側面に回り込み、対空ミサイルを発射する。電磁装甲に阻まれたとはいえ対空ミサイルでバランスを崩すホーネット型。そこに地上の戦車からレールガンの主砲を打ち込まれ大破した。

      　コウは当初、子供の頃みたドラマの影響でジェット推進を用い補助しようとしたがアストライアに止められた。その構造を採用するならば低速の戦闘機をブリコラージュしたほうがいい。ジェット推進と回転翼では得意な高度が違うのだ。

      　一機落とされた仲間の復讐か、そうプログラムされたのか。多くのホーネット型が戦闘ヘリに群がってくる。

      「まずいぞ！ 敵機の数が尋常じゃない！」

      　シルエットのパイロットが悲鳴をあげる。その声に応えるべく、颯爽と現れる攻撃ヘリ軍団。その数二十機。

      「みんな近づくなよ！ 遠くから撃ち殺せ！」

      　狐型のファミリアが味方に指示する。対空ミサイルで牽制し、ガトリングガンで相手の装甲を確実に削る。いくら電磁装甲でも、被弾し続ければ無傷ではすまない。

      「こちらサンダークラップ。支援攻撃に参加する」

      　秋田犬型のファミリアが重攻撃機サンダークラップに乗ってやってきた。重ガトリングがうなりをあげホーネット型ケーレスをスクラップにしていく。

      　高高度が封鎖されているなか攻撃ヘリコプターは絶大な能力を発揮している。直接戦闘のほかに哨戒任務、最前線の敵位置情報を地上の戦車部隊やシルエットと連携、共有するのだ。シルエットたちが援護に入り、火力を集中させ、迎撃する。

      　離れたところでは、対空車両も攻撃に参加する。地上と空中の連携を取り機動力の高いホーネット型相手に、メタルアイリスと傭兵たちは確実に撃破していった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「エリスは、あとどれぐらいで到着する？」

      「あと二十分程度と思われます。Ｒ００１要塞エリアからまっすぐにＰ３３６要塞エリアへ向かっているようです」

      「わかった。レールカタパルト用意！」

      　宇宙港も兼ねている、巨大な水面。その場所にはレールカタパルトがある。その場所にアリステイデスは停泊していたのだ。海では無く錨を使っていないので錨泊ではない。水中から巨大なカタパルトがせり上がり、備え付けられたアリステイデスがレールにのってわずかに進む。所定位置についたところで停止した。

      「レールカタパルト、発進準備完了です」

      「オーケーだ。これからは無茶な作戦が始まる。退艦希望者は今のうちだぞ」

      　誰も返事をしない。皆、ロバートを信じていた。

      「本当にいいのかよ、お前ら」

      「いまさらですよ。艦長殿」

      　猫型のセリアンスロープの女性が苦笑する。他の猫型ファミリアたちは全員三毛猫だ。張り切っていた。

      「エリスが特定ポイントになったら、アリステイデスを発進させる。みんな、気を抜くな！」

      「はい！」

      　戦闘指揮所にいる総員の顔が引き締まる。これより前代未聞の作戦が始まるのだ。

      「エリスに対し強襲揚陸艦で空戦を仕掛けるなど。こんな体験そうできませんよ」

      「エリスが飛来するってことがまずないからな！」

      　ロバートは笑って応じる。アリステイデスをレールカタパルトで射出。エリスに対し空中戦を仕掛けるのだ。

      　宇宙艦であるアリステイデスは単独の大気圏脱出能力も、空中航行能力もある。それでも接近戦主体のエリス相手には無謀といえる作戦だった。

      「いざとなったら横をすりぬけて宇宙に逃げればいいからな」

      　空戦ゆえに交戦時間は短い。一瞬で撃墜されるか、こちらが仕掛けを決めるか。一か八かの戦術ともいえる。極力クルーを巻き込みたくはなかったのだ。

      「そういって転進し攻撃するくせにー」

      「空中で大立ち回りになりそうだね！」

      　三毛猫のファミリアたちが空中戦に期待している。彼らもまたロバートのために一緒にいることを選んだ者たちだった。

      「エリス破壊作戦を敢行する。危険な任務だが、よろしく頼む！」

      「はい！」

      　戦闘指揮所にいるクルー全員が返事をする。

      「さあ行くぞ。見せてやろうぜ。宇宙船ならではの戦い方を」

      　薄く笑うロバートの額にもまた、緊張のために汗が滲み出ていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「アリステイデス。カタパルト準備完了」

      　レールカタパルトの仰角は浅い。地平線に向かって撃つようなものだ。

      「発進！」

      　アリステイデスを射出するための大電力がレールカタパルトに集中し、巨大な船体が射出される。

      「数分で接敵だ。頼んだぞ、みんな」

      　クルーたちも画面に集中している。ロバートは司令席に座り込み、画面を食い入るように見ている。

      　敵が見えた。不気味な複眼状のセンサーがはっきりとこちらを見据えていることがわかる。

      「敵影確認！ エリスです！ 速度はマッハ二弱と思われます！」

      「こちらと同程度か。主砲用意！」

      　アリステイデスの側面から二門のレールガンがせり出す。

      「撃て！」

      　時間はない。敵が遠距離攻撃を持っていないことは確認済み。大口径のレールガンは着弾するが、やはり巨大なマーダーの装甲は貫けない。

      「敵、至近距離、至近距離まで残り一分です！」

      「対空射撃準備。対エリス戦術、想定通り準備を！」

      「はい！」

      　モニタの眼前に、エリスが迫る。一瞬で通り過ぎることになるだろう。

      「敵回避行動！ 右舷に回り込みました！ 船体に取りつきました！」

      　エリスはその巨体と速度を生かし、アリステイデスの右舷に取りつく。

      「かかった！」

      　ロバートは笑った。勝利を確信した笑みだ。

      　エリスは船体に捕まり巨大な尾を後ろにいったん下げる。鞭のような尾を振り下ろし船底を穿孔するつもりだ。

      「投錨用意！ 錨入れ！」

      　アリステイデスの右舷に備えられたハッチから一斉に錨が射出されエリスに向けて投射される。船体に捕まっていたことが運のつきだった。エリスの胴体に一瞬にして絡みついた。為す術もなく動作を封じられる。

      　暴れようにもアリステイデスに引っ張られ、吊り下げられた状態だ。加速しているアリステイデスに対し停止していたエリスが敵うわけがなかった。

      「は！ 巨大なハチが宇宙船スペースシップと空中戦をするんだ。側面の船底狙いなんてバレバレだよ！ 俺だってそうする！」

      　ロバートは予測していたのだ。空中でアリステイデスを狙う場合、どこを狙うか。それは武装などがある甲板ではあるまい。側面や船底狙いであることは明らかだ。

      　暴れるエリスは大きな口を開けてレーザー砲を発射準備に入った。

      「いまだ！ 艦対艦ミサイル発射！」

      　船底から宇宙戦闘用のミサイルサイロが開き、艦対艦ミサイルが発射され、口を開けた直後のエリスに直撃する。繊細な光学部分はもちろん、頭部の複眼も破壊された。

      　アリステイデスに吊り下げられる形になるエリス。暴れるほど鎖で出来たアンカーロープが胴体に食い込み、絡まる。

      「艦長てのは自分の艦の長所を一番わかってんだよ！ 左舷の錨入れ！ 簀巻きにしてやれ！」

      「はい！」

      　ダメ押しとばかり左舷の錨も投射されエリスを捉える。錨のアンカーロープはゴム合金のごとき柔軟性を持つタンタル合金製のチェーンで作られている。そう簡単には解けない。

      「アリステイデス！ 船首仰角最大！ 大気圏脱出モードに移行だ！ このまま宇宙まで突っ走るぞ！」

      「アンカー発射口耐熱装備、完了にゃ。エリスをぶら下げたままでもいけるよ！」

      　三毛猫型が報告し、続いてセリアンスロープの少女が報告する。

      　アリステイデスは船首を真上、大空に向けた。巨大なロケットブースターが火を噴いた。

      「ロケットブースター点火しました！ 噴射開始！ 第一次加速時間は千五百秒！ エリスを捉えた状態でも速度マッハ二十五。第一宇宙速度に入ります！」

      「衝撃備え！」

      　惑星アシアの重力を振り切るべく、アリステイデスは最大加速を行う。戦闘指揮所への衝撃はウィスの重力干渉で緩和されているが、それでも殺しきれるものではない。

      　軽い振動とともにアリステイデスはエリスを牽引したまま空へ向かう。成層圏、中間圏、熱圏を駆け抜けるように突破するアリステイデス。

      　十分も経たないうちに地上百キロに到達。惑星アシアの重力を振り切り宇宙空間に達した。加速するアリステイデスはマッハ三十五を超える。第二宇宙速度に入った。

      　遂に星の海、真空の大海原に突入する。

      　ロバートが初めて見た宇宙は思ったよりも明るく、澄んでいた。

      『宇宙空間に到達。クルーは重力調整を行っている戦闘指揮所より出ないでください』

      　ライブラ１がアナウンスを行う。

      「熱圏突破しました！ このまま加速します！」

      「よし！ このまま静止軌道までエリスを連れていく！ ライブラ１。オケアノスに通達。これより宇宙空間、マーダーとの戦闘に入る。許可されたし、と」

      『通達を行いました。戦闘許可を確認。対マーダー戦は問題がありません』

      　人間同士の宇宙空間戦闘は禁止事項の一つ。永劫に宇宙を漂うことへの忌避感によって定められた協定だ。マーダーは完全な無人兵器。この協定には違反しない。

      　外気圏に到達し眼下に巨大な惑星アシア。地表から伸びる軌道エレベーターも確認できる。進行方向の二時方向に人工太陽が見える。人工太陽も静止軌道に置かれているのだ。

      　垂直方式で宇宙空間に達したアリステイデスは周回軌道の調整を行わず、まっすぐに静止軌道を目指す。オペレーターが高度を確認しつつ報告する。

      「俺も初めてだよ。宇宙ってやつは」

      　ロバートが興奮を押し殺しながら呟く。

      　前代未聞の宇宙空間での戦闘だ。興奮しないほうがおかしい。

      『長時間慣性飛行ロング・コーストに入ります。ロケットブースター継続により時間短縮を行います』

      　ライブラ１の通達が艦内に響く。

      　いまだに暴れているエリス。宇宙空間は動き慣れていないようだ。

      「直接静止軌道を目指します。ロケットブースターを再点火。サイドスラスター、アップダウンスラスター起動。調整開始します！」

      「了解だ。油断しないようにな！」

      　惑星アシアの静止軌道上に到達したアリステイデスは目標の座標に向かって推進し続けている。じりじりと時間だけが過ぎていく。地表を離れて二時間経過したところで、ライブラ１から報告が入る。

      『高度四万キロ到達。目標静止軌道上に到達しました。戦闘準備に移行します』

      　地球ならば三万六千キロが静止軌道となるだろう。惑星アシアはスーパーアース。高度四万キロが公転周期となる。地球の技術ならこの地点に到達するまでに六時間以上はかかるところだ。速い、とロバートは舌を巻いた。

      「目標地点に到達。静止軌道上で敵巨大兵器を撃破せよ！」

      　ロバートが号令を発する。

      「長時間慣性飛行ロング・コーストから宇宙戦スペースバトルへ移行します！」

      「いよいよだな。旋回！ 強襲揚陸装備、グラウンドアンカー準備！」

      「はい！」

      　アリステイデスはエリスを錨で捕らえたまま船体を回転させ、船首と向き合い見下ろす形となった。

      「グラウンドアンカー、投錨！」

      　グラウンドアンカー。これは惑星間航行用アリステイデスに備え付けられた小惑星や他惑星に強制的に着陸するための装備だ。大型アンカーをレールガンで射出し相手を貫通する武装に改造していたのだ。砲身が船下部からせり出し錨が発射される。発射された錨はストックレス・アンカー状ではなく銛状ハープゥーンであった。

      　身動きが取れないエリスの胸部中央を正確に貫き、背面を貫通する。銛の穂先が展開しアンカー状となり、もはや抜くことはできない。リアクターを貫通されエリスは動きを停止させた。

      「やりました！ 接近してＡカーバンクルの回収に向かいましょう」

      「待て！ おかしい。死んだふりだな。虫がよくやるやつだ」

      　全員がモニタに映るエリスを見る。宇宙に漂う鎖に縛られた金属塊にしかみえない。

      「原初のマーダーだぞ。予備動力ぐらい搭載しているはずだ」

      「そういわれてみれば……」

      「ライブラ１。俺が指定した座標へ移動」

      『了解いたしました』

      　アリステイデスはサイドスラスターとアップダウンスラスターを駆使し、指定の座標へ移動する。微修正しながらアリステイデスは移動し、宇宙空間を漂う。

      「射撃用意！ ミサイルは宇宙用だな？」

      「はい！ 酸化剤もばっちりですぜ！」

      　猫型のファミリアが手をあげて答える。宇宙空間において燃焼させる酸化剤は必須だ。

      「オーケー。ではミサイルをありったけエリスにぶつけてやれ。主砲も準備。着弾と同時にアンカーを切断しろ！」

      「了解！」

      　猫たちが一斉に返事をし、それぞれ準備に取りかかる。

      「ミサイル発射！」

      「アンカーを船体より解除しました！」

      　アンカーが切断された瞬間エリスの両眼センサーが輝きを取り戻し、もがき始める。やはりリアクターは損傷していても生きていたのだ。鎖は一瞬にして弾け飛んだがサイロから発射されたミサイルが連続して着弾し、背面にある惑星アシアに向けて弾き飛ばされる。

      「主砲発射！」

      　最大電力のレールガンも発射されるがＡカーバンクルから生み出される装甲は強固だ。貫通はできない。さらに加速をつけ惑星アシアの方に押し出され、いや落下するといったほうが正しいだろう。

      　このまま衛星速度で突入しても燃え尽きることはない。むしろ大気圏内に戻るのだ。エリスとしても無理してアリステイデスを狙うより、このまま落下してＰ３３６要塞エリア襲撃に移行したほうがいい。

      　そんな考えを見抜いたのか、ロバートが鼻で嗤う。

      「アシアに帰還できると思ったか？ なんでこんな静止軌道まで連れてきたと思う？ お前を処分するだけなら、ネメシスの衛星軌道に乗せてやることもできたんだぜ」

      　エリスの誤算だった。頭部を破壊され背面を確認できるセンサーはつけていない。

      「燃え尽きろ」

      　ロバートがエリスに向かって言い放った。

      　エリスの背後には静止軌道上に投入された人工太陽。中心温度が一億度であり表面温度も五千度を超える小型の太陽が漂っている。

      　もがいたところで加速がついた状態では遅すぎた。羽をばたばたさせ、もがきながら人工太陽に飲まれエリスは徐々に溶解しリアクターが停止した瞬間、爆発した。

      「こちらアリステイデス。メタルアイリスへ告ぐ。エリス、撃破成功」

      　ロバートの疲れたような、だが達成感に満ちあふれた報告はすぐに地上に送られた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「非常識すぎるぞ、あいつら！ オケアノスの法により宇宙空間での戦闘は禁止行為だ。戦闘するにしても場所は指定される。それを静止軌道での戦闘など……！」

      　さしものカストルもでたらめなエリスの撃破に憤慨した。

      「マーダーは無人兵器。人間の魂を保護するべく決められた条約の対象外だったということでしょう。宇宙にエリスを連れていくという発想は我々には不可能ですな」

      「そうとも！ 我らが宇宙戦艦相手にあんな戦術を取ってみろ。その場で焼き尽くされるか、量子データ化されタルタロス行きだ！」

      　宇宙空間の戦闘禁止は惑星間戦争強制終了時に施行された。違反者は問答無用で撃破され、悪質な場合は量子データ化されタルタロスに送られるという最悪の罰則が存在する。

      　長い間宇宙にいたストーンズだからこそ宇宙は聖域であり、絶対戦闘禁止区域という認識があった。人類が量子データ化し眠っている間も彼らは宇宙の片隅にいたのだ。

      　エリスを宇宙に強引に連れて行くというやり口も想定もしていなかったが、自分たちが用意した人工太陽までも活用されるとは思わなかった。

      「ええい！ あいつらは何隻の宇宙艦を持っているというのだ！」

      　アストライアに加え、大型の空母一隻。強襲揚陸艦が二隻ある。異常な戦力と言えた。傭兵機構所属の最大手アンダーグラウンドフォースのロクセ・ファランクスでもここまでの戦力は持っているとは思えない。

      「アシアの提供とみるべきでしょうなあ。彼らはアシアを守護する騎士といえましょう」

      「我らが言うのもあれだが、人類勢力のなかでひいきが過ぎないか？」

      「当然でしょう。私が惑星アシアにきてからも傭兵機構はアシア救出作戦を行っていない。アンダーグラウンドフォースでの交戦記録さえも一切ありません。誰がそんな連中に戦力を与えるものですか。私だって同じ立場なら救出してくれたメタルアイリスに賭けますよ」

      「極端な傭兵機構の保身主義が、ここにきて裏目に出たか。あやつらの方針は我らの利になっていたのだが」

      　傭兵機構とストーンズはパイプがある。それはストーンズもまた傭兵を雇うことがあるからだ。そのパイプを通じて策を弄することは認めるところだ。

      「保身のために自らの守護神を見捨てるなど、実に唾棄すべき連中だとは思いますがね」

      　ヴァーシャの目は実に冷ややか。傭兵機構への印象がうかがい知れる。

      「そういうな。ヴァーシャ。傭兵機構の保身主義でアシアにいる人類も救われていた面があったのも事実。大規模戦闘は発生せず、あちこちの紛争レベルで収まっていたわけだからな」

      「そうですね。それで私はこの戦場に間に合ったわけですから。感謝はしましょう」

      　ストーンズがアシア同時制圧と超ＡＩの解析にこだわらなければ、人類はとっくに管理されヴァーシャが惑星アシアに来ることはなかっただろう。戦乱が長引いたゆえに彼も転移されたのだ。

      「最後のアーテーです。予想通り前座で終わりましたがね」

      「一機ぐらいたどり着くと思ったのだがな。Ｐ３３６要塞エリアにあと一隻でも同様の宇宙艦があれば終わるだろう。なければ、まだチャンスがあるぐらいか」

      「幸い海岸沿いにいる三隻が飛行したところでアーテーには間に合いません。宇宙運搬艦スペース・キャリアーが出てくるには遅すぎます。まだ可能性はあるかと」

      「戦力を集中させ一点突破に切り替えるか。敗北しても構わんにせよ、敵を調子づかせても仕方あるまい」

      「アーテーもじきに敵と交戦に入ります。敵も地上戦力は相当なもの。マーダーの量は圧倒していますが質では比べるべくもありません。少しでも損害を与えたいところです」

      　ヴァーシャはマーダーに指示をだす。残ったアーテーも、なんらかの手段で撃破されるだろう。その手段が見当もつかない。いまやシルエットだけでも撃破できるほどになったのだ。

      　使い捨て可能なマーダーをかき集め、少しでもメタルアイリスの戦力を消耗させるためにぶつけるのみであった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　宇宙でアリステイデスがエリスの撃破に成功した頃、地上の各地では戦闘が続き喜ぶ暇もなかった。

      　アーテーの他にエニュオやピロテース、尖兵である無数のケーレスの進軍に対し防御陣地の戦車部隊が応戦しているが迫り来る敵の数は圧倒的に違う。

      　側面打撃を狙うべく無数のマーダーが迂回経路を使ってくるのだ。森林地帯を進むアントワーカーやスパイダー型が不気味だ。

      「迂回経路なんて全部潰しているに決まっているじゃないですか」

      　フユキはＭＣＳ内で悠然と微笑んだ。今はカレドニア・クロウという工作機に乗っている。ラニウスＢベースで運動性も高い高性能機だ。

      　マーダーが侵入した森林に対して仕掛けは全て完了している。カレドニア・クロウは戦闘工兵機。ステルスは当然のこと、静音性にも非常に優れている。

      　音もなく爆弾を仕掛け、敵の迂回侵攻ルートに罠を張ったフユキだった。地雷屋の異名を持つ男とその配下の者である。

      「地雷は残すわけにはいきませんからね。一斉に、と」

      　張り巡らせた爆導索を起爆させる。各場所に連結された大型爆弾は高次元投射装甲を持つケーレスには効かないが、アントワーカー型やアントソルジャー型、スパイダー型には十分な威力だ。横のラインが爆発を起こしたと思ったら立て続けに縦のラインで爆発する。

      　コウが見たら昔遊んだゲームを思い出すと言い出すだろう。

      「もっとも私はサイレントボマーですが」

      　音もなく爆弾を仕掛け敵を爆殺する。これがフユキの――戦闘工兵の戦い方だ。静かなる爆弾魔は多数のマーダーの群れを破壊する。爆発から逃げた先で、別の爆発に巻き込まれたマーダーまでいる。

      　縦横の爆発を自在に操るフユキ。指向性を持たせているため周囲への被害も少ない。

      　逃げ惑うアントワーカー型や、さらなる迂回を試みるアントコマンダー型には強烈な地雷が襲う。地面から飛び出した粘着地雷の一種。超高温の指向性をもった炎が下部から焼き尽くす。シルエットには有効ではないが胴体が縦に長いマーダーには有効だ。

      
        
      
      　各地で地雷や設置された爆弾が噴煙を上げる。罠にかかった場所から進行ルートを炙りだすこともできるのだ。

      「パルム君。聞こえますか。予想通り、そちらにいきました」

      「ありがとうございます、フユキさん。トルーパー二部隊、迎撃にでます」

      　森のなかではセリアンスロープたちが強い。障害物も華麗に回避し、敵を影から奇襲する。背の高い針葉樹が多い惑星アシアの森特有の地形を存分に生かしている。大型マーダーが正面から多数来襲するのだ。足止めした敵主力部隊に対し、側面から襲撃するトルーパー部隊を配置した布陣。

      　小型マーダーを爆弾と地雷で片付けたフユキ。決して派手な動きではないが、確実に戦線を支える古兵だ。

      「次は最後のアーテー。ここからが本番ですね。いきますか。オペレーション『Ｐ』を」

      　フユキは遠目に見えるアーテー攻略に、コウから託された自らの使える手札を確認するのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アーテーの姿を観測ヘリが捉える。転送された画像を見て作戦を練るフユキたち。

      「あともう少しで到着か……フユキ。首尾はどうだ」

      「ヴォイさんが頑張ってくれました。そろそろです」

      　アーテーと周囲のマーダーがまっすぐに進行してくる。

      「いよいよオペレーションＰだな！」

      　ヴォイが嬉しそうにいう。

      「オペレーションＰか。……念のため確認するが、パンジャンドラムのＰじゃなかろうな？」

      「そ、そんなことはないぜ！ あくまでパンドラのＰだぜ！」

      「なぜそこで口ごもるのかね？ どっちにしてもろくでもないではないか！」

      　リックはとても不安になる。あらゆる災厄を封じ込めたパンドラの名がつく作戦。嫌な予感がする。

      「ヴォイさん。地下トンネルは？」

      「こっちは準備万端だ！」

      　ヴォイが答える。ドリル編隊たちはすでに地上に戻っていた。

      「敵目標地点到達。工兵部隊。起爆せよ！」

      　フユキの号令とともに、シルエットが機械を操作する。進んでいたアーテーが突如、姿勢を崩し、地底に飲み込まれた。同様にアーテーを護衛していた多数のマーダーも、土砂に巻き込まれ地底に消えていく。

      「いきますよ。オペレーション『Ｐ』、第一段階開始！」

      　フユキの号令とともに、第二の起動装置を作動させる工兵部隊のシルエット。

      　落とし穴から無数の爆発音が響く。オクタアザキュバンを使った超高性能爆弾だ。

      　サーモバリック爆弾などの気化爆弾は酸化エチレンや酸化プロピレンなど土壌汚染が深刻化するため、使用禁止兵器となっている。

      「蟻の巣のような無数のトンネルに、ありったけの爆薬です。落とし穴に落ちたアーテーに逃げ場はなく爆発の威力も閉所のもの。さしものアーテーとはいえ無事ではすまないはず」

      「なるほど。パンドラの箱さながらに災厄が詰まっているわけだな。オペレーション『Ｐ』の正体がこれか。これほど巨大なピットトラップとは思わなかったよ」

      「ヴォイさんたちが不眠不休で掘り続けた地下トンネル網です。落とし穴のためだけのね。ウィスを切れば、二千トンを超える重量です。トンネルが支えられるわけがありません」

      「おう！ 延々掘っていたんだぜ」

      「広さ、深さは？」

      「広さは半径五百メートル。深さは百五十メートル程度です」

      　彼らの予測はやはり希望的観測に過ぎなかった。地上部分に手をかけ、這い出ようとするアーテー。その腹部に再び爆発が起きた。側面のトンネルの爆弾が爆発したのだ。再び落とし穴に落ち、ひっくり返る巨大兵器。

      「あれで倒せないか……」

      「傷一つついていませんね。本来は落とし穴に落として、アリステイデスのグラウンドアンカーで倒す予定でした」

      「仕方ない。エリスを倒すのに精一杯だったのだ」

      「可能な限り、やれることをやるだけです。砲撃をお願いします」

      「了解だ！ 砲撃準備！ 撃ち方はじめぃ！」

      　リックの渾身の号令とともに砲撃部隊が間接攻撃を開始する。

      　大型の対地ミサイルも投入された。しばらくすると目映い発光が孔から発せられた。

      「プラズマバリアを断続展開したか……ああなると、ミサイルや榴弾は誘爆させられてしまう。シルエットによる格闘戦しかない」

      「自殺行為です。この場には機動力が優れたシルエットは少ない」

      「わかっている！ なんとかしないとあいつが穴から這い出てしまう……」

      　リックが苦々しげに呟いた。

      　砲撃は足止めにしかならなかったのだ。やはりＡカーバンクルの高次元投射装甲と爆発物は相性が悪い。アーテーは全長が百メートルあるとはいえ落下した衝撃ですぐに体勢を立て直すことはできないようだった。落とし穴に落ちたアーテーなど、この機体が初めてだろう。

      　ここにまだ諦めていない二人がいた。

      「待ってください。諦めるにはまだ早い。切り札はまだあります」

      「そうだぜ！ 手はあるんだ。諦めるにはまだまだ！」

      　二人はにやりと笑った。突如背中に悪寒が走るリック。

      「他にどんな手が残っている？」

      　二人は口を揃えて、リックに告げた。

      「私達にはホイール・オブ・フォーチュンマークⅡがある！」

      「俺達にはホイール・オブ・フォーチュンマークⅡがある！」

      　リックが青筋を立てて怒鳴った。

      「やっぱりパンジャンじゃねーか！」

      「落ち着いてリック！ 口調口調」

      「は。私としたことが」

      　フユキに指摘され、我を取り戻すリック。

      「プラズマバリアを張っているような相手に何ができるのか！」

      「認識が違いますよ。相手がプラズマバリアを張っているからこそ、リアクターを搭載し、高次元投射装甲を持つ地上自走爆雷パンジャンドラムであるマークⅡしか近づけないのです」

      「むう。自走爆雷、か…… そんなもんで倒せはしないだろう」

      「金属水素がたっぷりだ！ いけるって！」

      　ヴォイは自信満々だ。確かにシルエットも近づけない以上、自走爆雷をぶつけるという戦術は正しい判断だろう。リックもその事実は認めざるを得なかった。

      「マークⅡとはいうが、どこが違うというのだ？」

      「ジャイロセンサーがついているぜー！」

      「待て」

      「まっすぐ進むんだぜ！」

      「不安になるような説明はやめろ！」

      「我々は遂にパンジャンドラムの弱点を克服したのだ……」

      「コンセプト自体が弱点だからな？」

      「でっかいんだぜ！ 偉大なるザ・グレートパンジャンドラム！」

      「やめい！」

      　やはり不安しか残らない。

      「ヴォイさん。用意は？」

      「バッチリだ！ 任せろフユキ！」

      　ヴォイの合図とともに、以前より一回り大きい十八メートル級のホイール・オブ・フォーチュンマークⅡが運び込まれた。

      　軸たる胴体部分が以前よりも太い。その数四輌。

      「どうして四輌もある！」

      「キリがいいからとコウがいっていたぜ！」

      「説教追加だ！」

      　リックは憤慨した。

      「自重は六十トンある。ケーレス程度なら弾き飛ばす！」

      「地上自走爆雷はそういう使い方じゃないだろ？！」

      　ツッコミが止まらない。

      「では即時投入を。リック。ホイール・オブ・フォーチュンマークⅡの援護を！」

      「納得してないぞ、私は。……ええい！ 皆の者、ホイール・オブ・フォーチュンマークⅡの援護をしろ！ 絶対あてるなよ！」

      「アーテーを倒す、パンドラの箱の残り物ホープですよ。オペレーションＰ第二段階、作戦開始ミッションスタート！」

      　フユキの号令とともに、四輌のパンジャンドラムはロケット噴射を行い、走り出す。並みいるアント型を踏み潰しながら進んで行った。

      　人々の希望を乗せて地上自走爆雷パンジャンドラムは走り出し、転がる。

      　けなげに。

      　必死に。

      　ひたむきに。

      　マークⅡは転がり続けた。

      　邪魔をするマーダーを轢き潰し、なぎ倒し、跳ね飛ばして。

      　人類の命運は地上自走爆雷パンジャンドラムホイール・オブ・フォーチュンマークⅡに委ねられたのだ。

      
        

      

      「速いな。あのパンジャン……」

      　マークⅡは自動車ではありえない速度で転がり続ける。想像以上の速度に思わず呟いたリックだった。

      「時速三百キロ以上は出ています。五分もすれば到着します」

      「リック。各員に命令だ。対閃光防御最大！ 戻れるやつは要塞エリアに避難しろと！ 特に航空機は！」

      「なんだと？ 核でも使う気か！」

      「そんなもん使うかよ！ 早く！」

      「わ、わかった。総員退避準備。避難できるものは要塞エリアに戻れ！ 航空機は必ずだ！ できるだけアーテーが落ちた穴から離れろ！ 戦闘中のものは対閃光防御、最大だ！」

      　リックも戦車を交代させ、思い切ってコウに通信をつなぐ。

      「コウ。もうすぐホイール・オブ・フォーチュンマークⅡが敵アーテーに投入されるんだが、大丈夫なのかあれ」

      「……使うか、あれを。リック。安心してくれ。あれはちゃんと考えて作った普通のパンジャンドラムだ」

      　そういうものの、コウの表情は昏い。

      「ちゃんと・・・・とは？」

      「本来の目的であった攻城兵器、対要塞としての自走爆雷だ。目標に向かって直進し、到着すると自動で横転して胴体の筒を上部に向ける。筒上方もしくは下方に向けて、指向性をもって爆発する。周囲に被害をもたらさないようにね」

      「うむ？ そう聞くと普通のパンジャンドラムのように聞こえるな？」

      「そう。いたって普通のパンジャンドラム。ただし……」

      　コウは目を逸らした。この表情はコウがやらかした時にやる。

      「ただし？」

      　ホイール・オブ・フォーチュンマークⅡがプラズマバリアをものともせず、落とし穴に落ちていく。

      　残りの三輌も次々と勢いよく落とし穴に飛び込んだ。

      　落とし穴に落ちたホイール・オブ・フォーチュンマークⅡは、巻き込まれて落ちた無数のアント型を踏み潰しながらも、中心地点に到着すると縦置きになった。

      「ただし、威力以外」

      　爆発とともに地獄の扉が開かれた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　天を衝く火柱。

      　空を覆う黒煙。

      　遮光していても、リックの顔を照らす発光。

      　あまりの威力に誰も彼もが呆然としている。

      　地獄の扉が開いたとはこういうことをいうのだろう。惑星アシアで誰も聞いたことともないような爆発音が轟く。

      　爆風で木々が吹き飛びへし折れている。対閃光防御を使っていなければ失明していた可能性もある。

      　見る者すべてを唖然とさせていた。

      　安定性の高い虫型のケーレスが爆風で転倒しているのだ。そのまま吹き飛んだアントワーカー型もいる。

      　爆風も絶大な威力だった。爆轟デトネーションが生み出すその威力は絶大。衝撃波と超高温でアーテーが爆散したのだ。

      　ファミリアやセリアンスロープの一部はその爆発に震え上がる。恐怖を覚えるほどの火勢と爆発だったのだ。

      　ヴォイとフユキはドヤ顔だけ、自慢げな笑みを漏らしている。工作員たちは放心していた。

      　二キロ先では、巨大な鉄塊が落ちてきた。這い出ようとしていたアーテーの頭部だ。爆心地グラウンド・ゼロである落とし穴では恐ろしいことが起きていた。

      　アーテーの胴体が崩れ落ち沸騰しているのだ。赤熱し液状化しながら崩れ落ちていく。ばたばたとあがいていても無駄だった。下半身からみるみる溶け、自らの装甲だった真っ赤な溶解金属の海に飲み込まれていく。

      　その爆風は遠く離れたキモン級でも確認できた。

      「なにが起きた！」

      「ホイール・オブ・フォーチュンマークⅡが起動したようです。アーテーが……爆散しました！ 残ったボディは溶解しています。噴煙は上空八千メートルに到達しています…… 想像を絶する威力です」

      　あまりの威力に戦闘指揮所のクルーが呆然とする。

      「何をやらかした、コウ？」

      　バリーさえも戦慄した爆発。

      「アストライア。止めなかったの？」

      『必要でした』

      　その威力の源を知っている者はアキとにゃん汰、エメだ。エメはため息をつきながら、巨大な対流雲を眺める。爆心地の温度は八千度近くまで達しているのだ。

      　しかも密閉された落とし穴でより高温状態が持続されている。

      「なんだあれはー！」

      　リックは元凶に怒鳴りつけてしまう。

      　いまだ火柱は天に向かって迸っている。高温ガスがまだ止まらないのだ。

      「とんでもない威力だ」

      「人ごとみたいに言うな」

      「マークⅡに詰め込んだ炸薬が爆発しただけだよ」

      　コウは目を背けたまま解説した。自分が創ったのだ。威力は知っているが誤算が生じた。シミュレーターと実際に目の当たりにする火柱は勢いが違った。炸薬を多めにしすぎたと反省する。

      　遠く離れたアストライアやキモン級からも観測できる火柱はまだ続いている。二隻のクルーからも小言があること確実だ。

      「ただの炸薬ではなかろう！ 何を！ どれだけ使った！」

      「電子励起爆薬だよ。ＴＮＴ換算で一トンあたり五百トンの威力だ。……マークⅡ、一輌あたりに金属水素の電子励起爆薬二十五トンほど詰め込んだ」

      　単純計算でも四輌だとＴＮＴ換算で五十キロトンの大爆発。火柱が上がるのも当然の威力だ。

      「あれは無煙火薬の類いだよ。ほら、あの雲。原子雲じゃないだろ。一時間もすれば収まるはずだ。放射能汚染も死の雨もない。安心してくれ。しいていうなら……一度に四輌も使う代物じゃないってことかな」

      「よくも使用禁止にならなかったものだ！」

      「アーテーを倒せたからいいじゃないか」

      「……確かに、だ。最後のアーテーは撃破できた。それは喜ぶとしよう」

      　ため息をつく。

      「私とウンラン氏で、三日ほど缶詰は覚悟してもらうぞ、コウ」

      「はい」

      　本気で怒っているリックに、逆らわないことを決めたコウだった。

      　明らかにこの事態を想定していたであろう、二人に通信につなげる。

      「落とし穴で使ったことが幸いしたのか、周囲への被害はあまりない。アント型は潰れているがね。ただし、フユキ！ ヴォイ！ 今後使用計画は厳密に報告するように！」

      「了解ですよー」

      「サーセン」

      「返事が白々しいわ！」

      　ウンランを呼んで早く地上戦とはなんたるか、叩き込まねば。

      　リックが焦燥感を覚えるほどの威力が、ホイール・オブ・フォーチュンマークⅡにはあった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「パンジャンドラムはどうでもいい。あの爆発は核ではないのか。ヴァーシャ」

      　カストルは事実を受け止め、理解しようと努めている。パンジャンドラムについては深く考えないようにした。

      　見事だとヴァーシャは思う。アルベルトは茫然自失だ。

      「解析を完了しました。おそらくですが電子励起爆薬の一種かと。金属ヘリウムが有力視されていましたが、ネメシス星系では金属水素でしょう。効率が桁違いの次世代火薬。通常爆薬の範疇です」

      　アーテーが溶解するほどの威力であり、サーモバリック爆弾ですらない。あのような兵器が敵にある事実は驚異であり警戒が必要だ。

      「こちらで作れるか？」

      「不可能ですね。しかもパンジャンドラムに乗せるなど狂気の沙汰です」

      「物狂いだからな、敵の構築技士は」

      　アルベルトが苦笑する。ドリル戦車に引き続き、パンジャンドラムにしてやられるとは思わなかった。

      「アーテーの装甲を貫いた対物ライフルの正体も判明しました。十中八九これの応用でしょう。ミサイルに使うこともないと思われます」

      「どういう意味だ？ 新戦術兵器ではないのか」

      「切り札であることは間違いありません。あくまで大型マーダー、もしくは宇宙運搬艦限定と思われます。普及させるつもりならばあの対物ライフルの使用者はもっと多いはずです。ロケットやミサイルに載せない理由は誘爆を怖れてでしょうね」

      「慎重だな」

      「威力が大きいということはそれだけでリスクにもなります。古来、弾薬庫の誘爆による死者がどれほどいたか。敵の構築技士本人か、近しい者にしか使わせないとみました」

      「ふむ。では過剰に対応することはないということか」

      「コスト面や使用機体の制限もあるでしょう。つまりあの対物ライフルは一般的な装備にはなり得ないと判断できます」

      　今から想定される、アルゴナウタイの軍隊とメタルアイリスとの戦闘を考慮し、カストルは考え込む。

      「一般的ではない装備としては覚悟せねばならんな」

      「狙撃部隊など警戒する必要はあるでしょう」

      「対策は任せたぞ、ヴァーシャ」

      「お任せください」

      　ヴァーシャも考えつく局面は想定している。超砲身レールガン採用の狙撃部隊もまた、指示していた。

      「新世代シルエットと旧式マーダー。その性能比はストーンズ内にも衝撃を与えている。どの要塞エリアの管理者もシルエット生産に切り替えている」

      「リュビアで開発中のマーダーはどうなったのですか？」

      　ストーンズを数十年支えていたマーダーをあっさり切り捨てることに疑問をいだくアルベルト。

      　彼らの多くが意思を奪った人間を使うことは効率が悪いと思っていたのだ。

      「それよ。先月大規模な事故があったらしくてな。リュビア本体とも連絡が取れなくなっている。新型マーダーが異常をきたして暴走しているらしく、惑星リュビアは厳戒態勢となり立ち入り禁止になった」

      「なんと！」

      「マーダーの基幹プログラムにファミリアのテレマＡＩを融合させようとして失敗したらしい。一部はＭＣＳさえ取り込んで異常化して手に負えないとのことだ」

      「混ぜるな危険を地でいくようなことをどうして行ったのか……」

      「わからん」

      　どう考えても人間と寄り添うことを行動指針とするテレマＡＩと、人類を抹殺するマーダーでは融合させるにも相性が悪いはずだ。超ＡＩの考えることはわからない。

      「当面マーダーはアシア生産分だけですね」

      「そうなる。そのうち、すべてシルエットや他の兵器に変わるかもしれんがな」

      　カストルは己の端末に目を向け自軍戦力の確認をする。数多くのシルエット、戦車、航空機。これほどの戦力を持っている半神半人は彼しかいない。

      　彼の提案に乗った他ストーンズも数人いる。これはこれで派閥のようなものだ。

      「いよいよ次の段階ネクスト・ステージ、か」

      「人工太陽の消滅時からが本番です。残り時間は三、四日程度。敵はマーダーの駆逐に奔走すると思われます。準備する時間はさほどないかと」

      「そうか。いよいよアルゴナウタイにおける私の軍隊、〔アルゴフォース〕を実際に運用することになるわけだな」

      「そのために準備をしてきました。マーダーによる消耗戦などなくても勝てるほどには」

      「我ら三人・・・・が創り出した兵器を投入する。奴らにはアストライアがいるが、我らにはストーンズの蓄積された知識がある。遅れは取るまい」

      　カストルは断言する。確固たる自信に満ちた答えだった。

      　

      

      
        

      

      
        

      

      　アーテーの撃破を確認しキモン級のなかで歓声が上がった。バリーは司令席に深く身を沈める。すべての敵巨大兵器を撃破したのだ。上出来すぎるだろう。

      「ボブ。ありがとう。よくやってくれた。リックとフユキもだ」

      「地上に戻るまで待っていてくれよ」

      「やれやれ、こっちは気苦労が絶えないよ。Ｐのせいだな」

      　ロバートは宇宙にいる。地上に戻るにはコースを修正し、一日程度かかるだろう。

      　リックはホイール・オブ・フォーチュンマークⅡで精神的に疲れたようだ。

      「油断はするな。数万といるマーダーがいなくなったわけじゃない。あいつらは撤退などないからな」

      「任せておけ。地上部隊、航空支援ともに気を抜くことはない」

      　地上部隊の要であるリックが指揮しているのだ。バリーも安心して任せていられる。

      「次はいよいよ、アルゴナウタイの軍勢との戦闘か」

      「前哨戦がこれだと気が重いわね」

      　ジェニーも慎重になっている。巨大マーダーを同時に多数繰り出し、前座と言い切った敵の構築技士の言葉に偽りはないだろう。次のアルゴナウタイとの戦闘が本番なのだ。

      「エメちゃんがいなければ、巨大マーダーに押しつぶされて終わっていたな」

      「そんなことはありません。みなさんの自助のおかげです。バリー司令のユリシーズ立ち上げ関連の動きは見事の一言です」

      　エメは即座に否定する。ユリシーズの救援がなければエメも危なかったのだ。

      　それはひとえにバリーの事前工作、政治手腕に尽きる。

      「褒めてもなにもないからな！ そうだな。戦争が終わったらコウに休暇をやるから遊んでもらえ」

      「はい。ありがとうございます」

      　エメは若干はにかみながら喜んだ。エメにとってはコウといる時間が増えることが一番嬉しい。

      「あと数日か。まずは方針を決めないとな」

      　次なる手は――

      
        断章　ある結末

      

      　アストライア艦内。

      　五番機の足下で、コウと兵衛があぐらをかいて座っている。

      　ポン子が創った料理が順次運ばれている。酒も用意されていた。

      　クルトはペリクレスに向かった。クルト・マシネンバウ社の社員たちと再会するためだ。向こうは向こうでクルトの帰還を祝ったお祭り騒ぎであろう。

      　兵衛と積もる話はたくさんあった。その然るべき場所。それは五番機のもとで話すことが一番よいだろうとコウは思ったのだ。

      　兵衛はコウとの再会を意外なほど喜んだ。

      「すまなかった。コウ君。言い訳にもなりゃしねえが吉川のことはしらなかったんだ」

      　深々と頭を下げる兵衛に、コウは慌てた。

      「待ってください！ 兵衛さんは悪くありません！　頭を上げてください。俺も連絡が遅れてしまって……すみませんでした」

      　コウはそれから、兵衛にぽつりぽつりとアシアにきてからのことを話し始めた。

      　不思議な猫に導かれ五番機と巡り会ったこと。

      　アシアに構築技士の資格をもらったこと。

      「猫ってあれか。覚えているぞ。ネズミ色の、狐みたいな顔付きの洋猫ファミリアだろう？」

      「ええ！ その猫です！」

      　師匠はロシアンブルーだ。毛並みでいえば黒系統に属し、この灰色の毛並みはブルーと呼ばれる。兵衛が師匠のことを覚えていてくれた。それだけで嬉しかった。

      「俺に力を借りたかったが、時間がないって悔しがっていたな。防衛ドームが襲撃される数日前ぐらいだ。予兆にも思えた。だから余計、印象に残っているんだ」

      　師匠はエメを目覚めさせ、アストライアを引き渡せる構築技士を探していたのだ。

      　その後の話をコウは続ける。アストライアにたどり着いたこと。メタルアイリスたちの協力を得てアシアを救出し、技術解放を行ったこと。各地の構築技士のもとへ学びにいったこと。後半は兵衛も知っている話だった。

      　当時は吉川たちのしでかしたことをしらず、避けられていると思ったものだ。兵衛は決心がついた。

      　コウにとって衝撃的なことが告げられたのだ。

      「あの廃墟で出会った五番機を強くするため、か。ありがとよ、コウ君。亡くなった修司も浮かばれる」

      　うつむき加減でさみしげに笑う兵衛をみて、コウはその言葉が嘘ではないことを知った。

      「……修司さんが亡くなった……？」

      　信じられなかった。漠然とだが彼もまたこの惑星にいるだろうと思っていた。

      「このラニウスの五番機な。修司が乗る予定だったんだよ。知っていたかい？」

      　コウははっと上を向いて、五番機の顔を見る。

      「こいつは完成直前だった。人工筋肉の生産が遅れてな。そこにマーダー部隊の襲撃だ。ケーレスの大軍がやってきて俺達は避難すらままならぬ状態で。そのとき修司と一部の社員がシルエットに乗って時間稼ぎをして戦死した」

      「そんな……」

      「修司は五番機の完成を楽しみにしていてよ。試作中にずっと話しかけていたよ。もちろん、お前さんのこともな」

      「修司さん……」

      　修司はどんな心境で語っていたのだったのだろう。コウは胸が締め付けられる思いだった。

      「俺は運悪く別方面で戦っていた。どうやら他のやつを逃がすために、一人で戦ったらしい」

      「あの人らしいです」

      「戻った頃にはマンティス型の残骸と修司の破壊されたシルエットだけだったよ。ＭＣＳがぺちゃんこでな。中は確認できなかった。マーダーに捕まったとしても先は長くねえ。意味のない希望は持っちゃいけねえからな」

      　二人はしばらく無言だった。

      　兵衛が再び語り始める。当時のＴＡＫＡＢＡによる高性能機ラディアンでは、マンティス型に対抗するには厳しかったというのだ。

      「それから三日後だ。マーダーが来襲してきた。もはやこれまでと防衛ドームの放棄が決定した。激しい戦闘だった。そのときだ。この五番機が勝手に動いて、大剣担いでマーダーを斬り殺し始めやがったんだ。修司が乗り移ったかのようだったよ」

      「五番機が勝手に動いて人を守った……それは聞いたことがあります……」

      　惑星アシアにきたとき、最初に聞いた話だ。いわくつきのシルエット、と。

      「猫のファミリアに聞いたのかい？ 獅子奮迅というに相応しい戦いだった。顔面が半分ぶっ潰されても、マーダーを破壊。いいや、ぶっ殺し続けていたよ」

      「特殊事例が発生したシルエットは廃棄が常だとも聞きました」

      「そうだ。勝手に動いたシルエットは廃棄かＭＣＳを入れ替えて改修が必須だ。ＭＣＳは人間の五感に影響するからな。五番機を改修する時間もなかった、いわく付きの五番機を気にする余裕なんてなかったが廃棄まではしたくなかった。みんなに頼んでこいつをあの地下のジャンクヤードに放り込んで逃げたわけよ。地下までマーダーがくることは、まずないしよ」

      　兵衛が五番機を懐かしそうにみる。

      「クルトさんにフッケバインは間に合った。修司にラニウスは間に合わなかった。五番機はさぞ無念だったろう。戦いたかっただろうな。五番機よ。おめえがコウ君の相棒になったことは偶然じゃねえ。おめえが選んだ。なあ」

      　兵衛はヒトであるかのように五番機に語りかける。

      　コウも同じように感じていた。

      「……五番機がまだ戦いたいって言っていたんです。呼ばれた気がした。俺を使え、と」

      「間違いない。こいつが呼んだんだ、修司かもしれねえ。……両方だな」

      「そうですね。二人が呼んでくれて、俺を助けてくれたんです」

      　ぽつんといって、コウは俯いた。

      　涙が溢れてきた。

      「修司さん……ありがとうございます……」

      　ここまで生きてこられたのも師匠と五番機のおかげなのだ。

      　五番機が修司の乗る予定だった機体だと聞いて、思わず言葉にならない思いがこみ上げてきたのだ。

      「縁えにしって奴はすげえな。ありがとよ、コウ君。修司のために泣いてくれてよ。俺も君と修司の話をしたかったんだなあ」

      　そういう兵衛の目にもうっすらと涙が浮かんでいた。

      　コウは改めて思う。ネメシス戦域に転移し五番機と出会ったことは偶然ではなく、必然だったと。

      　ようやく真相を知ることができた。とある人間の結末を知った。それは幸いであろう。

      　五番機のもとで二人は一人の青年を偲んだ。

      
        
      
    
  
    
      書籍化特典ＳＳ

    


    
      
        ゲームチェンジャー『電子励起爆薬』

      

      　それは第二のアシアを奪還し、アシア大戦が起きる前の出来事。

      　アストライア艦内の一室でコウは端末を睨んでいる。

      「――作るか」

      　意を決しアストライアを呼び出した。

      『決心が付きましたか？』

      「付いたよ。やはり必要だ。電子励起爆薬を用いたライフル。要塞エリアのシェルターさえも貫通するアンチフォートレスライフルを』

      『アシアで起きるであろう大戦。必要な備えです』

      「Ａカーバンクルを用いたマーダーが投入されるということだな」

      　シルエットや要塞エリアのシェルター、宇宙艦の装甲を強靱にするエネルギー〔ウィス〕とアクシオン結晶。

      　出力が桁違いに高いものがＡカーバンクル。シルエットサイズのものがＡスピネルと呼ばれていた。

      「二人目のアシアから提供されたこの技術。エネルギー発生量が想像以上だった」

      『シミュレーターで実験したパンジャンドラム。ホイール・オブ・フォーチュンマークⅡは恐るべき威力でした。それはもはやパンジャンドラムとは呼べないもの』

      「防護壁を破壊するために生まれた兵器。その用途であるからにはやはりパンジャンドラムだよ」

      『それもそうですね』

      　どんな形、威力でも用途は構築された陣地にある障害物の破壊。

      　ロケット推進で車輪を動かし陣地に特攻する以上、地上自走爆雷であろう。

      『パンジャンドラム。揚陸艇より発車。無誘導で敵陣地に一直線で突撃させる、ロケットモーターによる攻城兵器。時速百キロで突撃してくる三メートルの糸車は脅威でしたでしょう』

      「英国は発想がとんでもない」

      『あまり参考にされぬよう。発想もそうですが彼らはそれを実現するための情熱が恐ろしいのです。ＷＷ２後、彼らは垂直上昇するジェット戦闘攻撃機まで実現させました』

      「飛行機を垂直に飛ばす、だからな」

      『それはそうとして電子励起爆薬に戻します。原理は理解しましたか？』

      　アストライアにたずねられて、答えに窮するコウ。

      「ごめん。さっぱりだ』

      『仕方ないですね。おさらいします』

      「頼む」

      『電子励起という概念からです。 量子力学ですね。エネルギー的に最も安定な状態、基底状態以外のよりエネルギーの高い状態をいいます』

      「うぅ……」

      　基底状態といわれてもピンとこないコウ。

      『基底状態とは原子・分子などのもつエネルギーがもっとも低く安定した状態のことをいいます。基底状態にある原子に電子などの粒子によってエネルギーを与えると励起状態に移ります。つまり絶対最小値より多くのエネルギーを持っています』

      　アストライアは丁寧に説明していく。

      　原理を解説することこそ、兵器開発統括ＡＩであった彼女の存在意義。構築技士の基礎知識は重要だ。

      「多くの？」

      『励起状態にはエネルギーレベルがあります。高励起状態の原子はリュードベリ原子と呼ばれる長寿命高励起原子です。この高励起状態の原子で構成されたものがリュードベリ物質です』

      「よくわからないな。金属水素は十分なエネルギーを保有していると思うけど」

      『高電子励起状態の水素を金属水素化させるのです。さらに多くのエネルギーを発生することができます』

      　コウはため息をついた。このような爆薬が必要な相手とは戦いたくはない。

      『明らかなゲームチェンジャーになる可能性も秘めております。ゆえに慎重に取り扱いを』

      「わかっている。迂闊には使えないよな」

      　それほどまでに威力を秘めている。ＴＮＴ換算一トン分で約五百トンもの威力を秘めている。

      『使用しないことに越したことはありませんが、必要になったとき存在していなければ遅いのです。開発はしておく必要はあります』

      「そうだな。戦争中に構築している暇はない。準備は進めよう」

      『炸薬の設計は我々が。兵装の設計はにゃん汰とアキに任せましょう』

      「兵装として使うなら、万が一に備えて開発は地下工廠かな」

      　安全に安全を重ねたセーフティシステムを備えたアストライアであるが、戦闘中など事故はいつ起きるかわからない。開発を行うならアストライア艦内よりも地下工廠のほうがよいとコウは判断した。

      『それがよろしいかと。それでは維持時間も含め、電子励起爆薬と新型砲弾の構築を行いましょう』

      「ＡＫ２の九十ミリ砲弾を使おう。できるだけ備蓄は少なく」

      　新たな切り札として二人目のアシアから解放された新技術を用い、コウは新型砲弾の構築に取りかかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　実戦投入されたアンチフォートレスライフルによってアーテーは撃破された。

      　パンジャンドラムであるホイール・オブ・フォーチュンマークⅡの活躍により、最後のアーテーも破壊。これによって無人機軍団との戦闘はメタルアイリスの勝利に終わった。

      　残るは小型マーダーの掃討戦。彼らに撤退はなく、メタルアイリスはいわば使い捨て兵器との戦闘による消耗戦を強いられる形となる。

      「アサルトシルエット隊、待機。アキ。にゃん汰。用意はいいか」

      「はいにゃ！」

      「はい！」

      　コウとアキ、にゃん汰との連携戦闘。セリアンスロープの二人もコウとの戦いに逸る心を抑えながらの戦闘だ。

      　乱戦や地形戦なら近づいて斬る五番機だが、広原でのケーレス相手では射撃戦を行う。

      　マンティス型はいまだに旧式のシルエットには脅威。数を減らせるに越したことはない。

      「五番機用のアンチフォートレスライフルを試させてもらう」

      　五番機も専用のアンチフォートレスライフルを装備している。反動が強く、装甲筋肉装備機でないと扱えないのだ。このライフルを装備可能な装甲筋肉採用機は数えるしかない。

      「私たちが援護します」

      　エポナも装甲筋肉装備機。しかも五番機などの二脚とは比べものにならない四脚による姿勢制御はアンチフォートレスライフルの運用に大きく寄与する。

      「今回は対広域弾として運用する」

      　アンチフォートレスライフルは多目的砲弾。二十一世紀の地球にあった艦載機関砲と同様の設計を行っている。徹甲モードから広域榴弾まで一種類の砲弾で六パターンの用途を選択可能なのだ。

      　五番機はライフルを両手に構える。片手では反動を制御できないのだ。

      「いくぞ」

      　発射される砲弾に続いて衝撃波が五番機を襲う。

      　アクチュエイターは反動を殺すため最大稼働し、装甲筋肉は引き締まる。

      　衝撃を殺しきれずに地面を削りながらノックバックを起こす五番機。

      　土埃で周囲が見えなくなるほどの反動だった。

      　着弾と同時に再び衝撃波が襲う。円形状の爆炎が巻き起こり、多くのマーダーが一発の攻撃で爆散。爆心地では跡形もない。

      「私たちも！」

      「撃つにゃ！」

      　アキが叫び、にゃん汰とともにタイミングを合わせてアンチフォートレスライフルの広域用砲弾を発射する。両者の放った砲弾も五番機の砲弾同様に広範囲のマーダーを一掃する。

      「おいおい。ケーレスの一個中隊が吹き飛んだぞ」

      「改めて恐ろしい威力だな」

      　そのあまりの威力に畏怖するラニウス隊のパイロットたち。

      　コウが彼らのリーダーであることに感謝する者までいた。

      「アサルトシルエット隊。掃討射撃を！」

      「了解！」

      　わずかな異変に気付く。

      「コウ」

      「わかっている。にゃん汰」

      　にゃん汰が通信とともに後方画像を表示する。ラニウス隊シルエットの現状が映し出されていた。

      　隊長のジェイミーはラニウスのＢ型、ラニウス隊の多くはＡ１型。爆風に耐えきれず転倒こそしていないものの、片膝を付いている機体が多く射撃動作が一瞬遅れたのだ。

      「着弾地点が近すぎたの。金属水素貯蔵型の装甲筋肉では爆風を耐えきれなかったみたい」

      　にゃん汰が俯いて考え込んでいた。語尾ににゃを付けるような状況ではないということだ。

      　全員の姿勢制御が終了し、一斉にローラーダッシュで残ったケーレスに向かうラニウス隊。

      　五番機とエポナは彼らを見送った。ケーレスはほぼ無力化されている。

      「爆風が強力過ぎたか」

      　シルエットが姿勢を制御できないほどの爆風を発生するようではむしろ失敗に近い。コウは苦悩を隠さなかった。

      「そういう類いの兵器です。距離と威力は調整可能ですから。シミュレーターの想定以上に強力でした」

      　アキが返答する。そうは言いながらもコウの憂慮は理解する。

      　味方を巻き込むような状況が今後も発生するならば――

      「封印を検討する必要がある。そんな悠長なことはいってられないが……それでも危険だ」

      「そうですね。宇宙艦想定など、用途を限定しなければいけません」

      　新たなゲームチェンジャーの登場は味方にさえ甚大な被害を与える可能性がある。

      　自らが開発した兵装をこれほどまでに脅威と感じたことは過去にない。

      「アーテー相手には必要だったとはいえ、な。もう少し考慮するよ」

      　こんな心理的負担が大きい兵装を他人に使わせること自体、判断を要する案件と察したコウ。

      　より慎重な運用を心がけようと決意した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「戦場にパンジャンドラムが投入された。我らの新しい盟主はただ者ではない」

      　髭を蓄えた貫禄がある男が呟いた。対面にいる顔長の男性が驚愕する。

      「なんと！ 我ら以外にパンジャンドラムを用いる者などがいるとは！ 本当ですか。ジョージ提督」

      　ジョージと呼ばれた男は鷹揚にうなずく。いかにも提督風の服装であり、外観だった。

      「間違いないよアベル」

      　アベルと呼ばれた男性は穏やかそうな、しかしただ者ではない雰囲気を漂わせている。

      「先の戦闘に投入された映像も提供してもらった」

      　ケーレス相手に飛び跳ね蹂躙するパンジャンドラムの姿が映し出されていた。

      「なんと…… 素晴らしい！」

      「見事だ。ミサイルが限定され有線が主力のこの世界で切り札になると思われたパンジャンドラム。それを我らより先に戦線へ導入するとは」

      　ＭＣＳは二十二世紀までの技術を用いて作ったコンピューターを簡単に制御できる。つまりＡＩ搭載した誘導型ミサイルの無効化され最悪な場合コントロールまで奪われる。有線誘導方式のミサイルはウィスを通すためでもあり制御を奪われないためのものだ。

      　大型の地上自走爆雷なら、そのような制御奪取も怖れる必要がない。

      「もうひとつ極秘情報がある。このパンジャンドラム以外に超高火力の爆薬を搭載したパンジャンドラムを投入。アーテーを葬ったらしい」

      「恐るべしアシア解放の立て役者。そしてパンジャンドラムといったところですね」

      　二人は真面目にパンジャンドラムという兵器を高く評価していた。

      「そうだ。これはユリシーズに賭けることが最良と判断する」

      「我らも急いで合流せねば。我々ＢＡＳ社の出番ですぞ」

      　アベルはジョージを急かす。

      　彼らこそＢＡＳ――ブリタニアアームズシステムズ社。英国系の転移者企業のブリタニア・アビエーション社を中心に、アームストロングホワイトホース社やヴィンセント社が合流した巨大転移者企業だ。ユリシーズへの参加表明はすでに済ませてある。

      「五行重工業とともに同時参戦。聞いて驚け。Ｒ００１要塞エリアを攻略し、軌道エレベーター奪還作戦に参加する」

      　五行重工業は日本の転移者企業である。専守防衛の日本において軍事技術を総括する五行重工業に所属していた者たちが創設した会社だ。今やその企業規模はＡ級構築技士の衣川率いる御統重工業とは比較にならないほど巨大であった。

      「これまた予言通り。日本と英国。つまり海軍最強の組み合わせです。我らの見せ所ですな！」

      「そうとも。あの少女。――エメ提督はたった一人で空母打撃群を率いストーンズに一泡吹かせた。ファミリアやセリアンスロープのサポートがあったとはいえ、人間は彼女ただひとり！ なんと気高く崇高たる者だろう！」

      「女神の予言に間違いはありません」

      　彼らの言う女神とは何者であろうか。二人は絶大な信頼を寄せている。

      「空母の準備はどうだ」

      「製氷は進んでおります」

      　製氷という言葉を聞いて若干悩んだジョージだったがアベルの言葉に偽りはない。建造ではなく製氷であった。

      「そうか。では艦載機は」

      「ブーンの準備は整っております」

      「本当は金を掛けた高性能戦闘機を用意してやりたかったよ」

      　ブーンは安価な軽攻撃機である。メタルアイリスが保有する多目的戦闘機には遠く及ばない。用途を限定したからこその材質であり性能だ。

      　そしてそのような航空機に乗るパイロットたちへの後ろめたさもあった。

      　ＢＡＳ社は極度の財政難を抱えている。それゆえに創意工夫が必要だったのだ。

      「今回の目的には制空戦闘機は必要ありません。ご安心ください。フレンドたちの評判はいいですよ」

      　アベルの言うフレンドとはファミリアのことだ。実際ファミリアたちはブーンという軽攻撃機を高く評価していた。

      「実際のパイロットたちに好評ならば良しとするか。進めよう」

      　数は必要だ。要塞エリア内での制空戦闘は想定していない。

      　航空機に強い五行重工業の部隊も随行する。役割分担と思うことにした。

      「戦争は万全の状態で始まるとは限りませんよ。雌伏の時は終わり、今こそ雄飛するときですぞ」

      「そうだな。我らはグレイシャス・クイーンをもって英国の栄光をこの惑星アシアに轟かせるのだ！」

      「もちろんですともジョージ。華麗な勝利とともにね」

      「切り札はパンジャンドラム。そして……」

      　二人は顔を見合わせて笑う。

      　アシア大戦をも左右する新たな企業の参戦であった。

      
        

      

    
  
    
      
        あとがき

      

      　皆様の応援のおかげで遂に三巻に到達いたしました！ 

      　まことにありがとうございます。心より御礼申し上げます。

      
        

      

      　これも『ネメシス戦域の強襲巨兵』シリーズを購入していただいた皆様、小説家になろう、カクヨム等で読者様による応援のおかげです！ 

      　一人では決して到達できなかった、皆様の力です。

      　

      　今回は三巻の制作話です。遂にラニウスがＣ型、強襲飛行型になりました。この用語は二巻の加筆する際に思いついた設定です。

      　ＷＥＢ版連載時においてもＣ型は二種の形態を持つ装備。ラニウスの完成形です。この機体が遂に小山先生の手によってイラスト、表紙に。感無量ですね。

      　表紙を並べると歴代ラニウスのバージョンがわかるようになります！ 

      
        

      

      　機会がありまして小山先生と直接ご挨拶する機会がありました。小山先生の経歴は、自分の想像以上に凄いものでした。

      　前巻でカイザードの話を書きましたが、重装騎兵ヴァルケンのドットなどもなされていたとか！ 

      　ヴァルケンは死ぬほどやりこんだゲームで、その開発者の一人に自分の小説のメカをデザインしていただけるとは望外の幸せです。

      
        

      

      　三巻を執筆中にも、ネメシス戦域のおかげで色々なご縁がありました。

      　

      　当作書籍化前からずっと応援していただいていた『西澤冬樹』様。作中フユキのモデルです。この方との思い出こそ筆者のゲーム業界での思い出でもあり、コウの旅路はゲーム業界全体のオマージュでもありました。

      　この方が応援して戴きアドバイスをくれたからこそ、ネメシスは前に進めました。以前ネメシス戦域で大きな挫折をしたときも決して見捨てることなく応援してくれて、救われた思いです。本当にありがとうございます！ 引き続きよろしくお願いします！ 

      
        

      

      　当小説の推敲、修正などを手伝ってくれた方々。自分の誤字の多さにめげずに根気よく修正してくれました皆様。『きく』様。『司弐紘』様。『橘雪』様。そして小説家になろう様やカクヨム様各サイトにおいて自分誤字脱字修正で連絡をしてくれる皆様。とくに名前も知らない、善意の協力者である皆様にこの場を借りて。すべての方に御礼と感謝を。三巻まで到達できたことで改めて謝辞を贈りたいと思います。

      　三巻を出版できたよ！ という報告とともに！ 

      
        

      

      　いずみノベルズ編集長である山城編集長様。この方がいなければネメシス戦域が商業に掲載されることもなかったでしょう。

      　ＳＦ好きな編集長だからこそ可能だったメカ特化のシリーズ構成。通常のラノベレーベルは不可能な構成だったと言わざるを得ません。

      　心より御礼申し上げます！ 

      
        

      

      　最後になりますが小山英二先生とあのん先生。そして今回はマグマスタジオの皆様へ。

      　小山先生に無理をいってご迷惑をおかけしているのはもちろん、あのん先生に魅力的なキャラクターを描いていただいております。今回マグマスタジオ様にはマップを担当していただけました！ 

      　いよいよ挿し絵のほかにマップが加わったことで、ネメシス戦域シリーズはより深みが増したといえるでしょう。

      　小山先生に理想の五番機を描いて貰えるというのは本当に僥倖です。

      　今後も小山先生や皆様とともにネメシス戦域の強襲巨兵という作品を一緒に作っていきたいと思います！ 

      
        

      

      　読者の方々が楽しんでいただければ、作者としてこれに勝る喜びはございません。

      　改めて制作関係者、読者、すべての皆様へ。本当にありがとうございました。

      二〇二一年九月　夜切 怜
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